




 

 

は じ め に 

 

障害者総合支援法に基づく「義肢・装具及び座位保持装置の完成用部品（以下｢完成用部品｣）」

の取り扱いについては、国立障害者リハビリテーションセンターにおいて、安全性や有効性、

価格についての確認を行い、厚生労働省の補装具評価検討会を経て、その指定が行われてい

る。また、指定された完成用部品の構造や機能、効果等に関する詳細情報については、当協

会においてメーカー等の任意により情報を収集し、「義肢装具等完成用部品データベースシス

テム（以下｢本ＤＢシステム」）を通じて全国の更生相談所や市町村等へ情報提供している。   

こうしたなか、国立障害者リハビリテーションセンター及び当協会、厚生労働省によるデ

ータの連携・活用は不可欠であり、申請内容の確認、審議及び通知の作成、詳細情報の提供

等を適切かつ円滑に行うことが求められている。 

昨年度よりこれらの一連業務を体系的に行うワークフローシステムの在り方について検討

を行ったところではあるが、今年度は、国立障害者リハビリテーションセンターにおいて、

本格的な運用が開始されているＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）シス

テムと本ＤＢシステムのデータ連携及び利便性の向上、さらには適切なデータ管理の方策に

ついて検討することとした。 

これにより、完成用部品のデータ管理及び連携を確実に行うとともに、指定通知に係る別

表の適切かつ迅速な作成及び、完成用部品の適正支給に資する詳細情報の発信に寄与するこ

ととした。 

本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、検討委員をはじめヒアリング調査にご協力頂いた方々に深く感謝する次第

である。 

 

合わせて、当協会では平成２２年４月から障害のある方等のニーズと福祉用具の開発や研

究を行う方のシーズを繋げる｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム（※）｣を運用してい

るところであるが、運用開始後、これまでに寄せられた主な意見を整理・分類、体系化した

ものを本報告書に掲載することとする。（※）https://www7.techno-aids.or.jp/ 

なお、本事業は、厚生労働省の「令和４年度・視覚障害者用図書事業等委託費（福祉機器

開発普及等事業）」から交付を受けて、実施したものである。 

 

 

令和５年３月 

 

 

公益財団法人テクノエイド協会  
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第１部 義肢装具等完成用部品データベ

ースの在り方に関する検討 
  





 

 

１．事業概要 

（１）事業の目的 

福祉機器ニーズの増大・多様化、科学技術の進歩による高度化に適切に対応し、真に身

体障害者等の役に立つ福祉機器の開発普及等を推進するため、福祉機器に関する調査研究

及び福祉機器のニーズと技術シーズの適切な情報連携の促進を行うことにより、身体障害

者等の福祉の向上に資することを目的とする。 

 

障害者総合支援法に基づく「義肢・装具及び座位保持装置の完成用部品（以下｢完成用部

品｣）」の指定については、申請事業者からの情報をもとに国立障害者リハビリテーション

センターにおいて、当該部品の臨床評価及び工学評価、価格等の確認を行い、最終的には

厚生労働省の補装具評価検討会を経て、その指定が行われている。 

また、指定された各種の完成用部品の構造や機能、効果等に関する詳細については、当

協会において、メーカー等の任意により情報を収集し「完成用部品データベースシステム

（以下「本ＤＢシステム」）」を通じて全国の更生相談所や市町村等へ情報提供していると

ころである。 

こうしたなか、国立障害者リハビリテーションセンター及び当協会、厚生労働省による

データの連携・活用は不可欠であり、申請内容の確認、審議及び通知の作成、詳細情報の

提供 等を適切かつ円滑に行うことが求められている。 

本事業は、国立障害者リハビリテーションセンターにおいて、本格的な運用が開始され

ているＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）システムと本ＤＢシステム

のデータ連携及び利便性の向上、さらには適切なデータ管理の方策について検討すること

とした。 

これにより完成用部品のデータ管理及び連携を確実に行うとともに、指定通知に係る別

表の適切かつ迅速な作成及び、完成用部品の適正支給に資する詳細情報の発信に寄与する

こととする。 

 

（２）事業の内容 
①検討会の設置 

  本事業を適切かつ円滑に実施するため、完成用部品の申請から評価等の業務を行う、国

立障害者リハビリテーションセンターの関係者を中心とする検討会を当協会に設置した。 
 

②データ連携の在り方に関する検討 

国立障害者リハビリテーションセンターにおいて、運用されているＲＰＡシステムと本

ＤＢシステムのデータ連携の在り方について検討した。 

具体的には、完成用部品に係る更新前データの受け渡し及び、更新データの取り込み等

のデータ連携を図るフォーマットの検討、加えて詳細情報に係るデータ連携についても模

索することとした。 
 

③完成用部品データベースシステムの利便性の向上に関する検討 

本ＤＢシステムの情報登録企業及び利用者の利便性向上に資する検討を行った。具体的

には、詳細情報の登録の簡便化を図るとともに、スマートフォン等のモバイル端末対応の
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システムを検討することとした。また、令和３年度の結果を踏まえ、とりわけ補装具費の

支給・判定業務に従事している市区町村及び更生相談所、完成用部品製造及び輸入事業者

を対象に本システムの活用状況及び、完成用部品に係る課題等について、追加的にヒアリ

ング調査を実施することとした。 
 

④指定部品のデータ管理に関する検討 

完成用部品のデータ管理を適切かつ安全に行うとともに、指定通知に係る別表を迅速に

作成する方策として、本ＤＢシステムから部品データを切り離して、部品データを管理す

る仕組みを検討することとした。これにより、国立障害者リハビリテーションセンター及

び当協会、厚生労働省によるデータ連携・活用を円滑化することとした。 
 

⑤報告書の作成 

  本事業の実施結果について、報告書に取り纏めた。 

 
（３）検討委員 
 

義肢装具等完成用部品データベースシステムの在り方に関する検討 検討委員 

（敬称略） 

氏  名 所               属 

高橋  智 
国立障害者リハビリテーションセンター  

企画・情報部情報システム課 支援機器イノベーション情報・支援室 室長 

山﨑 伸也 
国立障害者リハビリテーションセンター  

企画・情報部情報システム課 支援機器評価専門官  

柴﨑  明 
国立障害者リハビリテーションセンター  

企画・情報部情報システム課 支援機器イノベーション情報・支援室 室長補佐 

白銀  暁 
国立障害者リハビリテーションセンター 

研究所 福祉機器開発部 第一福祉機器試験評価室長 

（併）企画・情報部支援機器イノベーション情報・支援室 

我澤 賢之 
国立障害者リハビリテーションセンター 

研究所 障害福祉研究部 主任研究官 

（併）企画・情報部支援機器イノベーション情報・支援室 

三田 友記 
国立障害者リハビリテーションセンター 

研究所 義肢装具技術研究部 副義肢装具士長 

（併）企画・情報部支援機器イノベーション情報・支援室 

吉岡 久恵   
国立障害者リハビリテーションセンター 

学院 義肢装具学科 教官 

 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 自立支援振興室 

 公益財団法人テクノエイド協会  

 

【オブザーバー】 

氏  名 所               属 

МＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 

エックスデザイン株式会社 
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（４）実施スケジュール 

 
 
（５）検討会の開催 

①第１回検討会 
日時：令和４年８月１６日（火）１４：００～１５：３０ 
会場：オンライン開催 
内容： 

【報告事項】 
 本事業の概要について 
 昨年度の振り返り 
 追加ヒアリングの実施結果 

【検討事項】 
 今年度の検討事項（案）について 

・部品情報のデータ連携について 

・新規及び削除情報の取扱いについて 

・利便性の向上について 

・部品情報の管理について 

 今後のスケジュール 
②第２回検討会 

日時：令和４年１２月６日（火）１０：００～１１：３０ 
会場：オンライン開催 
内容： 

【報告事項】 
 本事業の概要について 
 第１回検討会の振り返り 

【検討事項】 
 データ連携の在り方に関する検討について 
 データ管理と業務フローについて 
 ＤＢシステムの利便性向上について 
 ヒアリングの実施について 
 今後のスケジュール 

検討内容 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

 ０．検討会の設置、主要メンバーにより随時開催 〇 〇 〇

 １．データ連携の在り方に関する検討

　 ①データ連携項目の検討

　 ②データ連携フォーマットの検討、構築

　 ③データ連携のテスト

 ２．本システムの利便性の向上に関する検討

　 ④事業者ヒアリング、スマートフォン対応等の検討

　 ⑤システムの改修

 ３．指定部品のデータ管理に関する検討

 　・概念整理、基本設計

 　・管理システムの構築

 ４．報告書の作成 ◎

① ② ③

④ ⑤
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③第３回検討会 
日時：令和５年３月８日（水）１０：００～１１：３０ 
会場：オンライン開催 
内容： 

【報告事項】 
 本事業の概要について 
 第２回検討会の振り返り 
 ＤＢシステムの在り方に関するヒアリング調査の結果 

【検討事項】 
 データ連携の在り方について 
 ＤＢシステムの利便性向上について 

 
（６）ヒアリング調査の実施 

①目的 

当協会では「完成用部品等データベースシステム」を活用し、指定された完成用部品の

構造や機能、効果等に関する詳細情報をメーカー等から情報収集し、全国の更生相談所や

市町村等へ情報提供しているところである。  

一方、本システムは、運用の開始から約１５年が経過したこともあり、当協会では昨年

度より当協会内に検討会を設置し、国立障害者リハビリテーションセンター及び厚生労働

省と連携して、完成用部品データベースの在り方について検討しているところである。 

こうしたなか、本ヒアリング調査では、とりわけ本システムの登録及び利用に係る関係

者にもご意見をうかがうことを目的として、完成用部品の製造・輸入事業者及び市区町村、

身体障害者更生相談所の担当者を対象に、本システムの改修や利便性向上に関する要望等

について、ヒアリング調査を実施することとした。 

 

②方法及び時間 

  オンラインまたは現地での聞き取り調査（１時間程度） 

 

③調査対象 

・完成用部品の製造・輸入事業者 … 申請企業等 ７８社 

・市区町村 … １機関 

・身体障害者更生相談所 … ４機関 

  また、完成用部品の製造・輸入事業者に対しては、オンラインによる合同ヒアリングを

実施し、終了後、アンケートに回答していただいた。またその回答者から個別のヒアリン

グも実施した。 

④調査内容 

 （１）完成用部品データベースシステムの活用状況 

（２）完成用部品の選定・支給に必要な情報・項目・内容 

（３）完成用部品に係わる現行の課題、改善の要望・提案 

（４）登録の方法や手続きに関する事項について（市区町村、更生相談所は除く） 

（５）その他  
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２．事業結果 

（１）ヒアリング調査の結果 
①市区町村 

  対応者：社会福祉主事、補装具・日常生活用具担当 

（実施日時：令和４年６月９日（木）１０：００ ～ 対面） 

 

１、本ＤＢシステムの活用状況 

 見積書に記載された完成用部品は指定されているものか、金額を含めて確認してい

る。 

２、完成用部品に係わる課題 

 適合確認の際、見積の部品と実際に使用された部品の突合ができない。 
 どうして当該部品を選定したのか、意見書だけでは分からない。 

 見積書を作成した事業者に選定理由をうかがう場合がある。 

 児童について、市町村のみの判断で支給決定しているが、必要性の判断が困難であ

る・ 

 支給・判定したもののフォローアップができていない。 

 あり得ない部品の組合せパターンがないか確認が困難である。 
 どういう目的で当該部品を選定したのか、どこで使用する部品なのか把握できない

まま支給している状況である。 
 同一カテゴリの中でどうして当該部品を選択したのか、事業者を信頼するしかな

い。 

３、本ＤＢシステムに対する改善の要望等 

 詳細情報を全数みられるようにしてほしい。 

 写真は複数、さらに組立完成図の全体像がわかるように示してほしい。 

 どういった人や生活を送っている人に向けている部品か、対象のイメージがつくよ

うにしてほしい。 

 各部品の特徴及び、同一カテゴリの中の部品との性能等の相違が分かりやすいよう

にしてほしい。 

 部品の機能や性能の違い一目でわかると有難い。 

 メーカーによる部品の相違が確認できると有難い。 

 車いすのように対象者の例をもう少し明確に示してほしい。 

４、その他 
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②更生相談所 

〇対応者：理学療法士 

（実施日時：令和４年６月１０日（金）１０：００～ 対面） 

〇対応者：理学療法士 

（実施日時：令和５年２月１３日（月）１４：００～ 対面） 

〇対応者：作業療法士 

（実施日時：令和５年２月１４日（火）１３：００～ 対面） 

 〇対応者：リハビリ専門医、理学療法士 

（実施日時：令和５年２月１５日（水）１３：００～ 対面） 

 

１.本ＤＢシステムの活用状況 

 補装具の判定・記録時において、事業者からの見積もりの完成用部品を調べるのに

有効利用している。 

 高額・高性能な完成用部品（電子制御膝継ぎ手など）の特長を調べるのに有用であ

る。当該部品を選定した理由の確認、裏付けの情報を得るため。 

 比較、提案する際の根拠となる情報として使用している。 

 不適切な組合せとなっていないかの確認。 

 詳細情報が掲載していない部品も多く、ＤＢシステムはあまり活用していない。メ

ーカーカタログやＨＰを確認、補装具制作業者にも聞いている。 

２.完成用部品に係わる課題 

 適合確認の際、見積の部品と実際に使用された部品の突合ができない。 

 支給・判定したもののフォローアップができていない。 

 修理の際、同じ部品が無い場合があり、同等といえるか不安である。 
 ほしいものと必要な機能は違うため、申請者の生活機能から必要な機能の部品が選

択できるよう機能や性能、適用例等を示してほしい。 
 本人の身体機能と部品の性能をマッチングできる仕組みがるとよい。 

３．本ＤＢシステムに必要な情報・項目・内容 

 当該部品の「特長」が分かるような情報が欲しい。 

 画像が無い部品があるので、可能な範囲で画像を載せてほしい。 

 組み合わせで必須となる部品などの情報があるとよい。 

 例えば、比較検討なども行うため、当該部品の比較品や類似品、後継機種、上位機

種などが分かるとよい。 

 部品の取り扱いが分かるワンポイントアドバイス動画などがあるとよい。 

 使われ方等の注釈があるとよい。例えば、試用に制限がある部品等。 

 パーツがどのようにつくのかの情報があるとよい。 

 対象となる例示があるとよい。 
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４.本ＤＢシステムに対する現行の課題、改善の要望、提案 

 詳細情報を全数みられるようにしてほしい。 

 過去指定されていた部品が見られると有難い。 

 新規及び削除された指定部品について、Excel 形式のデータでほしい。 

 部品は番号で管理することが良い、ＱＲコードを付与して写真やデータを第三者で

も容易に突合・検査できるようにしてほしい。 

 スマートフォンから簡易に調べられるようにしてほしい。 

 特に障害児では自宅、車載用、学校用それぞれで製作することがあり、その必要性

の判断においては、現地で状況を確認する必要がある。折りたたみ時や使用場面等

の複数の画像などがあるとよい。 

 昨年の指定通知から変更になった箇所がわかるとよい。 

 適用例を幾つか示し、ありえない組合せの場合、エラーが生じるようにしてほしい。 

 部品の機能や性能の違い一目でわかると有難い。 

 メーカーによる部品の相違が確認できると有難い。 

 特に座位保持装置に関する情報が少なく、各社の部品の特長が分かりにくい。写真

だけでもあると実物の確認ができるため有用な情報となる。 

 告示の製品番号だけでなく、販売製品名（ジニウム、C-Leg 等）も一覧表にあると

よい。（備考には、製品名の情報があるので、検索すれば検出はされる） 

 コネクターなどの部品が多く、構成が分かるような見え方になるとよい。 

 「キーワード検索」を「カテゴリ」検索より一番上に配置してほしい。 

 機能区分の情報を追加してはどうか。 

５.その他 

・詳細情報は基本、メーカーが入力した内容になるので、過度な宣伝内容になってい

ないかどうか一度、第３者の協会等がチェックするような仕組みがあると良い。 

・本ＤＢシステムを使用する対象者を誰とするのか、市町村と更生相談所では役割が

異なるため万人に対して有用なＤＢシステムにするのは難しいのではないか。 

・「利用にあたっての留意事項」の内容が現状に即していないと感じるため、文言の

修正が必要ではないか。 

 

③完成用部品の製造・輸入事業者 

〇合同ヒアリング（２２社の参加） 

（実施日時：令和５年１月１９日（木）１４：００～ Ｗｅｂ） 

（実施日時：令和５年１月２０日（金）１３：００～ Ｗｅｂ） 

〇個別ヒアリング（１社） 

（実施日時：令和５年２月１６日（木）１４：００～ Ｗｅｂ） 
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１.本ＤＢシステムの活用状況 

 新しい部品を情報発信する場として活用している。 

 見積書作成時の番号確認や価格のチェックに活用するとともに、ユーザーへの提案

などで使用することがある。 

 頻繁ではないが、更生相談所から質問があった場合、本システムの部品情報を紹介

している。 

 メーカーのため、登録時以外に使用することは殆どないが、ユーザーからの問い合

わせの際、本システムを案内することがある。 

 社内ではあまり使用していないが、外部の方から本システムに掲載されている部品

について、問い合わせされるケースがある。 

２.本ＤＢシステムに必要な情報・項目・内容 

 部品コードの有効活用、カテゴリからメーカーが絞り込みできるようにしてほし

い。 

 どのようなユーザーや場面に適しているのかなど、当該部品の特徴がよりわかりや

すいようにしてほしい。 

 動画の添付や複数画像が添付できるとよい。 

 写真は部品単体の方が分かりやすいのでは。 

 同等安価の部品を選択した場合、他社製品と組み合わせた際、著しく強度が低下し

破損する場合があるため、注意事項を記載するなどして注意喚起を促してほしい。 

 昇順・降順の並べ替えやリストボックスに対応して欲しい。 

 カテゴリ検索において、メーカー名でも絞り込みができるようにして欲しい。また、

義足用調整部品の下位階層で型式も表示して欲しい。備考も表示されるようにして

欲しい（商品名が備考欄に記載されていることが多いため） 

３.本ＤＢシステムに係わる現行の課題、改善の要望・提案 

・Ｗｅｂ申請で完結できるようにしてほしい。 

・詳細情報の登録、加筆・修正がＷｅｂ上で適宜できるとよい。 

・臨床現場では価格を聞かれる場面が多く、スマートフォンからの検索ができるよう

になると便利である。 

・取扱説明書のダウンロードができるとよい 

・本システムのワード化、デザインの一新、目立つ位置にバナーを配置する 

・検索結果の画面から再度検索できるようになってほしい。 

・企業一覧から企業の部品一覧が確認できるとよい。 

・形式別の検索だけでなく、機能面の分類などもできるとよい。例えば、イールディ

ング、任意ロック、歩行スピード追随性など。 

・国リハの申請様式にない「作用」の項目を必須項目から外してほしい。 

・組み合わせ可能な部品についての注意喚起を明記してほしい。 

・印刷時に画像が大きく印刷されるようにしてほしい。 
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４.登録の方法や手続きに関する事項について 

・部品画像について、ユーザー画像も含まれるため、申請後も差し替え等が容易にな

るとよい。 

・Ｗｅｂ申請から修正後の変更修正まで、すべてＷｅｂ上で完結できるようにしてほ

しい。 

・毎年の国リハへの完成用部品登録時に詳細情報の掲載の有無についても併せて確認

することはできないか。完成用部品として認められた部品の登録料のみ支払えるよ

うにすればよい。 

 
（２）各機関の役割及びワークフロー 
 ①完成用部品データの取り扱いにおける各機関の役割について 
  完成用部品に係る更新前データの受け渡し及び、更新データの取り込み等のデータ連携 

 の具体的な方法について検討する前に各機関の役割を明らかにし、業務範囲の認識、共有

をすることとした。 

  各機関の役割については、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 
  

機関名 役割 

厚生労働省 

自立支援振興室 

 完成用部品申請書の受付 

 補装具評価検討会の開催 

 完成用部品の指定 

 通知の発出 

国立障害者リハビリ

テーションセンター 

 申請書類の確認、問い合わせ 

 補装具評価検討会での確認事項の整理 

テクノエイド協会  完成用部品データベースの運営 

 通知データ素案の作成（システムによる生成） 

 ＰＣ、スマホから完成用部品情報を発信 

・更新、新規に登録となった部品リ

ストの作成 
・補装具評価検討会の資料等に活用 

国立障害者リハビリ

テーションセンター 

指定部品通知の生成 

厚生労働省 

本ＤＢ 
システム 

・情報のアップロード（更新） 
・一般向けに HP にて公開 
・本ＤＢシステムの管理 

テクノエイド協会 
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 ②通知発出までフロー 
  厚生労働省より発出される指定通知のデータは、本ＤＢシステムから抽出した完成用部

品データを元に作成される。したがって、指定部品の変更や修正等が生じた場合には、３者

でその情報を共有し、元データの修正を必ず本ＤＢシステムの管理者（当協会）が行い、こ

れにより誤謬の発生や次年度の更新作業に影響が生じないようにすることとした。また、デ

ータのやり取りは、必ず厚生労働省を経由してやり取りを行うこととした。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

〇通知データ作成準備 
 
 
 
 〇更新作業の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国立障害者リハビリテーション

センター（国リハ） 
テクノエイド協会 

① 更新作業に必要な現時点でのＤＢ登録データを抽出、厚生労働省へ提出 
② 厚生労働省から国リハへデータを共有 

① 完成用部品の製造・輸入事業者より、新規、更新部品のデータを国リハへ提出 
② ①のデータを元に継続部品を更新、合わせて新規部品データを厚労省へ提出 
③ 厚労省で確認し、テクノエイド協会へ提供 
④ ＤＢを更新し、テクノエイド協会から厚労省へ通知データを提出 
⑤ 厚労省から完成用部品の製造・輸入事業者へ指定通知内容に相違がないか確認 
⑥ 厚生労働省より「完成用部品の指定について」指定通知を発出 

完成用部品の製造・輸入事業者等 

厚生労働省 

⑤⑥ 
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（３）データ連携の在り方に関する検討 
【当初】 

①目的 
国立障害者リハビリテーションセンターにおいて、運用されているＲＰＡシステムと

本ＤＢシステムのデータ連携の在り方について検討した。 
具体的には、完成用部品に係る更新前データの受け渡し及び、更新データの取り込み

等のデータ連携を図るフォーマットの検討、加えて詳細情報に係るデータ連携について

も模索することを検討した。 
 

②データ連携の推進について 
指定部品の通知を適切かつ迅速に作成するとともに、指定された部品のすべての詳細

情報を効率的に情報発信するため、申請時等の情報を有効に活用するためのデータ連携

をより一層推進することとした。 
 
【２回の検討会及びヒアリング結果を踏まえた検討】 
Ｎo 主な検討事項 内容等 

１ 基本情報の取り扱い これまで通りとする。 

指定通知のベースとなる基本情報のデータ連携及び、別表（案）

の作成については、これまで通り協会にて行うこととし、確定し

たデータについても、これまで通り協会のサーバー（OCN クラウ

ドサービス）に保管することとする。 

※指定部品の変更や修正等が生じた場合には、３者で共有して元

データの修正を必ず（協会が）行うこととする。これにより誤謬

の発生や次年度の更新作業に影響が生じないようにすることとす

る。 

  

２ 詳細情報の取り扱い 詳細情報（写真データを含む。）の登録が簡便に行えるよう、協

会にて企業が詳細情報等をアップロードするためのシステムを新

たに設けることとする。 

これにより詳細情報の登録の増加を目指すとともに、あわせて登

録企業及び閲覧者のニーズに応じた情報提供項目の拡充及び提供

を積極的に行うこととする。 

  

３ 登録しやすいシステ

ムの改修 

現在、紙ベースで登録の申請を受けているところであるが、シス

テムの更新及び迅速な情報提供を可能にする方策として、Web 上

で承認及び差し戻しを可能にする機能を拡充することとする。 

これにより、順次可能なものから、迅速に詳細情報の提供を行う

こととする。 
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４ 

 

 

情報収集・提供する

項目の拡充（検討） 

（閲覧者を増やすた

めの方策） 

 

検討会及びヒアリング調査の結果等を踏まえ、以下のとおり情報

収集・提供する項目を拡充することとする。 

 

【既に改修している事項】 

① 指定部品データの Excel 出力（全部品・新規・削除） 

② スマートフォン対応  

③ QR コード作成 

④ 複数の画像登録（現行の 2 枚+最大 5 枚追加）   

⑤ 動画の情報登録（YouTube にてリンク） 

 

【情報を追加拡充する事項】 

① 特徴  

② 類似する部品との相違（部品コード及び主な相違） 

③ 以前の部品（以前登録されてい部品の名称・型式等） 

④ 当該部品の上位部品（機種） 

⑤ 当該部品の下位部品（機種） 

⑥ 添付資料（パンレット及び取扱説明書（リンク貼付）） 

⑦ 他の部品と組み合せて使用する場合の留意点 

⑧ 重要なお知らせ  

⑨ 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他 パソコン画面におけるワイド化対応、ホームページのデザイン一

新、バナーのデザイン及び配置位置の変更。 

追加拡充する項目等について、記載内容にバラツキ等が生じない

よう、表示項目の解説等について別途検討することとする。 
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（４）本ＤＢシステムの利便性の向上について 
①目的 

本ＤＢシステムの情報登録企業及び利用者の利便性向上に資するシステム改修を行っ

た。具体的には、詳細情報登録の簡便化を図るとともに、スマートフォン等のモバイル

端末対応のシステムとした。 

 
②具体的な対応策等について 

本年度の本ＤＢシステムの改修について、予算の範囲内において、以下の事項等につ

いて行うこととした。 

 

  〇新規及び削除、指定部品データのエクセル出力 

  〇スマートフォン対応 

  〇QR コード作成 

  〇複数画像、動画の表示 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 13 -



- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -





 

 

 

第２部 福祉用具ニーズ情報収集・提供シ

ステムの運用 
 

  





 

 

１．事業概要 

（１）事業の目的 
当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障

害者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提

供システム（以下、本システム）｣を開発し、運用しているところである。

（https://www7.techno-aids.or.jp/） 

本システムは、障害のある方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作るため

のご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡しする

ためのものである。 

本年度も、本システムを運用することにより、福祉用具のニーズと技術シーズの適切な

情報連携とその促進を図ることとした。 

また、シーズ・ニーズマッチング交流会において本システムの周知を行い、ニーズ及び

シーズの収集に努めた。 

 

検討経過及びシステム概要 

年度 主な事項 

平成２１年度 ○｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣の開発 

平成２２年度 ○福祉用具有識者会議の設置（本システムの活用方策を検討） 

平成２３年度 

○福祉用具有識者会議による検討 

・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・本システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

平成２４年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の開発を検討 

○本システムの改良（「ご意見」と「掲示板」の統合） 

平成２５年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の運用を開始 

○団体等の協力を得て、家族会等の場においてニーズ収集 

平成２６年度 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（管理機能の拡充） 

○シーズ・ニーズマッチング交流会にてニーズ収集 

平成２７年度 

○本システムの大幅改修 

・操作及び利便性の向上、デザインの変更 

・スマートフォンからのニーズ投稿を可能とするシステム改修 

平成２８年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

平成２９年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 
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年度 主な事項 

平成３０年度 

○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（メール配信機能の追加等） 

令和元年度 
○時代のニーズに即した本システムの在り方に関する検討 

（投稿状況のビジュアル表示、メール配信機能の追加等） 

令和２年度 ○シーズ・ニーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和３年度 

○本システムの一部改良 

・年度末集計ツールの作成 

・既存データ及びマスターの追加 

・操作ガイドの改訂 

令和４年度 ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）主な実施内容 

本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化を実施 

（３）ニーズの収集状況 
障害者のニーズを踏まえた福祉用具の開発・普及を推進するため、平成２２年度から運
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用している本システムにこれまで寄せられた、「要望・アイディア」、「新製品や技術」、「お

知らせ」の３項目について、直近５年間の累計投稿件数は以下のとおりである。 

令和４年度は、前年から２８件増加し、９６２件の投稿件数となった。 

 

〇累計投稿件数（直近５年間）※令和５年３月２３日現在 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

累計  

投稿件数 
７３７件 ８３８件 ８８６ ９３４件 ９６２件 

 

〇投稿カテゴリの内訳（直近５年間）※令和５年３月２３日現在 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

要望 

アイディア 

課題 

１３ ７７ １４ ７ ７ 

新製品 

技術 
３ ５ ９ １３ ５ 

お知らせ ２１ １９ ２５ ２８ １６ 

総計 ３７件 １０１件 ４８件 ４８件 ２８件 

 
（４）ニーズの集計・傾向 

 以下、集計した結果をカテゴリ別、記入者別、利用対象者別、キーワード別にグラフ化

したもの記す。 

〇令和４年度 カテゴリ内訳 
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〇令和４年度 利用対象者別投稿内訳 
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〇令和４年度 キーワード別投稿内訳 
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（５）主な投稿内容について（令和４年度の新規投稿） 
今年度の主な「要望・アイディア・課題」の投稿内容については以下のとおりである。 

キーワード 名称・機能 内容 

排泄 

排泄関連用具 

材料素材 

おしゃれな尿瓶 利用者様から要望があり投稿しました。 
尿瓶を使うのですが 
お洒落なものが欲しいとのことです。 
常に使うもので、カバーなどで飾れない物なので、素

材自体にカラーや柄があると助かります。 
 

屋内の移動 

手すり 

安全性 

操作性 

機能性 

移動式手すり 家族の要望もあって、部屋中に簡易式の手すりを 20 個

も置いているような状態の利用者さんが居ます。転倒

防止の為の手すりで転倒ということも起こりますの

で、例えば室内の壁にレール状の移動でき自由に動か

せる手すりを設置するといったレールがある範囲で自

由に動かせる手すりがあってもいいように思います。 

屋外の移動 

歩行器 

歩行車 

冬の屋外移動を

容易にしてくれ

る機器 

通院等、独居の方は(経済上厳しい方）雪が降るまでは

歩行車移動でできますが雪が降ると使用できない歩行

車ばかりで、冬対応歩行車か簡単に歩行車に取付られ

る冬用品があればと思っています。 

意思伝達 意思表示のでき

ない方とのコミ

ュニケーション 

以前に投稿したのですが、ヒトの感情について。 
身体の動作や仕草、表情で感情を全く表せない方との

コミュニケーションを図るときご家族、ご友人、介護

者等の“憶測”に基づいてコミュニケーションをされる

ことも多いと思います。その“憶測”の手助けになるよ

うな機器はないか。 
あったらいいなと思われている方も少なからずいると

思います。 
倫理的に問題があるのかもしれませんが犬ではそのよ

うな機器があるようです。（心拍情報からリラックス、

興奮集中、幸せな気分なのかを予測する。） 
その信憑性も併せてヒトに対応した同じような機器は

ないのか、ヒトでは難しいのか、応用できないのか。 
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２．資料編 

（１）過去５年間における福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの投稿状況 
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a
0

1
a
c
1

5
c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1

3

8

R
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
　

1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。

快
適

で
す

よ
。

後
ろ

が
見

え
な

い
っ

て
ホ

ン
ト

怖
い

で
す

か
ら

ね
。

h
tt

p
s
:/

/b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/c

2
1

6
9

6
4

7
6

4
4

f4
6

b
d

c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b

8
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
付

き
車

椅
子

　
初

号
機

！
h

tt
p

s
:/

/b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/c

e
3

1
6

f5
4

b
5

4
7

e
2

1
a
ff

f7
c
f1

7
b

e
b

0
d

c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！

9

R
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

冬
の

屋
外

移
動

手
段

高
齢

者
通

院
等

、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）

雪
が

降
る

ま
で

は
歩

行
車

移
動

で
で

き
ま

す
が

雪
が

降
る

と
使

用
で

き
な

い
歩

行
車

ば
か

り
で

、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

福
祉

用
具

ニ
ー

ズ
情

報
収

集
・

提
供

シ
ス

テ
ム

こ
れ

ま
で

に
寄

せ
ら

れ
た

「
ご

意
見

・
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
」

及
び

「
新

製
品

・
技

術
」

の
一

覧

（２）福祉用具ニーズ情報収集・提供システムに寄せられたこれまでのご意見等
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
0

R
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（

若
め

）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

バ
ス

や
電

車
に

も
乗

車
し

ま
す

。
乗

車
中

の
揺

れ
で

、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、

下
り

坂
で

、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）

。
※

業
者

さ
ん

か
ら

は
個

別
の

相
談

の
対

応
が

な
さ

れ
ず

、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・

・
・

。

1
1

R
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、

ご
友

人
、

介
護

者
等

の
“

憶
測

”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”

の
手

助
け

に
な

る
よ

う
な

機
器

は
な

い
か

。
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

わ
れ

て
い

る
方

も
少

な
か

ら
ず

い
る

と
思

い
ま

す
。

倫
理

的
に

な
問

題
が

あ
る

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
イ

ヌ
で

は
そ

の
よ

う
な

機
器

が
あ

る
よ

う
で

す
(画

像
参

照
)

そ
の

信
憑

性
も

併
せ

て
ヒ

ト
に

対
応

し
た

同
じ

よ
う

な
機

器
は

な
い

の
か

、
ヒ

ト
で

は
難

し
い

の
か

、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

1
2

R
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti
X

（
え

ら
す

ち
っ

く
）

の
特

長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　

そ
し

て
　

し
っ

か
り

保
持

で
き

る
➤

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

で
使

っ
て

い
て

も
、

誤
っ

て
落

下
さ

せ
る

心
配

が
全

く
無

い
➤

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
画

面
上

で
親

指
を

広
い

範
囲

で
動

か
せ

る
➤

フ
ラ

ッ
ト

で
簡

素
な

構
造

で
あ

り
、

極
め

て
薄

く
て

軽
い

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
て

も
バ

ッ
グ

や
ポ

ケ
ッ

ト
か

ら
の

出
し

入
れ

の
と

き
じ

ゃ
ま

に
な

ら
な

い
➤

ワ
イ

ヤ
レ

ス
充

電
が

で
き

る
➤

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

裏
側

の
自

由
な

位
置

に
貼

り
付

け
る

だ
け

価
格

は
1

,0
0

0
円

／
個

で
す

。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti
X

”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
_
2

g
v
g
V

E
H

lv
4

お
問

い
合

わ
せ

は
、

s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o
m

　
へ

ど
う

ぞ
。

1
3

R
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)歩

行
そ

の
他

(福
祉

用
具

)足
底

支
持

具
福

祉
医

療
施

設
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
認

定
に

向
け

た
、

足
底

支
持

具
の

開
発

そ
の

他
(屈

指
症

)
事

務
局

よ
り

入
力

を
代

行
い

た
し

ま
す

。

屈
指

症
は

、
脳

卒
中

や
脳

性
麻

痺
、

脊
椎

損
傷

に
よ

る
半

身
麻

痺
や

足
に

合
わ

な
い

靴
を

履
く

こ
と

に
よ

っ
て

発
症

し
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
屈

指
症

に
よ

る
痛

み
で

困
っ

て
い

る
人

を
元

気
に

し
た

い
と

思
う

気
持

ち
で

製
品

の
開

発
を

決
意

し
ま

し
た

。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

】
足

底
支

持
具

は
、

足
の

指
が

曲
が

っ
た

状
態

を
補

正
す

る
こ

と
を

目
的

に
開

発
し

て
い

る
器

具
で

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

撮
影

し
た

足
の

画
像

を
ソ

フ
ト

で
解

析
し

、
C

A
D

ソ
フ

ト
で

設
計

し
た

後
、

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
ま

す
。

現
在

、
足

底
支

持
具

は
開

発
の

最
終

段
階

に
あ

り
、

医
療

機
器

と
し

て
の

承
認

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

広
く

リ
ハ

ビ
リ

の
現

場
で

活
用

し
て

い
た

だ
く

た
め

、
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
申

請
の

準
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

た
だ

、
申

請
の

際
に

は
医

療
機

関
に

お
け

る
様

々
な

テ
ス

ト
が

必
要

で
す

。
医

療
機

関
で

テ
ス

ト
を

す
る

た
め

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
R

E
A

D
Y

　
F
O

R
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
8

8
0

3
4

終
了

日
：

5
月

 8
日

2
3

時

1
4

R
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)靴
を

履
く

時
個

人
シ

ュ
ー

ス
ル

ー
と

言
う

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た

高
齢

者
 児

童
 共

用
品

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た
、

開
発

の
キ

ッ
カ

ケ
は

知
り

合
い

の
介

護
士

が
介

護
を

す
る

方
の

靴
を

自
分

の
指

を
使

っ
て

履
か

せ
る

事
が

良
く

あ
る

と
聞

い
た

事
か

ら
で

す
、

自
分

達
も

良
く

す
る

事
だ

と
思

い
ま

す
が

、
今

こ
の

コ
ロ

ナ
の

時
代

非
接

し
よ

く
が

求
め

ら
れ

る
時

、
人

の
靴

を
自

分
の

指
を

使
っ

て
履

か
せ

る
事

は
良

い
と

は
思

い
ま

せ
ん

よ
ね

、
こ

れ
は

重
度

の
方

用
で

は
有

り
ま

せ
ん

が
、

お
年

寄
り

や
ま

だ
靴

を
上

手
に

履
け

な
い

年
少

の
子

供
達

、
一

般
の

健
常

者
も

職
種

に
よ

っ
て

は
利

用
し

て
貰

え
る

と
思

い
ま

す
た

と
え

ば
（

例
え

ば
引

越
し

業
者

）
な

ど
幅

広
い

利
用

者
が

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

、
こ

れ
を

何
と

か
世

に
出

し
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

個
人

の
力

で
は

力
不

足
で

中
々

前
に

進
ん

で
行

か
な

い
の

で
、

こ
の

シ
ュ

ー
ス

ル
ー

に
興

味
が

あ
る

方
が

い
ま

し
た

ら
、

お
力

を
貸

し
て

頂
き

た
い

と
思

っ
て

投
稿

致
し

ま
し

た
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
5

R
3

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)床
頭

台
、

P
C

デ
ス

ク
、

テ
レ

ビ
台

開
発

メ
ー

カ
ー

床
頭

台
仕

様
の

大
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

ス
タ

ン
ド

肢
体

不
自

由
者

 視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 高

齢
者

病
院

や
介

護
施

設
等

で
使

用
さ

れ
る

床
頭

台
に

、
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

取
付

ら
れ

る
よ

う
強

度
や

重
量

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

ま
し

た
（

特
許

出
願

中
）

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

の
画

面
が

小
さ

い
、

設
置

・
固

定
が

難
し

い
、

電
源

コ
ー

ド
や

ケ
ー

ブ
ル

が
増

え
て

足
元

の
安

全
を

確
保

で
き

な
い

と
い

っ
た

課
題

を
解

消
し

ま
す

。
電

源
コ

ン
セ

ン
ト

（
外

装
：

U
S

B
x
2

＋
コ

ン
セ

ン
ト

x
1

、
内

装
：

コ
ン

セ
ン

ト
x
6

）
を

装
備

し
て

お
り

、
様

々
な

周
辺

機
器

、
電

子
機

器
を

利
用

、
収

容
で

き
ま

す
。

利
用

例
と

し
て

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

電
源

を
使

う
こ

と
で

壁
コ

ン
セ

ン
ト

か
ら

の
電

源
供

給
が

不
要

と
な

り
、

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

等
へ

自
由

に
移

動
し

て
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
パ

ソ
コ

ン
を

大
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
下

段
の

扉
、

棚
板

の
取

り
外

し
が

で
き

る
の

で
、

床
頭

台
と

し
て

の
一

般
的

な
利

用
や

小
型

冷
蔵

庫
を

収
容

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

注
文

製
作

の
た

め
、

色
や

木
目

、
サ

イ
ズ

等
の

仕
様

を
自

由
に

ご
指

定
い

た
だ

け
ま

す
。

※
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
ア

ー
ム

や
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、

電
源

等
の

機
器

類
は

、
本

床
頭

台
に

含
み

ま
せ

ん
。

【
お

問
合

せ
】

株
式

会
社

1
4

z
a
（

じ
ゅ

う
よ

ん
ざ

）
　

　
　

　
　

　
H

P
：

h
tt

p
s
:/

/
1

4
z
a
.c

o
.jp

　
　

メ
ー

ル
：

in
fo

@
1

4
z
a
.c

o
.jp

1
6

R
3

新
製

品
・

技
術

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
レ

ッ
グ

ウ
ォ

ー
マ

ー
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

衣
類

の
企

画
や

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
て

い
る

、
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
す

。
こ

の
度

、
車

い
す

で
過

ご
す

時
間

が
長

い
方

向
け

に
、

レ
ッ

グ
ウ

ォ
ー

マ
ー

の
販

売
を

始
め

ま
し

た
。

電
動

車
い

す
で

過
ご

さ
れ

て
い

る
か

ら
、

「
冬

に
出

か
け

る
と

、
足

首
や

ふ
く

ら
は

ぎ
が

と
て

も
冷

え
る

」
と

ご
相

談
を

受
け

た
の

が
き

っ
か

け
で

す
。

オ
ー

ダ
ー

で
お

納
め

し
た

と
こ

ろ
、

と
て

も
暖

か
い

と
喜

ん
で

い
た

だ
き

、
よ

り
シ

ン
プ

ル
に

使
い

や
す

い
形

で
製

品
化

い
た

し
ま

し
た

。

　
・

膝
下

か
ら

足
首

ま
で

を
包

む
長

さ
で

、
ブ

ー
ツ

を
履

い
て

い
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

　
・

表
地

は
風

を
通

し
に

く
い

合
皮

、
裏

地
は

暖
か

い
厚

手
の

ウ
ー

ル
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　
・

ご
自

身
や

介
助

す
る

方
が

簡
単

に
着

脱
で

き
る

よ
う

、
面

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

つ
け

ま
し

た
。

す
で

に
ご

利
用

さ
れ

た
方

か
ら

「
ぽ

か
ぽ

か
で

す
」

と
ま

だ
ま

だ
寒

い
日

が
続

き
ま

す
。

皆
様

の
お

役
に

立
て

れ
ば

幸
い

で
す

。

既
製

品
は

こ
ち

ら
で

販
売

し
て

い
ま

す
　

h
tt

p
s
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a
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k
o
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8
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.s
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re
s
.jp

/
it
e
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4

0
0

2
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1
6

8
e
6
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h

tt
p

s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

1
e
8

ff
5

8
fd

2
e
7

3
2

e
c
2

2
c
d

9
0

3

ご
自

身
や

ご
家

族
が

手
作

り
さ

れ
る

場
合

は
こ

ち
ら

（
パ

タ
ー

ン
を

販
売

し
て

い
ま

す
）

　
h

tt
p

s
:/

/k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

1
8

8
9

8
7

e
0

c
9

8
4

6
6

a
0

c
7

9
5

d
f9

ご
希

望
の

デ
ザ

イ
ン

や
色

で
オ

ー
ダ

ー
を

承
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

お
気

軽
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
　

k
a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp

1
7

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
で

き
な

い
方

の
感

情
が

知
り

た
い

肢
体

不
自

由
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 介
助

者

自
立

支
援

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
の

「
こ

ん
な

も
の

あ
っ

た
ら

い
い

な
」

と
い

う
題

で
話

し
合

い
を

し
た

の
で

す
が

、
そ

の
中

で
出

た
意

見
を

2
つ

提
示

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

1
、

意
思

表
示

が
出

来
ず

、
感

情
が

な
か

な
か

読
み

取
れ

な
い

利
用

者
さ

ん
に

つ
い

て
、

快
・

不
快

な
ど

詳
し

く
で

な
く

て
も

い
い

か
ら

わ
か

る
製

品
が

欲
し

い
。

介
助

方
法

や
生

活
の

過
ご

し
方

の
参

考
に

な
る

と
思

う
。

犬
を

対
象

と
し

た
商

品
は

あ
る

よ
う

だ
が

人
で

は
難

し
い

か
。

2
、

ア
レ

ク
サ

ー
や

S
ir
iな

ど
音

声
で

操
作

で
き

る
も

の
が

増
え

て
き

た
が

、
構

音
障

害
や

声
量

の
問

題
で

使
用

が
難

し
い

方
が

多
い

。
そ

の
人

の
発

声
の

特
徴

を
予

め
登

録
し

て
認

識
し

や
す

く
す

る
よ

う
な

も
の

は
な

い
か

。

以
上

、
も

し
情

報
を

お
持

ち
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

教
え

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

1
8

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

装
具

車
い

す
移

動
用

リ
フ

ト

開
発

メ
ー

カ
ー

◆
車

い
す

を
楽

に
車

へ
搭

載
出

来
る

リ
フ

タ
ー

装
置

◆

介
助

者
高

齢
者

の
方

な
ど

車
い

す
を

お
使

い
の

方
が

車
で

移
動

さ
れ

る
場

合
、

介
助

者
の

方
は

車
い

す
を

車
へ

積
み

込
む

た
め

に
か

な
り

の
労

力
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

を
解

消
す

る
た

め
に

、
車

い
す

と
共

に
持

ち
運

び
出

来
る

「
小

型
」

で
「

軽
量

」
な

車
い

す
リ

フ
タ

ー
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

こ
の

様
な

商
品

が
あ

れ
ば

使
っ

て
み

た
い

と
い

う
方

は
「

い
い

ね
」

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
ま

た
機

能
と

し
て

欲
し

い
も

の
が

あ
れ

ば
コ

メ
ン

ト
に

て
リ

ク
エ

ス
ト

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

以
上

、
ご

協
力

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

■
株

式
会

社
ア

ス
テ

ア
　

　
　

【
自

動
車

部
品

、
農

業
用

機
械

製
品

の
開

発
・

設
計

及
び

製
造

】
h

tt
p

s
:/

/
a
s
te

e
r.
c
o
.jp

/

1
9

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)車
 補

聴
器

 緊
急

通
報

装
置

そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

子
音

 安
全

性
 身

体
と

の
適

合

個
人

車
の

ウ
ィ

ン
カ

ー
・

バ
ッ

ク
の

際
の

音
聴

覚
障

害
者

高
齢

者
は

高
域

の
音

が
聞

き
づ

ら
く

な
っ

て
い

る
方

が
多

い
の

で
、

ウ
ィ

ン
カ

ー
の

カ
チ

カ
チ

音
や

バ
ッ

ク
時

の
ピ

ー
ピ

ー
音

を
自

分
が

聞
こ

え
る

周
波

数
に

変
え

れ
る

よ
う

に
す

る
と

交
通

事
故

が
減

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
ま

た
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
も

音
を

変
換

し
て

車
内

に
聞

こ
え

る
ス

ピ
ー

カ
ー

が
付

け
ら

れ
た

り
、

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

・
サ

イ
レ

ン
等

を
感

知
し

た
ら

車
内

に
光

（
フ

ラ
ッ

シ
ョ

や
パ

ト
ラ

イ
ト

等
）

で
お

知
ら

せ
し

て
く

れ
る

オ
プ

シ
ョ

ン
も

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

と
難

聴
者

や
高

齢
ド

ラ
イ

バ
ー

の
不

安
が

減
る

か
と

思
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
0

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
供

給
事

業
者

貯
水

池
み

た
い

な
（

イ
メ

ー
ジ

）
尿

取
り

パ
ッ

ド

高
齢

者
利

用
者

様
宅

で
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
参

加
し

た
時

の
話

で
す

。
尿

取
り

パ
ッ

ド
の

一
部

を
破

っ
て

尿
を

導
き

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ
か

ら
溢

れ
な

い
工

夫
を

さ
れ

て
い

る
と

の
話

が
出

ま
し

た
。

私
の

記
憶

で
は

、
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

破
る

と
給

水
ポ

リ
マ

ー
が

散
り

散
り

に
な

り
、

不
衛

生
だ

と
メ

ー
カ

ー
の

方
が

言
っ

て
い

た
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

一
考

。
大

雨
の

際
の

河
川

の
洪

水
予

防
対

策
と

し
て

、
貯

水
池

が
あ

る
様

に
、

尿
取

り
パ

ッ
ド

も
尿

が
一

定
量

以
上

貯
ま

る
と

、
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

に
溢

れ
た

分
だ

け
誘

導
す

る
よ

う
な

通
水

口
（

通
尿

口
）

が
あ

る
と

、
尿

が
意

図
し

た
方

向
に

流
れ

、
こ

ぼ
れ

る
こ

と
な

く
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

の
で

は
・

・
・

と
思

い
ま

し
た

。

2
1

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

ー
車

椅
子

風
雨

避
け

幌
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

風
雨

避
け

幌
-
-
雨

降
り

で
も

外
出

が
で

き
る

車
椅

子
用

幌
(雨

カ
ッ

パ
)の

ご
提

案
で

す
。

詳
細

　
H

P
ア

ド
レ

ス
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
m

a
c
h

in
/
p

a
t/

★
三

佳
テ

ッ
ク

株
式

会
社

　
　

【
機

械
設

計
・

製
作

・
新

製
品

開
発

】
　

【
防

音
・

騒
音

対
策

工
事

—
商

標
登

録
済

『
マ

イ
フ

ォ
ー

カ
ー

ム
』

　
・

実
用

新
案

登
録

済
・

ア
ル

ミ
軽

量
防

音
パ

ネ
ル

・
製

造
元

】

2
2

R
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)ベ

ッ
ド

特
殊

寝
台

開
発

メ
ー

カ
ー

耐
震

ベ
ッ

ド
兼

シ
ェ

ル
タ

ー
肢

体
不

自
由

者
 高

齢
者

耐
震

ベ
ッ

ド
兼

シ
ェ

ル
タ

ー
「

耐
震

ベ
ッ

ド
兼

シ
ェ

ル
タ

ー
」

生
き

残
る

た
め

に
、

一
番

大
切

な
減

災
対

策
は

！
　

　
①

家
を

丸
ご

と
耐

震
補

強
で

き
な

い
–
ひ

と
部

屋
だ

け
で

も
、

地
震

で
壊

れ
な

い
よ

う
に

補
強

し
ま

し
ょ

う
。

②
防

災
ベ

ッ
ト

や
シ

ェ
ル

タ
-
を

検
討

し
ま

し
ょ

う
。

就
寝

中
、

地
震

か
ら

命
を

守
り

ま
す

!!
こ

ん
な

方
に

お
薦

め
で

す
！

。
◎

御
高

齢
の

方
◎

小
さ

な
お

子
様

◎
身

体
に

障
害

を
お

持
ち

の
方

◎
要

介
護

の
方

◎
介

護
施

設
<品

名
>　

M
A

M
O

R
U

　
N

o
1

『
圧

縮
試

験
』

耐
圧

荷
重

１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

実
用

新
案

登
録

済
 第

３
２

３
２

７
８

４
号

【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
)　

　
 ミ

ヨ
シ

テ
ッ

ク
（

カ
　

組
み

立
て

式
で

す
。

詳
細

は
　

こ
ち

ら
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
b

e
d

/
 Y

O
U

T
U

B
E

動
画

こ
ち

ら
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
O

9
I2

jN
l6

s
d

g

2
3

R
3

新
製

品
・

技
術

訓
練

そ
の

他
(福

祉
用

具
)呼

吸
リ

ハ
ビ

リ
機

器
学

校
嚥

下
機

能
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

ア
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
デ

バ
イ

ス
開

発

高
齢

者
強

制
呼

気
に

よ
る

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
生

成
し

て
嚥

下
機

能
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
行

す
る

ア
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
デ

バ
イ

ス
を

開
発

し
ま

し
た

。
高

齢
者

の
能

力
に

応
じ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
ア

ー
ト

デ
バ

イ
ス

作
品

を
制

作
し

、
自

身
の

作
品

に
対

す
る

愛
着

に
よ

っ
て

長
期

間
の

継
続

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

促
し

ま
す

。
作

品
の

芯
体

に
は

呼
気

に
反

応
す

る
セ

ン
サ

を
内

蔵
し

て
呼

気
情

報
を

記
録

し
ま

す
。

高
齢

者
施

設
に

お
い

て
プ

ロ
グ

ラ
ム

お
よ

び
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

践
し

、
心

理
的

効
果

お
よ

び
嚥

下
機

能
に

関
わ

る
効

果
を

評
価

済
み

で
す

。
キ

ッ
ト

化
・

販
売

に
協

力
い

た
だ

け
る

企
業

を
募

集
し

ま
す

（
特

許
出

願
中

）
。

2
4

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

安
全

性
そ

の
他

(福
祉

用
具

)手
す

り
供

給
事

業
者

手
す

り
用

「
ス

キ
マ

ー
」

高
齢

者
 そ

の
他

福
祉

用
具

レ
ン

タ
ル

の
あ

が
り

か
ま

ち
用

手
す

り
を

設
置

の
際

、
上

が
っ

て
す

ぐ
に

階
段

が
あ

っ
た

り
、

下
駄

箱
等

が
あ

る
場

合
、

首
を

挟
み

込
む

す
き

間
が

発
生

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

一
人

暮
ら

し
、

ま
し

て
や

身
体

能
力

に
不

自
由

を
来

た
し

、
認

知
症

状
の

あ
る

方
の

場
合

、
非

常
に

リ
ス

ク
が

高
く

な
り

ま
す

。
そ

れ
を

踏
ま

え
、

メ
ー

カ
ー

に
は

、
挟

み
込

み
対

応
を

考
え

て
も

ら
い

た
い

も
の

で
す

。
事

故
が

生
じ

る
前

に
。

ち
な

み
に

、
私

の
会

社
は

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

「
ス

キ
マ

ー
」

を
作

成
し

、
リ

ス
ク

の
高

い
住

環
境

に
対

応
し

て
お

り
ま

す
。

2
5

R
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

個
人

ヒ
ル

ク
ラ

イ
ム

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
が

登
り

勾
配

を
、

ゆ
っ

く
り

、
休

み
休

み
登

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
車

椅
子

後
退

防
止

装
置

を
考

案
し

ま
し

た
。

取
り

付
け

が
容

易
で

、
ま

た
、

平
坦

地
で

は
後

退
防

止
機

能
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
操

作
で

o
ff

に
す

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
Q

V
D

p
N

n
O

K
D

-
E

2
6

R
3

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
車

い
す

個
人

車
椅

子
タ

イ
ヤ

上
履

き
肢

体
不

自
由

者
外

出
か

ら
帰

っ
て

き
た

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ
に

付
着

し
て

い
る

汚
れ

を
屋

内
に

持
ち

込
ま

な
い

た
め

の
、

簡
単

に
装

着
で

き
る

、
車

椅
子

タ
イ

ヤ
上

履
き

を
考

案
し

ま
し

た
。

前
輪

と
後

輪
に

合
成

樹
脂

製
の

輪
状

カ
バ

ー
を

カ
パ

ッ
と

は
め

込
み

、
タ

イ
ヤ

を
一

回
転

さ
せ

る
と

装
着

完
了

で
す

。
外

出
時

に
装

着
す

れ
ば

外
履

き
と

い
う

わ
け

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
iW

k
x
X

lL
lo

c
0

2
7

R
3

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
車

い
す

個
人

車
椅

子
ア

ー
ム

レ
ス

ト
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

の
肘

掛
け

の
上

に
取

り
付

け
て

、
搭

乗
者

が
腕

と
肘

を
自

由
な

角
度

で
載

せ
て

休
め

る
こ

と
が

で
き

、
更

に
簡

易
な

テ
ー

ブ
ル

の
機

能
を

持
ち

、
コ

ー
ヒ

ー
カ

ッ
プ

を
置

い
た

り
、

読
書

が
で

き
た

り
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
や

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ン
の

操
作

が
可

能
で

、
着

脱
が

容
易

に
出

来
る

、
折

り
た

た
み

式
の

、
車

椅
子

肘
掛

け
補

助
装

置
を

考
案

し
ま

し
た

。
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
x
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w
q

g
G

U
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Q

2
8

R
3

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
装

具
そ

の
他

(福
祉

用
具

)装
着

補
助

具

開
発

メ
ー

カ
ー

腰
を

か
が

め
な

く
て

も
パ

ン
ツ

が
は

け
る

（
は

け
た

輪
）

装
着

補
助

具
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

高
齢

者
足

腰
に

障
害

の
あ

る
友

達
や

高
齢

の
母

の
介

護
で

【
か

が
む

事
が

困
難

な
た

め
パ

ン
ツ

を
は

く
の

に
大

変
苦

労
　

さ
れ

て
い

る
】

事
の

現
実

を
知

り
、

そ
こ

で
簡

単
に

は
け

る
補

助
具

を
考

案
・

特
許

取
得

し
製

造
し

て
お

り
ま

す
。

◇
腰

痛
、

加
齢

、
ケ

ガ
等

諸
事

情
で

、
か

が
む

事
が

困
難

な
時

、
簡

単
に

パ
ン

ツ
が

は
け

る
便

利
な

装
着

補
助

具
で

す
。

◇
軽

く
て

コ
ン

パ
ク

ト
な

の
で

、
旅

行
等

外
泊

に
も

持
参

で
き

日
常

生
活

の
行

動
範

囲
が

広
が

り
ま

す
。

◇
介

護
さ

れ
る

方
が

、
要

介
護

の
方

の
パ

ン
ツ

を
は

く
作

業
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

ま
す

。

　
　

　
・

・
・

・
・

 イ
ス

等
に

腰
掛

け
て

お
使

い
下

さ
い

。
・

・
・

・
・

右
の

 Ｕ
R

L
 か

ら
使

用
方

法
の

動
画

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt
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s
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/
h
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
9

R
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
電

動
車

い
す

利
用

者
★

お
し

ゃ
れ

な
車

椅
子

の
開

発
に

つ
い

て
★

肢
体

不
自

由
者

洋
服

や
靴

　
家

具
を

買
う

と
き

　
気

に
入

ら
な

け
れ

ば
買

わ
な

い
と

い
う

「
普

通
」

の
日

常
が

車
椅

子
利

用
者

に
は

な
く

、
気

に
入

ら
な

か
ろ

う
が

足
が

わ
り

だ
か

ら
仕

方
な

い
、

、
、

、
、

 あ
る

中
で

選
び

使
う

し
か

な
い

ど
れ

だ
け

着
物

を
着

て
艶

や
か

に
な

っ
て

も
隙

間
か

ら
見

え
る

車
椅

子
は

黒
々

し
て

い
て

ス
ポ

ー
テ

ィ
ー

な
の

ば
か

り
で

す
。

旅
を

し
よ

う
と

オ
シ

ャ
レ

を
し

て
も

、
写

真
に

写
る

肘
か

け
や

ブ
レ

ー
キ

な
ど

パ
ー

ツ
は

自
転

車
の

よ
う

に
黒

々
と

し
て

い
ま

す
。

 飛
行

機
に

乗
り

た
く

て
も

金
属

で
で

き
て

る
車

椅
子

は
金

属
探

知
機

の
ゲ

ー
ト

は
通

れ
ず

、
特

別
に

通
ら

せ
て

も
ら

っ
て

も
車

椅
子

は
機

内
に

手
荷

物
と

し
て

預
け

ら
れ

ま
せ

ん
。

何
に

つ
け

て
も

と
に

か
く

仕
方

な
い

仕
方

な
い

我
慢

し
ろ

と
言

わ
れ

続
け

、
車

椅
子

利
用

者
は

こ
う

し
て

他
に

も
た

く
さ

ん
の

あ
ら

ゆ
る

こ
と

「
普

通
」

の
こ

と
を

あ
き

ら
め

て
き

て
い

ま
す

。
せ

め
て

足
が

わ
り

の
車

椅
子

だ
け

は
身

体
の

一
部

だ
か

ら
あ

き
ら

め
な

く
て

す
む

よ
う

に
選

べ
る

選
択

肢
を

増
や

し
た

い
で

す
。

金
属

製
で

な
く

、
パ

ー
ツ

が
黒

々
し

て
い

な
い

、
可

愛
ら

し
く

デ
ザ

イ
ン

性
に

優
れ

て
い

る
車

椅
子

を
探

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
メ

ー
カ

ー
さ

ん
や

車
椅

子
を

作
成

し
て

い
る

製
作

所
の

情
報

を
集

め
て

い
ま

す
、

情
報

提
供

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
 ご

協
力

い
た

だ
け

る
と

幸
い

で
す

。

3
0

R
3

新
製

品
・

技
術

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

開
発

メ
ー

カ
ー

N
F
C

通
信

リ
ハ

ビ
リ

歩
行

計
利

用
対

象
等

全
般

従
来

の
歩

数
計

、
活

動
量

計
で

は
計

測
が

困
難

で
あ

っ
た

、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
様

の
す

り
足

歩
き

や
、

ゆ
っ

く
り

歩
き

と
い

っ
た

不
規

則
歩

行
を

正
確

に
捉

え
リ

ハ
ビ

リ
歩

数
と

し
て

計
測

し
、

通
常

歩
数

と
合

わ
せ

、
総

歩
数

で
表

し
ま

す
。

計
測

し
た

デ
ー

タ
は

P
C

に
転

送
し

、
専

用
ソ

フ
ト

「
A

yu
m

in
」

で
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
デ

ー
タ

を
可

視
化

す
る

こ
と

で
、

リ
ハ

ビ
リ

の
進

捗
状

況
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
、

訓
練

時
は

勿
論

、
訓

練
時

間
以

外
の

歩
行

や
姿

勢
情

報
を

評
価

す
る

こ
と

で
、

生
活

パ
タ

ー
ン

の
把

握
や

、
運

動
指

導
に

も
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

3
1

R
3

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
装

具
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
を

か
ら

だ
で

感
じ

る

開
発

メ
ー

カ
ー

音
を

か
ら

だ
で

感
じ

る
新

し
い

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
O

n
te

n
n

a
(オ

ン
テ

ナ
）

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
O

n
te

n
n

a
（

オ
ン

テ
ナ

）
は

、
髪

の
毛

や
耳

た
ぶ

、
え

り
元

や
そ

で
口

な
ど

に
身

に
付

け
、

振
動

と
光

に
よ

っ
て

音
の

特
徴

を
か

ら
だ

で
感

じ
る

全
く

新
し

い
ユ

ー
ザ

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

で
す

。
 ろ

う
者

と
健

聴
者

が
共

に
楽

し
む

未
来

を
目

指
し

、
ろ

う
者

と
協

働
で

開
発

し
ま

し
た

。
6

0
～

9
0

d
B

の
音

を
2

5
6

段
階

の
振

動
と

光
の

強
さ

に
変

換
し

、
音

の
特

徴
を

伝
達

し
ま

す
。

音
源

の
鳴

動
パ

タ
ー

ン
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
変

換
す

る
こ

と
で

、
音

の
リ

ズ
ム

や
パ

タ
ー

ン
、

大
き

さ
を

知
覚

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

反
応

す
る

音
量

と
光

の
O

N
/
O

F
F
を

切
り

替
え

ら
れ

る
機

能
も

搭
載

し
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
o
n

te
n

n
a
.jp

/
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

3
2

R
3

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
開

発
メ

ー
カ

ー
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

操
作

す
る

た
め

の
ホ

ル
ダ

ー
を

開
発

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

 高
齢

者
介

助
者

私
は

６
０

歳
の

と
き

に
脳

溢
血

を
発

症
し

て
、

そ
の

後
遺

症
で

半
身

麻
痺

に
な

り
ま

し
た

。
生

活
も

い
ろ

い
ろ

変
わ

り
、

携
帯

電
話

を
ガ

ラ
ケ

ー
か

ら
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
乗

り
換

え
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

片
手

し
か

使
え

な
い

と
非

常
に

扱
い

が
難

し
い

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

片
手

で
使

っ
て

も
、

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
全

面
に

親
指

が
届

き
、

薄
く

て
、

使
わ

な
い

時
に

じ
ゃ

ま
に

な
ら

ず
、

指
を

し
っ

か
り

お
さ

え
て

く
れ

て
、

落
と

し
て

し
ま

う
心

配
が

全
く

無
い

ホ
ル

ダ
ー

が
欲

し
い

と
思

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
類

似
の

目
的

の
先

行
製

品
に

は
、

全
て

に
満

足
で

き
る

製
品

が
有

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
こ

で
、

新
た

に
自

分
で

工
夫

し
、

ホ
ル

ダ
ー

を
試

作
し

て
み

ま
し

た
。

い
く

つ
も

試
作

し
て

修
正

す
る

こ
と

を
繰

り
返

し
て

全
く

新
し

い
形

状
の

ホ
ル

ダ
ー

を
完

成
で

き
ま

し
た

。
類

似
の

先
行

製
品

と
較

べ
て

、
よ

り
使

い
や

す
い

も
の

に
な

り
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
必

要
な

方
に

広
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
し

た
い

と
思

い
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
片

手
使

い
用

ホ
ル

ダ
ー

の
製

品
化

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
に

 “
e
la

s
ti
Ｘ

”
（

え
ら

す
ち

っ
く

）
と

名
前

を
付

け
ま

し
た

。
（

“
e
la

s
ti
Ｘ

”
の

概
要

を
yo

u
tu

b
e
の

動
画

で
紹

介
し

て
い

ま
す

　
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
_
2

g
v
g
V

E
H

lv
4

　
）

こ
の

た
び

　
“

e
la

s
ti
Ｘ

”
　

を
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

サ
イ

ト
で

あ
る

”
R

e
a
d

yF
o
r“

に
新

規
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

掲
載

し
て

い
ま

す
。

公
開

は
４

月
１

日
か

ら
５

月
２

４
日

ま
で

で
す

。
右

の
U

R
L
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
：

h
tt

p
s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
6

0
6

1
0

こ
れ

は
面

白
い

製
品

だ
と

思
わ

れ
た

ら
、

こ
の

情
報

を
お

知
り

合
い

に
広

く
拡

散
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
誠

に
あ

り
が

た
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
“

e
la

s
ti
Ｘ

”
を

小
売

り
ま

た
は

卸
売

り
し

て
く

れ
る

会
社

な
ど

販
売

ル
ー

ト
を

探
し

て
い

ま
す

。

塚
田

　
憲

 　
塚

田
技

術
士

事
務

所

3
3

R
２

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)姿

勢
維

持
装

具
 体

位
変

換
器

そ
の

他
(開

発
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

首
下

が
り

症
の

方
の

頭
を

顎
を

支
え

る
装

具
、

チ
ン

ナ
ッ

プ

肢
体

不
自

由
者

用
A

L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

の
重

み
を

顎
に

あ
て

た
皿

で
受

け
止

め
、

そ
の

重
み

を
肩

と
胸

と
背

中
で

分
担

し
て

受
け

止
め

る
装

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
G

b
S

b
h

G
7

p
Z

s
o

ご
希

望
の

方
に

お
作

り
い

た
し

ま
す

。

3
4

R
２

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)姿

勢
維

持
装

具
 体

位
変

換
器

そ
の

他
(開

発
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

首
下

が
り

症
の

方
の

頭
を

支
え

る
装

具
、

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

用
A

L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

を
後

方
に

引
っ

張
り

、
そ

の
重

み
を

背
中

を
通

し
て

腹
で

さ
さ

え
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

先
に

紹
介

し
ま

し
た

「
チ

ン
ナ

ッ
プ

」
と

は
、

患
者

さ
ん

の
症

状
に

よ
っ

て
使

い
分

け
る

の
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
d

9
fF

K
4

c
S

g
Y

0
ご

希
望

の
方

に
お

作
り

い
た

し
ま

す
。

3
5

R
２

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)脱

落
・

紛
失

防
止

補
聴

器
開

発
メ

ー
カ

ー
耳

掛
け

型
補

聴
器

の
、

脱
落

・
紛

失
防

止
ホ

ル
ダ

ー
が

で
き

ま
し

た
。

聴
覚

障
害

者
用

『
中

小
企

業
庁

の
も

の
づ

く
り

補
助

金
事

業
』

の
採

択
を

受
け

、
新

開
発

し
商

品
化

し
た

も
の

で
す

。
（

特
許

取
得

済
み

）
メ

ガ
ネ

を
掛

け
て

い
る

方
で

、
耳

掛
け

型
補

聴
器

や
人

工
内

耳
プ

ロ
セ

ッ
サ

ー
を

使
い

始
め

た
方

の
、

脱
落

・
紛

失
不

安
を

解
決

し
ま

す
。

特
徴

　
：

　
　

め
が

ね
を

外
し

た
い

時
、

補
聴

器
は

つ
け

た
ま

ま
で

、
簡

単
に

【
メ

ガ
ネ

だ
け

】
外

せ
ま

す
。

取
り

付
け

：
　

誰
で

も
取

り
付

け
は

で
き

ま
し

が
、

補
聴

器
販

売
店

に
ご

相
談

す
る

と
、

具
合

良
く

使
え

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
こ

の
チ

ラ
シ

を
持

っ
て

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
の

が
良

い
で

し
ょ

う
。

- 33 -



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
6

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
に

つ
け

る
キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

開
発

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
 高

齢
者

用
 児

童
用

 介
助

者
用

利
用

対
象

等
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

車
椅

子
背

後
に

子
ど

も
が

乗
る

こ
と

が
で

き
る

物
(キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

、
ボ

ー
ド

、
ベ

ル
ト

)の
製

品
化

(商
品

化
)を

願
っ

て
い

ま
す

。
ど

ん
な

車
椅

子
に

も
取

り
付

け
ら

れ
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

で
、

車
椅

子
で

幼
子

を
連

れ
て

の
外

出
の

課
題

を
解

決
で

き
る

物
が

あ
れ

ば
と

私
と

家
族

の
経

験
か

ら
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 ベ

ビ
ー

カ
ー

に
は

ベ
ビ

ー
カ

ー
ス

テ
ッ

プ
が

あ
り

ま
す

。
車

椅
子

用
の

キ
ッ

ズ
ス

テ
ッ

プ
は

無
い

(私
の

調
べ

た
範

囲
で

す
)た

め
、

我
が

家
は

車
椅

子
に

ベ
ビ

ー
カ

ー
ス

テ
ッ

プ
や

ベ
ル

ト
式

の
お

ん
ぶ

紐
商

品
を

取
り

付
け

て
試

し
て

い
ま

す
。

安
全

性
や

移
動

上
の

課
題

が
あ

り
ま

す
。

楽
に

移
動

で
き

る
物

の
手

立
て

が
あ

れ
ば

、
車

椅
子

利
用

者
も

付
き

添
い

者
も

子
ど

も
も

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

緊
急

避
難

に
も

役
立

つ
の

で
は

と
考

え
ま

す
。

ご
意

見
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

3
7

R
２

新
製

品
・

技
術

訓
練

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)運

動
装

置

利
用

者
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

、
下

肢
麻

痺
者

の
疼

痛
緩

和
の

た
め

の
受

動
的

運
動

装
置

の
開

発

肢
体

不
自

由
者

用
 利

用
対

象
等

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

頸
髄

損
傷

に
よ

る
四

肢
麻

痺
者

で
す

。
受

傷
以

来
、

臀
部

か
ら

つ
ま

先
ま

で
の

強
烈

な
痛

み
に

悩
ん

だ
末

、
「

動
か

す
」

こ
と

に
よ

り
痛

み
が

緩
和

す
る

こ
と

に
気

づ
き

友
人

の
協

力
の

も
と

「
足

関
節

受
動

運
動

装
置

」
を

独
自

に
開

発
し

ま
し

た
。

車
い

す
で

の
移

動
中

で
も

運
動

で
き

る
車

い
す

搭
載

可
能

な
コ

ン
パ

ク
ト

タ
イ

プ
と

足
首

、
膝

、
股

関
節

を
回

転
運

動
で

き
る

据
え

置
き

タ
イ

プ
の

2
機

種
が

あ
り

ま
す

。
開

発
以

来
1

0
年

以
上

、
毎

日
1

2
時

間
ほ

ど
使

用
を

続
け

て
お

り
、

主
観

で
す

が
疼

痛
と

痙
性

が
8

割
ほ

ど
減

少
し

ま
し

た
。

ま
た

、
皮

膚
の

状
態

や
関

節
可

動
域

な
ど

も
良

好
な

状
態

を
保

っ
て

お
り

ま
す

。
小

さ
な

モ
ー

タ
ー

ひ
と

つ
に

よ
る

ゆ
っ

く
り

な
回

転
運

動
に

よ
っ

て
無

理
な

く
長

時
間

の
運

動
が

可
能

で
す

。

動
画

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
c
h

a
n

n
e
l/

U
C

W
yC

7
R

x
w

b
y-

w
ir
s
yb

tJ
4

9
7

g
?

p
b

jr
e
lo

a
d

=
1

0
1

3
8

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
福

祉
専

門
職

介
護

保
険

制
度

利
用

対
象

等
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
介

護
保

険
が

要
介

護
２

で
な

い
と

電
動

カ
ー

ト
が

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

要
介

護
２

以
上

の
方

が
電

動
カ

ー
ト

で
屋

外
移

動
は

少
な

い
と

思
い

ま
す

。
要

支
援

1
・

2
　

要
介

護
１

の
方

が
自

立
し

て
の

屋
外

移
動

が
出

来
な

い
。

3
9

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
特

殊
寝

台
利

用
者

の
家

族
介

護
ベ

ッ
ド

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
に

つ
い

て
高

齢
者

用
退

院
し

て
介

護
ベ

ッ
ド

を
使

い
始

め
た

の
で

す
が

移
乗

し
た

り
す

る
際

に
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

邪
魔

に
な

り
毎

回
取

り
外

し
て

利
用

し
て

い
ま

す
が

意
外

と
取

り
外

す
動

作
が

負
担

に
な

っ
て

い
ま

す
。

病
院

な
ど

に
あ

る
付

け
た

ま
ま

で
斜

め
に

倒
れ

て
平

に
な

る
よ

う
な

サ
イ

ド
レ

ー
ル

は
介

護
の

在
宅

用
で

は
利

用
が

で
き

な
い

も
の

か
と

思
い

ま
す

。
業

者
さ

ん
に

尋
ね

て
も

い
ま

の
所

在
宅

用
で

は
な

い
と

の
事

で
し

た
。

今
後

在
宅

介
護

の
負

担
軽

減
の

為
に

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
は

な
ら

な
い

の
で

し
ょ

う
か

4
0

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

就
寝

中
の

聴
覚

障
害

者
に

警
報

伝
達

す
る

ア
プ

リ

聴
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
聴

覚
障

害
者

は
就

寝
中

、
補

聴
器

類
を

は
ず

し
て

寝
て

い
ま

す
。

そ
の

状
態

で
災

害
等

が
発

生
、

避
難

行
動

等
が

必
要

に
な

っ
て

も
、

音
声

の
警

報
で

は
気

が
付

か
な

い
可

能
性

が
高

い
で

す
。

昨
年

の
台

風
1

9
号

で
も

、
逃

げ
遅

れ
る

こ
と

が
生

命
や

財
産

に
影

響
、

亡
く

な
ら

れ
た

方
も

い
ま

す
。

睡
眠

中
に

伝
え

る
に

は
、

振
動

式
の

デ
バ

イ
ス

が
最

も
有

効
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

1
0

0
％

確
実

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

。
ア

ッ
プ

ル
ウ

ォ
ッ

チ
的

な
、

す
で

に
市

販
さ

れ
て

い
る

腕
時

計
型

の
端

末
が

受
信

端
末

の
候

補
と

し
て

考
え

ら
れ

ま
す

。

ス
マ

ホ
上

で
気

象
警

報
な

ど
を

受
信

し
た

ら
、

情
報

を
選

択
し

、
こ

れ
ら

の
端

末
に

通
知

す
る

ア
プ

リ
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
寝

て
い

て
も

振
動

で
気

づ
く

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

情
報

を
選

択
し

て
受

信
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
れ

ば
、

起
床

時
に

も
役

立
つ

は
ず

で
す

。

4
1

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

利
用

者
施

設
・

交
通

機
関

で
の

助
力

依
頼

用
Q

R
コ

ー
ド

活
用

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

で
す

。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
観

点
で

、
今

春
か

ら
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

が
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
人

と
の

接
触

機
会

が
減

る
こ

と
が

、
障

害
者

が
困

っ
た

と
き

に
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

に
く

く
な

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

か
、

懸
念

し
て

い
ま

す
。

人
や

設
備

の
な

い
と

こ
ろ

で
も

、
Q

R
コ

ー
ド

が
あ

れ
ば

必
要

な
と

こ
ろ

に
緊

急
通

報
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
安

心
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
一

例
で

す
が

、
鉄

道
の

無
人

駅
で

、
次

の
よ

う
な

目
的

で
緊

急
に

連
絡

を
取

り
た

い
場

合
。

1
）

駅
員

と
文

字
チ

ャ
ッ

ト
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

た
い

と
き

2
）

犯
罪

が
起

き
た

と
き

3
）

事
故

が
起

き
た

と
き

な
ど

、
緊

急
性

や
内

容
に

応
じ

て
別

々
な

Q
R

コ
ー

ド
を

用
意

す
る

方
法

で
あ

れ
ば

、
安

価
に

対
応

手
段

を
用

意
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
聴

覚
障

害
者

以
外

に
も

役
立

つ
の

で
は

。

高
速

道
路

の
非

常
電

話
に

あ
る

、
「

会
話

の
不

自
由

な
方

向
け

ボ
タ

ン
」

の
「

Q
R

コ
ー

ド
版

」
の

イ
メ

ー
ジ

で
す

。
Q

R
コ

ー
ド

の
プ

レ
ー

ト
等

を
用

意
す

る
だ

け
で

、
電

気
工

事
等

不
要

で
安

価
に

用
意

可
能

で
す

。

4
2

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
レ

ン
タ

ル
化

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
 高

齢
者

用
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

、
排

泄
物

を
受

け
る

バ
ケ

ツ
と

座
面

ク
ッ

シ
ョ

ン
以

外
の

本
体

部
分

は
、

レ
ン

タ
ル

に
出

来
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
一

般
的

に
は

臭
い

が
染

み
込

む
な

ど
の

問
題

で
買

い
取

り
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

実
際

の
介

護
場

面
で

は
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
期

間
が

短
い

事
例

が
多

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

夜
間

だ
け

長
年

使
用

さ
れ

て
い

る
方

な
ど

も
お

ら
れ

ま
す

が
、

が
ん

末
期

の
方

な
ど

で
は

2
〜

3
回

の
使

用
で

終
了

と
い

う
こ

と
も

多
々

あ
り

ま
す

。
レ

ン
タ

ル
で

あ
れ

ば
購

入
に

躊
躇

さ
れ

る
こ

と
も

な
く

な
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

ま
た

本
体

ご
と

廃
棄

す
る

作
業

も
負

担
と

な
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
立

場
か

ら
す

る
と

開
発

に
メ

リ
ッ

ト
は

な
い

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

保
険

財
源

を
考

え
ま

す
と

こ
れ

は
か

な
り

重
要

な
課

題
で

す
。

ど
の

メ
ー

カ
ー

の
商

品
も

改
良

が
進

み
、

デ
ザ

イ
ン

的
に

も
大

差
が

な
い

状
況

で
、

サ
イ

ズ
調

整
が

で
き

れ
ば

、
一

定
の

ニ
ー

ズ
に

は
応

え
ら

れ
る

筈
で

す
。

何
と

か
、

臭
い

が
染

み
込

ま
な

い
材

質
、

あ
る

い
は

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
、

レ
ン

タ
ル

可
能

な
商

品
化

が
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
3

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
専

門
職

障
害

者
に

よ
る

障
害

者
支

援
に

つ
い

て
利

用
対

象
等

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

元
々

、
介

護
職

と
し

て
福

祉
業

界
に

関
わ

っ
て

お
り

神
経

難
病

を
患

い
四

肢
麻

痺
の

障
害

を
負

い
ま

し
た

。
そ

の
な

か
で

健
常

者
と

障
害

者
の

福
祉

用
具

に
対

す
る

認
識

に
ギ

ャ
ッ

プ
を

感
じ

ま
し

た
。

屋
内

で
の

手
す

り
の

素
材

や
設

置
場

所
な

ど
住

宅
改

修
・

改
造

か
ら

杖
先

ゴ
ム

な
ど

細
か

い
も

の
ま

で
、

健
常

者
の

時
に

便
利

だ
と

思
っ

て
勧

め
て

い
た

も
の

が
実

は
ご

利
用

者
に

と
っ

て
は

逆
効

果
だ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

な
ど

、
色

々
と

考
え

て
し

ま
い

ま
す

。
健

常
者

の
方

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

確
か

に
ご

利
用

者
の

状
態

、
家

の
構

造
、

過
去

の
事

例
な

ど
か

ら
あ

る
程

度
寄

り
添

う
こ

と
は

で
き

ま
す

。
し

か
し

そ
れ

は
情

報
で

あ
っ

て
本

当
の

意
味

で
理

解
出

来
て

い
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
障

害
者

だ
か

ら
こ

そ
分

か
る

不
便

さ
や

福
祉

用
具

の
利

点
も

あ
る

と
思

う
の

で
す

が
、

こ
う

い
っ

た
考

え
を

仕
事

に
活

か
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
も

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

障
害

者
雇

用
が

地
方

で
は

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

正
社

員
で

な
く

て
も

非
正

規
雇

用
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

職
員

な
ど

で
働

け
る

よ
う

な
職

場
環

境
を

作
っ

て
欲

し
い

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
4

R
２

新
製

品
・

技
術

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
そ

の
他

(福
祉

用
具

)移
乗

開
発

メ
ー

カ
ー

自
立

起
立

補
助

具
「

ラ
・

ク
リ

ッ
プ

」
肢

体
不

自
由

者
用

 介
助

者
用

「
お

世
話

型
介

護
か

ら
自

立
支

援
介

護
へ

」
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
は

日
常

生
活

動
作

を
介

助
無

し
で

自
分

の
力

で
可

能
に

す
る

こ
と

を
目

標
に

開
発

し
た

新
発

想
の

補
助

具
で

す
。

介
護

さ
れ

る
側

も
介

助
す

る
側

も
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
た

ベ
ッ

ド
か

ら
の

起
立

、
車

椅
子

へ
の

移
乗

が
要

介
護

者
の

「
引

く
力

」
を

利
用

し
て

容
易

に
立

ち
上

が
る

事
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。
「

も
う

疲
れ

さ
せ

な
い

！
要

介
護

者
も

介
助

者
も

」
　

ス
ト

レ
ス

の
原

因
が

少
し

で
も

減
り

、
平

穏
な

日
常

生
活

に
戻

る
事

を
願

っ
て

い
ま

す
。

4
5

R
２

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

製
品

リ
コ

ー
ル

情
報

を
伝

え
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

ご
紹

介

利
用

対
象

等
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
株

式
会

社
リ

コ
ジ

ェ
は

、
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

す
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

リ
コ

ジ
ェ

を
公

開
し

て
い

ま
す

。
法

人
に

付
与

さ
れ

て
い

る
法

人
番

号
を

キ
ー

と
し

て
、

ア
プ

リ
の

利
用

者
に

リ
コ

ー
ル

情
報

を
プ

ッ
シ

ュ
通

知
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

の
ア

プ
リ

を
ベ

ー
ス

に
、

認
知

症
徘

徊
者

を
探

す
お

手
伝

い
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

オ
レ

ン
ジ

リ
コ

ジ
ェ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
開

発
予

定
で

す
。

リ
コ

ジ
ェ

で
検

索
い

た
だ

く
と

ア
プ

リ
の

説
明

を
し

て
い

る
弊

社
の

サ
イ

ト
が

見
つ

か
り

ま
す

。

4
6

R
２

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)字
幕

、
人

手
不

足
開

発
メ

ー
カ

ー
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

モ
ニ

タ
ー

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 介

助
者

用
 就

労
・

就
学

用

「
見

や
す

さ
」

と
「

か
け

心
地

」
の

良
い

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

ニ
タ

ー
を

開
発

・
販

売
し

て
お

り
ま

す
。

視
力

矯
正

眼
鏡

の
上

か
ら

で
も

違
和

感
な

く
装

用
で

き
ま

す
。

H
D

M
I経

由
で

映
像

が
取

得
で

き
れ

ば
基

本
的

に
は

何
で

も
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

映
す

、
と

い
う

今
ま

で
の

福
祉

用
具

と
は

違
う

、
新

し
い

コ
ン

セ
プ

ト
の

商
品

で
す

。
ス

マ
ホ

や
パ

ソ
コ

ン
、

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

等
と

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
、

様
々

な
使

い
方

が
可

能
で

す
。

例
え

ば
、

ス
マ

ホ
の

字
幕

ア
プ

リ
を

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
す

る
こ

と
で

、
舞

台
等

を
干

渉
し

な
が

ら
字

幕
も

読
め

ま
す

。
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
と

接
続

す
る

こ
と

で
、

見
づ

ら
い

遠
く

の
文

字
等

を
拡

大
し

て
目

の
前

に
投

影
し

ま
す

。
施

設
介

護
者

に
も

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

、
人

手
不

足
改

善
の

手
助

け
と

し
て

の
ご

利
用

も
期

待
で

き
ま

す
。

更
な

る
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
の

ご
紹

介
も

別
途

可
能

で
す

の
で

、
ご

興
味

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

4
7

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)目

の
保

護
そ

の
他

(公
益

法
人

)
全

盲
の

方
の

目
を

保
護

す
る

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

(ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病
)

視
覚

障
害

（
全

盲
）

の
方

が
路

上
を

歩
く

際
、

枝
や

目
の

高
さ

の
障

害
物

な
ど

か
ら

、
目

を
保

護
す

る
日

常
生

活
用

具
は

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
医

療
用

の
保

護
メ

ガ
ネ

は
あ

る
み

た
い

で
す

。
ミ

ド
リ

安
全

（
株

）
H

P
　

→
　

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
id

o
ri
-
m

e
d

p
ro

d
u

c
ts

.jp
/
p

ro
d

u
c
t/

p
1

2
/

4
8

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)自

費
ベ

ッ
ド

そ
の

他
(貸

与
事

業
者

)
自

費
対

応
用

1
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｯ

ﾄ
ﾞ
（

背
上

げ
）

高
齢

者
用

介
護

保
険

の
認

定
結

果
が

、
要

支
援

1
・

2
、

要
介

護
1

の
方

は
介

護
保

険
で

の
特

殊
寝

台
が

レ
ン

タ
ル

で
き

な
い

た
め

、
各

社
独

自
で

自
費

対
応

ベ
ッ

ド
の

展
開

を
さ

れ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

。
仮

に
家

具
調

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
を

提
供

す
る

場
合

、
外

フ
レ

ー
ム

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
が

殆
ど

の
た

め
、

ベ
ッ

ド
脇

に
よ

り
立

ち
座

り
動

作
が

安
定

す
る

据
え

置
き

タ
イ

プ
の

手
す

り
を

設
置

す
る

と
、

オ
プ

シ
ョ

ン
受

け
と

化
粧

版
の

分
だ

け
、

間
隔

が
空

い
て

し
ま

し
ま

す
。

家
具

調
ベ

ッ
ド

の
フ

レ
ー

ム
が

下
に

あ
れ

ば
、

よ
り

手
す

り
が

体
に

接
近

し
、

手
す

り
使

い
易

く
な

る
か

と
思

い
ま

す
。

4
9

R
２

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

(開
発

者
)

小
島

式
運

転
補

助
装

置
『

ペ
ダ

ル
ア

シ
ス

ト
』

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

用
重

度
障

碍
者

自
ら

設
計

開
発

の
運

転
補

助
装

置
で

す
。

市
販

の
装

置
で

は
対

応
で

き
な

い
の

で
自

分
が

対
応

で
き

る
装

置
を

設
計

開
発

し
ま

し
た

。
現

在
全

て
の

車
は

ア
ク

セ
ル

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
は

左
右

の
踏

み
替

え
操

作
で

す
。

私
は

左
右

の
踏

み
替

え
の

動
き

が
障

害
で

出
来

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

足
を

前
後

に
動

か
す

装
置

を
考

案
。

前
に

動
か

せ
ば

ブ
レ

ー
キ

。
そ

の
足

を
後

ろ
に

動
か

せ
ば

ア
ク

セ
ル

。
足

の
前

後
の

操
作

で
ア

ク
セ

ル
ブ

レ
ー

キ
。

人
の

緊
急

時
等

の
パ

ニ
ッ

ク
時

の
足

の
ツ

ッ
パ

リ
は

ブ
レ

ー
キ

入
力

。
踏

み
間

違
え

で
暴

走
は

皆
無

。
か

つ
、

常
に

足
が

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
に

接
し

て
い

る
の

で
、

空
走

距
離

激
減

。
ブ

レ
ー

キ
反

応
時

間
は

、
他

車
よ

り
は

る
か

に
少

な
く

安
全

で
す

。
重

度
障

害
の

方
や

高
齢

者
等

の
踏

み
間

違
え

防
止

に
有

効
な

装
置

で
す

。

5
0

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

衣
服

知
的

障
害

者
用

 発
達

障
害

者
用

私
の

子
供

は
ダ

ウ
ン

症
で

重
度

知
的

障
害

児
で

す
。

洋
服

の
前

後
や

裏
表

な
ど

の
理

解
が

で
き

ま
せ

ん
。

下
着

な
ど

も
含

め
、

前
後

、
裏

表
の

区
別

が
な

い
衣

服
が

あ
れ

ば
い

い
な

ぁ
、

と
思

い
ま

す
。

製
品

の
開

発
、

ど
う

か
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

5
1

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)優

先
席

利
用

者
優

先
席

に
聴

覚
過

敏
者

向
け

の
座

席
が

欲
し

い
精

神
障

害
者

用
 発

達
障

害
者

用
 就

労
・

就
学

用
聴

覚
過

敏
が

あ
り

ま
す

。
優

先
席

の
前

や
真

横
で

大
声

で
喋

ら
れ

る
と

苦
痛

で
す

。
優

先
席

く
ら

い
し

か
逃

げ
場

が
あ

り
ま

せ
ん

。
耳

栓
な

ど
も

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
こ

こ
で

は
静

か
に

し
ま

し
ょ

う
。

と
い

う
逃

げ
場

が
あ

る
と

助
か

る
障

害
者

は
た

く
さ

ん
い

る
と

思
い

ま
す

。
ど

こ
か

の
国

で
は

ス
ー

パ
ー

に
音

を
さ

せ
な

い
時

間
を

設
け

る
と

い
う

配
慮

の
あ

る
と

こ
ろ

も
あ

る
そ

う
で

す
。

電
車

の
中

の
一

か
所

で
も

良
い

の
で

、
是

非
作

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

バ
ス

の
運

転
手

さ
ん

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

も
音

が
と

て
も

大
き

い
こ

と
が

あ
り

、
ス

ピ
ー

カ
ー

の
側

に
座

ら
な

い
よ

う
に

気
を

つ
け

て
い

ま
す

。
難

し
い

問
題

だ
と

は
思

い
ま

す
が

、
公

共
交

通
機

関
を

使
わ

な
い

と
事

業
所

へ
も

行
け

な
い

た
め

、
是

非
逃

げ
場

を
作

っ
て

い
た

だ
け

た
ら

と
希

望
し

ま
す

。

5
2

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(事
務

局
)

て
ん

か
ん

の
発

作
を

予
知

す
る

機
器

を
探

し
て

お
り

ま
す

そ
の

他
(て

ん
か

ん
)

て
ん

か
ん

発
作

を
予

知
す

る
よ

う
な

腕
時

計
や

Ｔ
シ

ャ
ツ

な
ど

有
る

と
お

聞
き

し
ま

し
た

。
ご

存
じ

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

お
知

ら
せ

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
五

島
　

0
3

-
3

2
6

6
-
6

8
8

3

5
3

R
２

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)飲
食

補
助

そ
の

他
(開

発
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

両
手

が
不

自
由

で
も

コ
ッ

プ
の

飲
料

を
ゴ

ク
リ

と
飲

み
ほ

す

肢
体

不
自

由
者

用
両

手
が

動
か

な
く

な
り

自
力

で
の

食
事

が
叶

わ
な

く
な

っ
た

A
L
S

の
友

人
を

介
護

し
て

い
て

、
考

え
た

作
品

で
す

。
介

護
者

に
よ

る
ス

プ
ー

ン
か

ら
で

は
な

く
、

自
分

の
唇

で
コ

ッ
プ

の
熱

い
珈

琲
を

す
す

り
、

あ
る

い
は

冷
え

た
ビ

ー
ル

を
ゴ

ク
ン

と
飲

み
ほ

し
た

い
と

い
う

願
い

を
叶

え
よ

う
と

す
る

物
で

す
。

ご
希

望
の

方
に

頒
布

い
た

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.f
a
c
e
b

o
o
k
.c

o
m

/
S

e
n

d
a
iA

b
ili
ty

N
e
tw

o
rk

/
v
id

e
o
s
/
7

2
5

1
5

7
6

8
4

6
5

5
7

3
5

/
（

実
用

新
案

登
録

済
み

で
す

が
、

ど
こ

か
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
引

き
取

っ
て

下
さ

れ
ば

幸
い

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

）

5
4

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)自

助
具

利
用

者
【

商
品

化
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
募

集
！

！
】

操
作

支
援

器
具

の
開

発
に

つ
い

て

高
齢

者
用

 そ
の

他
(リ

ウ
マ

チ
、

五
十

肩
の

方
な

ど
)

リ
ウ

マ
チ

の
疾

患
が

あ
る

車
椅

子
の

障
害

者
で

す
。

肩
関

節
の

変
形

が
進

み
、

一
人

で
上

着
を

着
る

こ
と

が
出

来
な

く
な

り
自

助
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

理
学

療
法

士
さ

ん
に

勧
め

ら
れ

て
特

許
を

取
得

し
て

お
り

ま
す

。
（

特
許

第
6

7
4

2
0

6
4

号
　

「
操

作
支

援
器

具
」

）
障

害
者

、
高

齢
者

、
五

十
肩

の
方

々
に

も
役

立
つ

も
の

と
思

い
ま

す
が

、
不

自
由

さ
れ

て
い

る
方

々
の

た
め

に
商

品
化

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
募

集
し

て
お

り
ま

す
。

ご
連

絡
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

【
操

作
支

援
機

器
の

説
明

】
棒

の
先

に
付

い
た

ク
リ

ッ
プ

で
上

着
の

胸
元

付
近

を
留

め
て

片
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
を

釣
り

竿
の

よ
う

に
持

ち
上

げ
て

反
対

側
に

回
し

て
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
の

先
の

部
分

を
使

っ
て

被
り

物
の

上
着

を
着

る
こ

と
も

出
来

ま
す

。
服

を
脱

ぐ
時

、
整

え
る

時
も

棒
の

上
の

部
分

を
使

っ
て

行
な

え
ま

す
。

写
真

の
自

助
具

は
福

祉
プ

ラ
ザ

で
制

作
し

て
も

ら
っ

た
も

の
で

す
。

5
5

R
２

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)パ

ソ
コ

ン
用

品
障

害
者

団
体

マ
ウ

ス
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 知
的

障
害

者
用

重
症

心
身

障
害

児
者

も
扱

い
や

す
い

マ
ウ

ス
の

情
報

を
探

し
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

レ
バ

ー
の

よ
う

な
マ

ウ
ス

、
微

弱
な

力
で

も
ク

リ
ッ

ク
で

き
る

マ
ウ

ス
、

球
形

の
転

が
す

よ
う

な
マ

ウ
ス

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

ク
リ

ッ
ク

し
た

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

な
音

の
出

る
マ

ウ
ス

・
・

・
な

ど
。

既
製

品
の

情
報

や
工

夫
な

ど
の

情
報

を
含

め
教

え
て

く
だ

さ
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)
装

具
利

用
者

の
家

族
適

応
範

囲
が

広
が

っ
て

欲
し

い
保

護
帽

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
重

度
の

知
的

障
が

い
、

て
ん

か
ん

発
作

有
り

日
常

は
保

護
帽

を
自

傷
行

為
防

止
に

使
っ

て
い

ま
す

。
上

部
の

ク
ッ

シ
ョ

ン
が

無
い

部
分

を
丁

度
殴

っ
て

し
ま

う
の

で
そ

の
部

分
に

小
さ

な
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
縫

い
付

け
て

い
ま

す
。

そ
れ

は
役

立
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

後
は

顎
を

し
た

か
ら

殴
る

の
で

あ
ご

紐
に

ク
ッ

シ
ョ

ン
や

タ
オ

ル
を

挟
ん

だ
り

し
て

い
ま

す
が

、
あ

っ
ち

も
(上

部
に

も
)

こ
っ

ち
に

も
(顎

に
も

)物
が

つ
い

て
外

出
に

は
不

向
き

で
す

。
一

体
化

(生
地

？
素

材
が

同
じ

)よ
う

な
も

の
、

ま
た

直
ぐ

に
取

り
付

け
取

り
外

し
が

容
易

(部
品

の
よ

う
)な

物
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

、
。

調
べ

て
み

て
も

自
傷

行
為

防
止

用
に

向
い

て
い

る
保

護
帽

は
な

い
よ

う
で

素
人

の
考

え
た

物
を

つ
け

る
し

か
な

い
の

か
な

と
諦

め
て

い
ま

す
。

そ
れ

と
も

も
っ

と
調

べ
れ

ば
あ

る
の

か
な

？

5
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

装
具

　
靴

肢
体

障
害

者
用

先
天

性
片

足
障

が
い

の
為

下
肢

長
差

が
あ

る
人

の
為

の
靴

を
自

由
に

選
ん

で
装

具
と

し
て

加
工

す
る

。
下

肢
長

差
に

応
じ

て
靴

内
部

か
外

部
に

補
高

素
材

を
つ

け
る

。
障

が
い

者
だ

っ
て

お
洒

落
を

し
た

い
。

加
工

補
助

制
度

は
あ

る
が

1
年

半
に

１
足

と
現

実
的

で
は

な
い

。
夏

は
夏

の
冬

は
冬

の
靴

が
あ

る
。

せ
め

て
１

年
に

２
足

ま
で

は
加

工
費

の
補

助
を

し
て

欲
し

い
。

消
耗

が
激

し
い

人
や

お
洒

落
を

楽
し

み
た

い
人

。
健

常
者

の
様

に
洋

服
に

あ
っ

た
靴

を
履

き
た

い
。

5
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)長
靴

、
雨

靴
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、

雨
の

日
の

お
困

り
ご

と
肢

体
障

害
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 ポ
リ

オ
の

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 日
常

生
活

Ｂ
．

課
題

 …
 雨

の
時

の
対

策
に

つ
い

て
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 雨

の
日

に
長

靴
と

し
て

、
装

具
を

す
っ

ぽ
り

覆
え

る
簡

易
の

ビ
ニ

ー
ル

製
の

雨
靴

が
欲

し
い

。
実

際
に

は
、

実
用

化
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
知

る
限

り
一

般
の

革
靴

の
大

き
さ

に
し

か
対

応
し

て
ま

せ
ん

。
装

具
用

が
欲

し
い

の
で

す
。

装
具

を
つ

け
て

、
さ

ら
に

カ
バ

ー
シ

ュ
ー

ズ
を

履
き

ま
す

と
、

そ
れ

自
体

が
既

に
3

0
セ

ン
チ

近
く

に
な

り
ま

す
。

で
す

か
ら

そ
の

上
の

サ
イ

ズ
が

欲
し

い
で

す
。

丈
も

膝
上

が
欲

し
い

で
す

。
そ

れ
を

履
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
大

雨
で

も
上

か
ら

カ
ッ

パ
を

羽
織

れ
ば

下
半

身
は

濡
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

5
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)日

常
動

作
装

具
 座

位
保

持
装

置
 つ

え
体

幹
を

支
え

る
装

置
肢

体
障

害
者

用
体

幹
を

支
え

る
装

置
で

大
げ

さ
で

な
い

も
の

が
あ

る
と

良
い

。

6
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)日
常

生
活

全
般

補
聴

器
家

電
製

品
の

状
況

を
教

え
て

く
れ

る
シ

ス
テ

ム
聴

覚
障

害
者

用
家

電
製

品
の

状
況

（
来

客
、

家
の

電
話

、
室

温
・

湿
度

、
お

風
呂

、
ペ

ッ
ト

等
）

を
ス

マ
ホ

で
管

理
し

、
必

要
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

補
聴

器
や

人
工

内
耳

に
音

声
・

合
図

音
を

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
良

い
。

6
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

 意
思

伝
達

装
置

利
用

者
骨

伝
導

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
聴

覚
障

害
者

用
補

聴
器

つ
け

た
ま

ま
使

え
る

骨
伝

導
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

を
開

発
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

普
通

の
骨

伝
導

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
売

っ
て

ま
す

が
、

ど
れ

も
補

聴
器

装
着

し
た

ま
ま

使
え

な
い

よ
う

な
も

の
が

多
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
補

聴
器

し
た

ま
ま

使
え

る
よ

う
な

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

ま
す

6
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
そ

の
他

(貸
与

事
業

所
)

介
護

保
険

適
応

　
貸

与
可

能
な

歩
行

補
助

つ
え

の
男

性
向

け
の

柄
に

つ
い

て

高
齢

者
用

貸
与

可
能

な
4

点
杖

の
柄

で
す

が
、

女
性

が
好

み
そ

う
な

花
柄

な
ど

は
多

数
貸

与
で

出
回

っ
て

い
る

が
、

男
性

向
け

の
カ

ラ
フ

ル
な

貸
与

の
杖

が
な

い
。

購
入

の
1

本
杖

で
は

男
性

向
け

の
カ

ラ
フ

ル
な

杖
も

多
く

見
ら

れ
る

が
、

、
男

性
も

例
え

ば
、

タ
イ

ガ
ー

ス
柄

の
よ

う
な

元
気

が
出

る
よ

う
な

4
点

杖
を

貸
与

可
能

な
杖

と
し

て
メ

ー
カ

ー
側

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。
外

出
す

る
際

に
も

カ
ラ

フ
ル

な
杖

を
持

つ
こ

と
で

元
気

が
出

て
く

る
と

思
い

ま
す

。

6
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、

バ
ス

利
用

時
の

お
困

り
ご

と
（

杖
の

機
能

）

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 杖

と
下

肢
装

具
で

バ
ス

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
杖

＋
整

理
券

（
乗

車
券

）
＋

現
金

＋
障

害
者

手
帳

を
用

意
し

て
バ

ス
を

降
り

る
時

に
、

手
か

ら
こ

ぼ
れ

落
ち

そ
う

に
な

り
ま

す
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 杖
に

付
け

て
い

る
、

杖
ホ

ル
ダ

ー
（

ひ
っ

か
け

タ
イ

プ
）

に
追

加
要

望
と

し
て

、
１

．
整

理
券

を
止

め
る

ク
リ

ッ
プ

機
能

　
２

．
コ

イ
ン

が
３

枚
程

度
保

持
で

き
る

コ
イ

ン
ク

リ
ッ

プ
機

能
　

３
．

ひ
っ

か
け

部
に

強
力

な
滑

り
止

め
を

貼
っ

て
く

れ
る

と
外

れ
な

い
の

で
助

か
り

ま
す

。
現

状
は

歩
い

て
料

金
支

払
い

す
る

間
に

落
と

し
て

し
ま

い
そ

う
に

な
る

の
で

、
上

記
機

能
が

あ
れ

ば
助

か
り

ま
す

。

6
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
つ

え
ポ

リ
オ

患
者

（
杖

 利
用

者
）

の
方

の
、

立
食

形
式

で
食

事
の

際
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

・
食

事
Ｂ

．
課

題
 …

 荷
物

を
持

っ
て

2
本

の
杖

で
歩

く
の

は
大

変
で

、
ビ

ュ
ッ

フ
ェ

ス
タ

イ
ル

の
食

事
の

時
は

、
手

助
け

は
あ

る
が

自
由

に
選

べ
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 空
港

に
置

か
れ

て
い

る
よ

う
な

手
押

し
車

の
小

型
の

も
の

が
あ

れ
ば

荷
物

を
載

せ
て

杖
で

歩
け

る
。

ホ
テ

ル
の

朝
食

時
な

ど
に

は
小

さ
な

ワ
ゴ

ン
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
う

れ
し

い
。

6
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
化

肢
体

障
害

者
用

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
で

体
を

支
え

や
す

い
も

の
が

あ
る

と
良

い
。

現
在

の
製

品
は

一
般

家
庭

内
で

使
用

す
る

に
は

大
き

す
ぎ

る
。

ま
た

、
歩

行
器

を
道

路
で

使
用

す
る

と
道

の
凸

凹
の

た
め

に
車

輪
が

不
安

定
に

な
り

、
体

を
支

え
ら

れ
な

い
。

6
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
円

背
に

よ
る

低
身

長
の

方
に

合
っ

た
歩

行
車

高
齢

者
用

私
は

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
し

て
い

ま
す

。

円
背

に
よ

る
低

身
長

の
方

に
合

っ
た

歩
行

車
を

探
し

て
い

ま
し

た
が

、
複

数
の

福
祉

用
具

事
業

者
に

相
談

し
て

も
、

取
り

扱
っ

て
い

な
い

と
の

ご
返

事
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、

円
背

の
方

な
の

で
、

無
理

に
姿

勢
を

良
く

し
よ

う
と

胸
を

張
る

と
、

却
っ

て
背

中
か

ら
腰

に
か

け
て

痛
み

が
出

て
し

ま
い

ま
す

。

現
在

、
福

祉
用

具
貸

与
の

対
象

品
目

に
な

っ
て

い
る

歩
行

車
は

、
ハ

ン
ド

ル
が

U
字

型
を

し
て

お
り

、
背

が
低

い
方

が
ハ

ン
ド

ル
を

握
る

と
手

首
が
❝

へ
❞

の
字

に
曲

が
る

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

い
、

手
首

を
痛

め
る

可
能

性
が

大
き

い
で

す
。

ま
た

、
体

の
上

半
身

を
預

け
る

タ
イ

プ
の

歩
行

車
は

、
高

さ
が

高
い

も
の

が
多

く
、

円
背

に
よ

る
低

身
長

の
方

に
は

合
い

ま
せ

ん
。

し
た

が
っ

て
、

ニ
ー

ズ
と

し
ま

し
て

は
、

現
在

福
祉

用
具

貸
与

の
対

象
外

に
な

っ
て

い
る

ハ
ン

ド
ル

が
T

字
と

な
っ

て
い

る
シ

ル
バ

ー
カ

ー
の

一
部

を
対

象
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

こ
と

と
、

体
の

上
半

身
を

預
け

る
タ

イ
プ

の
歩

行
車

の
中

で
低

身
長

の
方

向
け

の
も

の
（

こ
れ

に
関

し
て

は
調

べ
が

足
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
ご

存
知

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

っ
た

ら
教

え
て

い
た

だ
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

）
の

開
発

を
求

め
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
車

い
す

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、

ホ
テ

ル
等

施
設

の
絨

毯
敷

に
つ

い
て

の
お

困
り

ご
と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 ホ

テ
ル

な
ど

の
施

設
の

絨
毯

が
車

い
す

や
歩

行
に

と
っ

て
バ

リ
ア

に
な

る
こ

と
が

あ
る

。
自

走
式

車
い

す
で

は
進

ま
な

い
し

、
歩

行
障

害
が

あ
る

と
表

面
が

凸
凹

し
た

絨
毯

で
は

転
倒

の
危

険
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 公

共
施

設
で

は
床

に
絨

毯
を

敷
く

こ
と

は
避

け
る

か
、

毛
足

の
な

い
フ

ラ
ッ

ト
な

も
の

に
し

て
ほ

し
い

。

6
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)荷

物
置

き

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

）
の

方
の

、
車

い
す

用
ト

イ
レ

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 車

い
す

用
ト

イ
レ

に
荷

物
を

置
く

と
こ

ろ
が

な
く

て
困

る
こ

と
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 車

い
す

用
ト

イ
レ

の
片

隅
に

荷
物

用
の

ワ
ゴ

ン
等

が
ほ

し
い

で
す

。
脚

付
の

籠
（

診
察

室
に

あ
る

よ
う

な
）

も
の

で
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

荷
物

用
の

フ
ッ

ク
で

は
手

に
障

害
が

あ
る

場
合

は
掛

け
に

く
い

で
す

。
冬

場
な

ど
、

上
着

や
膝

掛
け

を
置

く
場

所
と

し
て

も
便

利
で

す
。

一
般

の
ト

イ
レ

で
も

、
フ

ッ
ク

は
高

い
と

こ
ろ

と
低

い
と

こ
ろ

に
２

カ
所

欲
し

い
で

す
。

上
肢

が
悪

い
と

手
が

上
が

ら
な

い
の

で
。

6
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)衣
類

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

）
の

方
が

、
欲

し
い

と
思

う
ズ

ボ
ン

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 日

常
生

活
Ｂ

．
課

題
 …

 車
い

す
用

の
実

用
的

な
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 膝

か
ら

下
の

両
側

及
び

太
も

も
膝

よ
り

上
の

位
置

に
、

座
っ

た
時

に
使

い
や

す
い

蓋
つ

き
の

ポ
ケ

ッ
ト

が
あ

り
、

尚
且

つ
装

具
を

つ
け

た
ま

ま
で

脱
ぎ

着
が

出
来

る
よ

う
に

、
膝

か
ら

下
に

フ
ァ

ス
ナ

ー
が

つ
い

た
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。

7
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)ス
ロ

ー
プ

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、

段
差

の
あ

る
場

所
で

の
お

困
り

ご
と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 段

差
の

あ
る

店
な

ど
に

入
れ

な
い

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 持
ち

運
べ

る
簡

易
ス

ロ
ー

プ
が

欲
し

い
。

7
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)イ
ス

、
テ

ー
ブ

ル

ポ
リ

オ
患

者
（

車
い

す
利

用
者

）
の

方
の

、
飲

食
店

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 外

出
時

Ｂ
．

課
題

 …
 飲

食
店

に
時

々
あ

る
背

の
高

い
イ

ス
や

テ
ー

ブ
ル

が
使

用
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 車
い

す
利

用
者

が
使

え
る

簡
易

テ
ー

ブ
ル

等
を

設
置

し
て

ほ
し

い
。

7
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
車

い
す

 電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)テ
ー

ブ
ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
外

出
・

外
食

時
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 外
食

時
な

ど
Ｂ

．
課

題
 …

 車
椅

子
の

種
類

に
よ

っ
て

高
さ

が
違

う
た

め
、

外
食

時
な

ど
机

の
高

さ
に

合
わ

ず
食

べ
づ

ら
い

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 車
椅

子
の

高
さ

に
合

わ
せ

ら
れ

る
昇

降
式

の
机

が
あ

る
と

よ
い

。

7
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)テ

ー
ブ

ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
仕

事
・

外
出

時
の

お
困

り
ご

と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 仕
事

・
外

出
時

な
ど

Ｂ
．

課
題

 …
 車

椅
子

に
荷

物
を

置
い

た
り

、
作

業
を

す
る

の
に

テ
ー

ブ
ル

が
あ

る
と

便
利

だ
が

、
テ

ー
ブ

ル
の

脱
着

が
不

便
。

外
し

た
テ

ー
ブ

ル
の

置
き

場
な

ど
に

も
困

る
こ

と
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 取

り
外

す
タ

イ
プ

で
は

な
く

、
ス

ラ
イ

ド
収

納
で

き
る

も
の

が
よ

い
。

例
え

ば
、

特
急

列
車

の
引

き
出

す
タ

イ
プ

の
テ

ー
ブ

ル
等

。

7
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

動
車

い
す

バ
ッ

テ
リ

ー

電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

の
仕

様
統

一
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

仕
様

が
統

一
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

起
こ

し
た

際
に

、
他

社
の

バ
ッ

テ
リ

ー
が

使
え

な
い

。
充

電
器

、
充

電
池

の
仕

様
を

統
一

し
て

ほ
し

い
。

7
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

動
車

い
す

バ
ッ

テ
リ

ー

電
動

車
い

す
の

バ
ッ

テ
リ

ー
規

格
お

よ
び

充
電

で
き

る
施

設
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
に

採
用

さ
れ

て
い

る
充

電
池

は
、

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
バ

ッ
テ

リ
ー

や
ニ

ッ
ケ

ル
水

素
バ

ッ
テ

リ
ー

な
ど

が
あ

り
、

使
用

し
て

い
る

充
電

池
が

異
な

る
と

充
電

器
も

異
な

っ
て

し
ま

う
。

充
電

池
が

異
な

っ
て

も
充

電
器

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

充
電

器
の

規
格

が
統

一
さ

れ
た

際
に

は
、

飲
食

店
等

に
充

電
設

備
を

設
け

て
ほ

し
い

。

7
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

高
機

能
・

多
機

能
型

電
動

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
自

動
運

転
・

安
全

機
能

、
段

差
解

消
機

能
な

ど
、

高
機

能
・

多
機

能
型

の
電

動
車

い
す

が
あ

る
と

良
い

。

7
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

利
用

者
電

動
車

い
す

の
生

活
水

準
向

上
性

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
は

家
庭

用
コ

ン
セ

ン
ト

で
充

電
さ

れ
る

タ
イ

プ
が

多
い

と
思

い
ま

す
そ

れ
で

思
い

つ
い

た
の

が
逆

の
発

想
で

電
動

車
い

す
の

バ
ッ

テ
リ

ィ
ー

か
ら

家
庭

用
コ

ン
セ

ン
ト

を
さ

せ
る

よ
う

に
で

き
な

い
の

か
と

そ
れ

が
で

き
れ

ば
暑

い
と

き
ミ

ニ
扇

風
機

が
使

え
た

り
寒

い
と

き
電

気
毛

布
が

使
え

た
り

と
外

に
出

る
機

会
が

増
え

る
と

思
い

ま
す

大
げ

さ
に

言
え

ば
避

難
指

示
が

出
た

と
き

電
気

が
使

え
な

い
と

き
助

け
に

な
る

発
電

機
代

用
に

な
り

ま
す

そ
れ

が
標

準
で

付
く

時
代

が
来

る
と

嬉
し

い
で

す

7
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
を

選
べ

る
よ

う
に

た
い

。

聴
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

テ
レ

ビ
を

見
る

と
、

手
話

、
文

字
、

テ
ロ

ッ
プ

な
ど

が
混

乱
し

て
い

る
。

携
帯

電
話

の
ワ

ン
セ

グ
テ

レ
ビ

に
る

と
画

面
が

小
さ

い
の

で
余

計
に

混
乱

す
る

。
す

っ
き

り
す

る
と

思
う

。

7
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

「
見

え
な

い
障

害
者

」
に

関
心

を
持

っ
て

聴
覚

障
害

者
用

「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

障
害

者
全

体
の

8
0

%
以

上
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
に

あ
わ

せ
た

対
策

を
希

望
し

ま
す

。

8
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
「

み
え

る
電

話
」

聴
覚

障
害

者
用

現
状

で
も

使
え

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
文

字
入

力
し

た
ス

マ
ホ

を
相

手
に

見
せ

る
必

要
が

あ
る

。
相

手
も

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

る
と

い
う

条
件

は
つ

き
ま

す
が

、
い

つ
で

も
ど

こ
か

ら
で

も
、

ど
こ

へ
で

も
か

け
ら

れ
る

電
話

機
が

ほ
し

い
。

こ
れ

が
で

き
る

と
選

挙
演

説
も

、
他

に
階

に
い

る
人

々
と

も
交

信
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

も
近

づ
い

て
い

る
の

で
多

国
籍

語
で

や
り

と
り

が
で

き
れ

ば
あ

り
が

た
い

。

8
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 移

乗
特

殊
寝

台
福

祉
専

門
職

医
療

現
場

で
利

用
さ

れ
て

い
る

折
り

畳
み

式
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

介
護

保
険

で
も

高
齢

者
用

医
療

用
で

利
用

さ
れ

て
い

る
折

り
た

た
み

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

レ
ー

ル
 で

す
が

在
宅

用
で

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

ら
な

い
か

と
ご

利
用

者
か

ら
要

望
を

い
た

だ
く

機
会

が
多

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

差
し

込
み

式
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

抜
き

差
し

が
大

変
と

の
事

な
の

で
折

り
畳

み
式

だ
と

負
担

が
減

ら
せ

る
の

で
は

な
い

か
と

の
意

見
で

す
。

介
護

用
に

も
折

り
畳

み
式

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

採
用

は
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

8
2

Ｒ
１

新
製

品
・

技
術

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 移

乗
装

具
 体

位
変

換
器

開
発

メ
ー

カ
移

乗
、

体
位

変
換

な
ど

が
楽

に
で

き
る

シ
ャ

ツ
を

開
発

し
ま

し
た

。

高
齢

者
用

 介
助

者
用

身
体

機
能

研
究

所
の

佐
々

木
孝

と
申

し
ま

す
。

身
体

の
機

能
を

瞬
時

に
上

げ
ら

れ
る

シ
ャ

ツ
の

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

こ
の

シ
ャ

ツ
を

介
護

士
に

使
っ

て
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
、

移
乗

,、
体

位
変

換
が

楽
に

で
き

る
。

身
体

の
負

担
が

少
な

く
な

る
と

高
評

価
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
パ

ワ
ー

ド
ス

ー
ツ

の
よ

う
に

機
械

を
使

わ
ず

、
シ

ャ
ツ

に
張

っ
た

特
殊

テ
ー

プ
が

経
絡

を
刺

激
す

る
た

め
、

安
く

手
軽

に
使

え
ま

す
。

特
許

も
取

得
し

ま
し

た
。

た
だ

あ
ま

り
に

効
果

が
高

す
ぎ

る
の

で
信

用
し

て
も

ら
え

な
い

の
が

困
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/
s
h

in
k
e
n

.b
iz

/
k
a
ig

o
/

私
は

介
護

の
専

門
家

で
は

な
い

の
で

介
護

に
役

立
つ

こ
と

は
わ

か
っ

た
も

の
の

、
ど

の
よ

う
に

普
及

さ
せ

れ
ば

よ
い

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

ぜ
ひ

お
試

し
い

た
だ

け
る

と
、

そ
し

て
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

け
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

8
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
聴

覚
障

害
者

用
話

し
て

い
る

こ
と

を
そ

の
ま

ま
文

字
に

変
え

て
、

待
ち

受
け

画
面

に
表

示
す

る
。

8
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

携
帯

電
話

の
待

ち
受

け
画

面
の

活
用

を
。

聴
覚

障
害

者
用

特
に

「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

4
8

種
類

以
上

い
ま

す
。

ど
ん

な
障

害
で

ど
ん

な
配

慮
が

必
要

な
の

か
瞬

時
に

判
断

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
が

多
い

。
一

番
良

い
の

が
IP

 P
h

o
n

e
、

iP
a
d

な
と

の
待

ち
受

け
画

面
に

文
字

情
報

を
載

せ
る

こ
と

。
突

然
の

停
電

で
も

瞬
時

に
情

報
を

流
せ

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

。
医

師
な

ど
に

は
詳

し
い

情
報

が
必

要
な

の
で

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

「
拡

張
性

」
を

持
た

せ
て

。

8
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

携
帯

電
話

に
か

か
っ

て
き

た
音

声
情

報
を

文
字

に
変

え
て

伝
え

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

聴
覚

障
害

者
用

聞
こ

え
る

人
は

緊
急

情
報

を
耳

で
き

け
る

が
、

聴
覚

障
害

者
は

無
理

。
音

声
文

字
に

変
え

る
こ

と
は

現
状

で
も

で
き

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
特

に
高

齢
者

は
メ

カ
に

弱
い

。
簡

単
に

文
字

表
示

で
き

る
よ

う
に

し
て

。

8
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

「
指

さ
し

会
話

帳
」

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

版
聴

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

話
せ

な
い

障
害

者
も

多
い

。
失

語
症

、
失

声
症

、
構

音
障

害
、

吃
音

症
用

、
け

い
れ

ん
性

発
声

障
害

(A
D

/
S

D
)な

ど
。

周
り

の
人

は
ど

ん
な

障
害

で
、

ど
ん

な
配

慮
を

し
ほ

し
い

の
か

、
知

り
た

い
と

い
う

。
紙

版
は

あ
る

が
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
版

も
ほ

し
い

。
伝

え
た

い
こ

と
を

瞬
時

に
相

手
の

伝
え

る
こ

と
か

大
切

。
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
「

拡
張

性
」

を
持

た
せ

て
。

8
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
用

情
報

受
信

器
聴

覚
障

害
者

用
・

A
I（

人
工

知
能

）
で

検
出

し
主

に
使

う
非

常
ベ

ル
、

湯
の

沸
騰

、
来

客
、

緊
急

情
報

、
時

刻
、

起
床

を
自

分
の

携
帯

電
話

に
送

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

・
情

報
は

携
帯

電
話

の
待

ち
受

け
画

面
に

イ
ラ

ス
ト

で
表

示
。

・
い

つ
何

が
起

き
る

か
分

か
ら

な
い

の
で

ス
タ

ン
バ

イ
状

態
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

火
災

報
知

器
は

部
屋

の
数

だ
け

必
要

だ
が

、
こ

れ
は

携
帯

電
話

な
の

で
1

台
で

間
に

合
う

は
ず

。

8
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
用

テ
レ

ビ
選

択
ボ

タ
ン

聴
覚

障
害

者
用

日
本

の
テ

レ
ビ

は
手

話
、

字
幕

、
口

話
が

同
時

に
画

面
に

出
る

。
特

に
高

齢
者

は
ど

れ
を

読
め

ば
良

い
の

か
悩

む
。

携
帯

電
話

に
な

る
と

画
面

が
小

さ
い

の
で

、
読

み
づ

ら
い

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

選
択

す
る

と
ど

れ
か

好
き

な
方

法
で

画
面

を
見

る
事

が
で

き
れ

ば
よ

い
と

思
う

。

8
9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
流

通
メ

ー
カ

廃
盤

製
品

で
す

が
、

名
器

で
す

。
聴

覚
障

害
者

用
添

付
フ

ァ
イ

ル
の

製
品

は
メ

ー
カ

ー
の

都
合

で
廃

盤
に

な
り

ま
し

た
が

、
名

器
な

の
で

ど
こ

か
販

売
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

は
金

型
を

仕
入

れ
て

復
活

さ
せ

る
の

も
い

い
で

す
。

多
分

、
中

国
か

ど
こ

か
に

あ
る

と
思

い
ま

す
。

9
0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

手
話

か
字

幕
選

択
で

き
る

リ
モ

コ
ン

ま
た

は
携

帯
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

聴
覚

障
害

者
用

現
状

は
添

付
フ

ァ
イ

ル
の

よ
う

に
字

幕
と

手
話

の
併

用
が

多
い

。
見

る
側

と
し

は
混

乱
し

ま
す

。
携

帯
電

話
の

ワ
ン

セ
グ

は
画

面
か

狭
い

の
で

、
尚

更
。

ど
ち

か
に

選
択

で
き

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

。

9
1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

投
薬

時
間

な
ど

を
ス

ト
ロ

ボ
で

知
ら

せ
る

時
計

聴
覚

障
害

者
用

薬
を

飲
む

時
間

、
風

呂
の

わ
き

上
が

り
、

な
ど

を
セ

ッ
ト

し
、

時
間

に
な

っ
た

ら
そ

の
イ

ラ
ス

ト
が

画
面

上
に

表
示

で
き

れ
ば

い
い

。
・

暗
く

な
つ

た
時

も
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
や

り
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

側
に

操
作

ボ
タ

ン
を

用
意

し
て

ほ
し

い
。

9
2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

緊
急

情
報

対
応

テ
レ

ビ
聴

覚
障

害
者

用
普

通
、

聞
こ

え
る

人
は

緊
急

情
報

が
入

れ
ば

ラ
ジ

オ
、

携
帯

電
話

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
が

聴
覚

障
害

者
は

無
理

。
家

庭
の

テ
レ

ビ
を

消
し

て
い

て
も

緊
急

情
報

が
は

い
れ

ば
勝

手
に

ス
タ

ン
バ

イ
し

て
、

勝
手

に
画

面
に

情
報

を
流

す
テ

レ
ビ

が
ほ

し
い

。
但

し
、

停
電

の
可

能
性

も
あ

る
の

で
自

動
的

に
自

家
発

電
に

な
る

と
よ

い
。

あ
る

い
は

リ
チ

ウ
ム

コ
イ

ン
電

池
か

。

9
3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

携
帯

電
話

緊
急

情
報

受
信

聴
覚

障
害

者
用

聞
こ

え
る

人
は

緊
急

情
報

が
入

れ
ば

携
帯

電
話

の
ラ

ジ
オ

を
聞

け
ば

良
い

が
、

聴
覚

障
害

者
は

分
か

ら
な

い
。

携
帯

電
話

を
消

し
て

い
て

も
緊

急
情

報
が

入
れ

ば
強

制
的

に
待

ち
受

け
画

面
が

字
幕

付
き

ニ
ュ

ー
ス

に
切

り
替

わ
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

。

9
4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
失

語
症

の
方

の
、

公
共

交
通

機
関

で
の

お
困

り
ご

と
②

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 公

共
交

通
機

関
Ｂ

．
課

題
 …

 路
線

図
と

料
金

の
表

示
が

煩
雑

で
分

か
ら

な
い

。
ま

た
、

鉄
道

事
故

な
ど

の
際

、
ア

ナ
ウ

ン
ス

な
ど

の
理

解
が

困
難

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 行

先
を

ポ
イ

ン
ト

ボ
タ

ン
で

示
し

、
料

金
の

場
所

を
点

灯
表

示
し

音
声

で
伝

え
る

等
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

？
こ

れ
は

、
高

齢
者

に
も

よ
い

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
事

故
な

ど
の

際
、

失
語

症
者

は
ア

ナ
ウ

ン
ス

等
の

理
解

が
困

難
で

あ
り

、
失

読
症

者
は

事
故

表
示

な
ど

も
読

む
こ

と
が

で
き

な
い

。
L
IN

E
や

iP
h

o
n

e
な

ど
へ

の
緊

急
対

応
の

表
示

が
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
。

9
5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)災

害
時

緊
急

通
報

装
置

盲
ろ

う
者

の
方

の
、

災
害

時
の

緊
急

速
報

に
関

す
る

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 災

害
時

等
の

緊
急

速
報

が
発

出
さ

れ
た

と
き

Ｂ
．

課
題

 …
 ラ

ジ
オ

や
テ

レ
ビ

の
緊

急
速

報
が

分
か

ら
な

い
。

ま
た

、
携

帯
端

末
で

の
音

声
や

文
字

情
報

も
分

か
ら

ず
、

す
ぐ

に
行

動
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 振
動

で
緊

急
速

報
が

届
い

た
こ

と
を

感
知

さ
せ

た
り

、
携

帯
端

末
に

よ
り

点
字

や
拡

大
文

字
で

緊
急

速
報

を
知

ら
せ

る
。

ま
た

は
、

振
動

の
パ

タ
ー

ン
で

緊
急

速
報

の
内

容
が

簡
単

に
分

か
る

と
よ

い
。

9
6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 そ
の

他
(場

面
)公

衆
ト

イ
レ

排
泄

関
連

用
具

利
用

者
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

ト
イ

レ
（

公
衆

の
場

）
肢

体
障

害
者

用
最

近
は

障
が

い
者

用
の

ト
イ

レ
に

オ
ス

ト
メ

イ
ト

の
た

め
の

便
器

な
ど

が
あ

り
、

外
出

先
で

交
換

し
た

い
場

合
に

は
便

利
に

は
な

り
ま

し
た

。
し

か
し

正
直

言
っ

て
、

障
が

い
者

用
の

ト
イ

レ
に

併
設

さ
れ

る
と

か
え

っ
て

使
い

に
く

い
の

で
す

。
内

部
障

が
い

者
が

利
用

す
る

と
一

般
の

人
に

は
「

？
？

？
」

と
思

わ
れ

る
し

、
そ

ん
な

に
広

い
ス

ペ
ー

ス
は

い
ら

な
い

の
で

す
。

で
す

か
ら

、
普

通
の

ト
イ

レ
と

同
じ

ス
ペ

ー
ス

で
棚

が
い

っ
ぱ

い
つ

い
て

い
て

、
立

っ
た

ま
ま

処
理

で
き

る
便

器
が

あ
れ

ば
、

も
っ

と
使

い
勝

手
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

ど
こ

に
お

願
い

す
れ

ば
い

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た

の
で

、
こ

ち
ら

に
投

稿
し

ま
し

た
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

9
7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 衣
服

の
着

脱
排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

(障
害

当
事

者
)

ト
イ

レ
の

パ
ン

ツ
（

ズ
ボ

ン
）

着
脱

ロ
ボ

肢
体

障
害

者
用

上
肢

機
能

障
害

で
ト

イ
レ

の
パ

ン
ツ

（
ズ

ボ
ン

）
の

着
脱

を
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
が

ほ
し

い
。

簡
易

に
ト

イ
レ

に
取

り
付

け
が

出
来

て
、

監
視

カ
メ

ラ
で

ど
の

位
置

に
人

と
そ

の
人

の
ズ

ボ
ン

が
あ

る
か

を
把

握
し

、
手

・
腕

ア
ー

ム
み

た
い

の
で

、
や

さ
し

く
着

脱
を

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。
そ

う
し

た
ら

自
分

で
ト

イ
レ

が
で

き
る

方
も

多
い

と
思

う
。

9
8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
視

覚
障

害
者

の
方

の
、

ホ
テ

ル
な

ど
宿

泊
施

設
で

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 ホ

テ
ル

な
ど

宿
泊

施
設

の
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 浴

室
の

ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

の
容

器
が

同
じ

形
状

を
し

て
お

り
、

か
つ

触
っ

て
分

か
る

よ
う

な
「

し
る

し
」

も
な

い
た

め
、

視
覚

に
障

害
が

あ
る

と
判

別
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

の
容

器
を

触
っ

て
判

別
で

き
る

物
に

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
、

シ
ャ

ン
プ

ー
と

リ
ン

ス
の

容
器

を
同

じ
形

状
に

し
、

シ
ャ

ン
プ

ー
の

容
器

に
は

市
販

の
物

と
同

様
の

刻
み

を
付

け
、

ボ
デ

ィ
ー

ソ
ー

プ
の

容
器

は
異

な
る

形
状

に
す

る
な

ど
。

ま
た

は
、

点
字

や
そ

れ
ぞ

れ
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

頭
文

字
を

表
記

し
た

シ
ー

ト
や

タ
グ

に
よ

り
判

別
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

9
9

Ｒ
１

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)室
内

移
動

用
ご

ざ
そ

り
開

発
メ

ー
カ

室
内

専
用

移
動

ご
ざ

そ
り

肢
体

障
害

者
用

 介
助

者
用

介
護

・
引

越
し

・
荷

物
運

び
に

！
（

室
内

専
用

）
 規

格
 8

0
c
m

 ×
 8

0
c
m

 　
イ

グ
サ

：
熊

本
県

八
代

産
　

周
囲

は
ナ

イ
ロ

ン
製

h
tt

p
:/

/
s
h

o
p

.a
m

a
k
u

s
a
-
w

e
b

.jp
/
fu

k
u

o
k
a
-
ta

ta
m

i/
D

e
fa

u
lt
.a

s
p

x
h

tt
p

s
:/

/
fu

k
u

o
k
ta

ta
m

i.t
h

e
s
h

o
p

.jp
/
it
e
m

s
/
1

9
1

2
8

1
3

2

 「
ご

ざ
そ

り
」

は
、

介
護

用
運

搬
具

　
と

し
て

生
ま

れ
ま

し
た

。

 室
内

専
用

で
す

。
（

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

、
畳

の
上

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

）
 人

が
乗

る
時

は
足

を
組

ん
で

、
引

き
手

と
ゴ

ザ
の

継
ぎ

目
を

手
で

握
っ

て
く

だ
さ

い
。

 引
く

と
き

は
ゆ

っ
く

り
と

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 重
量

は
約

8
0

k
g
以

下
で

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
※

耐
荷

重
約

８
０

キ
ロ

ま
で

部
屋

と
廊

下
の

段
差

 5
㎝

 以
下

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

 降
り

る
と

き
は

、
す

べ
り

降
り

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
上

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

に
上

げ
て

か
ら

ゆ
っ

く
り

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
下

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

か
ら

下
げ

て
か

ら
ゆ

っ
く

り
引

い
て

く
だ

さ
い

。

 使
わ

な
く

な
っ

た
時

は
、

引
き

手
の

ヘ
リ

を
、

ゴ
ザ

の
わ

き
か

ら
切

っ
て

、
ゴ

ザ
と

し
て

使
え

ま
す

。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

（
6

0
代

 女
性

）
さ

ん
の

ご
感

想
 「

介
護

の
現

場
で

利
用

し
て

た
い

へ
ん

助
か

っ
て

い
ま

す
。

例
え

ば
体

格
の

い
い

 7
～

8
0

k
g
の

方
の

、
居

間
と

お
部

屋
の

行
き

来
な

ど
、

立
ち

上
が

ら
ず

に
ズ

リ
ッ

と
乗

っ
て

い
た

だ
い

て
、

引
っ

張
っ

て
引

き
ず

っ
て

移
動

し
て

、
降

り
る

と
き

も
ち

ょ
っ

と
傾

け
れ

ば
降

り
る

。
と

い
う

動
作

が
比

較
的

楽
に

で
き

ま
す

。
部

屋
の

間
の

仕
切

り
の

凸
凹

も
大

丈
夫

で
す

。
床

は
じ

ゅ
う

た
ん

で
も

畳
で

も
、

福
岡

さ
ん

い
つ

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

」

1
0

0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)日
常

生
活

全
般

そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

文
字

表
示

化
し

て
く

れ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
や

そ
れ

に
類

す
る

、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

活
用

す
る

機
器

に
つ

い
て

、
音

声
認

識
結

果
お

よ
び

音
声

回
答

を
、

文
字

で
も

同
時

に
表

示
す

る
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
よ

い
。

1
0

1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)公
共

交
通

機
関

そ
の

他
(福

祉
用

具
)公

共
交

通
機

関
介

助
を

前
提

と
し

な
い

設
備

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

介
助

を
前

提
で

は
な

く
、

自
立

し
て

移
動

で
き

る
様

々
な

機
器

や
設

備
が

欲
し

い
。

例
え

ば
、

電
車

や
バ

ス
の

車
体

か
ら

ス
ロ

ー
プ

が
出

る
よ

う
に

す
る

、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

を
改

良
し

、
車

床
を

低
く

す
る

こ
と

で
ス

ロ
ー

プ
な

し
介

助
な

し
に

車
い

す
で

乗
車

で
き

る
な

ど
。

1
0

2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

そ
の

他
(福

祉
用

具
)移

乗
用

具
医

療
専

門
職

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

が
滑

ら
な

く
な

っ
た

時
の

対
処

方
法

高
齢

者
用

 介
助

者
用

施
設

で
イ

ー
ジ

ー
グ

ラ
イ

ド
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

使
用

頻
度

が
高

い
た

め
、

表
面

が
摩

耗
し

て
滑

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
、

対
処

方
法

を
考

え
て

い
ま

す
。

使
用

頻
度

が
高

い
も

の
だ

と
約

１
年

で
滑

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

1
枚

結
構

高
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

長
持

ち
さ

せ
た

い
…

。
　

現
在

、
シ

リ
コ

ー
ン

ス
プ

レ
ー

を
表

面
に

噴
霧

し
、

な
じ

ま
せ

る
こ

と
で

ま
た

滑
る

よ
う

に
は

な
り

ま
す

が
、

あ
ま

り
長

持
ち

し
な

い
で

す
。

状
況

に
よ

り
ス

ラ
イ

ド
シ

ー
ト

と
併

用
し

て
使

う
場

合
も

あ
り

ま
す

。
　

も
し

、
他

に
何

か
よ

い
方

法
が

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

　
ま

た
、

摩
耗

に
強

く
使

い
勝

手
の

い
い

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

の
開

発
も

望
み

ま
す

。

1
0

3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
前

開
き

肌
着

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

前
開

き
肌

着
で

、
吸

汗
速

乾
素

材
の

も
の

は
無

い
の

で
し

ょ
う

か
。

福
祉

用
具

で
は

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
介

護
に

必
要

な
も

の
な

の
で

、
開

発
の

ほ
ど

お
願

い
し

ま
す

。

1
0

4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)屋
外

で
の

活
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)扇

風
機

そ
の

他
ミ

ス
ト

機
能

付
き

ハ
ン

ズ
フ

リ
ー

扇
風

機
（

首
掛

け
）

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
扇

風
機

（
首

掛
け

）
が

販
売

さ
れ

て
い

る
が

、
脊

髄
損

傷
等

よ
り

体
温

調
節

が
で

き
な

い
方

向
け

に
、

扇
風

機
に

よ
り

風
を

送
る

だ
け

で
な

く
、

ミ
ス

ト
機

能
を

付
加

し
た

扇
風

機
が

あ
る

と
よ

い
。

ミ
ス

ト
が

あ
る

と
体

感
温

度
は

だ
い

ぶ
異

な
る

。
ま

た
、

電
源

の
オ

ン
オ

フ
は

本
体

で
な

く
、

携
帯

電
話

・
携

帯
端

末
の

ア
プ

リ
と

連
携

し
、

手
元

で
操

作
で

き
、

タ
イ

マ
ー

機
能

に
よ

っ
て

一
定

期
間

で
ミ

ス
ト

が
出

る
な

ど
機

能
が

充
実

さ
れ

た
も

の
が

良
い

。
（

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

代
筆

）

- 39 -



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
0

5

Ｒ
１

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)洗

濯
そ

の
他

(福
祉

用
具

)物
干

し
用

具
そ

の
他

(個
人

)
片

手
用

洗
濯

バ
サ

ミ
肢

体
障

害
者

用
 介

助
者

用
片

手
用

洗
濯

バ
サ

ミ
の

ご
紹

介
【

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

ピ
ン

チ
】

こ
の

製
品

は
片

手
し

か
自

由
に

な
ら

な
い

人
の

た
め

の
洗

濯
バ

サ
ミ

で
す

。
こ

の
洗

濯
バ

サ
ミ

の
特

徴
は

、
洗

濯
物

を
吊

る
す

の
に

3
本

の
指

を
使

う
と

い
う

こ
と

で
す

。
そ

し
て

解
放

角
度

も
片

手
で

調
整

で
き

、
単

体
と

し
て

完
結

す
る

も
の

で
す

。
既

に
特

許
取

得
済

み
で

す
が

、
市

場
化

の
実

現
が

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。
最

近
ツ

イ
ッ

タ
ー

で
公

開
し

た
反

応
で

は
、

市
場

化
さ

れ
た

ら
是

非
欲

し
い

、
ま

た
、

ど
こ

で
売

っ
て

い
る

の
？

と
い

う
よ

う
な

反
響

も
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

自
作

の
ラ

フ
な

試
作

品
動

画
と

特
許

情
報

を
添

付
い

た
し

ま
す

。

ツ
イ

ッ
タ

ー
動

画
h

tt
p

s
:/

/
tw

it
te

r.
c
o
m

/
k
o
d

a
k
p

a
p

a
2

/
s
ta

tu
s
/
1

0
0

4
3

5
9

8
5

2
6

5
7

7
9

9
1

6
9

?
s
=
1

2

特
許

取
得

状
況

添
付

図
面

公
開

番
号

：
特

開
2

0
1

2
-
3

2
0

 (
J
P

 2
0

1
2

-
3

2
0

 A
)登

録
番

号
：

特
許

第
5

5
3

4
9

7
0

号
 (

J
P

5
5

3
4

9
7

0
 B

)出
願

日
：

2
0

1
0

/0
6

/1
8

公
開

日
：

2
0

1
2

/
0

1
/
0

5
出

願
人

：
小

高
敏

男
発

明
者

：
1

) 
小

高
敏

男

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

千
葉

県
柏

市
中

新
宿

1
-
2

2
-
2

小
高

敏
男

0
9

0
9

8
2

1
3

7
9

7

1
0

6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
障

害
者

団
体

光
る

サ
イ

コ
ロ

タ
イ

マ
ー

聴
覚

障
害

者
用

普
通

の
タ

イ
マ

ー
は

金
的

に
は

音
だ

け
。

5
5

0
万

人
の

聴
覚

障
害

者
は

光
、

音
増

幅
、

振
動

、
文

字
が

必
要

。
「

聞
こ

え
る

こ
と

が
当

た
り

前
」

と
し

な
い

て
゜

く
だ

さ
い

・
1

分
、

5
分

、
1

0
分

、
2

0
分

。
任

意
設

定
の

機
能

を
入

れ
て

ス
ト

ロ
ボ

に
し

て
ほ

し
い

。

1
0

7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

家
庭

用
シ

ー
ト

状
体

重
計

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

患
者

の
体

重
増

減
は

、
介

護
す

る
も

の
に

と
っ

て
と

て
も

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

す
。

し
か

し
な

が
ら

自
立

保
持

が
難

し
い

患
者

に
と

っ
て

、
家

庭
用

の
体

重
計

で
は

正
確

に
測

れ
な

い
の

で
す

。
大

き
な

病
院

へ
行

け
ば

車
椅

子
ご

と
測

れ
る

体
重

計
が

あ
り

ま
す

が
、

毎
週

の
よ

う
に

通
う

の
は

無
理

で
す

。
何

で
も

薄
型

に
で

き
る

そ
の

技
術

で
、

車
椅

子
や

歩
行

器
ご

と
乗

れ
、

ま
た

シ
ー

ト
状

で
簡

単
に

移
動

や
収

納
で

き
る

体
重

計
が

開
発

さ
れ

な
い

か
と

期
待

し
て

い
ま

す
。

1
0

8

Ｒ
１

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
 就

学
 就

労
そ

の
他

(場
面

)本
・

T
V

・
P

C
を

見
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)視

力
を

補
助

す
る

機
器

そ
の

他
(日

本
の

製
造

販
売

業
社

)
e
S

ig
h

tマ
イ

グ
ラ

ス
 の

ご
紹

介
視

覚
障

害
者

用
 高

齢
者

用
 就

労
・

就
学

用
e
S

ig
h

tマ
イ

グ
ラ

ス
は

、
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

の
視

力
を

補
う

こ
と

が
で

き
る

医
療

機
器

で
す

適
用

は
、

●
視

力
：

0
.0

3
-
0

.3
0

、
●

視
野

：
1

5
度

以
上

、
●

色
：

赤
や

青
色

が
認

識
で

き
る

、
●

ス
マ

ホ
な

ど
の

使
用

：
細

か
な

文
字

数
字

が
見

え
る

箇
所

が
あ

る
適

用
で

、
黄

斑
部

に
あ

る
錐

体
細

胞
の

状
態

を
把

握
し

ま
す

1
0

9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
に

つ
い

て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

耳
か

ら
の

情
報

や
指

示
よ

り
、

視
覚

情
報

（
視

覚
支

援
）

の
方

が
理

解
し

や
す

い
こ

と
が

多
く

あ
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
現

在
も

、
文

字
や

絵
文

字
、

写
真

等
を

手
書

き
や

パ
ソ

コ
ン

、
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

等
を

、
自

分
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
時

間
の

管
理

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
支

援
に

使
用

す
る

こ
と

が
あ

る
が

、
ま

だ
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
も

の
も

求
め

ら
れ

る
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1

0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)イ

ヤ
マ

フ
、

耳
栓

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

聴
覚

過
敏

に
つ

い
て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

A
S

D
に

は
他

の
人

に
は

気
に

な
ら

な
い

、
も

し
く

は
、

我
慢

で
き

る
音

も
人

に
よ

っ
て

は
、

許
容

で
き

な
い

こ
と

も
あ

り
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
イ

ヤ
マ

フ
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
周

り
の

理
解

は
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
ノ

イ
ズ

キ
ャ

ン
セ

ル
の

イ
ヤ

ホ
ン

等
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
外

出
時

等
に

は
危

険
な

こ
と

も
あ

り
、

特
定

の
音

だ
け

を
キ

ャ
ン

セ
ル

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
能

が
あ

る
と

よ
い

。
（

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

生
活

環
境

研
究

会
）

1
1

1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)日

常
生

活
全

般
に

お
い

て
そ

の
他

(福
祉

用
具

)光
の

強
さ

を
軽

減
で

き
る

機
器

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

視
覚

過
敏

に
つ

い
て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

A
S

D
の

方
の

中
に

は
、

蛍
光

灯
の

ち
ら

つ
き

や
L
E

D
の

突
き

刺
さ

る
光

を
つ

ら
い

と
感

じ
る

人
も

い
る

。
特

に
現

在
は

L
E

D
化

が
進

み
、

光
量

も
強

く
な

っ
て

き
て

い
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
既

存
の

L
E

D
ラ

イ
ト

の
突

き
刺

さ
る

よ
う

な
光

を
軽

減
で

き
る

フ
ィ

ル
タ

ー
等

が
あ

る
と

良
い

。
（

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

生
活

環
境

研
究

会
）

1
1

2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
ロ

ボ
ッ

ト
等

A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

に
お

け
る

対
人

関
係

の
ス

キ
ル

に
つ

い
て

児
童

用
 就

労
・

就
学

用
そ

の
他

(A
S

D
（

自
閉

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

症
）

)

A
.場

面
・

・
・

仕
事

や
生

活
全

般

B
.課

題
・

・
・

通
常

、
「

暗
黙

の
了

解
」

「
暗

黙
の

ル
ー

ル
」

と
さ

れ
る

こ
と

が
、

理
解

し
に

く
か

っ
た

り
、

思
っ

た
こ

と
を

そ
の

ま
ま

言
葉

に
し

て
し

ま
っ

た
り

、
相

手
の

反
応

や
状

況
を

察
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

り
、

一
方

的
に

話
を

し
て

し
ま

う
等

の
課

題
を

抱
え

る
人

も
い

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

・
・

・
日

常
的

に
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

か
ら

対
人

関
係

を
構

築
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
が

、
今

後
、

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

機
能

が
あ

が
る

こ
と

で
、

関
連

す
る

ス
キ

ル
を

伸
ば

し
た

り
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
期

待
す

る
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
1

3

Ｒ
１

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

高
齢

者
の

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
入

門
編

高
齢

者
用

サ
ー

ビ
ス

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
『

た
の

し
い

、
み

ま
も

り
。

』
で

す
。

私
た

ち
は

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

が
増

え
る

中
で

、
高

齢
の

親
御

さ
ん

の
独

居
や

孤
独

感
と

い
う

も
の

が
増

え
て

き
て

い
る

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

ん
な

彼
ら

が
本

当
に

喜
ん

で
使

っ
て

く
れ

て
、

家
族

も
み

ん
な

安
心

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

今
回

こ
の

サ
ー

ビ
ス

を
ロ

ー
ン

チ
し

ま
し

た
。

以
下

、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

と
取

材
記

事
、

製
品

ペ
ー

ジ
で

す
。

h
tt

p
s
:/

/
p

rt
im

e
s
.jp

/
m

a
in

/
h

tm
l/

rd
/
p

/
0

0
0

0
0

0
0

1
3

.0
0

0
0

3
6

8
3

7
.h

tm
l

h
tt

p
s
:/

/
a
s
c
ii.
jp

/
e
le

m
/
0

0
0

/
0

0
1

/
9

9
0

/
1

9
9

0
3

9
4

/

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
e
c
o
m

.c
o
.jp

/
m

im
a
m

o
ri
/
m

a
g
o
-
c
h

/

1
2

月
2

5
日

ま
で

先
着

3
0

0
名

様
に

絶
賛

無
償

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
で

す
の

で
、

周
り

に
興

味
が

あ
る

か
た

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

申
込

・
紹

介
等

々
お

願
い

で
き

れ
ば

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

1
1

4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)物
忘

れ
の

補
助

そ
の

他
(福

祉
研

究
所

)
認

知
症

高
齢

者
自

立
生

活
支

援
機

器
高

齢
者

用
 そ

の
他

(認
知

症
高

齢
者

)
高

齢
者

の
問

題
は

認
知

症
の

問
題

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
認

知
症

は
高

齢
に

な
れ

ば
だ

れ
で

も
な

る
脳

の
病

気
で

す
が

、
現

在
の

医
療

で
は

、
一

部
を

除
い

て
は

治
す

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
認

知
症

を
持

つ
人

が
、

環
境

設
備

や
デ

ザ
イ

ン
に

よ
っ

て
認

知
症

と
い

う
障

害
を

埋
め

合
わ

せ
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
認

知
症

の
多

く
は

、
物

忘
れ

が
象

徴
的

な
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

で
す

。
季

節
や

月
日

、
時

間
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

り
、

薬
を

飲
む

時
間

だ
っ

た
り

、
今

何
を

す
る

の
か

忘
れ

た
り

し
ま

す
。

そ
ん

な
日

常
生

活
を

補
う

福
祉

機
器

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

認
知

症
ケ

ア
の

経
験

と
知

識
を

生
か

し
て

、
認

知
症

高
齢

者
の

自
立

生
活

支
援

機
器

の
企

画
や

開
発

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
製

品
化

の
実

現
に

向
け

て
、

ご
協

力
い

た
だ

け
る

企
業

を
探

し
て

お
り

ま
す

。

1
1

5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
(福

祉
用

具
)立

位
保

持
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、

立
位

に
関

す
る

ご
要

望
肢

体
障

害
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 ポ
リ

オ
の

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 日
常

・
家

庭
内

Ｂ
．

課
題

 …
 私

は
短

時
間

で
も

自
分

で
立

つ
こ

と
に

こ
だ

わ
っ

て
い

ま
す

。
北

欧
で

は
重

度
障

害
者

で
も

立
位

を
と

る
リ

ハ
ビ

リ
が

あ
る

と
テ

レ
ビ

で
見

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
立

位
を

と
る

こ
と

は
身

体
の

た
め

に
も

良
い

し
、

台
所

仕
事

等
は

立
位

の
方

が
や

り
や

す
い

で
す

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 タ

チ
イ

ス
の

よ
う

な
立

位
の

取
れ

る
も

の
の

下
肢

障
害

者
バ

ー
ジ

ョ
ン

が
ほ

し
い

。

1
1

6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
声

案
内

失
語

症
の

方
の

、
公

共
交

通
機

関
で

の
お

困
り

ご
と

①

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 公

共
交

通
機

関
Ｂ

．
課

題
 …

 失
語

症
の

中
で

、
文

字
が

読
め

な
い

失
語

症
者

は
、

バ
ス

等
の

料
金

表
示

が
読

め
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 バ
ス

の
料

金
表

示
が

読
め

ず
料

金
が

い
く

ら
か

分
か

ら
な

い
時

が
あ

り
、

運
転

手
に

尋
ね

料
金

が
読

め
な

い
こ

と
を

伝
え

る
と

、
「

ふ
ざ

け
る

な
！

」
と

一
喝

さ
れ

、
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

時
が

あ
る

。
そ

こ
で

、
料

金
の

音
声

表
示

は
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
？

1
1

7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
交

通
事

故
の

際
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 交

通
事

故
現

場
Ｂ

．
課

題
 …

 交
通

事
故

の
当

事
者

同
士

の
話

し
合

い
は

、
失

語
症

者
に

と
っ

て
、

と
て

も
困

難
で

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 事

故
の

当
事

者
同

士
の

話
し

合
い

は
、

失
語

症
者

に
と

っ
て

、
と

て
も

困
難

で
あ

り
、

被
害

者
で

あ
っ

て
も

加
害

者
に

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
と

い
う

報
告

を
受

け
る

こ
と

が
あ

る
。

警
察

等
は

、
当

事
者

の
環

境
、

様
子

を
し

っ
か

り
見

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
障

害
（

失
語

症
）

に
つ

い
て

勉
強

す
る

こ
と

も
、

も
ち

ろ
ん

必
要

で
あ

る
が

、
失

語
症

者
に

対
応

し
た

専
用

ア
プ

リ
な

ど
が

あ
れ

ば
、

失
語

症
者

と
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

1
1

8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 デ

イ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
Ｂ

．
課

題
 …

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

で
、

失
語

症
者

は
分

別
の

あ
る

、
お

と
な

し
い

（
話

せ
な

い
と

い
う

だ
け

だ
が

）
利

用
者

と
思

わ
れ

、
手

厚
い

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
な

い
場

合
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 介

護
者

な
ど

は
、

失
語

症
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
の

講
習

を
受

け
た

り
、

障
害

に
関

す
る

勉
強

も
必

要
だ

と
思

う
が

、
ま

た
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

で
使

用
で

き
る

意
思

疎
通

支
援

の
機

器
な

ど
が

あ
れ

ば
、

活
用

し
て

失
語

症
者

と
の

意
思

疎
通

が
図

れ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

1
1

9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
選

挙
・

投
票

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 選

挙
・

投
票

所
Ｂ

．
課

題
 …

 失
読

症
者

、
失

語
症

者
は

選
挙

・
投

票
に

行
っ

て
も

、
介

助
者

と
投

票
所

で
は

対
話

が
禁

じ
ら

れ
て

い
る

の
で

、
投

票
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
多

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 投
票

時
、

失
読

症
者

に
は

音
声

で
読

み
上

げ
る

機
器

、
失

語
症

者
に

は
記

名
の

補
助

を
つ

け
る

こ
と

な
ど

が
望

ま
し

い
。

電
子

投
票

な
ら

即
解

決
す

る
と

は
思

う
が

。

1
2

0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
病

院
・

調
剤

薬
局

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 病

院
・

調
剤

薬
局

Ｂ
．

課
題

 …
 失

読
症

者
や

失
語

症
者

は
、

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

な
ど

と
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

が
難

し
い

。
本

人
が

症
状

を
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

の
で

、
命

に
係

わ
る

こ
と

も
あ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 体
の

症
状

や
体

調
を

的
確

に
表

現
で

き
る

専
用

ア
プ

リ
な

ど
の

開
発

が
望

ま
れ

る
。

命
に

係
わ

る
事

で
あ

り
、

早
急

の
対

処
が

望
ま

れ
る

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
2

1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
役

所
等

の
窓

口
で

の
お

困
り

ご
と

言
語

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 役

所
等

Ｂ
．

課
題

 …
 役

所
等

の
窓

口
で

、
担

当
者

が
失

読
症

者
や

失
語

症
者

の
対

応
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 「

筆
記

が
で

き
ま

す
」

、
「

手
話

が
で

き
ま

す
」

と
記

載
し

て
あ

る
窓

口
は

あ
る

が
、

失
語

症
失

読
症

者
に

は
応

対
で

き
な

い
窓

口
が

殆
ど

で
あ

る
。

役
所

の
窓

口
専

用
で

、
失

語
症

・
失

読
症

に
対

応
で

き
る

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

1
2

2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
複

数
人

で
会

話
を

す
る

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 複

数
の

話
者

が
い

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 ど
ち

ら
の

方
向

か
ら

話
さ

れ
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

い
と

、
話

を
理

解
し

追
い

つ
く

の
に

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
う

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 話

を
し

て
い

る
人

の
方

向
が

分
か

る
ア

プ
リ

等
が

あ
る

と
よ

い
。

1
2

3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
タ

ク
シ

ー
利

用
の

際
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 タ

ク
シ

ー
の

呼
び

出
し

を
す

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 タ
ク

シ
ー

会
社

に
電

話
を

か
け

る
こ

と
は

で
き

て
も

、
通

話
が

難
し

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 ス
マ

ホ
機

種
や

サ
ー

ビ
ス

に
関

係
な

く
、

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

タ
ク

シ
ー

を
呼

べ
る

サ
ー

ビ
ス

が
ほ

し
い

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

機
能

付
き

で
位

置
も

伝
え

て
く

れ
る

。
呼

び
出

し
ア

プ
リ

が
統

一
さ

れ
れ

ば
、

使
い

や
す

さ
も

向
上

す
る

と
思

う
。

1
2

4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

視
聴

そ
の

他
(福

祉
用

具
)手

話
通

訳
、

字
幕

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
テ

レ
ビ

視
聴

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 テ

レ
ビ

を
視

聴
す

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 テ
レ

ビ
の

ニ
ュ

ー
ス

で
字

幕
と

手
話

が
混

在
し

て
い

る
と

、
画

面
に

情
報

が
多

く
、

見
て

い
て

混
乱

し
て

し
ま

う
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 手
話

か
字

幕
か

、
ど

ち
ら

か
を

選
択

で
き

る
と

よ
い

。

1
2

5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
で

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 駅

の
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 駅

な
ど

に
設

置
し

て
あ

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
は

、
ほ

と
ん

ど
音

声
の

み
で

、
聴

覚
に

障
害

が
あ

る
と

使
え

な
い

。
駅

で
困

り
ご

と
が

あ
っ

た
際

、
そ

の
た

び
に

駅
員

を
、

そ
の

場
へ

呼
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 聴

覚
障

害
者

の
利

用
も

想
定

し
て

、
テ

レ
ビ

付
き

、
音

声
認

識
付

き
等

、
相

手
映

像
や

文
字

表
示

の
出

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
、

ま
た

は
、

そ
の

た
め

の
機

器
等

が
あ

る
と

よ
い

。

1
2

6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)Ａ
Ｉ

ス
ピ

ー
カ

ー
聴

覚
障

害
者

の
方

の
、

Ａ
Ｉ

ス
ピ

ー
カ

ー
、

応
答

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 一

般
社

団
法

人
 全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 Ａ

Ｉ
ス

ピ
ー

カ
ー

、
応

答
シ

ス
テ

ム
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 Ａ

Ｉ
ス

ピ
ー

カ
ー

や
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
な

ど
、

音
声

認
識

シ
ス

テ
ム

も
の

が
増

え
て

い
る

が
、

聴
覚

に
障

害
が

あ
り

発
音

が
明

瞭
で

な
い

と
正

確
に

認
識

し
て

も
ら

え
ず

、
最

初
の

質
問

か
ら

ボ
タ

ン
の

掛
け

違
い

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 聴
覚

障
害

者
の

利
用

も
想

定
し

て
、

音
声

認
識

結
果

を
表

示
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

1
2

7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)家

事
そ

の
他

(福
祉

用
具

)音
声

案
内

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
キ

ッ
チ

ン
や

浴
室

で
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 キ

ッ
チ

ン
や

浴
室

の
利

用
時

Ｂ
．

課
題

 …
 給

湯
器

の
電

源
の

オ
ン

・
オ

フ
な

ど
、

ア
ラ

ー
ム

音
が

同
じ

質
・

高
さ

と
な

っ
て

い
る

も
の

が
あ

り
、

視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
に

は
オ

ン
・

オ
フ

の
判

別
が

困
難

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 全

て
の

給
湯

器
に

、
電

源
の

オ
ン

・
オ

フ
を

音
で

判
別

で
き

る
機

能
を

付
け

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
、

「
電

源
オ

ン
」

「
電

源
オ

フ
」

と
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

た
り

、
ま

た
は

、
オ

ン
・

オ
フ

の
際

の
ア

ラ
ー

ム
音

の
質

や
高

さ
（

オ
ン

は
下

か
ら

上
、

オ
フ

は
上

か
ら

下
）

を
変

え
て

く
れ

る
と

よ
い

。

1
2

8

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)食
事

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
飲

食
店

利
用

時
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 飲

食
店

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 テ
ー

ブ
ル

や
カ

ウ
ン

タ
ー

に
備

え
付

け
の

調
味

料
の

容
器

は
、

店
に

よ
っ

て
異

な
っ

て
お

り
、

店
舗

に
よ

っ
て

は
定

員
に

聞
き

に
く

い
こ

と
も

あ
る

。
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

は
触

っ
た

だ
け

で
は

判
別

で
き

ず
、

鼻
を

近
づ

け
る

わ
け

に
も

い
か

ず
、

使
用

を
あ

き
ら

め
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 調
味

料
の

使
用

法
に

適
し

た
専

用
の

容
器

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
そ

の
際

に
は

、
「

プ
ッ

シ
ュ

ワ
ン

」
の

よ
う

に
定

量
の

調
味

料
が

出
る

機
能

も
備

え
て

ほ
し

い
。

1
2

9

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)移
動

支
援

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
移

動
・

外
出

時
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 移

動
・

外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 信
号

機
の

あ
る

横
断

歩
道

に
お

い
て

、
音

響
信

号
機

以
外

の
信

号
機

、
若

し
く

は
、

音
響

信
号

機
で

対
応

時
間

外
で

の
横

断
に

つ
い

て
、

視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
が

横
断

す
る

際
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
方

策
が

求
め

ら
れ

る
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 信
号

機
の

色
が

分
か

る
機

器
の

開
発

、
ま

た
は

、
既

存
の

機
器

に
新

た
な

機
能

を
追

加
す

る
。

例
え

ば
、

横
断

可
の

と
き

に
ア

ラ
ー

ム
音

が
な

り
、

横
断

不
可

の
と

き
に

別
の

危
険

を
知

ら
せ

る
ア

ラ
ー

ム
音

が
な

る
な

ど
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
3

0

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)調

理
視

覚
障

害
者

の
方

の
、

料
理

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 日

本
視

覚
障

害
者

団
体

連
合

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 料

理
を

す
る

時
Ｂ

．
課

題
 …

 視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
が

煮
物

や
揚

げ
物

を
す

る
際

、
液

体
の

温
度

を
測

る
機

器
が

な
い

た
め

、
料

理
に

適
し

た
液

体
の

温
度

が
分

か
ら

ず
困

っ
て

い
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 液

体
の

温
度

を
測

る
機

器
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

業
務

用
機

器
は

あ
る

よ
う

だ
が

高
価

な
も

の
な

の
で

、
安

価
で

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

が
使

用
し

て
も

、
安

心
・

安
全

な
も

の
が

望
ま

し
い

。

1
3

1

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
(福

祉
用

具
)健

康
管

理
機

器
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
健

康
管

理
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 自

分
の

健
康

管
理

を
し

た
い

と
き

Ｂ
．

課
題

 …
 体

温
計

・
血

圧
計

・
体

重
計

の
目

盛
や

数
値

が
読

め
な

い
。

ま
た

、
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

っ
て

も
聞

こ
え

な
い

。
し

か
し

、
家

族
や

他
人

に
頼

ら
ず

自
分

で
確

認
し

た
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 数

値
が

点
字

や
振

動
の

パ
タ

ー
ン

（
例

え
ば

、
短

い
振

動
が

１
、

長
い

振
動

が
５

の
単

位
で

表
す

）
等

で
触

っ
て

分
か

る
よ

う
な

機
能

を
つ

け
る

。

1
3

2

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

盲
ろ

う
者

の
方

が
、

一
人

の
時

に
話

か
け

ら
れ

た
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 街

を
一

人
で

歩
い

て
い

て
、

誰
か

に
声

を
か

け
ら

れ
た

時
Ｂ

．
課

題
 …

 相
手

の
言

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

。
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
音

声
で

伝
え

ら
れ

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 相

手
が

言
っ

た
こ

と
が

点
字

で
分

か
る

、
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
点

字
で

打
て

ば
音

声
に

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
3

3

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)買

い
物

そ
の

他
(福

祉
用

具
)翻

訳
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
買

い
物

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 お

店
で

買
い

物
す

る
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 自
分

の
欲

し
い

食
料

品
の

名
前

、
内

容
量

、
賞

味
期

限
が

読
め

な
い

の
で

分
か

ら
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 品
物

に
機

器
を

か
ざ

せ
ば

、
書

い
て

あ
る

も
の

が
点

字
で

読
め

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
3

4

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)家

電
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
家

電
を

使
う

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 家

電
を

使
う

と
き

Ｂ
．

課
題

 …
 エ

ア
コ

ン
、

照
明

器
具

、
洗

濯
機

、
電

磁
調

理
器

な
ど

に
音

声
ガ

イ
ド

が
つ

い
て

い
た

り
、

光
や

音
で

知
ら

せ
る

タ
イ

マ
ー

が
つ

い
て

い
た

り
す

る
が

、
盲

ろ
う

者
に

は
分

か
ら

な
い

の
で

自
力

で
操

作
で

き
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 ボ
タ

ン
や

ダ
イ

ヤ
ル

式
な

ど
触

っ
て

操
作

が
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

（
低

コ
ス

ト
に

も
な

る
）

。
（

例
：

一
つ

の
ダ

イ
ヤ

ル
を

左
に

カ
チ

カ
チ

回
し

て
い

け
ば

、
「

レ
ン

ジ
弱

」
、

「
レ

ン
ジ

強
」

、
右

に
回

せ
ば

、
「

余
熱

」
、

「
１

７
０

度
」

、
「

１
８

０
度

」
と

な
る

。
も

う
一

つ
の

ダ
イ

ヤ
ル

は
設

定
時

間
）

。
ま

た
、

音
声

ガ
イ

ド
が

点
字

で
分

か
る

機
能

が
つ

い
た

も
の

が
ほ

し
い

。

1
3

5

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)娯

楽
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ア
プ

リ
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
テ

レ
ビ

・
映

画
・

演
劇

を
鑑

賞
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 テ

レ
ビ

、
映

画
、

演
劇

を
鑑

賞
す

る
時

Ｂ
．

課
題

 …
 テ

レ
ビ

・
映

画
・

演
劇

の
登

場
人

物
の

セ
リ

フ
が

分
か

ら
ず

楽
し

め
な

い
。

場
面

情
景

、
登

場
人

物
の

動
き

も
分

か
ら

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、

提
案

 …
 セ

リ
フ

を
手

元
に

あ
る

ス
マ

ホ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
等

で
、

自
分

が
読

み
や

す
い

文
字

の
大

き
さ

や
色

・
背

景
色

に
設

定
し

て
読

め
る

、
副

音
声

が
字

幕
で

読
め

る
、

字
幕

を
点

字
で

読
め

る
、

そ
う

い
っ

た
も

の
が

ほ
し

い
。

1
3

6

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

用
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 全
国

盲
ろ

う
者

協
会

（
「

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 こ

ん
な

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

ニ
ー

ズ
集

」
よ

り
）

Ａ
．

場
面

 …
 電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 手
話

通
訳

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

手
話

が
読

み
取

れ
な

い
。

ま
た

、
相

手
が

何
を

話
し

て
い

る
か

を
文

字
で

伝
え

て
く

れ
て

も
読

め
な

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 手
話

通
訳

が
見

え
る

よ
う

に
テ

レ
ビ

と
つ

な
げ

る
。

相
手

か
ら

の
応

答
内

容
を

、
拡

大
文

字
や

点
字

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
3

7

Ｒ
１

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

声
入

力
脊

髄
損

傷
者

の
方

の
、

仕
事

・
会

議
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

障
害

者
用

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 仕
事

・
会

議
時

な
ど

Ｂ
．

課
題

 …
 会

議
や

打
ち

合
わ

せ
の

時
な

ど
、

会
話

の
速

さ
と

同
時

に
入

力
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

Ｃ
．

解
決

す
べ

き
方

法
、

機
能

、
提

案
 …

 現
在

の
手

入
力

タ
イ

プ
の

要
約

筆
記

で
は

な
く

、
よ

り
正

確
な

音
声

入
力

の
機

器
が

ほ
し

い
。

1
3

8

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
医

療
専

門
職

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
の

ベ
ル

ト
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

製
品

型
番

T
Y

1
3

5
D

の
杖

の
要

望
で

す
。

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
が

必
要

な
方

は
、

リ
ウ

マ
チ

患
者

さ
ん

が
多

い
か

と
思

い
ま

す
。

今
回

、
リ

ウ
マ

チ
患

者
さ

ん
が

歩
行

練
習

で
使

う
た

め
、

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
を

レ
ン

タ
ル

し
、

歩
行

練
習

を
開

始
し

ま
し

た
。

実
際

に
使

っ
た

こ
と

が
な

か
っ

た
の

で
、

気
づ

き
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
ベ

ル
ト

を
片

手
で

操
作

す
る

こ
と

が
、

健
常

者
で

も
困

難
で

し
た

。
特

に
、

コ
ー

ト
な

ど
厚

手
の

服
を

着
用

し
て

い
る

と
、

よ
り

大
変

な
印

象
で

し
た

。
リ

ウ
マ

チ
の

方
は

特
に

、
手

の
変

形
に

よ
り

、
ベ

ル
ト

を
操

作
す

る
た

め
の

巧
緻

性
や

手
の

筋
力

が
弱

い
た

め
、

着
脱

が
大

変
そ

う
で

し
た

。

今
回

、
手

探
り

で
改

良
し

ま
し

た
が

、
今

後
製

品
開

発
に

役
立

て
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

1
3

9

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

の
家

族
介

助
者

の
た

め
の

電
動

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
 介

助
者

用
重

心
の

子
供

の
体

重
が

重
く

、
さ

ら
に

必
要

な
医

療
器

具
を

積
ん

で
い

る
た

め
、

バ
ギ

ー
を

押
す

の
が

辛
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

そ
こ

で
装

具
メ

ー
カ

ー
に

介
助

者
を

ア
シ

ス
ト

す
る

よ
う

な
電

動
車

椅
子

を
作

る
こ

と
が

出
来

な
い

か
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
今

の
補

装
具

の
制

度
は

介
助

者
の

た
め

の
も

の
で

な
く

、
本

人
の

生
活

の
質

を
向

上
さ

せ
る

も
の

で
あ

り
認

め
ら

れ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
介

助
者

の
負

担
を

減
ら

さ
な

け
れ

ば
本

人
の

生
活

の
質

(例
え

ば
外

出
が

増
え

る
な

ど
)も

上
が

ら
な

い
と

思
う

の
で

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

バ
ギ

ー
に

何
と

か
格

安
で

ア
シ

ス
ト

機
能

を
つ

け
る

こ
と

は
出

来
な

い
の

か
、

皆
様

の
お

知
恵

を
お

借
り

し
た

い
で

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
4

0

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
 就

学
電

動
車

い
す

利
用

者
振

動
の

少
な

い
電

動
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

 就
労

・
就

学
用

私
は

線
維

筋
痛

症
、

慢
性

疲
労

症
候

群
、

脊
椎

疾
患

、
変

形
性

関
節

症
が

あ
り

ま
す

。
特

に
痛

み
は

振
動

で
ひ

ど
く

な
り

普
通

の
基

準
内

の
電

動
車

椅
子

で
は

乗
っ

て
ら

れ
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
振

動
と

痛
み

が
ど

う
関

連
し

振
動

で
痛

み
が

増
強

す
る

か
ど

う
か

の
デ

ー
タ

が
な

い
と

い
う

事
で

、
必

要
な

振
動

が
少

な
く

痛
み

が
増

強
し

な
い

電
動

車
椅

子
を

、
特

例
補

装
具

と
し

て
、

自
立

支
援

と
し

て
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。
そ

の
為

今
だ

に
寝

た
き

り
で

す
。

振
動

が
ひ

ど
く

な
れ

ば
体

中
に

痛
み

を
感

じ
て

い
る

線
維

筋
痛

症
の

患
者

は
痛

い
の

は
当

た
り

前
で

す
。

し
か

し
そ

れ
を

証
明

さ
れ

て
い

な
い

か
ら

と
必

要
な

車
椅

子
に

乗
る

こ
と

が
で

き
な

い
の

は
困

り
ま

す
。

本
当

に
デ

ー
タ

は
取

れ
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

1
4

1

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

就
学

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
肢

体
不

自
由

者
の

電
子

機
器

を
用

い
た

学
習

記
録

肢
体

障
害

者
用

こ
ち

ら
に

ま
と

め
た

も
の

が
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
n

c
o
d

e
.s

yo
s
e
tu

.c
o
m

/
n

0
1

7
2

e
s
/

　
麻

痺
の

痛
み

で
Ｐ

Ｃ
キ

ー
ボ

ー
ド

を
扱

い
づ

ら
い

た
め

、
N

in
te

n
d

o
３

Ｄ
Ｓ

ス
ク

リ
ー

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

と
漫

画
作

成
ソ

フ
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

ま
し

た
。

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
4

2

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

そ
の

他
(個

人
)

盲
ろ

う
者

の
方

々
へ

の
翻

訳
機

ア
イ

デ
ア

を
提

案
し

ま
す

盲
ろ

う
者

用
表

面
に

小
さ

な
穴

が
た

く
さ

ん
開

い
て

い
て

、
認

識
し

た
音

声
に

よ
っ

て
、

そ
の

穴
か

ら
突

起
が

出
て

点
字

を
表

現
す

る
と

い
う

考
え

で
す

。
ス

マ
ホ

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

の
よ

う
な

形
で

す
が

、
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

代
わ

り
に

添
付

画
像

の
よ

う
な

形
に

し
ま

す
。

1
4

3

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
難

聴
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

聴
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 介
助

者
用

話
す

こ
と

は
で

き
る

難
聴

の
高

齢
者

の
方

と
筆

談
を

す
る

機
会

が
あ

り
ま

す
が

、
こ

ち
ら

が
書

く
の

に
時

間
が

か
か

り
手

間
も

か
か

る
た

め
細

か
い

こ
と

ま
で

伝
え

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
話

し
た

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

見
や

す
く

表
示

す
る

ツ
ー

ル
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

高
齢

の
方

は
視

力
が

悪
い

方
が

多
い

の
で

表
示

は
大

き
く

は
っ

き
り

し
て

い
る

ほ
う

が
見

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

の
ア

プ
リ

で
も

良
い

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

1
4

4

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

鑑
賞

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
字

幕
機

能
付

き
テ

レ
ビ

の
改

良
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

用
現

在
、

難
聴

の
方

の
た

め
に

、
施

設
に

字
幕

機
能

の
付

い
た

テ
レ

ビ
が

あ
り

ま
す

が
、

音
声

と
字

幕
の

ズ
レ

が
大

き
く

あ
ま

り
実

用
的

で
は

な
い

と
感

じ
て

い
ま

す
。

テ
レ

ビ
放

送
の

映
像

を
D

e
la

yさ
せ

て
、

実
際

の
音

声
を

文
字

に
変

換
し

た
も

の
を

ほ
ぼ

同
時

に
合

わ
せ

て
表

示
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

今
の

音
声

認
識

技
術

で
あ

れ
ば

で
き

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

1
4

5

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
移

乗
 屋

内
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

福
祉

専
門

職
電

動
床

走
行

式
介

護
リ

フ
ト

高
齢

者
用

 介
助

者
用

こ
れ

ま
で

私
が

知
る

限
り

に
お

い
て

、
床

走
行

式
の

介
護

用
リ

フ
ト

は
、

昇
降

や
脚

部
の

開
閉

の
み

が
電

動
で

動
か

す
こ

と
が

で
き

る
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

結
局

の
と

こ
ろ

、
ご

利
用

者
の

方
に

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
で

上
に

上
げ

る
と

、
荷

重
に

よ
り

小
さ

な
４

点
の

車
輪

が
床

に
め

り
こ

ん
で

し
ま

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
人

力
で

移
動

す
る

際
相

当
の

力
を

要
す

る
も

の
で

、
い

ざ
動

い
た

際
に

乗
車

し
て

い
る

ご
利

用
者

が
大

き
く

揺
れ

て
し

ま
う

状
況

で
す

。
そ

の
揺

れ
幅

に
よ

り
壁

や
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
等

に
体

を
ぶ

つ
け

て
し

ま
う

危
険

性
を

伴
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

の
低

床
化

に
よ

り
径

が
小

さ
く

な
る

の
は

し
ょ

う
が

な
い

と
し

て
も

、
キ

ャ
タ

ピ
ラ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

車
輪

に
す

る
等

、
何

か
電

動
で

ス
ム

ー
ズ

に
走

行
す

る
仕

組
み

の
も

の
は

開
発

さ
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
？

ど
の

福
祉

施
設

に
お

い
て

も
床

材
に

は
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
機

能
と

し
て

少
し

で
も

兼
ね

る
、

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

の
長

尺
シ

ー
ト

を
使

用
し

て
い

る
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

そ
の

分
車

輪
が

め
り

込
み

や
す

い
状

況
は

、
ど

の
施

設
で

も
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
現

在
天

井
走

行
式

の
介

護
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

買
い

替
え

の
必

要
に

迫
ら

れ
て

い
る

状
況

も
あ

り
、

尚
且

つ
非

常
に

高
額

な
も

の
で

、
買

い
替

え
の

メ
ド

を
な

か
な

か
た

て
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
レ

ー
ル

の
買

い
替

え
費

用
の

な
い

低
価

格
な

電
動

走
行

式
床

リ
フ

ト
の

開
発

を
切

望
し

ま
す

。

1
4

6

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
排

泄
関

連
用

具
利

用
者

排
泄

関
連

用
具

肢
体

障
害

者
用

一
般

の
多

機
能

ト
イ

レ
で

は
、

一
人

で
立

ち
上

が
り

が
困

難
に

な
り

、
介

助
す

る
か

た
が

い
な

い
と

利
用

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
し

た
。

そ
れ

で
、

車
椅

子
に

座
っ

た
ま

ま
、

便
座

に
移

乗
し

な
い

で
排

泄
す

る
、

女
性

用
排

泄
用

具
を

開
発

。
慣

れ
る

ま
で

練
習

が
必

要
で

し
た

が
（

何
度

か
自

宅
の

ト
イ

レ
を

汚
し

な
が

ら
、

が
ん

ば
り

ま
し

た
）

、
個

人
的

に
は

こ
れ

の
お

か
げ

で
、

一
人

で
ト

イ
レ

に
行

く
こ

と
が

可
能

に
な

り
、

行
動

範
囲

が
増

え
ま

し
た

。
興

味
の

あ
る

方
、

使
っ

て
み

て
く

だ
さ

い
。

尿
の

出
る

場
所

に
、

ぴ
た

っ
と

あ
て

る
の

が
こ

つ
。

そ
の

場
所

が
ず

れ
る

と
、

漏
れ

る
原

因
に

な
る

よ
う

で
す

。
尿

の
終

わ
っ

た
後

、
ど

う
し

て
も

流
れ

き
れ

な
い

尿
で

汚
れ

る
の

で
、

紙
パ

ッ
ト

を
つ

け
て

使
用

し
ま

す
。

紙
パ

ッ
ト

だ
け

だ
と

、
１

回
で

限
界

。
２

回
目

は
漏

れ
る

の
で

、
い

そ
い

で
家

に
帰

っ
て

い
ま

し
た

が
、

こ
の

ト
イ

レ
グ

ッ
ズ

を
使

え
ば

、
数

回
は

問
題

な
い

の
で

朝
か

ら
晩

ま
で

の
外

出
も

可
能

に
な

り
ま

し
た

。

1
4

7

H
3

0
新

製
品

・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
そ

の
他

(個
人

開
発

)
オ

ム
ツ

を
必

要
と

す
る

人
の

介
護

に
、

便
が

分
離

可
能

な
排

便
収

納
補

助
具

介
助

者
用

尿
は

オ
ム

ツ
に

便
は

収
納

袋
に

分
離

出
来

ま
す

。
便

は
後

ろ
側

の
チ

ャ
ッ

ク
を

開
け

て
ト

イ
レ

に
捨

て
、

使
用

済
み

収
納

袋
は

オ
ム

ツ
と

一
緒

に
処

理
し

て
下

さ
い

。
*
 介

護
を

す
る

方
の

負
担

を
軽

減
す

る
為

に
考

え
ま

し
た

。

1
4

8

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 掃

除
排

泄
関

連
用

具
そ

の
他

(件
名

同
様

)
元

介
護

施
設

職
員

ア
イ

デ
ア

高
齢

者
用

介
護

施
設

で
考

え
て

た
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

ア
イ

デ
ア

を
伝

え
た

か
っ

た
。

入
浴

介
助

の
機

器
(ス

ラ
イ

ド
し

て
浴

槽
に

入
れ

る
)の

機
能

を
元

に
ト

イ
レ

と
ベ

ッ
ト

を
取

付
・

取
外

可
能

に
し

て
、

ト
イ

レ
は

側
面

に
つ

い
た

レ
バ

ー
を

引
い

て
排

泄
物

の
入

っ
た

バ
ケ

ツ
を

取
り

出
す

。
ト

イ
レ

に
つ

い
て

る
ボ

タ
ン

を
押

せ
ば

バ
ケ

ツ
の

中
の

袋
を

自
動

で
封

を
す

る
。

消
臭

の
た

め
に

素
材

は
丸

み
の

あ
る

木
(実

現
は

難
し

い
？

)
ベ

ッ
ト

と
の

ド
ッ

キ
ン

グ
部

位
は

除
く

ト
イ

レ
掃

除
ス

タ
ッ

フ
や

介
護

す
る

家
族

が
少

し
で

も
楽

に
な

れ
ば

、
い

い
な

♪
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
4

9

H
3

0
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

就
学

 就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)文

字
入

力
装

置
開

発
メ

ー
カ

パ
ソ

コ
ン

へ
の

片
手

文
字

入
力

が
簡

単
に

で
き

る
支

援
機

器
F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

の
ご

紹
介

肢
体

障
害

者
用

 就
労

・
就

学
用

近
年

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
広

ま
り

に
よ

り
、

片
手

で
の

文
字

入
力

方
法

と
し

て
"フ

リ
ッ

ク
入

力
"が

特
に

若
者

を
中

心
に

浸
透

し
て

き
て

い
ま

す
。

片
手

で
の

操
作

を
主

眼
に

お
い

て
開

発
さ

れ
た

フ
リ

ッ
ク

入
力

は
、

両
手

入
力

用
に

開
発

さ
れ

た
通

常
の

キ
ー

ボ
ー

ド
を

片
手

で
操

作
し

た
場

合
と

比
べ

て
操

作
の

簡
単

さ
や

速
さ

に
お

い
て

優
れ

て
い

ま
す

。
特

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
は

数
文

字
入

力
す

る
だ

け
で

入
力

さ
れ

る
文

字
列

を
予

測
し

て
表

示
し

て
く

れ
る

"予
測

変
換

"機
能

も
加

わ
っ

て
大

変
高

速
な

文
章

入
力

が
可

能
に

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

"フ
リ

ッ
ク

入
力

"と
"予

測
変

換
"の

機
能

を
パ

ソ
コ

ン
で

の
入

力
に

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
の

が
『

F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

』
で

す
！

『
F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

』
は

iP
h

o
n

e
や

A
n

d
ro

id
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
上

で
入

力
し

た
文

字
を

、
W

in
d

o
w

s
や

M
a
c
の

パ
ソ

コ
ン

に
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
U

S
B

メ
モ

リ
サ

イ
ズ

の
デ

バ
イ

ス
を

B
lu

e
to

o
th

に
よ

る
無

線
接

続
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

接
続

し
、

無
料

の
専

用
ア

プ
リ

を
使

っ
て

操
作

し
ま

す
。

"
フ

リ
ッ

ク
入

力
"以

外
に

も
"ト

グ
ル

入
力

(ケ
ー

タ
イ

打
ち

)"
や

"音
声

入
力

"に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

突
然

の
脳

障
害

に
よ

る
半

身
麻

痺
に

な
っ

て
し

ま
わ

れ
た

方
が

、
F
lic

k
T

yp
e
r 

B
T

を
使

う
こ

と
で

パ
ソ

コ
ン

へ
の

デ
ー

タ
入

力
業

務
に

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
た

等
の

実
績

も
あ

り
、

大
変

有
用

な
デ

バ
イ

ス
で

す
。

1
5

0

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
衣

服
の

着
脱

 屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)雨
天

時
の

室
外

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)雨

具
利

用
者

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

付
き

車
椅

子
用

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

肢
体

障
害

者
用

普
通

車
い

す
に

後
付

け
で

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
付

け
ま

し
た

。
今

回
、

初
め

て
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

を
着

ま
し

た
。

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

部
分

を
含

め
て

フ
ー

ド
を

か
ぶ

る
と

、
見

た
目

以
上

に
首

回
り

に
余

裕
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
  
介

助
者

が
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

を
着

せ
て

く
れ

ま
し

た
が

、
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

の
後

ろ
を

引
っ

張
る

と
、

首
回

り
の

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
が

私
の

首
に

ひ
っ

か
か

り
、

締
ま

り
そ

う
で

し
た

。
  
後

付
け

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
購

入
し

た
方

は
、

要
注

意
で

す
。

介
助

者
の

方
も

、
車

椅
子

の
構

造
を

見
て

、
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
を

つ
け

て
い

る
場

合
に

は
、

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
の

首
回

り
を

よ
く

見
て

介
助

し
て

く
だ

さ
い

。

 ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

付
き

の
車

椅
子

の
方

で
も

着
る

こ
と

が
で

き
る

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

1
5

1

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

嚥
下

訓
練

高
齢

者
用

押
し

バ
ネ

を
内

蔵
し

た
手

製
の

運
動

器
具

で
、

経
管

栄
養

の
高

齢
者

の
飲

み
込

み
が

改
善

し
ま

し
た

。
管

を
外

せ
る

見
込

み
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

押
圧

版
を

顎
下

に
押

し
当

て
る

動
作

を
繰

り
返

し
た

と
こ

ろ
、

1
0

日
ほ

ど
で

管
を

外
せ

ま
し

た
。

1
5

2

H
3

0
新

製
品

・
技

術
食

べ
る

 調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
(N

P
O

団
体

)
牛

乳
パ

ッ
ク

を
簡

単
開

封
す

る
自

助
具

(商
品

名
パ

ッ
君

）

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 高
齢

者
用

介
助

者
用

牛
乳

パ
ッ

ク
を

始
め

と
し

た
紙

パ
ッ

ク
の

開
封

が
簡

単
に

で
き

ま
す

。
お

問
い

合
わ

せ
と

ご
注

文
は

こ
ち

ら
へ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
o
u

b
o
u

a
ic

h
i.o

rg
/
パ

ッ
君

注
文

/

1
5

3

H
3

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)階
段

の
上

り
降

り
そ

の
他

(福
祉

用
具

)可
搬

型
階

段
昇

降
機

利
用

者
の

家
族

年
齢

制
限

の
為

可
搬

型
階

段
昇

降
機

の
操

作
が

で
き

な
い

家
庭

で
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

肢
体

障
害

者
用

８
０

才
を

過
ぎ

た
老

夫
婦

で
エ

レ
ベ

ー
タ

の
無

い
５

階
に

住
ん

で
居

ま
す

。
妻

が
仙

骨
骨

折
の

為
入

院
、

現
在

歩
行

訓
練

を
し

て
い

ま
す

。
妻

は
透

析
の

為
週

３
回

通
院

を
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
退

院
が

間
近

で
す

。
出

来
れ

ば
可

変
型

階
段

昇
降

機
を

レ
ン

タ
ル

し
て

操
作

要
員

の
援

助
は

介
護

支
援

等
が

受
け

る
事

が
出

来
る

も
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

年
齢

制
限

は
あ

り
ま

す
が

体
力

、
判

断
力

等
健

全
で

あ
る

と
自

負
し

て
い

ま
す

。
テ

ス
ト

等
を

し
て

頂
き

合
格

す
れ

ば
操

作
が

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

1
5

4

H
2

9
新

製
品

・
技

術
日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

装
具

利
用

者
ギ

プ
ス

肢
体

障
害

者
用

 児
童

用
ギ

プ
ス

生
活

を
し

て
み

て
そ

の
不

自
由

さ
、

非
日

常
さ

に
初

め
て

気
が

つ
き

ま
し

た
。

開
発

段
階

で
す

が
プ

ラ
ス

テ
ィ

ッ
ク

樹
脂

で
網

目
の

よ
う

な
ギ

プ
ス

を
み

ま
し

た
。

是
非

日
本

の
技

術
で

実
用

化
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
蒸

れ
な

い
の

で
悪

臭
が

し
な

い
、

シ
ャ

ワ
ー

が
気

兼
ね

な
く

使
え

る
、

雨
の

日
も

困
ら

な
い

、
軽

量
超

音
波

治
療

が
ギ

プ
ス

の
ま

ま
受

け
ら

れ
る

。

1
5

5

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
移

動
以

外
座

位
保

持
装

置
 車

い
す

福
祉

専
門

職
足

台
高

齢
者

用
車

い
す

利
用

者
が

食
事

の
際

な
ど

に
、

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
か

ら
足

を
下

ろ
し

て
能

動
座

位
を

と
れ

る
足

台
が

ほ
し

い
で

す
。

手
作

り
し

よ
う

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
忙

し
い

介
護

職
の

た
め

に
、

廉
価

な
商

品
が

あ
れ

ば
良

い
と

思
い

ま
す

。
福

祉
用

具
カ

タ
ロ

グ
に

目
を

通
し

ま
し

た
が

、
な

い
に

等
し

い
し

、
牛

乳
パ

ッ
ク

等
の

手
作

り
は

手
間

が
か

か
り

す
ぎ

る
と

思
い

ま
す

。

1
5

6
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

つ
え

複
数

の
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
を

ま
と

め
る

用
具

肢
体

障
害

者
用

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

を
２

本
使

用
し

て
い

る
の

で
、

片
手

を
使

用
す

る
際

に
杖

を
１

本
に

ま
と

め
ら

れ
る

用
具

1
5

7

H
2

9
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

開
発

メ
ー

カ
リ

ハ
ビ

リ
用

活
動

量
計

（
歩

数
計

）
高

齢
者

用
市

場
で

販
売

さ
れ

て
い

る
活

動
量

計
は

、
健

常
者

用
で

あ
り

、
リ

ハ
ビ

リ
対

象
者

の
ゆ

っ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
現

在
弊

社
が

開
発

し
て

い
る

活
動

量
計

は
、

リ
ハ

ビ
リ

患
者

の
ゆ

く
り

し
た

動
き

を
捉

え
る

こ
と

が
で

き
、

そ
の

運
動

量
を

計
測

で
き

る
。

ま
た

、
そ

の
活

動
量

計
は

N
F
C

通
信

機
能

を
内

蔵
し

て
お

り
、

P
C

な
ど

へ
そ

の
デ

ー
タ

を
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

リ
ハ

ビ
リ

の
医

師
や

、
担

当
者

は
患

者
さ

ん
の

運
動

量
を

捉
え

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

。
患

者
さ

ん
が

退
院

し
た

場
合

で
も

、
こ

の
活

動
量

計
は

9
0

日
分

の
デ

ー
タ

を
記

憶
し

て
お

り
、

患
者

さ
ん

が
来

院
さ

れ
た

場
合

に
、

P
C

に
デ

ー
タ

送
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

家
で

の
運

動
量

を
確

認
で

き
る

も
の

で
あ

る
。

1
5

8

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)お
し

ゃ
れ

車
い

す
利

用
者

髪
の

毛
を

後
ろ

で
自

由
に

結
ぶ

肢
体

障
害

者
用

先
天

性
多

発
性

関
節

拘
縮

症
で

腕
が

後
ろ

ま
で

回
す

こ
と

が
で

き
ず

、
 自

分
で

髪
の

毛
を

後
ろ

で
簡

単
に

結
ぶ

こ
と

が
出

来
な

い
の

で
、

出
来

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

た
ら

い
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

1
5

9

H
2

9
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
用

タ
イ

ヤ
空

気
圧

表
示

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

開
発

研
究

会
(広

島
）

)
車

い
す

用
タ

イ
ヤ

空
気

圧
表

示
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
肢

体
障

害
者

用
 高

齢
者

用
 児

童
用

 介
助

者
用

本
試

作
品

は
、

車
い

す
用

タ
イ

ヤ
の

空
気

圧
を

表
示

す
る

こ
と

で
、

タ
イ

ヤ
空

気
圧

の
減

少
を

起
因

と
し

た
駐

車
用

ブ
レ

ー
キ

の
効

き
低

下
に

よ
る

危
険

性
を

低
減

し
事

故
を

防
止

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
車

い
す

の
操

作
性

低
下

を
防

ぎ
、

乗
り

心
地

の
向

上
や

タ
イ

ヤ
の

寿
命

を
延

ば
す

こ
と

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。
車

い
す

利
用

者
と

介
助

者
双

方
が

簡
単

に
タ

イ
ヤ

空
気

圧
を

確
認

で
き

、
ま

た
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

定
期

点
検

を
実

施
す

る
際

、
タ

イ
ヤ

本
体

に
触

れ
る

必
要

が
な

い
た

め
衛

生
的

で
あ

り
、

作
業

性
の

効
率

化
に

つ
な

が
り

ま
す

。
取

り
付

け
方

法
は

、
英

式
バ

ル
ブ

の
虫

ゴ
ム

を
は

ず
し

「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
に

交
換

し
ま

す
。

「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
を

取
り

付
け

た
ま

ま
で

、
空

気
の

注
入

が
可

能
で

す
。

標
準

型
車

い
す

に
使

用
さ

れ
て

い
る

、
適

正
空

気
圧

が
0

.3
M

P
a
の

場
合

、
約

2
0

％
減

少
し

た
ら

（
赤

）
表

示
と

な
り

、
空

気
が

抜
け

て
い

る
こ

と
を

知
ら

せ
ま

す
。

1
6

0

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

車
い

す
利

用
者

手
動

車
い

す
用

傘
肢

体
障

害
者

用
 就

労
・

就
学

用
風

の
強

い
日

は
不

可
で

す
が

霧
雨

や
風

の
な

い
雨

の
日

な
ど

で
は

簡
易

傘
（

カ
ッ

パ
や

ポ
ン

チ
ョ

の
よ

う
）

な
固

形
系

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
非

常
に

必
要

性
を

感
じ

て
お

り
ま

す
。

天
候

が
悪

い
か

ら
と

か
車

椅
子

だ
か

ら
と

い
う

事
で

し
ょ

う
が

な
い

と
思

わ
れ

る
こ

と
に

矛
盾

を
感

じ
て

い
ま

す
。

現
状

そ
う

す
る

し
か

な
く

、
そ

う
配

慮
し

て
も

ら
う

の
は

非
常

に
助

か
り

ま
す

。
が

実
際

に
社

会
人

と
し

て
外

せ
な

い
会

議
な

ど
あ

り
ま

す
。

そ
れ

を
そ

の
よ

う
な

こ
と

で
理

由
で

と
い

う
の

に
矛

盾
を

感
じ

て
い

る
わ

け
で

す
。

実
際

に
利

用
し

て
い

る
側

か
ら

で
は

な
い

と
わ

か
ら

な
い

部
分

あ
る

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

を
形

に
し

ま
し

ょ
う

。

1
6

1
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

汎
用

性
の

あ
る

マ
ウ

ス
ス

テ
ィ

ッ
ク

肢
体

障
害

者
用

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

用
と

キ
ー

ボ
ー

ド
用

の
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

使
い

分
け

る
必

要
が

あ
る

の
で

、
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
や

音
声

操
作

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
6

2

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)福
祉

車
両

体
幹

が
安

定
し

、
電

動
車

椅
子

で
も

容
易

に
乗

れ
る

福
祉

車
両

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
椅

子
の

ま
ま

運
転

席
に

乗
れ

る
福

祉
車

両
は

、
座

席
に

電
動

装
置

が
つ

い
て

い
る

よ
う

な
形

状
な

の
で

、
実

用
性

が
薄

い
。

体
幹

が
安

定
し

、
尚

且
つ

電
動

車
椅

子
で

も
容

易
に

乗
れ

る
福

祉
車

両

1
6

3

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)情
報

緊
急

通
報

装
置

ボ
タ

ン
１

つ
で

緊
急

事
態

を
外

部
に

知
ら

せ
る

シ
ス

テ
ム

そ
の

他
(失

語
症

)
自

動
車

運
転

中
の

緊
急

時
（

救
急

車
を

呼
ぶ

な
ど

）
に

、
当

事
者

が
ボ

タ
ン

一
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。

1
6

4

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

 そ
の

他
(場

面
)

排
泄

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
ラ

バ
ー

シ
ー

ツ
高

齢
者

用
ラ

バ
ー

シ
ー

ツ
を

使
用

し
て

い
る

方
で

、
ベ

ッ
ド

か
ら

自
身

で
起

き
上

が
る

際
に

、
ベ

ッ
ド

か
ら

滑
り

落
ち

る
方

が
時

々
い

ま
す

。
パ

イ
ル

生
地

な
ど

の
も

の
を

使
用

す
る

と
、

滑
り

に
く

く
な

り
ま

す
が

、
介

助
者

が
姿

勢
を

整
え

る
際

に
滑

り
に

く
い

が
た

め
に

シ
ー

ツ
が

皺
に

な
り

や
り

に
く

い
と

の
声

が
あ

り
ま

す
。

ベ
ッ

ド
の

端
に

な
る

部
分

は
滑

り
に

く
く

、
中

心
部

は
通

常
の

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

す
が

。

1
6

5

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 調
理

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
寝

た
き

り
の

人
用

ﾄ
ｲ
ﾚ
ｯ
ﾄ

ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ

高
齢

者
用

ﾃ
ｨ
ｼ
ｭ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
で

 、
1

枚
づ

つ
取

り
だ

し
や

す
い

物
が

ほ
し

い
。

お
尻

を
拭

い
た

後
、

そ
の

ま
ま

ま
と

め
て

ﾄ
ｲ
ﾚ
に

流
せ

る
。

ﾍ
ﾞ
ｯ
ﾄ
で

の
介

助
だ

と
ﾛ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
は

と
て

も
不

便
。

1
6

6

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)手

帳
の

提
示

利
用

者
精

神
障

害
者

の
公

共
の

ば
で

の
手

帳
提

示
に

つ
い

て

そ
の

他
(障

が
い

者
全

般
)

ど
ん

な
障

が
い

に
か

か
わ

ら
ず

、
障

が
い

者
手

帳
を

提
示

す
る

こ
と

に
受

容
で

き
て

い
な

い
状

態
で

は
公

共
の

場
で

障
が

い
者

手
帳

を
出

す
こ

と
に

戸
惑

い
を

感
じ

る
物

と
お

も
い

ま
す

。
そ

の
気

持
ち

を
和

ら
げ

る
た

め
に

手
帳

で
は

無
く

、
か

つ
す

ぐ
に

本
人

確
認

が
で

き
る

様
な

製
品

が
あ

れ
ば

良
い

な
と

感
じ

ま
し

た
。

理
想

と
し

て
は

、
IC

カ
ー

ド
へ

の
登

録
（

子
ど

も
の

場
合

通
過

す
る

際
に

特
定

の
音

が
鳴

る
よ

う
な

仕
組

）
が

あ
れ

ば
よ

い
の

で
す

が
、

シ
ス

テ
ム

開
発

の
費

用
対

効
果

も
考

え
て

全
国

的
に

は
難

し
そ

う
で

す
。

何
か

良
い

ア
イ

デ
ア

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

1
6

7

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

 屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

そ
の

他
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

と
し

て
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 高
齢

者
用

 児
童

用
就

労
・

就
学

用

盲
導

犬
を

連
れ

た
視

覚
障

害
者

の
痛

ま
し

い
事

故
が

相
次

い
で

い
ま

す
。

そ
し

て
ひ

ど
い

こ
と

に
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

盲
導

犬
虐

待
が

動
画

で
流

れ
て

い
ま

す
盲

導
犬

な
ど

、
今

ま
で

美
談

の
も

と
の

よ
う

に
扱

わ
れ

て
き

ま
し

た
が

時
代

の
流

れ
の

中
で

仕
事

を
す

る
動

物
に

疑
問

が
も

た
れ

て
い

ま
す

。
特

に
盲

導
犬

で
す

そ
の

う
え

、
ま

す
ま

す
の

超
高

齢
化

や
道

路
事

情
に

と
も

な
い

、
こ

れ
か

ら
様

々
な

事
故

が
起

こ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

の
盲

導
犬

で
す

が
、

盲
導

犬
で

は
限

界
が

あ
り

　
今

、
代

替
え

手
段

が
も

と
め

ら
れ

て
い

ま
す

盲
導

犬
の

育
成

に
は

多
大

な
コ

ス
ト

を
有

し
、

飼
育

・
訓

練
に

莫
大

な
労

力
を

要
し

そ
こ

に
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
使

用
者

に
と

っ
て

も
犬

の
世

話
（

食
事

、
排

せ
つ

、
手

入
 れ

、
健

康
管

理
）

に
は

体
力

的
、

費
用

も
か

な
り

の
負

担
が

あ
り

、
犬

の
寿

命
か

ら
長

く
て

も
8

年
で

引
退

 の
時

期
が

来
ま

す
。

ま
た

、
住

環
境

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
高

齢
等

身
体

的
な

理
由

で
盲

導
犬

を
持

て
な

い
視

覚
障

害
者

が
圧

倒
的

に
多

く
、

盲
導

犬
は

ご
く

一
部

の
視

覚
障

害
者

し
か

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
の

が
現

状
で

す
。

障
害

者
の

間
で

の
不

公
平

感
の

声
も

あ
り

ま
す

私
は

、
全

て
の

人
が

使
う

こ
と

の
で

き
る

、
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

は
な

い
だ

ろ
う

か
と

考
え

て
き

ま
し

た
。

今
、

自
動

運
転

の
車

が
走

っ
て

い
ま

す
。

G
P

S
が

道
案

内
も

し
て

く
れ

ま
す

。
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、

お
掃

除
ロ

ボ
ッ

ト
、

A
Iロ

ボ
ッ

ト
と

様
々

な
ロ

ボ
ッ

ト
が

身
近

な
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

盲
導

犬
は

時
代

遅
れ

な
の

で
は

？
と

い
う

思
い

に
な

り
ま

し
た

。
ロ

ボ
ッ

ト
な

ら
犬

の
よ

う
に

世
話

を
す

る
必

要
も

な
く

、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

心
配

も
な

く
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

え
ば

使
い

続
け

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
は

保
険

も
提

供
さ

れ
安

全
性

 も
高

い
と

思
い

ま
す

。
国

で
予

算
を

組
み

企
業

と
と

も
に

早
期

実
現

を
願

い
ま

す
　

将
来

的
に

考
え

て
も

盲
導

犬
よ

り
す

べ
て

の
こ

と
に

お
い

て
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

性
の

ほ
う

が
優

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
す

で
に

あ
る

企
業

で
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
が

実
現

で
き

て
お

り
ま

す
　

試
験

的
に

病
院

な
ど

に
導

入
さ

れ
る

よ
う

で
す

国
で

、
ま

ず
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

病
院

、
公

共
施

設
、

各
家

庭
へ

と
普

及
さ

せ
て

み
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
デ

パ
ー

ト
や

受
付

な
ど

様
々

な
と

こ
ろ

で
　

ロ
ボ

ッ
ト

の
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
を

み
か

け
ま

す
　

ロ
ボ

ッ
ト

と
人

間
の

共
存

が
当

た
り

前
の

世
の

中
で

す

あ
と

は
人

間
で

す
　

ニ
ュ

ー
ス

Z
E

R
O

の
番

組
で

同
行

援
護

（
視

覚
障

碍
者

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
）

の
制

度
が

市
区

町
村

で
あ

り
ま

す
が

　
視

覚
障

碍
者

へ
の

認
知

度
が

行
き

渡
っ

て
い

な
い

よ
う

で
す

　
そ

の
制

度
を

も
っ

と
広

め
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

の
養

成
、

使
用

を
推

進
す

る
べ

き
と

思
い

ま
す

ど
う

か
犬

で
は

な
く

　
代

わ
る

も
の

と
し

て
人

間
の

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
を

増
や

し
障

碍
者

と
の

橋
渡

し
と

な
る

機
関

を
沢

山
増

や
し

て
ほ

し
い

と
切

に
願

い
ま

す
。

選
択

肢
が

増
え

る
こ

と
に

も
な

り
　

そ
れ

ぞ
れ

に
あ

っ
た

使
い

方
　

使
い

分
け

が
で

き
ま

す
障

害
者

の
助

け
に

な
り

た
い

と
い

う
、

思
い

や
り

の
心

が
技

術
開

発
に

結
実

し
、

日
本

を
は

じ
め

世
界

中
の

道
路

や
駅

の
ホ

ー
ム

で
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

を
見

ら
れ

る
こ

と
が

目
前

に
き

て
い

る
と

感
じ

ま
す

。
2

0
2

0
年

　
東

京
五

輪
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
に

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
、

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
と

共
に

観
戦

し
て

い
る

視
覚

障
 碍

者
の

姿
を

待
ち

望
ん

で
い

ま
す

。
　 ぜ

ひ
国

で
推

進
、

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
る

次
第

で
す

。
大

変
お

忙
し

い
所

　
読

ん
で

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
6

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ロ
ボ

ッ
ト

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

視
覚

障
害

者
用

安
全

な
移

動
を

保
証

し
て

く
れ

る
誘

導
ロ

ボ
ッ

ト
が

欲
し

い
。

1
6

9
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)自
動

車
視

覚
障

害
者

用
自

動
運

転
車

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
で

も
使

い
こ

な
せ

る
自

動
運

転
車

が
あ

る
と

便
利

。

1
7

0

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)ア

プ
リ

画
像

情
報

を
テ

キ
ス

ト
や

ワ
ー

ド
に

変
換

す
る

ア
プ

リ

視
覚

障
害

者
用

画
像

処
理

さ
れ

て
し

ま
っ

た
デ

ー
タ

は
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

で
は

読
み

込
め

な
い

た
め

、
文

字
の

部
分

だ
け

で
も

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
7

1
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)自
動

車
緊

急
車

両
を

知
ら

せ
る

装
置

聴
覚

障
害

者
用

運
転

中
に

緊
急

車
両

が
接

近
し

た
こ

と
が

分
か

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

1
7

2
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)ア
プ

リ
音

声
を

表
示

す
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

聴
覚

障
害

者
用

電
話

等
の

音
声

を
認

識
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
で

表
示

で
き

る
ア

プ
リ

が
欲

し
い

。

1
7

3
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)環
境

装
置

駅
内

放
送

を
知

ら
せ

る
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
用

駅
の

ホ
ー

ム
で

の
放

送
な

ど
、

音
声

認
識

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

電
光

掲
示

板
な

ど
に

表
示

で
き

る
環

境
を

整
え

て
欲

し
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
7

4
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
話

文
字

信
号

を
送

信
で

き
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

か
つ

て
の

ポ
ケ

ベ
ル

の
よ

う
に

プ
ッ

シ
ュ

ホ
ン

の
ピ

ポ
パ

音
を

使
う

こ
と

で
、

電
話

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
ま

た
は

他
の

と
こ

ろ
で

も
、

文
字

信
号

を
送

信
で

き
る

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

1
7

5
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)信
号

信
号

の
色

が
振

動
で

わ
か

る
機

器
盲

ろ
う

者
用

自
力

で
安

全
に

横
断

歩
道

を
渡

る
た

め
、

触
知

式
信

号
機

や
携

帯
端

末
等

で
、

赤
か

青
か

が
振

動
で

わ
か

る
機

器
が

欲
し

い
。

1
7

6

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
A

T
M

等
の

画
面

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

に
表

示
す

る
機

器

盲
ろ

う
者

用
画

面
情

報
が

見
え

ず
音

声
ガ

イ
ド

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
Ａ

Ｔ
Ｍ

の
画

面
表

示
や

音
声

ガ
イ

ド
の

情
報

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

読
み

な
が

ら
ボ

タ
ン

操
作

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

1
7

7

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)健

康
管

理
機

器
盲

ろ
う

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

る
健

康
管

理
機

器

盲
ろ

う
者

用
体

温
・

体
重

・
血

圧
等

の
器

具
を

使
っ

て
自

力
で

健
康

管
理

で
き

ず
、

他
者

に
見

て
も

ら
う

に
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

な
い

の
で

、
文

字
情

報
を

点
字

で
読

め
る

携
帯

端
末

（
ブ

レ
イ

ル
セ

ン
ス

等
）

に
体

重
等

の
デ

ー
タ

が
直

接
送

れ
る

健
康

管
理

機
器

が
欲

し
い

。

1
7

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)リ

ハ
ビ

リ
機

器
設

置
が

容
易

な
リ

ハ
ビ

リ
機

器
や

シ
ス

テ
ム

肢
体

障
害

者
用

大
が

か
り

な
設

備
や

専
門

職
に

よ
る

設
定

が
必

要
な

い
、

気
軽

に
在

宅
で

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
え

る
機

器
や

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

良
い

。

1
7

9
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

そ
の

他
(福

祉
用

具
)昇

降
機

コ
ン

パ
ク

ト
で

低
価

格
な

昇
降

機
肢

体
障

害
者

用
コ

ン
パ

ク
ト

で
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

設
置

が
で

き
、

尚
且

つ
低

価
格

な
昇

降
機

・
移

乗
リ

フ
ト

が
あ

る
と

便
利

1
8

0
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)バ
ラ

ン
サ

ー
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

し
な

い
バ

ラ
ン

サ
ー

肢
体

障
害

者
用

使
用

者
の

腕
の

力
の

方
向

や
、

利
用

者
の

力
を

生
か

す
よ

う
な

、
腕

を
吊

り
上

げ
る

た
め

の
バ

ラ
ン

サ
ー

（
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

す
る

こ
と

な
く

、
使

用
で

き
る

機
器

）
が

あ
る

と
良

い
。

1
8

1

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)雨
天

そ
の

他
(福

祉
用

具
)雨

具
車

椅
子

一
体

型
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

も
使

え
る

よ
う

な
車

椅
子

と
一

体
型

の
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

が
欲

し
い

。

1
8

2

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
そ

の
他

(福
祉

用
具

)布
団

ポ
リ

オ
患

者
の

た
め

の
布

団
を

か
け

な
お

す
装

置

肢
体

障
害

者
用

両
上

肢
麻

痺
で

布
団

が
か

け
直

せ
な

い
の

で
、

布
団

を
う

ま
く

か
け

直
す

こ
と

が
で

き
る

大
げ

さ
で

な
い

装
置

が
あ

る
と

良
い

。

1
8

3

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

声
遮

断
用

具
不

穏
な

音
を

軽
減

す
る

用
具

そ
の

他
(自

閉
症

)
不

快
な

音
を

遮
断

し
た

り
、

軽
減

で
き

る
環

境
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
用

具
（

周
り

に
違

和
感

が
な

く
、

携
帯

で
き

必
要

な
時

に
使

用
で

き
る

も
の

）
が

あ
る

と
便

利
。

1
8

4

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)ア

プ
リ

使
い

や
す

い
絵

文
字

な
ど

の
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
そ

の
他

(自
閉

症
)

耳
か

ら
の

情
報

や
指

示
よ

り
、

視
覚

情
報

の
方

が
理

解
し

や
す

い
こ

と
が

多
い

。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
絵

文
字

や
写

真
を

手
書

き
で

き
る

ソ
フ

ト
、

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

等
が

あ
る

と
よ

い
。

1
8

5

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)ロ

ボ
ッ

ト
自

閉
症

患
者

向
け

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト

そ
の

他
(自

閉
症

)
 「

暗
黙

の
ル

ー
ル

」
を

理
解

し
に

く
い

の
で

、
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
苦

慮
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
連

す
る

ス
キ

ル
を

獲
得

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
活

用
で

き
な

い
か

。

1
8

6

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

話
電

話
や

会
話

を
文

字
化

し
て

く
れ

る
機

器
そ

の
他

(失
語

症
)

電
話

で
の

受
け

答
え

の
際

に
相

手
側

の
言

葉
を

、
瞬

時
に

要
約

し
、

文
字

化
で

き
る

機
器

（
そ

の
他

、
ラ

ジ
オ

の
音

声
や

会
話

な
ど

を
文

字
化

し
て

く
れ

る
も

の
）

が
あ

る
と

便
利

1
8

7

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)環

境
装

置
書

類
の

手
続

き
を

簡
単

な
文

字
表

記
で

案
内

し
て

く
れ

る
環

境
（

装
置

）

そ
の

他
(失

語
症

)
役

所
で

の
手

続
き

（
選

挙
、

行
政

手
続

き
）

等
で

必
要

事
項

を
簡

単
な

文
字

表
記

な
ど

で
案

内
し

て
く

れ
る

も
の

（
環

境
）

が
あ

る
と

よ
い

。

1
8

8
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)環
境

装
置

会
議

中
の

要
点

を
示

し
て

く
れ

る
装

置
そ

の
他

(失
語

症
)

会
議

の
発

言
を

即
座

に
要

点
で

示
し

、
失

語
症

者
自

身
の

発
言

も
文

字
化

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

（
ま

た
は

仕
事

中
の

作
業

内
容

に
つ

い
て

要
点

で
示

し
て

く
れ

る
も

の
）

が
あ

る
と

よ
い

。

1
8

9

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)カ
ー

ド
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
カ

ー
ド

利
用

者
カ

ー
ド

を
識

別
す

る
機

器
（

用
具

）
視

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

視
覚

に
障

害
が

あ
り

、
銀

行
カ

ー
ド

や
診

察
券

な
ど

同
じ

サ
イ

ズ
の

カ
ー

ド
が

様
々

有
る

な
か

で
、

人
の

助
け

を
受

け
な

け
れ

ば
認

識
で

き
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
レ

ジ
な

ど
で

戸
惑

い
、

時
間

を
要

す
こ

と
も

頻
繁

に
あ

り
ま

す
。

視
覚

に
障

害
が

あ
っ

て
も

、
様

々
な

カ
ー

ド
を

簡
単

に
識

別
で

き
る

機
器

（
用

具
）

の
開

発
を

求
め

て
い

ま
す

。
カ

ー
ド

と
そ

の
内

容
を

容
易

に
タ

グ
で

し
ょ

う
か

？
紐

付
け

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
で

き
れ

ば
良

い
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

・
代

理
投

稿
）

1
9

0

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(場

面
)ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

義
肢

 装
具

 座
位

保
持

装
置

 補
聴

器
 つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

 車
い

す
 電

動
車

い
す

 意
思

伝
達

装
置

 特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
 体

位
変

換
器

 移
動

用
リ

フ
ト

 緊
急

通
報

装
置

 排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

を
補

助
す

る
機

器
（

用
具

）

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

最
近

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

多
く

採
用

さ
れ

て
い

る
タ

ッ
チ

バ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

が
で

き
ま

せ
ん

。
視

覚
障

害
者

で
も

簡
易

に
操

作
で

き
る

よ
う

な
機

器
又

は
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

中
途

障
害

で
す

が
、

多
く

方
が

同
様

の
悩

み
を

感
じ

て
い

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
に

よ
る

代
理

投
稿

）
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

1
9

1

H
2

8
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
装

具
開

発
メ

ー
カ

視
覚

障
碍

者
用

歩
行

補
助

具
＜

ウ
ォ

ー
ク

リ
ー

ダ
ー

＞

視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 特

 徴
 -

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
.前

方
約

２
ｍ

以
内

に
障

害
物

を
検

出
す

る
と

イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

音
で

通
報

し
ま

す
。

2
.障

害
物

に
近

づ
く

と
通

報
音

が
高

く
な

り
、

慣
れ

る
と

音
色

の
変

化
で

距
離

感
が

得
ら

れ
ま

す
。

3
.小

型
・

軽
量

(約
1

0
0

ｇ
)・

長
時

間
動

作
(単

四
電

池
２

個
で

約
1

0
0

時
間

)
4

.検
出

距
離

(1
m

/
1

.5
m

/
2

m
)と

音
量

(大
/
中

/
小

)お
よ

び
感

度
を

そ
れ

ぞ
れ

３
段

階
切

替
で

き
る

。
5

.首
に

掛
け

て
イ

ヤ
ホ

ン
で

聞
く

方
式

な
の

で
、

手
を

使
わ

ず
に

使
用

で
き

ま
す

。
6

.細
い

針
金

等
は

検
出

出
来

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
、

直
径

5
m

m
以

上
の

太
い

棒
は

近
づ

く
と

検
出

し
ま

す
。

注
意

）
　

他
の

補
助

具
や

超
音

波
を

使
う

器
具

の
近

く
等

で
は

、
障

害
物

が
無

く
て

も
通

報
音

が
出

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　

装
着

し
た

高
さ

の
前

方
を

検
出

し
ま

す
、

足
下

に
は

反
応

し
な

い
か

ら
白

杖
等

と
併

用
し

て
下

さ
い

。
　

こ
の

装
置

は
歩

行
上

の
安

全
を

保
証

す
る

物
で

は
あ

り
ま

せ
ん

、
補

助
具

と
し

て
使

用
し

て
下

さ
い

1
9

2

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
装

具
障

害
者

団
体

右
下

肢
機

能
障

害
（

脊
髄

性
小

児
マ

ヒ
）

　
等

級
３

級
　

補
装

具
装

着
５

０
年

以
上

　
定

年
で

無
職

　
現

役
時

不
動

産
の

営
業

肢
体

障
害

者
用

問
題

点
　

①
足

首
が

上
下

し
な

い
（

バ
ネ

を
使

用
　

バ
ネ

が
よ

く
つ

ぶ
れ

る
）

　
　

　
　

②
歩

行
時

、
体

の
バ

ラ
ス

が
悪

く
　

左
右

に
揺

れ
ま

す
。

杖
は

、
使

用
し

て
い

ま
せ

ん
。

右
足

は
、

左
足

よ
り

５
セ

ン
チ

程
度

短
い

で
す

。
補

高
し

て
い

ま
す

。
座

骨
シ

ジ
し

て
い

ま
す

。
５

０
年

以
上

装
着

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
点

は
膝

の
ス

イ
ス

ロ
ッ

ク
な

な
り

ま
し

た
。

で
き

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

と

1
9

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)運

動
時

補
聴

器
障

害
者

団
体

ス
ポ

ー
ツ

中
の

情
報

保
障

機
器

聴
覚

障
害

者
用

ス
ポ

ー
ツ

を
し

な
が

ら
で

も
聴

覚
障

害
者

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

1
9

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
つ

え
障

害
者

団
体

摩
耗

し
に

く
い

杖
の

先
端

ゴ
ム

肢
体

障
害

者
用

杖
の

先
端

ゴ
ム

は
毎

日
使

用
す

る
の

で
、

摩
耗

・
消

耗
が

激
し

い
。

少
し

で
も

摩
耗

し
に

く
い

ゴ
ム

の
開

発
を

し
て

欲
し

い
。

1
9

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

つ
え

障
害

者
団

体
頑

丈
な

白
杖

盲
ろ

う
者

用
白

杖
が

す
ぐ

に
折

れ
た

り
曲

が
っ

た
り

す
る

の
で

、
曲

が
ら

な
い

杖
が

欲
し

い
。

1
9

6

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

つ
え

障
害

者
団

体
白

杖
に

電
子

機
器

を
組

み
込

む
こ

と
の

是
非

視
覚

障
害

者
用

白
杖

使
用

者
で

す
。

こ
の

掲
示

板
の

過
去

ロ
グ

を
見

る
と

「
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
組

み
込

め
ば

・
・

・
」

と
い

う
提

案
を

目
に

し
ま

す
。

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
等

の
電

子
機

器
を

組
み

込
む

研
究

や
、

実
際

、
そ

の
よ

う
な

商
品

も
あ

り
ま

す
。

白
杖

を
使

っ
て

い
る

皆
さ

ん
は

、
そ

の
よ

う
な

白
杖

を
使

い
た

い
と

思
い

ま
す

か
？

　
私

は
、

N
O

で
す

。
以

下
、

そ
の

理
由

で
す

。
■

　
非

常
に

デ
リ

ケ
ー

ト
。

難
し

く
言

う
な

ら
「

質
量

」
「

慣
性

モ
ー

メ
ン

ト
」

「
剛

性
」

「
共

振
周

波
数

」
「

先
端

や
握

り
部

分
の

感
触

」
等

、
非

常
に

多
く

の
要

素
が

使
い

心
地

に
関

係
し

て
く

る
。

つ
ま

り
、

白
杖

は
体

の
一

部
と

い
う

わ
け

。
■

　
電

源
の

切
り

忘
れ

、
電

池
残

量
等

が
気

に
な

る
。

■
　

白
杖

本
体

は
消

耗
品

。
高

価
だ

と
紛

失
や

盗
難

も
気

に
な

る
。

■
　

シ
ョ

ッ
ク

や
水

に
弱

そ
う

。
（

そ
も

、
白

杖
は

路
面

を
叩

く
）

と
い

う
訳

で
、

私
は

、
シ

ン
プ

ル
で

軽
い

白
杖

を
愛

用
し

て
い

ま
す

。

1
9

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

障
害

者
団

体
積

雪
に

も
対

応
し

た
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

積
雪

時
は

車
い

す
で

外
出

で
き

な
い

の
で

、
雪

も
対

応
し

た
移

動
用

機
器

が
欲

し
い

。

1
9

8

H
2

8
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
医

療
専

門
職

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
（

ア
ル

ケ
ル

）
で

身
体

拘
束

ゼ
ロ

を
推

進
！

高
齢

者
用

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
【

実
用

新
案

登
録

第
3

2
0

4
7

0
1

号
】

【
商

標
登

録
第

5
7

7
3

9
6

6
号

】
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

(ア
ル

ケ
ル

)は
、

馬
蹄

形
の

歩
行

器
（

※
肘

受
け

の
長

さ
4

0
0

ｍ
ｍ

以
上

の
も

の
）

に
装

着
す

る
こ

と
で

『
利

用
者

が
転

倒
し

な
い

歩
行

器
』

に
な

り
ま

す
。

①
施

設
介

護
に

お
け

る
夜

間
徘

徊
を

抑
制

す
る

こ
と

な
く

、
御

本
人

の
意

志
を

尊
重

し
た

介
護

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
②

認
知

症
予

防
に

効
果

が
あ

る
1

週
間

に
9

0
分

間
の

歩
行

練
習

の
提

供
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

③
後

方
へ

の
転

倒
予

防
に

役
立

つ
後

ろ
歩

き
の

練
習

を
安

全
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

④
万

が
一

の
災

害
時

、
避

難
所

で
の

歩
行

練
習

が
可

能
と

な
り

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

予
防

に
役

立
ち

ま
す

。
【

解
説

】
①

身
体

拘
束

は
要

介
護

者
・

介
護

者
と

も
に

負
担

の
大

き
な

問
題

で
す

。
　

「
切

迫
性

」
「

非
代

替
性

」
「

一
時

性
」

と
い

う
3

つ
の

要
素

を
満

た
し

た
場

合
の

み
認

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

を
用

い
た

介
護

方
法

は
Ｙ

字
帯

を
用

い
た

身
体

拘
束

を
代

替
す

る
介

護
方

法
で

す
。

  
 後

方
の

安
全

ベ
ル

ト
に

よ
り

、
歩

行
器

で
の

坐
位

保
持

お
よ

び
移

動
用

リ
フ

ト
と

し
て

の
使

用
が

可
能

で
す

。
②

少
な

く
と

も
1

週
間

に
9

0
分

の
歩

行
練

習
が

認
知

症
予

防
に

つ
な

が
り

ま
す

。
(東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 老

化
脳

神
経

科
学

研
究

チ
ー

ム
自

律
 　

神
経

機
能

研
究

 堀
田

晴
美

先
生

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
m

g
h

ig
.jp

/
J
_
T

M
IG

/
to

p
ic

s
/
to

p
ic

s
_
2

0
1

4
1

2
.h

tm
l 
)

  
 個

別
リ

ハ
(機

能
訓

練
)以

外
に

自
主

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
加

え
る

こ
と

で
、

歩
行

練
習

時
間

を
延

長
し

て
頂

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
③

後
方

へ
の

転
倒

(尻
も

ち
)を

防
ぐ

動
作

は
『

後
ず

さ
り

』
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
平

行
棒

内
以

外
で

後
ろ

歩
き

の
練

習
は

困
難

で
し

た
が

、
Ｒ

Ｋ
Ｌ

を
装

着
し

た
歩

行
器

に
よ

っ
て

見
守

り
レ

ベ
ル

の
介

助
で

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
④

災
害

時
の

避
難

所
に

お
い

て
、

介
護

職
員

不
在

で
あ

っ
て

も
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

を
予

防
す

る
た

め
の

歩
行

練
習

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
【

ぼ
く

ら
は

、
み

ん
な

老
い

て
い

く
】

超
少

子
高

齢
人

口
減

少
社

会
を

迎
え

る
2

0
2

5
年

に
向

け
て

健
康

寿
命

の
延

伸
は

喫
緊

の
課

題
で

す
。

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

、
身

体
拘

束
ゼ

ロ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

要
介

護
者

の
要

介
護

度
の

維
持

・
改

善
に

役
立

ち
ま

す
。

ま
た

、
介

護
保

険
制

度
そ

の
も

の
を

永
続

可
能

と
す

る
た

め
に

は
現

場
で

働
く

介
護

職
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

も
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

2
0

2
5

年
に

迎
え

る
未

曾
有

の
社

会
に

対
し

て
決

し
て

諦
め

ず
知

恵
を

絞
り

社
会

を
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
く

こ
と

が
、

こ
の

豊
か

な
時

代
に

生
か

さ
れ

る
私

た
ち

セ
ラ

ピ
ス

ト
の

使
命

で
す

。
お

一
人

お
一

人
に

他
人

事
を

自
分

事
と

す
る

想
像

力
が

発
揮

さ
れ

、
こ

の
介

護
方

法
が

普
及

す
る

こ
と

を
切

に
望

み
ま

す
。

1
9

9

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
移

乗
車

い
す

医
療

専
門

職
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

倒
れ

、
か

つ
シ

ー
ト

ご
と

移
動

で
き

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 介
助

者
用

介
護

で
は

車
い

す
へ

の
移

乗
時

に
腰

を
痛

め
る

こ
と

が
多

い
。

移
乗

時
に

は
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

邪
魔

に
な

り
移

乗
あ

る
い

は
介

助
が

し
に

く
い

。
本

案
は

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
倒

れ
移

乗
方

向
に

開
く

こ
と

で
移

乗
が

し
や

す
く

な
り

、
か

つ
座

面
の

シ
ー

ト
が

レ
ー

ル
の

上
を

す
べ

る
こ

と
に

よ
り

、
座

っ
た

ま
ま

移
動

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

2
0

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 就

学
 就

労
車

い
す

障
害

者
団

体
立

位
に

な
れ

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

立
位

に
な

れ
る

車
椅

子
を

利
用

し
て

就
学

や
就

労
の

場
面

で
使

用
し

た
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
0

1

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

 就
労

電
動

車
い

す
障

害
者

団
体

小
回

り
が

効
く

外
出

用
の

電
動

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

い
す

利
用

者
で

す
。

一
般

就
労

し
て

い
た

時
に

、
電

動
車

い
す

で
、

電
車

３
本

乗
継

い
で

、
オ

フ
ィ

ス
街

で
事

務
職

と
し

て
働

い
て

い
ま

し
た

。
そ

の
当

時
、

電
動

車
い

す
で

電
車

に
乗

っ
た

り
す

る
際

に
、

電
動

車
い

す
は

小
回

り
が

効
か

ず
苦

労
し

ま
し

た
。

特
に

、
駅

で
ス

ロ
ー

プ
を

出
し

て
も

ら
っ

て
電

車
に

乗
る

時
、

多
く

の
乗

客
が

車
椅

子
ス

ペ
ー

ス
を

あ
け

て
く

れ
ま

す
。

し
か

し
、

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
か

ら
す

る
と

、
ス

ロ
ー

プ
を

上
っ

て
、

電
車

内
に

入
っ

た
と

同
時

に
、

電
動

車
椅

子
を

９
０

度
直

角
に

回
る

操
作

を
し

て
、

車
椅

子
ス

ペ
ー

ス
に

入
ら

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

そ
の

操
作

は
む

ず
か

し
い

も
の

で
す

。
電

車
内

で
車

椅
子

が
大

き
く

曲
が

る
と

、
多

く
の

乗
客

は
怖

い
の

か
嫌

な
顔

を
し

ま
す

。
ま

た
、

反
対

に
電

車
内

の
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

か
ら

、
駅

に
降

り
る

際
は

、
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

っ
て

、
さ

ら
に

降
車

駅
側

が
階

段
な

ど
で

狭
小

ホ
ー

ム
の

場
合

は
ク

ラ
ン

ク
状

態
に

な
り

、
ス

ロ
ー

プ
の

途
中

か
ら

電
動

車
い

す
の

後
輪

が
ド

ス
ン

と
下

り
る

よ
う

な
感

じ
で

、
電

車
を

降
り

て
い

ま
し

た
。

障
害

者
に

就
労

と
言

う
な

ら
ば

、
小

回
り

の
効

く
外

出
用

の
電

動
車

い
す

、
６

輪
電

動
車

い
す

を
普

及
し

て
く

だ
さ

い
。

現
在

、
室

内
用

の
６

輪
車

い
す

が
商

品
化

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

外
出

用
の

６
輪

電
動

車
椅

子
が

見
当

た
り

ま
せ

ん
。

障
害

者
の

就
労

の
た

め
に

も
、

小
回

り
が

効
く

外
出

用
の

６
輪

電
動

車
い

す
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
し

て
普

通
の

補
装

具
と

し
て

申
請

で
き

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

2
0

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

特
殊

寝
台

障
害

者
団

体
移

乗
機

器
肢

体
障

害
者

用
ベ

ッ
ド

か
ら

車
い

す
へ

簡
単

に
移

乗
す

る
こ

と
が

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
0

3

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
特

殊
寝

台
障

害
者

団
体

寝
て

い
る

姿
勢

を
記

憶
で

き
る

ベ
ッ

ド
肢

体
障

害
者

用
人

の
動

き
に

合
わ

せ
た

動
き

を
し

て
く

れ
る

電
動

ベ
ッ

ド
が

欲
し

い
。

例
え

ば
、

寝
て

い
る

姿
勢

の
パ

タ
ー

ン
を

記
憶

し
、

そ
の

パ
タ

ー
ン

に
合

わ
せ

て
自

動
で

動
い

て
く

れ
る

ベ
ッ

ド
が

あ
る

と
よ

い
。

2
0

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
障

害
者

団
体

狭
い

場
所

で
も

設
置

で
き

る
移

動
機

器
肢

体
障

害
者

用
日

本
の

狭
い

住
環

境
に

も
対

応
し

た
、

１
階

か
ら

２
階

へ
移

動
す

る
た

め
の

機
器

が
欲

し
い

。

2
0

5

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
日

常
的

な
衛

生
移

動
用

リ
フ

ト
障

害
者

団
体

お
風

呂
と

洗
い

場
の

高
さ

を
容

易
に

解
消

し
て

く
れ

る
機

器

肢
体

障
害

者
用

入
浴

す
る

時
に

、
洗

い
場

と
お

風
呂

の
ふ

ち
の

差
が

あ
り

過
ぎ

て
お

風
呂

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
な

ど
を

用
い

て
簡

単
に

浴
槽

に
入

れ
る

機
器

を
開

発
し

て
欲

し
い

。

2
0

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
片

手
で

操
作

で
き

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

肢
体

障
害

者
用

片
手

で
も

簡
単

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
欲

し
い

。
片

手
で

使
用

す
る

た
め

の
補

助
器

具
で

も
よ

い
。

2
0

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
障

害
者

団
体

簡
単

に
洗

濯
物

が
干

せ
る

機
器

肢
体

障
害

者
用

洗
濯

物
を

干
す

時
に

腕
が

伸
び

づ
ら

く
、

痛
み

も
生

じ
る

の
で

、
簡

単
に

洗
濯

物
が

干
せ

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

う
。

2
0

8

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)整
容

そ
の

他
障

害
者

団
体

震
戦

を
抑

え
て

化
粧

が
で

き
る

道
具

肢
体

障
害

者
用

震
戦

が
あ

り
、

手
が

震
え

て
し

ま
う

た
め

、
化

粧
を

し
た

い
の

に
う

ま
く

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

手
の

震
え

を
抑

え
て

く
れ

る
機

器
が

あ
る

と
嬉

し
い

。

2
0

9

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

そ
の

他
障

害
者

団
体

携
帯

用
手

動
運

転
装

置
肢

体
障

害
者

用
携

帯
用

手
動

運
転

装
置

の
ア

ク
セ

ル
と

ブ
レ

ー
キ

操
作

が
重

く
て

疲
れ

る
の

で
、

よ
り

操
作

性
が

高
い

も
の

に
改

良
で

き
れ

ば
、

仕
事

時
な

ど
も

活
用

で
き

る
。

2
1

0

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
調

理
 掃

除
そ

の
他

障
害

者
団

体
１

つ
の

端
末

で
家

電
を

操
作

で
き

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末

肢
体

障
害

者
用

肢
体

不
自

由
な

の
で

、
あ

ら
ゆ

る
家

電
を

操
作

す
る

の
が

困
難

な
の

で
、

１
つ

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

家
電

製
品

を
自

由
に

操
作

で
き

る
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

2
1

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)ド

ア
そ

の
他

障
害

者
団

体
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

操
作

し
た

い
肢

体
障

害
者

用
両

手
が

不
自

由
な

の
で

、
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

ロ
ッ

ク
し

た
り

、
開

錠
で

き
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
よ

い
。

2
1

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)認

識
装

置
そ

の
他

障
害

者
団

体
色

や
対

象
物

を
認

識
し

て
く

れ
る

装
置

視
覚

障
害

者
用

対
象

物
を

か
ざ

し
た

ら
、

色
や

対
象

物
の

名
称

を
読

み
上

げ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

が
欲

し
い

。

2
1

3

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
障

害
者

団
体

手
書

き
の

文
字

を
読

め
る

機
器

視
覚

障
害

者
用

手
書

き
の

手
紙

や
商

品
名

が
読

め
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
手

書
き

文
字

を
簡

単
に

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
1

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
読

み
上

げ
Ｆ

Ａ
Ｘ

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
の

方
で

も
利

用
で

き
る

、
受

信
し

た
時

に
音

声
読

み
上

げ
し

て
く

れ
る

Ｆ
Ａ

Ｘ
が

あ
る

と
良

い
で

す
。

2
1

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

速
く

て
正

確
な

点
字

プ
リ

ン
タ

視
覚

障
害

者
用

現
在

使
用

し
て

い
る

点
字

プ
リ

ン
タ

は
印

刷
速

度
が

遅
く

、
大

量
印

刷
が

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
速

く
て

正
確

な
点

字
プ

リ
ン

タ
が

欲
し

い
。

2
1

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
自

動
運

転
可

能
な

自
動

車
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

で
も

自
動

車
を

運
転

し
て

目
的

地
に

行
き

た
い

。
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
た

自
動

車
が

欲
し

い
。

2
1

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
携

帯
型

の
拡

大
読

書
器

が
あ

る
と

良
い

。
視

覚
障

害
者

用
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
の

開
発

を
求

め
る

。

2
1

8

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
就

労
そ

の
他

障
害

者
団

体
外

部
メ

モ
リ

ー
に

保
存

可
能

な
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ

視
覚

障
害

者
用

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
す

る
こ

と
が

で
き

る
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
が

あ
る

と
便

利
。

2
1

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

そ
の

他
障

害
者

団
体

就
寝

時
の

緊
急

時
情

報
通

信
機

器
聴

覚
障

害
者

用
就

寝
時

は
人

工
内

耳
の

外
部

機
械

を
外

し
て

し
ま

う
の

で
、

夜
間

に
異

常
が

あ
っ

た
場

合
に

、
す

ぐ
に

情
報

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
ツ

ー
ル

が
欲

し
い

。

2
2

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)災

害
時

等
そ

の
他

障
害

者
団

体
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
を

知
ら

せ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

玄
関

の
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
の

起
動

は
分

か
ら

な
い

の
で

、
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
2

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
認

識
を

備
え

た
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
用

音
声

を
自

動
認

識
し

て
、

公
共

交
通

機
関

等
の

電
光

掲
示

板
に

表
示

す
る

装
置

が
欲

し
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
2

2

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
障

害
者

団
体

音
声

や
文

字
を

イ
ラ

ス
ト

や
図

に
変

換
す

る
機

器

聴
覚

障
害

者
用

相
手

の
話

す
内

容
が

分
か

り
易

く
な

る
よ

う
に

、
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

し
て

く
れ

る
機

能
を

搭
載

し
た

機
器

が
欲

し
い

。

2
2

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
が

聞
き

取
り

易
い

電
話

聴
覚

障
害

者
用

電
話

の
音

声
案

内
が

聞
き

取
り

づ
ら

い
、

特
に

用
件

ご
と

に
数

字
を

押
す

よ
う

に
指

示
が

流
れ

る
も

の
は

聞
き

取
れ

な
い

。

2
2

4
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
字

幕
付

き
の

電
話

器
聴

覚
障

害
者

用
字

幕
付

き
電

話
が

欲
し

い
。

2
2

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

視
聴

そ
の

他
障

害
者

団
体

テ
レ

ビ
の

完
全

字
幕

化
聴

覚
障

害
者

用
全

て
の

ニ
ュ

ー
ス

や
天

気
予

報
な

ど
、

テ
レ

ビ
の

情
報

に
つ

い
て

字
幕

を
つ

け
て

欲
し

い
。

2
2

6

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)旅
行

そ
の

他
障

害
者

団
体

電
車

や
バ

ス
車

内
の

磁
気

ル
ー

プ
シ

ス
テ

ム
の

普
及

聴
覚

障
害

者
用

旅
行

先
の

電
車

内
や

バ
ス

の
車

内
ガ

イ
ド

の
案

内
が

聞
こ

え
な

い
の

で
、

旅
行

が
楽

し
く

な
い

。

2
2

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
手

軽
な

筆
談

機
器

聴
覚

障
害

者
用

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

手
軽

に
筆

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

器
が

欲
し

い
。

2
2

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
公

共
施

設
で

の
磁

気
ル

ー
プ

の
設

置
聴

覚
障

害
者

用
公

共
施

設
に

は
埋

め
込

み
式

の
磁

気
ル

ー
プ

を
設

置
し

て
欲

し
い

。

2
2

9
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
就

労
そ

の
他

障
害

者
団

体
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
聴

覚
障

害
者

用
全

て
の

言
葉

を
表

示
せ

ず
、

要
約

し
て

く
れ

る
よ

う
な

要
約

機
能

を
持

っ
た

文
字

変
換

装
置

が
あ

る
と

便
利

2
3

0

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
障

害
者

団
体

相
手

の
言

葉
が

文
字

化
さ

れ
え

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末

聴
覚

障
害

者
用

腕
時

計
や

メ
ガ

ネ
型

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

、
相

手
の

言
葉

が
字

幕
表

示
さ

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

2
3

1
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
横

断
歩

道
を

自
力

で
渡

れ
る

機
器

盲
ろ

う
者

用
横

断
歩

道
を

渡
る

際
、

信
号

機
の

色
や

、
音

響
信

号
の

音
も

分
か

ら
な

い
の

で
、

自
力

で
渡

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
こ

の
課

題
を

解
消

し
て

く
れ

る
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
3

2

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)切
符

購
入

等
そ

の
他

障
害

者
団

体
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
券

売
機

の
操

作
盲

ろ
う

者
用

Ａ
Ｔ

Ｍ
や

駅
の

券
売

機
で

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

装
置

が
あ

る
と

、
画

面
情

報
が

見
え

な
い

だ
け

で
な

く
、

音
声

ガ
イ

ド
も

聞
こ

え
な

い
の

で
、

困
っ

て
い

る
。

何
か

機
器

で
解

決
で

き
な

い
か

。

2
3

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
で

も
使

用
可

能
な

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

用
体

温
計

や
血

圧
計

の
機

器
は

自
力

で
は

健
康

管
理

を
行

え
ず

、
家

族
や

他
人

に
教

え
て

も
ら

う
た

め
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

て
い

な
い

。

2
3

4

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
障

害
者

団
体

盲
ろ

う
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
つ

機
器

盲
ろ

う
者

用
音

声
を

点
字

に
そ

の
場

で
変

換
し

た
り

、
手

話
や

指
文

字
を

音
声

に
変

換
す

る
も

の
な

ど
、

盲
ろ

う
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
つ

も
の

が
欲

し
い

。

2
3

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
自

動
案

内
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

盲
ろ

う
者

用
目

的
地

を
入

力
す

れ
ば

自
動

的
に

安
全

に
誘

導
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

が
欲

し
い

。

2
3

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
の

た
め

の
カ

ラ
オ

ケ
機

器
盲

ろ
う

者
用

点
字

と
拡

大
文

字
に

変
換

し
て

く
れ

る
カ

ラ
オ

ケ
機

器
が

あ
る

が
、

伴
奏

時
に

点
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

な
ど

の
機

能
が

あ
る

と
、

歌
い

や
す

い
の

で
改

良
し

て
開

発
し

て
欲

し
い

。

2
3

7
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

書
類

を
作

成
し

て
く

れ
る

拡
大

読
書

器
盲

ろ
う

者
用

拡
大

読
書

器
に

書
類

を
楽

う
に

作
成

し
て

く
れ

る
機

能
を

付
け

て
欲

し
い

。

2
3

8
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
複

数
の

人
の

会
話

が
文

字
化

で
き

る
携

帯
端

末
盲

ろ
う

者
用

複
数

の
人

と
の

会
話

で
、

音
声

認
識

に
よ

っ
て

文
字

化
さ

れ
た

も
の

を
携

帯
端

末
で

読
め

る
機

器
が

欲
し

い
。

2
3

9

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)就
寝

そ
の

他
障

害
者

団
体

盲
ろ

う
者

用
の

目
覚

ま
し

時
計

盲
ろ

う
者

用
盲

ろ
う

者
で

も
使

え
る

目
覚

ま
し

時
計

を
探

し
て

い
る

。
自

分
で

時
間

を
セ

ッ
ト

で
き

る
と

良
い

。

2
4

0
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
そ

の
他

障
害

者
団

体
内

部
障

害
者

用
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ア
プ

リ
そ

の
他

(自
閉

症
)

内
部

障
害

者
の

た
め

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
支

援
や

時
間

を
自

己
管

理
す

る
た

め
の

道
具

や
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

。

2
4

1

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
障

害
者

団
体

社
会

集
団

内
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法

そ
の

他
(社

会
性

障
害

者
)

社
会

性
障

害
が

あ
る

た
め

、
社

会
集

団
内

で
の

人
間

関
係

構
築

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

図
れ

な
い

た
め

、
困

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

問
題

を
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
4

2
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

失
語

症
者

の
た

め
の

ア
プ

リ
そ

の
他

(失
語

症
患

者
)

失
語

症
で

大
量

の
情

報
を

一
度

に
処

理
で

き
な

い
。

そ
の

た
め

、
情

報
を

一
つ

一
つ

提
示

し
て

く
れ

る
機

器
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

2
4

3
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

言
語

訓
練

機
能

の
ア

プ
リ

そ
の

他
(失

語
症

患
者

)
失

語
症

の
た

め
、

言
葉

が
発

し
づ

ら
い

た
め

、
言

語
訓

練
機

能
が

で
き

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

よ
い

。

2
4

4

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
就

学
 就

労
そ

の
他

障
害

者
団

体
学

習
障

害
者

の
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

機
器

そ
の

他
(学

習
障

害
者

)
学

習
障

害
の

方
が

勉
強

や
作

業
を

行
う

た
め

に
、

カ
ウ

ン
タ

ー
や

タ
イ

マ
ー

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
を

活
用

し
、

開
始

と
終

了
の

見
通

し
を

立
て

ら
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

2
4

5
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

そ
の

他
障

害
者

団
体

劣
化

し
づ

ら
い

イ
ヤ

ー
マ

フ
児

童
用

イ
マ

ー
マ

フ
は

素
材

が
劣

化
し

や
す

い
の

で
、

劣
化

し
づ

ら
く

、
大

き
さ

や
素

材
が

選
べ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

ま
た

、
デ

ザ
イ

ン
性

の
優

れ
た

も
の

が
よ

い
。

2
4

6
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
音

声
認

識
機

器
視

覚
障

害
者

用
音

声
認

識
機

器
の

起
動

と
終

了
も

音
声

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

と
使

い
勝

手
が

よ
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
4

7

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
就

学
そ

の
他

障
害

者
団

体
指

電
話

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
製

品

児
童

用
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育

に
使

え
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
良

い
。

例
え

ば
、

指
電

話
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

製
品

2
4

8

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

そ
の

他
障

害
者

団
体

「
対

象
物

が
何

で
あ

る
か

を
教

え
て

く
れ

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
が

欲
し

い
」

考

視
覚

障
害

者
用

白
杖

の
助

け
を

借
り

て
い

る
身

の
上

で
す

。
も

し
ス

マ
ホ

を
か

ざ
し

て
、

前
に

何
が

あ
る

か
音

声
で

教
え

て
も

ら
え

れ
ば

あ
り

が
た

い
で

す
ね

。
誰

も
が

そ
う

思
い

ま
す

。
で

も
、

よ
く

考
え

て
み

る
と

、
そ

れ
は

と
て

も
難

し
い

願
い

で
す

。
晴

眼
者

と
ち

が
っ

て
、

わ
れ

わ
れ

は
「

ス
マ

ホ
（

カ
メ

ラ
）

を
対

象
物

に
向

け
る

」
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

す
。

写
真

は
、

レ
ス

ト
ラ

ン
の

入
り

口
付

近
で

す
。

素
直

に
道

か
ら

左
を

向
く

と
こ

う
な

り
ま

す
。

知
り

た
い

の
は

こ
こ

が
「

空
っ

ぽ
の

駐
車

場
」

で
あ

る
こ

と
で

は
な

く
、

入
り

口
の

上
り

階
段

が
右

は
じ

に
あ

る
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

い
く

ら
賢

い
ア

プ
リ

で
も

、
何

を
探

し
て

い
る

の
か

ま
で

は
推

察
し

て
く

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
車

の
自

動
運

転
よ

り
難

し
い

で
す

。
た

め
息

で
す

2
4

9

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

障
害

者
団

体
【

提
案

】
家

電
装

置
の

電
源

の
O

N
ｰ
O

F
F
を

音
で

知
ら

せ
る

器
具

視
覚

障
害

者
用

最
近

の
家

電
機

器
の

電
源

ス
イ

ッ
チ

の
多

く
は

「
１

回
押

す
と

O
N

」
「

も
う

１
回

押
す

と
O

F
F
」

に
な

り
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

の
電

源
ボ

タ
ン

も
同

様
で

す
。

扇
風

機
の

よ
う

に
す

ぐ
に

反
応

が
体

感
で

き
る

器
具

は
よ

い
と

し
て

も
、

ラ
ン

プ
を

目
で

確
認

し
な

い
と

分
か

ら
な

い
器

具
に

は
泣

か
さ

れ
ま

す
。

T
V

メ
ー

カ
ー

の
人

に
訴

え
て

も
「

音
声

で
分

か
る

の
で

は
？

」
と

、
つ

れ
な

い
反

応
。

T
V

も
、

外
部

入
力

が
選

択
さ

れ
て

い
た

り
、

放
送

の
な

い
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
選

択
さ

れ
て

い
た

ら
無

音
で

す
。

そ
こ

で
、

こ
ん

な
器

具
の

提
案

で
す

。
（

画
像

は
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

ん
で

い
た

だ
く

た
め

の
ダ

ミ
ー

で
す

）
【

動
作

・
機

能
】

こ
の

器
具

を
壁

コ
ン

セ
ン

ト
に

差
し

、
さ

ら
に

T
V

等
の

電
源

プ
ラ

グ
を

こ
の

装
置

に
差

し
込

み
ま

す
。

－
　

T
V

の
電

源
が

入
っ

た
ら

ピ
ッ

ピ
ッ

と
音

が
鳴

り
ま

す
。

－
　

T
V

の
電

源
が

切
れ

た
ら

ピ
ッ

と
音

が
鳴

り
ま

す
。

（
も

ち
ろ

ん
他

の
家

電
機

器
で

も
O

K
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

回
路

と
し

て
は

「
ク

ラ
ン

プ
式

電
流

計
」

「
波

形
処

理
回

路
」

「
判

別
回

路
」

等
を

入
れ

れ
ば

で
き

る
の

で
、

原
価

は
４

５
０

円
程

度
？

　
（

中
国

で
量

産
前

提
）

な
お

、
２

５
年

以
上

前
、

ソ
ニ

ー
か

ら
、

近
い

技
術

を
使

っ
た

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

出
て

い
ま

し
た

。
当

時
の

ビ
デ

オ
デ

ッ
キ

に
は

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

入
っ

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
留

守
録

実
行

中
だ

け
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
電

源
が

入
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
の

方
で

デ
ッ

キ
の

消
費

電
流

の
変

化
を

検
知

し
て

い
た

の
で

す
。

2
5

0

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

そ
の

他
障

害
者

団
体

「
信

号
機

の
色

を
教

え
て

く
れ

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
が

欲
し

い
」

考

視
覚

障
害

者
用

面
の

信
号

が
見

つ
け

ら
れ

な
い

視
力

で
す

。
本

当
に

困
る

し
怖

い
で

す
。

「
今

時
の

技
術

を
使

え
ば

信
号

の
色

を
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
っ

て
も

い
い

じ
ゃ

な
い

か
」

と
思

い
ま

す
。

で
も

、
そ

れ
ほ

ど
甘

く
な

さ
そ

う
で

す
。

（
視

覚
障

害
者

の
た

め
に

信
号

の
色

を
読

み
取

ろ
う

と
い

う
研

究
は

多
く

あ
り

ま
す

）
写

真
を

見
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
中

か
ら

自
分

の
進

路
に

対
し

て
有

効
な

信
号

灯
を

見
つ

け
、

色
を

判
定

す
る

の
は

、
車

の
自

動
運

転
の

前
方

画
像

認
識

よ
り

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
（

車
で

は
い

ろ
ん

な
情

報
を

使
っ

て
総

合
的

に
判

断
で

き
る

）
　

そ
れ

に
画

像
処

理
に

時
間

が
か

か
る

と
、

信
号

が
変

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
も

う
１

つ
の

困
っ

た
点

は
「

儲
か

ら
な

い
か

ら
だ

れ
も

本
気

で
開

発
し

よ
う

と
し

な
い

」
で

し
ょ

う
。

だ
め

な
理

由
を

挙
げ

て
も

し
ゃ

あ
な

い
の

で
、

対
策

を
コ

メ
ン

ト
と

し
て

書
き

込
み

ま
す

。

2
5

1

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

障
害

者
団

体
消

画
機

能
つ

き
の

T
V

が
欲

し
い

。
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

も
T

V
を

聴
き

ま
す

！
　

「
地

デ
ジ

が
聴

け
る

ラ
ジ

オ
」

も
あ

り
ま

す
が

、
B

S
は

入
ら

な
い

し
、

時
に

は
晴

眼
の

家
族

と
楽

し
む

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
初

期
設

定
を

す
る

時
に

は
、

画
面

が
必

要
で

す
。

し
か

し
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
見

え
な

い
画

面
は

「
も

っ
た

い
な

い
」

の
一

言
で

す
。

iP
a
d

 に
は

「
ス

ク
リ

ー
ン

カ
ー

テ
ン

機
能

」
が

あ
り

ま
す

が
、

あ
れ

を
家

電
T

V
に

使
う

だ
け

で
す

。

リ
モ

コ
ン

の
消

音
ボ

タ
ン

に
加

え
、

消
画

ボ
タ

ン
を

追
加

し
、

そ
れ

を
押

す
と

、
バ

ッ
ク

ラ
イ

ト
は

お
ろ

か
、

画
像

処
理

回
路

も
止

め
て

、
節

電
し

ま
す

。
こ

れ
は

、
（

晴
眼

の
）

主
婦

が
「

T
V

を
聴

き
な

が
ら

台
所

仕
事

を
す

る
」

よ
う

な
場

面
で

も
使

え
ま

す
。

蛇
足

な
が

ら
、

（
消

費
電

力
が

少
な

い
）

小
さ

な
画

面
の

T
V

は
音

ま
で

手
抜

き
し

て
お

り
よ

ろ
し

く
な

い
で

す
。

あ
る

程
度

の
サ

イ
ズ

の
T

V
で

、
音

だ
け

聴
き

た
い

の
で

す
。

2
5

2

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

そ
の

他
障

害
者

団
体

「
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

上
げ

て
見

せ
る

電
子

メ
ガ

ネ
」

の
ア

イ
デ

ア

視
覚

障
害

者
用

写
真

上
は

、
私

が
見

え
て

い
る

（
と

思
わ

れ
る

）
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

低
い

画
像

で
す

。
弱

視
の

場
合

、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

弱
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

道
路

と
側

溝
の

区
別

が
つ

き
に

く
く

な
り

ま
す

。
写

真
下

は
、

原
画

像
に

対
し

て
コ

ン
ト

ラ
ス

を
強

調
し

ま
し

た
。

パ
ソ

コ
ン

ソ
フ

ト
を

使
い

ま
す

。
不

自
然

で
す

が
、

見
易

そ
う

で
す

。
こ

の
よ

う
に

、
前

方
画

像
を

カ
メ

ラ
で

取
り

込
ん

で
、

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

調
し

て
ヘ

ッ
ド

マ
ウ

ン
ト

デ
ィ

ス
プ

レ
ー

で
表

示
す

る
こ

と
は

、
市

販
の

製
品

を
組

み
合

わ
せ

て
簡

単
に

実
現

で
き

ま
す

。
弱

視
の

皆
さ

ん
は

、
こ

の
よ

う
な

装
置

を
頭

に
装

着
し

て
歩

く
こ

と
を

望
ま

れ
ま

す
か

？

2
5

3

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

障
害

者
団

体
視

覚
障

害
者

で
も

O
N

/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

視
覚

障
害

者
用

む
か

し
の

、
松

下
電

工
製

の
ス

イ
ッ

チ
は

、
「

上
に

倒
す

と
O

N
」

の
よ

う
に

手
で

状
態

が
判

別
で

き
ま

し
た

。
写

真
は

、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
も

の
で

、
１

回
押

す
と

O
N

、
も

う
１

回
押

す
と

O
F
F
と

い
う

例
の

「
苦

手
タ

イ
プ

」
で

す
。

晴
眼

者
な

ら
、

小
さ

な
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

玄
関

灯
が

点
い

て
い

る
か

ど
う

か
分

か
り

ま
す

。
し

か
し

、
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

見
え

な
い

人
に

は
ど

う
し

よ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。
も

ち
ろ

ん
、

松
下

電
工

型
を

選
ん

で
施

工
し

て
も

ら
え

ば
い

い
の

で
す

が
、

三
路

式
と

呼
ば

れ
る

ス
イ

ッ
チ

で
は

、
そ

も
、

「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
は

一
義

的
に

決
ま

り
ま

せ
ん

。
（

原
理

的
に

そ
う

な
る

）
視

覚
障

害
者

で
も

O
N

/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

で
す

。
解

決
策

の
１

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

は
、

コ
メ

ン
ト

で
書

き
込

み
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
5

4

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

障
害

者
団

体
家

電
の

ス
イ

ッ
チ

は
目

立
つ

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

視
覚

障
害

者
用

写
真

は
、

私
の

使
っ

て
い

る
H

D
D

レ
コ

ー
ダ

ー
で

す
。

電
源

ス
イ

ッ
チ

が
ど

れ
か

分
か

り
ま

す
か

？
電

源
を

入
れ

る
と

き
、

わ
れ

わ
れ

は
無

意
識

に
「

前
面

パ
ネ

ル
に

あ
る

緑
色

の
押

し
ボ

タ
ン

」
を

探
し

ま
す

。
い

ろ
ん

な
事

情
が

あ
っ

た
の

で
し

ょ
う

が
、

こ
の

装
置

の
場

合
、

電
源

ス
イ

ッ
チ

は
上

面
パ

ネ
ル

の
左

端
に

、
フ

ラ
ッ

ト
に

つ
い

て
い

ま
す

。
（

画
像

下
）

視
力

が
衰

え
て

い
る

人
に

と
っ

て
、

こ
れ

は
苦

難
で

す
。

私
た

ち
の

願
望

は
■

　
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

色
を

変
え

て
ほ

し
い

。
■

　
文

字
は

大
き

な
白

文
字

（
#

ff
ff

ff
）

に
し

て
ほ

し
い

。
■

　
押

す
と

O
N

に
な

っ
て

へ
こ

み
、

も
う

一
度

押
す

と
も

と
に

戻
っ

て
O

F
F
に

な
る

、
と

い
う

機
械

ス
イ

ッ
チ

に
戻

し
て

ほ
し

い
。

（
指

で
触

れ
て

O
N

ｰ
O

F
F
の

状
態

が
判

別
出

来
ま

す
）

言
い

換
え

る
な

ら
、

デ
ザ

イ
ン

や
コ

ス
ト

よ
り

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
大

切
に

し
て

欲
し

い
、

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

2
5

5

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
就

労
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

v
視

覚
障

害
者

用
目

が
悪

く
な

る
と

、
画

像
デ

ー
タ

よ
り

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
が

主
体

に
な

り
、

F
D

の
「

遅
い

」
「

容
量

が
小

さ
い

」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

に
な

る
と

無
音

で
す

。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。
「

本
体

を
コ

ピ
ー

し
た

は
ず

な
の

に
、

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
し

か
入

っ
て

い
な

か
っ

た
」

と
い

う
失

敗
も

あ
り

ま
す

。
も

し
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

が
、

デ
ー

タ
転

送
に

合
わ

せ
て

小
さ

な
音

を
出

し
て

く
れ

た
ら

、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。
写

真
は

、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。

ソ
ケ

ッ
ト

部
分

に
発

音
回

路
を

入
れ

ま
す

。
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
常

識
的

に
は

小
さ

な
ブ

ザ
ー

を
入

れ
る

と
こ

ろ
で

し
ょ

う
が

、
も

っ
と

簡
単

な
マ

イ
ク

ロ
デ

バ
イ

ス
が

あ
る

と
い

い
で

す
ね

。
表

面
実

装
タ

イ
プ

の
。

2
5

6

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
就

労
そ

の
他

障
害

者
団

体
（

再
）

読
み

書
き

時
に

音
を

出
す

外
部

メ
モ

リ
ー

が
欲

し
い

視
覚

障
害

者
用

投
稿

時
に

ミ
ス

を
し

た
の

で
、

再
投

稿
し

ま
す

。
私

が
い

ま
だ

に
フ

ロ
ッ

ピ
ー

デ
ィ

ス
ク

を
使

っ
て

い
る

理
由

の
１

つ
は

デ
ー

タ
転

送
時

に
、

転
送

量
に

応
じ

て
動

作
音

が
す

る
こ

と
で

す
。

目
が

悪
く

な
る

と
、

画
像

デ
ー

タ
よ

り
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

が
主

体
に

な
り

、
F
D

の
「

遅
い

」
「

容
量

が
小

さ
い

」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
比

べ
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

は
無

音
で

す
。

画
面

を
見

な
い

で
の

フ
ァ

イ
ル

管
理

作
業

は
と

っ
て

も
困

難
で

す
。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、

と
て

も
あ

り
が

た
い

で
す

。
Ｌ

Ｅ
Ｄ

が
点

滅
す

る
U

S
B

ス
テ

ィ
ッ

ク
が

あ
り

ま
す

が
、

あ
れ

の
音

版
で

す
。

写
真

は
、

コ
ン

セ
プ

ト
を

説
明

す
る

た
め

の
ダ

ミ
ー

で
す

。
S

D
カ

ー
ド

を
こ

の
ソ

ケ
ッ

ト
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
は

ノ
ー

ト
P

C
の

U
S

B
コ

ネ
ク

タ
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

部
品

が
あ

り
、

デ
ー

タ
転

送
に

応
じ

て
小

さ
な

音
を

出
し

ま
す

。
昔

は
、

内
蔵

H
D

D
も

カ
タ

カ
タ

音
が

し
た

の
で

す
が

、
最

近
は

静
音

に
な

っ
て

困
り

ま
す

。

2
5

7

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(場

面
)音

声
情

報
受

信
時

そ
の

他
障

害
者

団
体

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
率

向
上

に
つ

い
て

聴
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

聴
覚

障
害

者
で

す
。

音
声

認
識

ア
プ

リ
を

活
用

し
て

い
ま

す
が

、
現

在
の

シ
ス

テ
ム

で
は

ま
だ

誤
認

識
も

あ
り

、
さ

ら
な

る
認

識
率

の
向

上
を

求
め

て
い

ま
す

。
将

来
的

に
は

A
Iの

発
達

で
、

音
声

だ
け

で
1

0
0

％
認

識
で

き
る

よ
う

に
な

る
だ

ろ
う

と
は

思
う

の
で

す
が

。
以

下
の

記
事

を
見

る
と

、
読

話
を

併
用

す
る

こ
と

で
、

認
識

率
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
記

事
は

外
国

語
環

境
で

あ
り

、
日

本
語

で
も

同
様

に
で

き
る

の
か

ど
う

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
騒

音
の

あ
る

場
所

等
で

の
使

い
道

が
あ

り
そ

う
で

す
。

国
内

で
も

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
の

向
上

シ
ス

テ
ム

、
ま

た
は

読
話

単
独

で
の

認
識

シ
ス

テ
ム

、
開

発
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
G

o
o
g
le

の
A

Iは
専

門
家

よ
り

も
高

精
度

な
読

唇
術

が
可

能
（

1
1

/
2

5
）

h
tt

p
:/

/
g
ig

a
z
in

e
.n

e
t/

n
e
w

s
/
2

0
1

6
1

1
2

5
-
g
o
o
g
le

-
a
i-

lip
-
re

a
d

/

2
5

8

H
2

8
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)災
害

時
の

避
難

に

そ
の

他
そ

の
他

(販
売

代
理

店
)

防
災

用
品

、
減

災
、

避
難

、
介

護
用

品
と

し
て

便
利

な
担

架
　

『
い

す
た

ん
か

』

肢
体

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 介
助

者
用

弊
社

（
富

優
技

研
株

式
会

社
）

で
取

扱
を

開
始

し
た

『
い

す
た

ん
か

』
は

北
海

道
の

し
え

ん
計

画
様

が
開

発
、

生
産

し
て

い
る

ご
高

齢
の

方
・

障
が

い
の

あ
る

方
・

傷
病

者
な

ど
自

力
で

の
歩

行
が

難
し

い
方

（
＝

災
害

時
要

援
護

者
）

に
有

事
に

安
全

か
つ

ス
ム

ー
ズ

に
避

難
し

て
も

ら
う

た
め

の
担

架
で

す
。

防
災

用
品

、
避

難
用

具
と

し
て

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

●
こ

ん
な

時
に

（
※

特
に

階
段

を
使

っ
た

移
動

が
必

要
な

際
に

力
を

発
揮

し
ま

す
。

）
　

・
災

害
時

の
避

難
に

・
救

急
時

の
搬

送
に

　
・

日
常

の
介

護
に

●
こ

ん
な

場
所

で
　

・
狭

い
室

内
で

　
・

狭
い

階
段

・
曲

が
り

の
あ

る
階

段
で

　
・

雪
道

な
ど

不
整

地
で

 ●
こ

ん
な

場
所

に
い

す
た

ん
か

を
置

い
て

お
く

と
便

利
で

す
。

　
・

車
椅

子
を

ご
利

用
の

方
や

、
足

の
不

自
由

な
方

を
雇

用
さ

れ
て

い
る

企
業

様
の

各
事

務
所

に
　

・
在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

さ
れ

て
い

る
企

業
、

事
業

所
様

の
訪

問
用

の
車

の
中

に
　

・
ビ

ル
、

マ
ン

シ
ョ

ン
、

施
設

、
病

院
の

管
理

室
や

各
階

の
防

災
用

品
置

き
場

に
　

・
各

自
治

体
に

 車
イ

ス
・

平
担

架
・

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
の

使
用

が
で

き
な

い
場

面
で

の
避

難
・

搬
送

に
備

え
て

、
一

般
の

ご
家

庭
・

各
種

施
設

・
マ

ン
シ

ョ
ン

・
事

業
所

な
ど

で
ご

配
備

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

日
常

の
介

護
の

場
面

で
も

ご
活

用
く

だ
さ

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
5

9

H
2

8
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)徘

徊
防

止
や

外
出

、
帰

宅
確

認

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

iO
S

端
末

、
ア

プ
リ

、
ビ

ー
コ

ン
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
、

見
守

る
製

品
『

F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

高
齢

者
用

 児
童

用
 そ

の
他

(徘
徊

防
止

や
外

出
、

帰
宅

確
認

)

弊
社

は
2

0
1

6
年

1
1

月
1

日
、

iO
S

端
末

、
専

用
ア

プ
リ

（
無

料
）

、
専

用
ビ

ー
コ

ン
（

有
料

）
、

G
m

a
ilで

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
に

活
用

で
き

る
製

品
『

F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

ご
家

庭
や

施
設

で
の

利
用

を
想

定
し

て
お

り
、

認
知

症
高

齢
者

の
方

の
徘

徊
防

止
や

お
子

様
の

帰
宅

確
認

等
に

活
用

で
き

ま
す

。
見

守
り

た
い

方
に

小
さ

な
ビ

ー
コ

ン
を

携
帯

し
て

い
た

だ
き

、
専

用
ア

プ
リ

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

た
iO

S
端

末
で

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

こ
と

を
、

指
定

し
た

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
G

m
a
ilで

通
知

メ
ー

ル
を

送
り

ま
す

。
（

最
大

５
つ

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
登

録
で

き
ま

す
）

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
強

度
、

発
信

間
隔

、
通

知
間

隔
等

設
定

を
調

整
す

る
機

能
を

内
蔵

し
こ

と
で

、
様

々
な

環
境

で
の

見
守

り
を

可
能

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
写

真
を

撮
影

し
て

保
存

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
れ

に
よ

り
当

日
の

服
装

や
特

徴
を

記
録

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
、

万
が

一
行

方
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

際
に

警
察

等
に

よ
り

詳
し

い
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
【

主
な

機
能

】
◆

ビ
ー

コ
ン

の
近

づ
き

検
知

と
メ

ー
ル

通
知

機
能

（
外

出
、

帰
宅

、
在

宅
通

知
に

活
用

で
き

ま
す

）
　

・
メ

ー
ル

通
知

　
近

づ
き

、
写

真
撮

影
、

ビ
ー

コ
ン

電
池

残
量

低
下

、
iO

S
端

末
の

ス
ト

レ
ー

ジ
残

量
低

下
等

　
・

ア
プ

リ
通

知
　

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

際
に

設
置

し
た

iO
S

端
末

か
ら

通
知

音
を

出
し

て
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
◆

写
真

撮
影

機
能

　
・

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

際
に

、
設

定
に

従
っ

て
写

真
を

撮
影

し
ま

す
。

　
　

最
大

5
枚

ま
で

の
連

続
撮

影
が

可
能

で
、

撮
影

タ
イ

ミ
ン

グ
も

調
整

で
き

ま
す

の
で

、
見

守
り

対
象

の
方

の
撮

り
逃

し
を

減
少

で
き

ま
す

。
◆

パ
ス

ワ
ー

ド
保

護
機

能
　

ビ
ー

コ
ン

は
パ

ス
ワ

ー
ド

で
保

護
で

き
ま

す
の

で
、

勝
手

に
他

の
iO

S
端

末
に

登
録

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

を
防

止
で

き
ま

す
。

iO
S

端
末

1
台

で
複

数
の

ビ
ー

コ
ン

を
見

守
る

こ
と

が
可

能
で

す
（

写
真

撮
影

Ｏ
Ｎ

の
ビ

ー
コ

ン
は

1
0

個
ま

で
）

の
で

、
高

齢
者

施
設

で
の

ご
活

用
も

可
能

で
す

。
オ

プ
シ

ョ
ン

で
警

告
灯

（
メ

ル
丸

く
ん

）
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

外
出

の
見

逃
し

を
更

に
防

止
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
警

告
灯

は
通

知
メ

ー
ル

の
件

名
、

本
文

内
の

キ
ー

ワ
ー

ド
ご

と
に

通
知

音
、

警
告

灯
の

点
灯

、
点

滅
方

法
を

変
更

し
て

メ
ー

ル
の

受
信

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
ビ

ー
コ

ン
は

有
料

と
な

り
ま

す
が

、
そ

の
他

の
月

額
費

用
等

は
一

切
発

生
い

た
し

ま
せ

ん
。

（
※

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

環
境

は
別

途
必

要
で

す
）

※
メ

ー
ル

通
知

機
能

を
使

用
す

る
た

め
に

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
で

き
る

通
信

環
境

が
必

要
で

す
。

※
iO

S
端

末
は

見
守

り
中

は
見

守
り

専
用

機
と

し
て

使
用

し
ま

す
の

で
、

他
の

用
途

に
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

※
ア

プ
リ

は
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

は
動

作
し

ま
せ

ん
。

【
製

品
情

報
】

h
tt

p
:/

/
fo

rt
e
c
h

-
ja

p
a
n

.w
ix

s
it
e
.c

o
m

/
h

o
m

e
p

a
g
e
/
fo

rt
s

2
6

0

H
2

8
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)老
化

防
止

全
般

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

N
A

S
A

で
も

研
究

さ
れ

て
い

る
耳

石
を

「
揺

す
る

」
事

で
免

疫
や

自
律

神
経

に
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る

高
齢

者
用

N
H

K
「

試
し

て
ガ

ッ
テ

ン
」

で
放

映
さ

れ
た

宇
宙

飛
行

士
の

老
化

が
耳

石
を

揺
す

る
こ

と
で

ス
イ

ッ
チ

が
入

る
と

い
う

番
組

に
関

連
し

た
福

祉
機

器
で

す
。

2
6

1

H
2

8
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

G
P

S
型

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
「

iT
S

U
M

O
」

介
護

保
険

適
用

地
域

拡
大

中
！

高
齢

者
用

奈
良

県
を

中
心

に
４

０
以

上
の

市
町

村
で

介
護

保
険

が
使

え
ま

す
！

実
際

に
保

護
事

例
も

多
数

上
が

っ
て

お
り

ま
す

！
今

後
は

全
国

展
開

に
向

け
て

準
備

中
で

す
。

2
6

2

H
2

8
新

製
品

・
技

術
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

麻
痺

の
あ

る
方

、
リ

ウ
マ

チ
等

で
関

節
に

変
型

の
あ

る
方

な
ど

の
、

ボ
タ

ン
の

掛
け

外
し

に
お

け
る

指
先

の
困

難
さ

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 高
齢

者
用

 児
童

用
 介

助
者

用
 就

労
・

就
学

用

指
先

を
う

ま
く

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
方

に
効

果
的

な
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ボ
タ

ン
」

で
す

。
シ

ャ
ツ

、
ズ

ボ
ン

、
パ

ジ
ャ

マ
な

ど
に

使
用

し
、

お
し

ゃ
れ

で
着

脱
し

や
す

い
衣

類
の

開
発

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
こ

う
し

た
部

品
や

機
能

性
に

よ
り

、
衣

類
の

着
脱

に
関

す
る

不
便

さ
を

解
消

し
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

意
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

2
6

3

H
2

7
新

製
品

・
技

術
就

学
 就

労
 そ

の
他

(場
面

)キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

義
肢

キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

　
補

助
具

片
手

ギ
ブ

ス
の

た
め

、
タ

イ
ピ

ン
グ

に
不

自
由

。
義

手
指

形
状

（
タ

イ
ピ

ン
グ

し
易

い
形

状
物

を
ギ

ブ
ス

先
端

に
簡

単
に

着
脱

（
ク

リ
ッ

プ
や

洗
濯

挟
み

の
よ

う
な

片
手

で
着

脱
可

能
）

2
6

4

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

そ
の

他
(福

祉
用

具
貸

与
)

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
肘

を
の

せ
て

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
持

ち
運

び
収

納
な

ど
軽

く
て

（
5

.0
ｋ

ｇ
）

ほ
と

ん
ど

が
5

.0
ｋ

ｇ
以

上
の

た
め

　
小

柄
な

女
性

に
も

対
応

で
き

る
　

折
り

畳
み

が
で

き
座

り
心

地
に

も
配

慮
の

あ
る

外
出

用
の

歩
行

器
。

レ
ン

タ
ル

品
・

購
入

品

2
6

5

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
車

椅
子

の
座

面
昇

降
機

能
肢

体
障

害
者

用
他

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

言
わ

れ
’

な
る

ほ
ど

’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

　
　

※
別

テ
ー

ブ
ル

で
食

べ
る

事
の

社
会

性
低

く
く

な
る

印
象

下
の

物
取

ろ
う

と
す

る
と

き
や

床
に

降
り

る
と

き
　

⇒
　

車
椅

子
の

座
面

が
低

く
な

る
車

椅
子

で
自

宅
内

で
の

作
業

・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
座

面
の

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

車
椅

子
が

環
境

に
合

わ
せ

る
可

能
性

が
広

が
る

の
で

は
と

。
こ

う
い

っ
た

製
品

や
可

能
性

、
他

の
視

点
（

金
額

・
技

術
等

々
）

で
難

し
さ

、
ま

た
は

他
の

知
見

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
6

6

H
2

7
新

製
品

・
技

術
移

乗
 屋

外
の

移
動

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 就

労

車
い

す
車

椅
子

移
動

自
由

化
介

護
機

器
１

；
「

隙
間

段
差

解
消

機
器

」
　

　
　

車
椅

子
移

動
通

路
の

「
隙

間
段

差
解

消
」

を
目

的
と

す
る

機
器

で
す

。
（

ボ
タ

ン
操

作
）

　
　

　
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。

建
造

物
内

の
段

差
解

消
、

屋
外

通
路

で
の

利
用

２
；

「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
　

　
　

車
椅

子
利

用
者

の
垂

直
上

下
移

動
は

主
と

し
て

「
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
」

を
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

　
　

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
で

は
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

一
時

停
止

を
し

て
車

椅
子

を
搭

載
し

て
　

　
　

垂
直

上
下

移
動

が
行

わ
れ

て
い

る
。

当
該

介
助

機
器

は
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
停

止
さ

せ
ず

　
　

　
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、

一
般

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
者

の
動

線
の

障
害

に
成

り
ま

せ
ん

。
　

　
　

U
R

L
;w

w
w

.d
-
e
-
f.
c
o
.jp

  
  
(当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
新

着
情

報
内

に
動

画
掲

載
あ

り
）

当
該

機
器

設
置

に
は

　 １
：

国
、

地
方

自
治

体
、

事
業

者
が

各
々

１
/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
最

寄
り

の
社

会
福

祉
事

務
所

に
設

置
依

頼
申

請
⇒

事
業

主
⇔

地
方

自
治

体
⇔

国
設

置
許

可
⇒

車
椅

子
利

用
２

：
こ

れ
ら

の
機

器
運

用
で

刃
、

「
介

護
法

」
に

事
ず

く
補

助
介

護
者

が
必

ず
必

要
（

新
た

な
雇

用
促

進
）

2
6

7

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
電

動
車

い
す

医
療

専
門

職
電

動
車

い
す

の
坂

道
走

行
に

つ
い

て
肢

体
障

害
者

用
御

世
話

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
作

業
療

法
士

を
し

て
お

り
ま

す
。

今
回

表
記

の
件

に
つ

い
て

ア
イ

デ
ア

や
ご

意
見

を
い

た
だ

け
れ

ば
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
以

下
、

患
者

情
報

も
含

め
長

文
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

は
車

が
横

付
け

出
来

な
い

坂
・

階
段

の
上

に
住

ま
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
が

多
く

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

が
、

そ
の

方
た

ち
の

外
出

支
援

に
苦

労
し

て
い

ま
す

。
歩

け
な

い
方

は
車

い
す

と
な

り
ま

す
が

、
傾

斜
が

急
な

た
め

、
電

動
車

い
す

で
あ

っ
て

も
実

用
登

坂
角

度
を

軽
く

越
え

て
し

ま
う

場
合

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

場
合

も
致

し
方

な
く

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
安

全
性

の
確

保
が

難
し

い
現

状
で

す
。

現
在

、
当

院
の

患
者

さ
ん

で
車

か
ら

自
宅

ま
で

の
坂

道
（

1
0

0
メ

ー
ト

ル
弱

、
傾

斜
1

0
度

〜
1

8
.9

度
）

を
電

動
車

い
す

（
J
W

-
X

）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。

実
際

、
後

ろ
向

き
下

り
1

人
介

助
時

に
1

度
転

落
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

基
本

的
に

は
2

人
介

助
で

、
1

人
が

後
方

か
ら

操
作

、
も

う
1

人
が

車
い

す
に

ひ
も

を
か

け
引

張
り

な
が

ら
下

る
方

法
等

を
と

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
電

動
車

い
す

の
実

用
登

坂
角

度
は

6
度

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

そ
れ

以
上

で
あ

っ
て

も
使

用
せ

ざ
る

得
な

い
環

境
の

方
に

対
し

、
も

う
少

し
安

全
性

の
確

保
が

図
れ

な
い

か
と

思
案

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
安

全
性

が
確

保
さ

れ
れ

ば
、

1
人

介
助

で
も

安
心

で
き

、
ご

家
族

の
方

と
の

外
出

も
容

易
に

な
る

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
本

患
者

さ
ん

以
外

で
も

同
様

に
外

出
支

援
に

難
渋

す
る

患
者

さ
ん

が
お

り
ま

す
の

で
、

何
か

し
ら

対
応

し
て

い
け

れ
ば

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
・

経
験

不
足

で
よ

い
案

が
浮

か
び

ま
せ

ん
。

ご
助

言
等

あ
り

ま
し

た
ら

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
（

坂
道

走
行

時
の

動
画

が
あ

り
ま

す
が

、
添

付
出

来
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、

画
像

の
み

添
付

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

）

2
6

8

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

そ
の

他
(片

麻
痺

の
あ

る
方

)
　

半
身

麻
痺

の
方

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

提
案

す
る

際
、

Ａ
社

の
ア

シ
ス

ト
グ

リ
ッ

プ
付

タ
イ

プ
の

商
品

が
有

効
か

と
思

わ
れ

る
事

例
が

あ
り

ま
し

た
の

で
、

老
婆

心
な

が
ら

専
門

職
の

方
に

参
考

に
な

れ
ば

と
思

い
投

稿
し

ま
し

た
。

　
通

常
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
肘

掛
け

は
、

1
8

0
・

2
1

0
・

2
4

0
の

3
段

階
で

調
整

で
き

る
タ

イ
プ

が
多

い
か

と
思

い
ま

す
。

専
門

職
の

方
が

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
選

定
す

る
際

、
肘

が
約

9
0

度
に

な
る

様
な

タ
イ

プ
を

選
定

す
る

か
と

思
い

ま
す

が
、

そ
の

高
さ

だ
と

、
力

が
入

り
難

く
立

ち
上

が
り

が
大

変
と

思
わ

れ
ま

す
。

Ａ
社

の
ア

シ
ス

ト
グ

リ
ッ

プ
は

1
1

0
の

高
さ

な
の

で
、

ﾌ
ﾟ
ｯ
ｼ
ｭ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
時

、
力

が
入

り
易

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、

お
小

水
の

こ
ぼ

れ
も

少
な

く
て

済
む

の
も

メ
リ

ッ
ト

で
す

。

2
6

9

H
2

7
新

製
品

・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
発

売
こ

ん
な

収
尿

器
を

待
っ

て
い

た
！

頻
尿

で
外

出
に

困
っ

た
高

齢
者

が
開

発
・

特
許

取
得

！
頻

尿
･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
」

発
売

の
お

知
ら

せ
昭

和
2

4
年

創
業

、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：

名
古

屋
市

熱
田

区
、

社
長

：
辻

本
正

人
）

は
、

画
期

的
な

排
泄

用
具

「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」

を
開

発
し

全
国

で
発

売
を

開
始

し
ま

す
。

１
．

製
品

コ
ン

セ
プ

ト
・

概
要

　
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、

と
悩

ん
だ

方
が

自
ら

発
案

し
た

試
作

品
を

元
に

、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 そ
し

て
パ

ッ
ド

・
紙

オ
ム

ツ
の

あ
ら

ゆ
る

欠
点

を
検

証
し

、
独

創
的

な
発

想
と

コ
ン

セ
プ

ト
で

商
品

化
を

実
現

し
た

男
性

用
収

尿
器

で
す

。
２

．
製

品
特

長
1

)排
尿

後
の

不
快

感
ゼ

ロ
！

　
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、

装
着

し
て

い
る

こ
と

さ
え

忘
れ

て
し

ま
う

ほ
ど

の
心

地
よ

さ
で

、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

　
洗

浄
し

て
何

度
も

使
用

す
る

タ
イ

プ
な

の
で

、
恒

常
的

に
必

要
と

な
る

消
耗

品
の

経
済

的
負

担
を

大
幅

に
軽

減
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
紙

オ
ム

ツ
の

ゴ
ミ

処
分

問
題

か
ら

も
解

放
さ

れ
ま

す
。

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
　

排
尿

後
は

ボ
ト

ル
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

外
し

尿
を

捨
て

る
だ

け
。

洗
浄

は
、

ボ
ト

ル
に

洗
浄

液
を

入
れ

、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

手
間

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

３
．

続
々

と
寄

せ
ら

れ
る

モ
ニ

タ
ー

様
の

う
れ

し
い

声
々

・
・

・
●

 導
尿

カ
テ

ー
テ

ル
使

用
時

は
慢

性
的

な
膀

胱
炎

だ
っ

た
。

お
か

げ
で

膀
胱

炎
の

不
安

が
な

く
な

っ
た

 (
6

0
代

)
●

 前
立

腺
手

術
後

　
回

復
期

の
尿

も
れ

で
パ

ッ
ト

を
使

っ
て

い
た

が
気

持
ち

悪
か

っ
た

。
こ

れ
は

快
適

だ
 (

5
0

代
)

●
 ３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。

ゴ
ミ

が
出

な
い

の
が

い
い

。
重

宝
し

て
い

る
 (

7
0

代
)

●
 バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、

ト
イ

レ
が

心
配

だ
っ

た
。

い
つ

で
も

脱
着

で
き

る
か

ら
安

心
し

て
外

出
で

き
る

 (
6

0
代

)
●

 職
業

上
、

屋
外

作
業

で
休

憩
以

外
は

ト
イ

レ
に

行
け

な
い

。
こ

れ
を

持
っ

て
い

れ
ば

安
心

だ
 (

4
0

代
) 

な
ど

・
・

・

2
7

0

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
そ

の
他

( 
障

害
者

)
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

は
専

用
の

水
ポ

ン
プ

で
、

水
圧

で
便

を
押

し
出

し
ま

す
家

で
は

簡
易

シ
ャ

ワ
ー

ト
イ

レ
を

使
い

、
ホ

ー
ス

を
取

り
出

し
洗

浄
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

簡
易

シ
ャ

ワ
ー

ト
イ

レ
の

情
報

h
tt

p
:/

/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
c
o
m

-
s
h

o
t/

2
0

1
1

0
3

2
1

-
a
b

5
0

0
0

/
こ

の
商

品
化

に
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

製
造

会
社

ま
た

は
企

業
を

探
し

て
い

ま
す
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
7

1

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
床

か
ら

の
立

ち
上

が
り

補
助

具
そ

の
他

(手
に

腱
鞘

炎
の

あ
る

高
齢

者
)

①
　

ご
本

人
様

は
手

が
痛

い
の

で
、

床
に

手
を

つ
け

て
の

立
ち

上
が

り
動

作
が

で
き

ま
せ

ん
。

②
　

ご
家

族
は

腰
痛

持
ち

の
た

め
、

介
助

が
で

き
な

い
状

況
。

①
+
②

の
状

況
時

、
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

何
と

か
立

ち
上

が
れ

る
様

サ
ポ

ー
ト

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
何

か
良

い
福

祉
用

具
を

知
っ

て
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
7

2

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

（
7

2
×

5
7

×
7

内
側

を
ブ

ル
ー

に
塗

っ
た

木
箱

に
砂

を
敷

き
詰

め
、

多
岐

に
わ

た
る

種
類

の
ミ

ニ
チ

ュ
ア

を
自

由
に

置
く

こ
と

で
心

的
抑

圧
の

解
放

と
症

状
の

根
治

を
目

的
と

す
る

も
の

）

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(発
達

遅
延

精
神

疾
患

　
ス

ト
レ

ス
障

害
)

弊
社

は
「

砂
と

遊
ぶ

　
砂

で
遊

ぶ
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

屋
内

用
砂

場
、

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
枯

山
水

セ
ッ

ト
等

、
癒

し
を

も
た

ら
す

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

ツ
ー

ル
の

製
造

・
販

売
元

で
ご

ざ
い

ま
す

。
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

に
つ

き
ま

し
て

は
既

に
公

立
小

学
校

の
特

別
支

援
学

級
お

よ
び

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
ル

ー
ム

、
養

護
施

設
、

少
年

院
（

少
年

鑑
別

所
）

、
刑

務
所

、
地

方
裁

判
所

、
医

療
現

場
等

に
お

い
て

導
入

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
現

状
、

一
法

人
の

独
占

市
場

と
な

っ
て

お
り

、
極

め
て

高
額

で
あ

る
上

、
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
が

成
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
箱

庭
療

法
本

来
の

効
果

が
認

知
さ

れ
ぬ

ま
ま

今
日

に
至

っ
て

お
り

ま
す

。
弊

社
は

こ
れ

を
危

惧
し

、
今

こ
そ

箱
庭

療
法

の
心

的
効

能
を

広
く

普
及

さ
せ

る
べ

く
立

ち
上

げ
た

団
体

で
す

。
従

来
の

「
子

ど
も

の
た

め
の

箱
庭

療
法

」
と

い
っ

た
既

成
概

念
を

払
拭

し
、

う
つ

病
患

者
が

急
増

す
る

企
業

へ
の

導
入

、
認

知
症

患
者

を
抱

え
る

ご
家

族
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

、
そ

し
て

何
よ

り
老

人
ホ

ー
ム

等
で

の
遊

び
の

一
環

と
し

て
最

適
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
先

般
、

重
度

認
知

症
患

者
の

施
設

に
伺

っ
た

と
こ

ろ
、

患
者

さ
ん

の
多

く
は

寝
た

き
り

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
砂

の
感

触
が

非
常

に
心

地
良

く
癒

さ
れ

る
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
た

だ
き

、
納

品
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

子
ど

も
は

砂
遊

び
が

大
好

き
で

す
。

そ
れ

は
大

人
に

な
っ

て
も

変
わ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

砂
と

ミ
ニ

チ
ュ

ア
で

つ
く

り
上

げ
る

自
分

だ
け

の
世

界
に

誰
も

が
夢

中
に

な
り

、
嫌

な
こ

と
も

忘
れ

没
頭

し
ま

す
。

そ
し

て
完

成
さ

せ
た

時
の

達
成

感
や

解
放

感
、

充
実

感
は

大
き

な
刺

激
と

な
っ

て
、

精
神

疾
患

や
認

知
症

等
の

治
癒

に
少

な
か

ら
ず

貢
献

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
認

知
症

予
防

に
も

画
期

的
な

成
果

が
望

め
る

も
の

と
信

じ
て

や
み

ま
せ

ん
。

な
お

、
弊

社
の

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
は

「
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
」

の
製

作
も

可
能

な
仕

様
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

既
存

の
商

品
と

は
異

な
り

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

玩
具

と
い

う
よ

り
、

む
し

ろ
ミ

ニ
チ

ュ
ア

オ
ブ

ジ
ェ

と
い

っ
た

ク
ォ

リ
テ

ィ
の

高
い

商
品

で
す

が
、

価
格

は
市

場
の

ほ
ぼ

半
額

ほ
ど

に
設

定
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

に
つ

き
ま

し
て

何
卒

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

ご
連

絡
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

2
7

3

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

ス
ト

ー
マ

お
な

ら
軽

減
棒

そ
の

他
(身

体
障

碍
者

)
今

回
は

オ
ス

ト
メ

イ
ト

の
方

も
困

っ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

が
、

お
な

ら
を

軽
減

で
き

な
い

か
と

考
案

し
ま

し
た

。
お

な
ら

は
ス

ト
ー

マ
の

口
を

肛
門

の
よ

う
に

力
入

れ
る

事
が

出
来

な
い

た
め

防
ぎ

よ
う

が
有

り
ま

せ
ん

の
で

、
ス

ト
ー

マ
口

を
開

い
た

状
態

に
し

と
け

ば
お

な
ら

を
軽

減
で

き
る

は
ず

で
す

。
お

な
ら

軽
減

棒
に

付
い

て
い

る
フ

ィ
ル

ム
を

２
ピ

ー
ス

タ
イ

プ
の

ス
ト

ー
マ

袋
に

挟
み

込
み

軽
減

棒
を

抜
け

な
く

し
て

使
用

す
る

。
フ

ィ
ル

ム
を

挟
み

込
み

ま
す

が
漏

れ
る

こ
と

は
在

り
ま

せ
ん

（
水

で
実

験
済

み
）

。
便

を
ゆ

る
く

す
る

薬
を

飲
ん

で
い

る
方

に
有

効
で

す
が

、
そ

う
で

な
い

方
に

も
試

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

こ
の

商
品

を
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

ま
た

は
試

作
品

を
試

し
て

み
た

い
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

2
7

4

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(個

人
開

発
者

)
尿

吸
引

装
置

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(自

分
で

移
動

困
難

な
方

)

家
族

の
介

護
を

経
験

し
、

一
番

大
変

な
下

の
世

話
を

何
と

か
し

た
い

と
思

い
、

お
む

つ
の

間
に

簡
単

に
着

脱
で

き
る

女
性

用
の

尿
吸

引
装

置
を

開
発

し
ま

し
た

。
家

内
は

時
間

的
に

も
精

神
的

に
も

と
て

も
助

か
る

と
好

評
で

し
た

。
ま

た
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

も
お

し
っ

こ
を

気
に

し
な

く
て

も
よ

く
、

お
む

つ
と

違
っ

て
、

お
し

り
の

べ
ち

ゃ
つ

き
が

な
く

、
快

適
に

な
っ

た
と

感
謝

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
機

会
に

、
介

護
で

お
困

り
の

方
に

ぜ
ひ

と
も

お
使

い
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

、
商

品
化

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

で
き

れ
ば

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
で

簡
単

に
購

入
で

き
る

よ
う

な
低

価
格

の
も

の
に

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

新
品

の
試

作
品

も
数

点
ご

ざ
い

ま
す

。
ご

関
心

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
メ

ー
カ

ー
の

方
に

も
ぜ

ひ
ご

連
絡

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
公

開
特

許
番

号
　

2
0

1
5

-
0

9
2

9
4

5
　

（
詳

細
は

特
許

庁
H

P
で

検
索

で
き

ま
す

。
）

E
m

a
il　

in
fo

_
c
a
m

le
v
@

c
p

o
s
t.
p

la
la

.o
r.
jp

(連
絡

用
）

H
P

  
  
 h

tt
p

:/
/w

w
w

1
5

.p
la

la
.o

r.
jp

/
c
a
m

le
v
/
（

技
術

計
算

ソ
フ

ト
開

発
も

や
っ

て
お

り
ま

す
。

）

2
7

5

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

医
療

専
門

職
車

輪
付

き
洗

濯
物

カ
ゴ

肢
体

障
害

者
用

両
手

を
洗

濯
物

カ
ゴ

に
と

ら
れ

る
と

歩
行

が
不

安
定

に
な

る
方

の
た

め
。

車
輪

大
き

め
で

絨
毯

等
で

も
走

行
性

の
良

い
も

の
。

カ
ゴ

自
体

は
上

方
で

深
く

し
ゃ

が
む

必
要

の
な

い
も

の
。

手
の

持
ち

手
高

さ
が

微
調

整
で

き
る

も
の

。
歩

行
車

よ
り

幅
を

と
ら

な
い

も
の

。
既

存
の

物
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

上
記

の
よ

う
な

形
で

簡
便

に
自

宅
内

で
使

用
で

き
る

も
の

が
あ

っ
た

ら
利

用
し

て
み

た
い

で
す

。

2
7

6

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
腕

時
計

型
携

帯
呼

び
出

し
装

置
(ナ

ー
ス

コ
ー

ル
）

の
要

望

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

　
病

院
や

施
設

等
で

使
わ

れ
て

い
る

通
常

の
装

置
は

壁
な

ど
か

ら
コ

ー
ド

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

押
し

ボ
タ

ン
式

の
も

の
が

主
流

で
す

が
、

体
幹

や
上

肢
麻

痺
な

ど
の

障
が

い
者

に
は

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

ま
で

届
か

な
か

っ
た

り
、

首
な

ど
に

ぶ
ら

下
げ

て
携

帯
し

て
い

て
も

間
違

っ
て

押
し

て
し

ま
っ

た
り

と
、

簡
単

に
間

違
い

な
く

安
心

し
て

使
え

る
製

品
が

見
当

た
ら

な
い

の
で

困
っ

て
い

ま
す

。

　
呼

び
出

し
機

器
を

開
発

し
て

い
る

、
も

し
く

は
今

後
開

発
を

始
め

る
福

祉
器

具
メ

ー
カ

ー
の

関
係

者
の

皆
様

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
・

腕
や

指
先

の
動

き
が

悪
い

人
で

も
誤

操
作

を
心

配
せ

ず
、

簡
単

に
使

え
る

ス
ラ

イ
ド

式
開

け
ふ

た
付

き
の

も
の

上
記

2
点

を
備

え
た

機
器

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
大

変
助

か
り

ま
す

。

2
7

7

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
【

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
】

着
脱

式
取

っ
手

付
き

ス
マ

ホ
カ

バ
ー

の
提

案

肢
体

障
害

者
用

　
※

頸
椎

損
傷

に
よ

り
、

首
か

ら
下

が
ま

だ
ら

麻
痺

に
な

っ
て

お
り

、
書

字
困

難
で

す
。

提
案

ま
た

は
、

活
用

例
を

掲
載

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

※
な

お
、

私
が

直
接

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
の

活
用

・
提

案
記

事
か

ら
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。

(以
下

本
文

)
　

左
手

の
麻

痺
で

手
首

が
う

ま
く

回
転

せ
ず

、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は
現

在
使

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　

ス
マ

ホ
に

取
っ

手
を

つ
け

る
道

具
は

す
で

に
、

背
面

に
環

を
つ

け
る

こ
と

で
指

に
通

す
手

段
が

あ
り

ま
す

。
（

関
連

記
事

：
ス

マ
ホ

を
指

一
本

で
支

え
る

頼
も

し
い

取
っ

手
「

B
u

n
k
e
r 

R
in

g
」

（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔ

ｃ
ｈ

　
平

成
2

4
0

5
2

3
）

）
　

こ
の

道
具

は
使

え
そ

う
も

あ
り

ま
せ

ん
。

利
き

手
に

は
め

て
も

、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
　

そ
の

ほ
か

画
面

を
指

で
触

る
と

、
痺

れ
て

い
る

た
め

に
、

ざ
ら

ざ
ら

と
気

持
ち

悪
い

感
覚

と
時

折
痛

み
が

走
る

た
め

に
ス

マ
ホ

は
敬

遠
し

て
い

ま
す

。
 　

も
の

は
つ

か
め

ま
す

か
ら

、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、

ス
マ

ホ
ケ

ー
ス

に
改

良
す

れ
ば

、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。

取
っ

手
を

着
脱

式
に

し
て

、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
7

8

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

認
知

症
の

高
齢

者
が

徘
徊

し
て

も
す

ぐ
探

せ
る

よ
う

な
仕

組
み

そ
の

他
(認

知
症

)
認

知
症

の
母

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
家

の
中

に
い

て
欲

し
い

の
で

す
が

、
隙

を
見

て
外

出
し

よ
う

と
し

ま
す

。
い

ざ
外

出
し

て
も

、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、

警
察

の
方

に
捜

索
の

お
手

伝
い

を
お

願
い

し
た

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

常
に

見
張

っ
て

い
る

こ
と

は
事

実
上

不
可

能
な

の
で

、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

2
7

9

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

認
知

症
徘

徊
者

位
置

検
索

装
置

そ
の

他
(認

知
症

　
徘

徊
者

)
１

０
年

来
、

夫
婦

二
人

で
認

知
症

の
母

親
を

在
宅

で
介

護
し

て
ま

す
。

２
～

３
年

前
よ

り
徘

徊
が

始
ま

り
ま

し
た

。
２

４
時

間
体

制
で

の
監

視
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

ず
そ

の
重

圧
は

大
変

な
も

の
で

す
。

ち
ょ

っ
と

目
を

離
し

た
す

き
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
一

歩
出

ら
れ

る
と

二
人

で
探

す
の

は
ま

ず
無

理
で

す
。

仕
方

な
く

警
察

に
捜

索
願

を
出

し
ま

す
が

、
度

重
な

る
と

警
察

も
仕

事
と

は
い

え
気

の
毒

に
な

り
ま

す
。

家
か

ら
外

に
出

ら
れ

な
い

よ
う

に
閉

じ
込

め
る

し
か

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
疲

れ
て

し
ま

い
、

私
た

ち
に

代
わ

り
母

親
の

監
視

を
し

て
い

た
だ

く
人

が
い

た
ら

お
金

を
払

っ
て

で
も

お
願

い
し

た
い

く
ら

い
で

す
。

人
づ

て
に

、
靴

の
中

に
G

P
S

端
末

が
入

っ
て

も
の

が
あ

る
の

で
そ

れ
を

履
け

ば
、

徘
徊

時
に

何
処

に
い

る
か

が
わ

か
る

よ
と

教
え

ら
れ

、
取

扱
店

に
聞

き
ま

し
が

、
実

際
に

靴
は

あ
り

ま
し

た
が

代
金

が
高

く
て

私
た

ち
み

た
い

な
年

金
暮

ら
し

に
は

む
り

で
し

た
。

母
親

は
介

護
認

定
は

受
け

て
い

ま
す

の
で

、
他

の
商

品
と

同
じ

く
介

護
保

険
対

象
商

品
と

し
て

認
め

て
戴

け
け

な
い

も
の

か
と

切
に

願
っ

て
お

り
ま

す
。

2
8

0

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

認
知

症
徘

徊
位

置
探

索
装

置
そ

の
他

(認
知

症
高

齢
者

)
認

知
症

、
徘

徊
行

動
の

あ
る

父
に

靴
装

着
型

の
位

置
探

索
装

置
を

利
用

し
て

い
ま

す
。

父
は

い
っ

と
き

も
じ

っ
と

し
て

い
ら

れ
ず

、
家

族
等

誰
か

に
話

し
か

け
れ

て
い

な
い

、
会

話
が

な
い

時
間

が
少

し
で

も
あ

る
と

外
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
よ

く
あ

る
パ

タ
ー

ン
の

よ
う

に
、

出
生

時
居

住
地

へ
帰

ろ
う

と
す

る
よ

う
で

す
。

家
族

が
ず

っ
と

つ
い

て
い

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
ず

っ
と

話
し

か
け

つ
づ

け
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

な
る

べ
く

そ
の

よ
う

に
は

し
て

い
ま

す
が

、
徘

徊
へ

の
随

行
は

父
が

嫌
悪

感
を

示
す

こ
と

も
あ

り
、

現
実

的
に

は
、

パ
ー

フ
ェ

ク
ト

に
は

難
し

い
状

況
で

す
。

位
置

探
索

装
置

を
使

用
す

る
こ

と
で

、
徘

徊
を

開
始

し
て

か
ら

何
分

後
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

、
迎

え
に

行
く

な
ど

、
家

族
間

で
ル

ー
ル

を
決

め
て

、
使

用
す

る
こ

と
で

、
安

心
感

が
え

ら
れ

ま
す

。
と

い
う

よ
り

、
使

い
始

め
る

と
も

う
手

放
せ

ま
せ

ん
。

安
心

を
失

う
こ

と
に

な
る

の
で

す
か

ら
。

費
用

負
担

は
正

直
厳

し
い

で
す

。
そ

れ
で

も
、

手
放

せ
な

い
か

ら
利

用
し

続
け

て
い

ま
す

。
願

わ
く

ば
、

公
的

補
助

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

一
般

的
に

は
施

設
介

護
、

病
院

介
護

の
方

針
が

示
さ

れ
る

段
階

の
、

う
ち

の
父

で
も

在
宅

生
活

を
継

続
で

き
る

の
は

、
こ

の
装

置
の

お
か

げ
と

も
言

え
ま

す
。

施
設

介
護

に
か

か
る

保
険

費
用

、
病

院
に

か
か

る
医

療
費

用
と

比
較

し
て

い
か

が
な

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
？

在
宅

生
活

の
維

持
に

欠
か

せ
な

い
、

重
要

な
福

祉
用

具
と

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

が
。

2
8

1

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(民

間
人

)
コ

コ
に

い
る

ん
デ

ス
！

そ
の

他
(す

べ
て

の
高

齢
者

)
遅

い
時

間
や

早
朝

の
暗

い
時

間
に

歩
い

て
い

る
ご

高
齢

者
を

よ
く

見
か

け
る

の
で

、
早

い
距

離
か

ら
遠

く
の

歩
い

て
い

る
高

齢
者

を
見

つ
け

て
あ

げ
る

た
め

に
歩

行
を

補
助

す
る

た
め

の
杖

に
、

杖
が

地
面

の
先

端
に

つ
く

た
ん

び
に

光
る

細
工

を
施

す
と

、
ご

高
齢

者
の

い
る

場
所

が
は

や
く

分
か

る
の

で
、

い
い

と
お

も
い

ま
す

。

2
8

2

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(介

護
施

設
コ

ン
サ

ル
会

社
)

簡
易

昇
降

機
そ

の
他

(老
人

介
護

)
立

位
が

自
分

で
維

持
で

き
な

い
方

の
ト

イ
レ

誘
導

を
行

う
歳

、
２

人
体

制
で

介
護

す
る

こ
と

と
な

る
一

人
が

向
か

い
合

わ
せ

で
担

ぎ
上

げ
、

も
う

一
人

が
下

着
を

下
ろ

す
。

職
員

体
制

が
厳

し
い

特
養

な
ど

の
施

設
で

は
つ

い
一

人
で

行
っ

て
転

倒
事

故
と

な
る

。
ま

た
、

老
々

介
護

の
在

宅
で

は
更

に
厳

し
い

。
電

動
式

の
高

価
な

も
の

は
よ

く
見

る
が

、
高

価
だ

け
で

な
く

機
械

的
な

ト
ラ

ブ
ル

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

こ
と

を
考

え
る

と
お

そ
ら

く
導

入
は

難
し

い
。

そ
こ

で
電

気
的

な
モ

ー
タ

ー
な

ど
を

使
わ

ず
に

昇
降

を
維

持
す

る
も

の
詳

細
は

添
付

資
料

に
て

2
8

3

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
難

聴
児

の
た

め
の

教
室

用
消

音
キ

ャ
ッ

プ
（

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
替

わ
る

も
の

）

聴
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(発

達
障

害
児

用
)

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）

の
影

響
で

こ
と

ば
の

聞
き

取
り

が
難

し
く

な
り

ま
す

。

そ
の

た
め

、
難

聴
児

の
在

籍
す

る
教

室
全

体
、

場
合

に
よ

り
隣

や
上

下
の

教
室

内
の

す
べ

て
の

机
と

い
す

の
足

に
、

中
古

の
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
を

装
着

し
、

騒
音

を
軽

減
す

る
対

策
を

と
っ

て
い

ま
す

。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、

難
聴

の
お

子
さ

ん
だ

け
で

な
く

、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、

刺
激

に
駆

動
さ

れ
や

す
い

お
子

さ
ん

に
も

有
効

な
の

で
、

個
別

支
援

級
で

も
、

装
着

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
問

題
点

は
２

点
、

１
）

中
古

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
収

集
、

穴
あ

け
に

た
い

へ
ん

な
時

間
と

労
力

が
か

か
る

こ
と

（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）

微
量

の
化

学
物

質
を

放
散

す
る

と
い

わ
れ

て
お

り
、

ア
レ

ル
ギ

ー
等

の
配

慮
に

よ
り

学
校

が
装

着
に

消
極

的
で

あ
る

こ
と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

2
8

4

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
空

気
清

浄
活

性
機

付
き

介
護

ベ
ッ

ド
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
・

ま
す

ま
す

増
え

て
い

く
居

宅
介

護
の

要
介

護
者

や
介

助
者

を
取

り
巻

く
環

境
は

、
排

泄
物

臭
（

大
便

・
小

便
お

よ
び

そ
れ

ら
の

漏
ら

し
）

で
最

悪
で

あ
る

。
要

介
護

者
に

と
っ

て
は

介
助

者
や

道
教

家
族

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

い
う

精
神

的
リ

ス
ク

が
お

お
き

い
。

ま
た

、
介

助
者

や
家

族
に

と
っ

て
は

悪
臭

の
中

で
の

介
助

や
家

族
生

活
が

「
汚

い
、

臭
い

」
な

ど
で

介
助

意
欲

が
減

退
す

る
。

・
部

屋
に

取
り

付
け

た
い

空
気

清
浄

機
に

は
介

護
保

険
が

適
用

さ
れ

な
い

。
・

こ
の

対
策

と
し

て
レ

ン
タ

ル
用

ベ
ッ

ド
に

小
型

の
空

気
清

浄
機

を
セ

ッ
ト

し
た

【
空

気
清

浄
活

性
機

能
付

き
ベ

ッ
ド

】
を

提
案

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
・

レ
ン

タ
ル

料
が

高
く

な
り

ま
す

が
、

利
用

す
る

し
な

い
は

要
介

護
者

の
判

断
に

委
ね

れ
ば

よ
い

。
・

現
在

の
介

護
保

険
制

度
に

在
る

適
用

用
品

は
「

自
立

を
助

け
る

」
こ

と
が

目
的

と
さ

れ
て

い
る

が
、

要
介

護
者

と
介

助
者

お
よ

び
そ

の
家

族
が

快
適

空
間

で
介

護
生

活
す

る
環

境
創

り
は

多
く

の
関

係
者

の
ニ

ー
ズ

で
あ

り
、

そ
れ

を
支

援
す

る
ひ

つ
よ

う
が

大
い

に
求

め
ら

れ
て

い
る

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
8

5

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

流
通

メ
ー

カ
高

精
度

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
付

離
床

検
知

セ
ン

サ
ー

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
高

精
度

に
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

が
と

れ
る

離
床

検
知

セ
ン

サ
ー

の
開

発
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
様

や
施

設
の

情
報

が
欲

し
い

で
す

。

2
8

6

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

就
学

そ
の

他
そ

の
他

聴
覚

障
害

を
持

つ
生

徒
の

通
常

学
校

で
の

授
業

支
援

に
つ

い
て

盲
ろ

う
者

用
小

学
校

高
学

年
か

ら
、

支
援

学
校

や
、

聾
学

校
で

は
な

く
、

通
常

学
校

の
通

常
学

級
で

、
勉

強
し

て
い

る
生

徒
が

い
ま

す
。

防
犯

ブ
ザ

ー
が

耳
元

で
鳴

っ
て

い
て

も
聞

こ
え

な
い

レ
ベ

ル
だ

と
い

う
こ

と
で

す
。

中
学

校
に

入
っ

て
も

、
補

聴
器

を
嫌

い
、

読
唇

に
て

生
活

し
て

い
ま

す
。

支
援

員
の

先
生

が
横

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

を
し

て
い

ま
す

が
、

勉
強

の
遅

れ
や

、
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
や

、
日

常
的

に
か

な
り

神
経

を
使

い
、

か
な

り
疲

れ
て

し
ま

い
、

学
校

に
来

に
く

く
な

っ
て

い
ま

す
。

家
で

は
日

常
的

に
携

帯
を

3
台

持
ち

で
、

IT
に

は
長

け
て

お
り

、
家

で
は

s
ir
iな

ど
を

使
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

障
害

者
差

別
解

消
法

、
施

工
を

目
前

に
、

学
校

で
も

U
D

ト
ー

ク
な

ど
が

使
え

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
す

が
、

こ
の

生
徒

に
と

っ
て

は
、

日
常

生
活

の
一

部
の

よ
う

な
も

の
な

の
で

す
が

、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、

iP
a
d

な
ど

を
利

用
し

て
先

生
が

黒
板

を
書

い
て

る
後

ろ
向

き
の

時
で

も
声

が
文

字
に

で
き

る
よ

う
に

し
て

や
れ

な
い

の
か

、
と

願
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。
教

育
委

員
会

に
頼

め
ば

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
機

器
だ

け
で

な
く

、
w

if
iが

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。

教
育

委
員

会
は

、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、

生
徒

が
学

校
を

休
み

学
力

が
開

い
て

い
く

こ
と

を
思

う
と

、
な

ん
と

か
な

ら
な

い
の

か
、

と
思

っ
て

や
み

ま
せ

ん
。

2
8

7

H
2

7
新

製
品

・
技

術
食

べ
る

 調
理

そ
の

他
お

年
寄

り
に

”
あ

つ
あ

つ
”

の
お

食
事

を
提

供
し

た
い

方
へ

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、
メ

ニ
ュ

ー
も

多
く

、
人

手
が

足
り

な
く

て
大

変
。

一
生

懸
命

作
っ

て
も

、
提

供
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。

そ
ん

な
施

設
の

方
々

に
こ

ん
な

機
械

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
前

日
か

ら
、

チ
ル

ド
で

保
存

さ
れ

た
食

材
を

食
器

に
盛

り
つ

け
て

機
械

に
セ

ッ
ト

し
て

お
け

ば
、

予
約

セ
ッ

ト
さ

れ
た

時
間

に
な

る
と

自
動

で
“

あ
つ

あ
つ

”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、

ト
レ

ー
に

置
い

て
提

供
す

る
だ

け
。

温
か

い
お

食
事

を
口

に
す

れ
ば

、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。

そ
ん

な
冷

蔵
機

能
付

再
加

熱
調

理
機

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

従
来

の
再

加
熱

カ
ー

ト
に

加
え

、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。

そ
ん

な
ニ

ー
ズ

は
、

あ
り

ま
せ

ん
か

？
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

弊
社

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.jp

/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
8

8

H
2

7
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(場

面
)情

報
機

器

そ
の

他
【

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

】
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

福
祉

機
器

に
使

う

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。

私
が

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、

編
集

し
て

ご
紹

介
し

ま
す

。
（

以
下

本
文

）
（

写
真

は
、

実
際

の
使

用
例

）
■

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

の
範

疇
外

の
３

Ｄ
Ｓ

の
福

祉
機

器
化

　
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《

コ
ミ

ッ
ク

工
房

》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、

画
用

紙
、

ノ
ー

ト
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

の
電

子
版

と
し

て
大

い
に

活
用

し
て

い
る

。
　

４
年

以
上

前
、

転
倒

負
傷

し
、

後
遺

障
害

と
し

て
手

書
き

が
困

難
に

な
っ

た
策

と
し

て
、

電
子

文
具

、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、

複
合

的
に

使
え

る
３

Ｄ
Ｓ

と
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

選
択

し
た

。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

障
害

を
人

々
が

機
器

な
ど

用
い

て
生

活
を

便
利

に
す

る
技

術
は

、
福

祉
情

報
技

術
（

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

）
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

連
の

団
体

の
資

料
か

ら
う

か
が

え
る

の
は

、
電

子
機

器
機

器
に

お
い

て
は

、
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
，

ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

等
の

ア
ッ

プ
ル

製
品

の
情

報
端

末
の

使
い

方
、

障
害

部
分

を
代

行
さ

せ
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

、
活

用
に

力
点

が
置

か
れ

、
安

価
で

丈
夫

な
３

Ｄ
Ｓ

を
使

お
う

こ
と

は
全

く
の

範
疇

外
で

あ
っ

た
。

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。

福
祉

機
器

の
利

用
よ

り
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

の
先

入
観

か
ら

か
、

誰
も

見
向

き
も

し
な

い
。

ま
た

、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、

イ
ラ

ス
ト

を
３

Ｄ
Ｓ

で
描

画
す

る
専

用
ソ

フ
ト

と
固

定
観

念
を

も
っ

て
い

る
と

も
考

え
ら

れ
、

Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

そ
れ

だ
か

ら
、

電
子

文
具

空
白

区
（

ま
た

は
ニ

ッ
チ

）
だ

か
ら

、
大

い
に

活
用

で
き

る
と

も
言

え
る

。
■

単
体

で
も

組
合

せ
で

も
十

分
使

え
る

　
カ

シ
オ

、
キ

ン
グ

ジ
ム

そ
れ

に
シ

ャ
ー

プ
か

ら
電

子
文

具
が

発
売

さ
れ

て
い

る
。

特
徴

は
そ

れ
単

体
か

つ
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

と
複

合
し

て
便

利
に

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

３
Ｄ

Ｓ
も

ブ
ラ

ウ
ザ

を
も

っ
た

情
報

端
末

。
写

真
も

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
へ

蓄
積

。
組

み
合

わ
せ

れ
ば

大
い

に
力

を
発

揮
す

る
。

例
え

ば
、

会
議

録
、

あ
る

い
は

学
習

の
さ

い
に

、
図

を
ス

ラ
イ

ド
、

ま
た

は
、

直
接

ノ
ー

ト
を

取
る

こ
と

に
よ

り
、

情
報

の
電

子
化

が
可

能
に

な
る

。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
内

に
デ

ー
タ

が
残

っ
て

い
れ

ば
追

記
も

で
き

る
。

文
字

情
報

は
画

像
化

さ
れ

る
た

め
、

写
真

を
パ

ソ
コ

ン
に

複
写

し
て

、
Ｏ

Ｃ
Ｒ

ソ
フ

ト
で

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

化
も

可
能

に
な

る
。

た
だ

し
、

す
べ

て
を

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

化
す

る
こ

と
は

不
可

能
で

あ
る

こ
と

を
留

意
す

る
。

パ
ソ

コ
ン

に
写

真
化

し
た

デ
ー

タ
を

複
写

ま
た

は
移

動
し

、
学

年
別

、
教

科
別

、
単

元
別

に
分

類
し

て
お

け
ば

、
情

報
の

散
逸

が
防

げ
る

。
ほ

と
ん

ど
の

情
報

端
末

は
Ｊ

Ｐ
Ｅ

Ｇ
画

像
を

表
示

で
き

る
こ

と
か

ら
、

Ｏ
Ｓ

に
備

わ
っ

て
い

る
ビ

ュ
ー

ワ
機

能
で

電
子

書
籍

の
よ

う
に

使
え

る
。

Ｐ
Ｄ

Ｆ
に

変
換

す
れ

ば
、

電
子

書
籍

端
末

に
転

送
、

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

。
子

ど
も

が
パ

ソ
コ

ン
や

他
の

情
報

端
末

が
使

え
な

い
場

合
は

、
必

要
な

ノ
ー

ト
を

ニ
ン

テ
ン

ド
ー

カ
メ

ラ
を

起
動

さ
せ

、
本

体
に

複
写

し
て

お
く

手
段

も
あ

る
。

プ
リ

ン
タ

と
組

み
合

わ
せ

れ
ば

、
さ

ら
に

応
用

幅
が

広
が

る
。

は
が

き
専

用
プ

リ
ン

タ
、

カ
シ

オ
《

プ
リ

ン
写

ル
》

を
組

み
合

わ
れ

ば
、

作
っ

た
ノ

ー
ト

を
は

が
き

サ
イ

ズ
に

印
刷

し
、

カ
ー

ド
リ

ン
グ

に
綴

っ
て

、
隙

間
の

時
間

に
見

返
し

、
学

習
の

定
着

が
は

か
れ

る
。

そ
れ

に
、

学
用

カ
バ

ン
の

軽
量

化
が

図
ら

れ
る

。
学

校
に

は
３

Ｄ
Ｓ

は
持

ち
込

め
な

い
と

考
え

ら
れ

る
か

ら
、

授
業

は
１

冊
の

レ
ポ

ー
ト

用
紙

。
手

に
入

る
な

ら
ば

、
黄

色
い

紙
の

リ
ー

ガ
ル

パ
ッ

ド
を

１
冊

購
入

し
ノ

ー
ト

を
取

る
。

帰
宅

後
、

教
科

書
や

参
考

を
見

な
が

ら
、

構
成

し
な

が
ら

コ
ミ

ッ
ク

工
房

へ
書

き
写

す
。

こ
れ

は
効

果
的

な
復

習
法

か
考

え
る

。
（

私
の

場
合

は
書

字
が

困
難

で
す

か
ら

、
直

接
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

　
ｅ

Ａ
ｔ

ｃ
の

分
野

か
ら

見
れ

ば
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

だ
か

ら
と

見
向

き
も

し
な

い
、

３
Ｄ

Ｓ
。

コ
ミ

ッ
ク

工
房

、
カ

メ
ラ

、
ネ

ッ
ト

接
続

と
、

プ
リ

ン
タ

を
組

み
合

わ
せ

る
と

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

な
ど

全
く

不
要

で
、

書
字

困
難

を
立

派
に

解
消

と
な

っ
た

。

2
8

9

H
2

7
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

G
P

S
内

蔵
可

能
靴

G
P

S
ウ

ォ
ー

ク
当

社
は

、
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

シ
ュ

ー
ズ

の
専

門
業

者
と

し
て

、
お

使
い

い
た

だ
け

る
方

の
立

場
に

立
っ

た
靴

作
り

に
工

夫
を

こ
ら

し
、

『
元

気
に

一
歩

で
も

多
く

歩
い

て
も

ら
い

た
い

』
と

い
う

願
い

を
込

め
て

製
作

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
当

社
の

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
を

実
際

に
ご

使
用

中
の

介
護

施
設

の
現

場
か

ら
、

高
齢

者
の

実
情

を
お

聞
き

し
、

特
に

昨
今

社
会

問
題

と
な

っ
て

い
る

高
齢

者
の

徘
徊

に
対

し
て

、
靴

専
門

業
者

と
し

て
何

か
お

役
に

立
て

る
事

は
な

い
か

と
思

い
、

N
T

T
ド

コ
モ

様
と

協
業

し
て

、
”

か
ん

た
ん

G
P

S
”

を
靴

底
に

内
蔵

出
来

る
”

G
P

S
ウ

ォ
ー

ク
”

を
開

発
い

た
し

ま
し

た
。

何
と

か
お

困
り

の
方

や
見

守
り

を
さ

れ
て

い
る

方
に

認
知

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
の

思
い

が
届

き
、

2
0

1
5

年
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
を

受
賞

い
た

し
ま

し
た

。
た

だ
、

当
社

の
力

不
足

で
ま

だ
ま

だ
お

困
り

の
方

に
こ

の
よ

う
な

商
品

が
あ

る
と

言
う

事
が

伝
え

き
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ご

興
味

の
あ

ら
れ

る
方

は
ぜ

ひ
当

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

ま
せ

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
株

式
会

社
ト

レ
イ

ル
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.u
ra

ra
c
a
.n

e
t/
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
9

0

H
2

7
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 屋

外
の

移
動

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(場
面

)徘
徊

防
止

そ
の

他
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e
ta

tm
o
社

開
発

の
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
今

年
6

月
か

ら
日

本
国

内
で

発
売

さ
れ

て
い

る
カ

メ
ラ

で
、

・
顔

認
証

機
能

搭
載

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

・
広

角
1

3
0

度
・

動
体

検
知

機
能

・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
・

簡
単

設
置

、
設

定
・

io
s
,a

n
d

ro
id

対
応

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン
と

い
っ

た
高

機
能

な
が

ら
、

比
較

的
お

手
頃

な
価

格
で

販
売

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
ま

た
オ

プ
シ

ョ
ン

で
来

年
に

開
閉

、
動

作
検

知
防

水
タ

グ
の

販
売

を
予

定
し

て
お

り
、

こ
ち

ら
と

合
わ

せ
て

使
用

す
れ

ば
カ

メ
ラ

で
高

画
質

な
動

画
を

記
録

し
、

玄
関

の
扉

や
敷

地
内

の
外

に
出

る
門

を
開

け
た

場
合

の
み

通
知

を
出

す
こ

と
も

で
き

、
『

外
出

』
を

正
確

に
把

握
、

通
知

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
タ

グ
を

寝
室

や
ト

イ
レ

、
浴

室
の

扉
に

設
置

す
れ

ば
、

通
知

状
況

か
ら

生
活

リ
ズ

ム
や

安
否

確
認

と
い

っ
た

用
途

に
も

使
用

で
き

ま
す

。
顔

認
証

機
能

を
搭

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

家
族

や
お

子
様

が
ご

帰
宅

時
に

カ
メ

ラ
に

顔
を

移
せ

ば
、

名
前

付
き

で
お

知
ら

せ
を

し
て

く
れ

ま
す

。
【

製
品

詳
細

】
h

tt
p

:/
/
fo

rt
e
c
h

-
ja

p
a
n

.w
ix

.c
o
m

/
h

o
m

e
p

a
g
e
#

!s
e
rv

ic
e
s
1

/
c
2

4
q

l

2
9

1

H
2

7
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(場

面
)見

守
り

そ
の

他
ペ

ン
で

書
く

だ
け

。
変

化
の

予
兆

を
捉

え
る

見
守

り
サ

ー
ビ

ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
操

作
は

一
切

不
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
て

も
お

使
い

い
た

だ
け

ま
す

ご
自

宅
（

設
置

場
所

）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、

お
届

け
し

た
そ

の
日

か
ら

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

と
も

、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
契

約
不

要
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、

☑
　

毎
日

電
話

す
る

の
も

ち
ょ

っ
と

厳
し

い
☑

　
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・

・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も

☑
　

子
供

や
孫

に
心

配
を

か
け

た
く

な
い

☑
　

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

は
な

か
な

か
使

い
こ

な
せ

な
い

☑
　

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

電
話

す
る

の
も

気
が

引
け

る
☑

　
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・

・
・

と
、

お
考

え
の

方
が

大
勢

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 絆

V
e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「

予
兆

を
捉

え
て

重
大

化
を

ふ
せ

ぐ
み

ま
も

り
」

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
な

に
か

あ
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。

見
守

る
側

の
ご

家
族

は
「

最
近

食
欲

が
な

い
み

た
い

だ
」

、
「

よ
く

眠
れ

て
い

な
い

よ
う

だ
」

と
い

っ
た

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
電

話
や

訪
問

、
関

係
各

所
へ

の
連

絡
な

ど
、

早
め

の
対

応
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

m
im

a
m

o
ri
/

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
っ

と
詳

し
く

お
尻

に
な

り
た

い
方

は
、

お
気

軽
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

2
9

2

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
装

具
利

用
者

簡
単

に
脱

着
可

能
な

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

用
下

肢
装

具

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、

長
下

肢
装

具
を

使
用

し
て

い
る

が
、

脱
着

に
時

間
が

か
か

る
。

歩
行

の
た

め
の

も
の

で
な

く
、

立
位

訓
練

の
た

め
に

簡
易

脱
着

式
の

長
下

肢
装

具
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、

開
発

い
た

だ
け

る
と

同
じ

ニ
ー

ズ
を

持
っ

て
い

る
方

が
助

か
る

と
思

い
ま

す
。

2
9

3

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

松
葉

杖
用

ポ
ー

チ
肢

体
障

害
者

用
自

身
が

膝
の

疾
患

で
、

長
年

松
葉

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

特
に

、
両

松
葉

の
時

は
、

荷
物

が
持

て
な

い
の

で
リ

ュ
ッ

ク
や

斜
め

が
け

の
バ

ッ
グ

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

い
ち

い
ち

立
ち

止
ま

っ
て

バ
ッ

グ
か

ら
出

し
入

れ
す

る
の

は
時

間
も

か
か

る
の

で
、

ち
ょ

っ
と

し
た

物
を

サ
ッ

と
出

し
入

れ
で

き
る

方
法

を
考

え
て

思
い

付
き

ま
し

た
。

例
え

ば
、

病
院

で
の

会
計

の
時

、
財

布
と

、
受

け
取

っ
た

領
収

書
や

予
約

票
な

ど
を

こ
こ

に
入

れ
て

、
座

れ
る

と
こ

ろ
に

移
動

し
て

か
ら

バ
ッ

グ
に

し
ま

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

職
場

内
で

移
動

す
る

際
に

も
、

小
さ

な
物

な
ら

い
ち

い
ち

バ
ッ

グ
を

持
た

な
く

て
も

こ
こ

に
入

れ
て

移
動

で
き

ま
す

。
試

作
品

な
の

で
、

手
持

ち
の

ポ
ー

チ
に

鳩
目

パ
ン

チ
で

穴
を

開
け

て
紐

を
通

し
て

み
た

だ
け

で
す

の
で

、
あ

ま
り

重
い

物
は

入
れ

ら
れ

ま
せ

ん
が

（
そ

も
そ

も
杖

が
使

い
に

く
く

な
り

ま
す

し
）

、
調

節
可

能
な

結
束

バ
ン

ド
や

ソ
フ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
な

ど
、

も
う

少
し

強
度

の
あ

る
素

材
で

固
定

す
る

よ
う

に
し

て
、

服
に

合
わ

せ
て

ポ
ー

チ
も

色
々

付
け

替
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

と
、

松
葉

杖
で

の
外

出
も

、
少

し
楽

し
く

な
る

の
で

は
？

と
考

え
て

い
た

と
こ

ろ
、

貴
社

の
H

P
を

見
か

け
て

御
提

案
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

よ
ろ

し
く

御
検

討
願

い
ま

す
。

携
帯

で
撮

影
し

た
画

像
な

の
で

、
分

か
り

に
く

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
ポ

ー
チ

の
背

面
に

4
箇

所
穴

を
開

け
て

、
内

側
か

ら
紐

を
通

し
、

杖
の

長
さ

の
調

節
用

の
穴

に
通

し
て

結
び

付
け

て
い

ま
す

。

2
9

4

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

医
療

専
門

職
歩

行
器

（
固

定
式

・
交

互
式

）
肢

体
障

害
者

用
失

調
の

あ
る

方
の

屋
内

移
動

の
た

め
に

、
歩

行
器

（
キ

ャ
ス

タ
ー

の
付

い
て

い
な

い
も

の
）

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
重

心
を

歩
行

器
の

中
で

保
持

さ
せ

る
こ

と
が

難
し

く
、

特
に

前
方

へ
の

転
倒

リ
ス

ク
が

高
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
歩

行
器

を
利

用
さ

れ
て

い
る

方
で

、
同

様
に

前
方

や
左

右
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

い
と

思
わ

れ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
が

、
コ

メ
ン

ト
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
〈

現
在

、
転

倒
予

防
器

具
を

開
発

中
で

す
。

）
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

2
9

5

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
の

家
族

自
走

式
歩

行
補

助
器

そ
の

他
(老

人
)

従
来

の
車

い
す

以
下

シ
ル

バ
ー

手
押

し
車

以
上

の
も

の
を

探
し

て
い

ま
す

座
面

が
足

を
軽

く
曲

げ
た

位
の

高
さ

で
地

面
を

蹴
っ

て
移

動
で

き
、

接
地

面
は

三
輪

車
様

の
物

一
緒

に
移

動
す

る
と

き
目

線
の

高
さ

が
著

し
く

変
わ

ら
ず

、
自

分
で

歩
い

て
る

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
も

の
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

2
9

6

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
車

椅
子

シ
ー

ト
カ

バ
ー

、
座

布
団

カ
バ

ー
等

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(一

般
使

用
者

)
車

椅
子

の
シ

ー
ト

、
座

布
団

カ
バ

ー
、

枕
カ

バ
ー

、
自

動
車

シ
ー

ト
の

座
布

団
等

の
各

カ
バ

ー
に

つ
い

て
相

談
が

あ
り

ま
し

て
、

ア
イ

デ
ア

を
考

え
ま

し
た

。
そ

れ
ら

を
使

用
し

て
い

る
と

自
然

に
滑

っ
て

し
ま

い
困

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

車
椅

子
の

シ
ー

ト
等

で
は

い
ろ

い
ろ

滑
ら

な
い

工
夫

を
し

て
、

売
ら

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

そ
れ

ら
は

高
価

で
す

。
安

く
作

る
方

法
を

考
え

ま
し

た
。

ど
の

よ
う

な
形

に
も

対
応

で
き

ま
す

。
こ

れ
ら

の
カ

バ
ー

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

。
こ

れ
を

製
造

・
販

売
を

さ
れ

て
み

よ
う

と
言

う
業

者
さ

ん
は

い
ま

せ
ん

か
？

メ
ー

ル
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

2
9

7

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
テ

ィ
ル

ト
・

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
い

す
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、

大
腿

遠
位

が
座

面
か

ら
出

て
し

ま
う

の
で

、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

2
9

8

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
コ

ン
パ

ク
ト

な
車

い
す

用
体

重
計

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(一

般
、

大
型

犬
)

家
庭

用
体

重
計

が
4

つ
に

分
離

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
分

離
で

き
る

こ
と

に
よ

り
、

車
い

す
だ

け
で

な
く

一
般

の
方

も
大

型
犬

も
計

量
で

き
る

。
椅

子
を

載
せ

れ
ば

そ
の

ま
ま

椅
子

型
体

重
計

と
し

て
活

用
で

き
る

。
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
ス

マ
ホ

と
連

動
す

れ
ば

体
重

が
見

や
す

く
な

り
、

視
覚

障
害

者
も

利
用

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

医
療

用
で

は
な

く
家

庭
用

体
重

計
で

す
。

実
用

新
案

例
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.p
u

b
lis

h
.n

e
.jp

/
J
P

U
/
0

0
0

3
1

7
0

0
0

0
/
0

0
0

3
1

7
9

9
0

0
/
J
P

U
_
0

0
0

3
1

7
9

9
8

7
.h

tm

2
9

9

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

車
椅

子
の

角
度

共
有

化

肢
体

障
害

者
用

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、

テ
ィ

ル
ト

角
度

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
移

乗
や

片
付

け
る

と
き

に
は

角
度

は
元

の
状

態
に

戻
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
と

思
う

の
で

。

3
0

0

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
車

椅
子

の
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

部
分

に
つ

い
て

、
メ

ー
カ

ー
さ

ん
に

要
望

で
す

肢
体

障
害

者
用

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
介

助
式

車
椅

子
な

ら
と

も
か

く
自

走
式

の
タ

イ
プ

場
合

は
、

グ
リ

ッ
プ

＋
介

助
式

ブ
レ

ー
キ

部
分

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
折

れ
曲

げ
た

り
、

上
に

上
げ

て
ロ

ッ
ク

す
る

よ
う

な
仕

様
に

な
ら

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

背
折

れ
式

の
も

の
は

あ
る

の
に

、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、

見
た

目
も

よ
く

な
い

。
な

に
か

理
由

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
.

3
0

1

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
専

門
相

談
員

)
車

い
す

用
杖

入
れ

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
用

の
杖

入
れ

は
、

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

は
あ

り
ま

す
が

、
す

べ
て

の
車

い
す

に
適

用
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

特
に

電
動

車
い

す
を

ご
利

用
の

方
で

、
４

点
杖

も
併

用
し

て
い

る
方

が
、

外
出

の
際

に
杖

を
一

緒
に

持
っ

て
い

け
る

と
助

か
る

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
電

動
車

い
す

に
取

り
付

け
が

で
き

る
４

点
杖

入
れ

、
杖

入
れ

は
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

の
で

、
な

ん
と

か
車

い
す

お
よ

び
歩

行
器

で
し

っ
か

り
と

杖
が

固
定

で
き

る
付

属
品

、
も

し
く

は
車

い
す

そ
の

も
の

に
杖

入
れ

が
あ

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

良
い

と
感

じ
ま

し
た

。

3
0

2

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
ベ

ッ
ト

や
車

イ
ス

そ
の

他
ベ

ッ
ト

で
体

を
自

分
で

動
か

せ
な

い
方

の
ギ

ャ
ジ

ア
ッ

プ
の

時
に

、
皮

膚
が

突
っ

張
っ

た
ま

ま
で

褥
瘡

の
原

因
や

受
け

身
で

起
こ

さ
れ

背
骨

な
ど

や
お

腹
が

痛
く

な
り

ま
す

。
足

も
突

っ
張

り
尖

足
が

進
む

様
な

感
じ

で
、

何
と

か
ベ

ッ
ト

本
体

の
背

抜
き

機
能

や
臀

部
か

ら
足

に
か

け
て

の
圧

を
抜

く
、

ロ
ー

ラ
ー

機
能

が
で

き
た

ら
と

思
い

ま
す

。
自

分
が

動
け

な
く

体
験

を
し

た
か

ら
こ

そ
、

あ
っ

た
ら

と
思

い
ま

し
た

。
と

て
も

、
苦

し
く

て
辛

い
体

験
で

し
た

。
そ

し
て

、
車

イ
ス

を
押

し
て

頂
く

方
が

ど
ん

な
背

の
高

さ
で

も
操

作
し

や
す

く
、

上
が

り
か

ま
ち

を
上

が
り

や
す

い
様

に
、

ハ
ン

ド
ル

部
分

の
高

さ
調

整
が

出
来

た
ら

テ
ィ

ッ
ピ

ン
グ

バ
ー

を
踏

ん
だ

り
し

た
時

も
、

楽
だ

と
思

い
ま

す
。

ど
う

か
、

そ
ん

な
製

品
が

出
来

る
事

を
願

い
ま

す
。

機
能

が
付

く
か

ら
、

誰
も

が
知

り
よ

り
良

い
状

態
が

訪
れ

ま
す

様
に

、
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
0

3

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
自

宅
の

中
へ

入
る

、
い

い
方

法
を

教
え

て
く

だ
さ

い

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す
れ

ば
い

い
か

悩
ん

で
い

ま
す

。
ち

な
み

に
、

歩
行

で
き

る
レ

ベ
ル

で
は

な
く

、
立

位
も

中
等

度
介

助
の

方
で

す
。

今
は

苦
渋

の
結

果
、

普
通

の
肘

掛
け

の
あ

る
椅

子
に

抑
制

帯
を

つ
け

て
、

転
落

し
な

い
よ

う
に

し
て

、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、

い
い

案
か

あ
り

ま
し

た
ら

ア
ド

バ
イ

ス
お

願
い

し
ま

す
！

3
0

4

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
入

浴
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

浴
室

浴
槽

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(高

齢
者

)
最

近
、

浴
槽

の
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
多

種
多

様
な

も
の

が
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
自

身
が

高
齢

化
し

た
時

の
使

い
勝

手
に

は
非

常
に

不
便

さ
を

感
じ

て
い

ま
す

。
特

に
浴

槽
縁

デ
ザ

イ
ン

や
そ

の
形

状
、

深
さ

や
出

入
り

の
し

や
す

さ
等

に
は

高
齢

者
向

き
で

は
な

い
も

の
ば

か
り

で
す

。
浴

槽
メ

ー
カ

ー
さ

ん
に

は
若

年
層

向
け

の
斬

新
さ

ば
か

り
で

は
な

く
、

浴
槽

も
一

つ
の

福
祉

用
具

と
な

り
得

る
こ

と
や

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

理
解

と
実

践
を

強
く

望
む

ば
か

り
で

す
。

3
0

5

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
脳

梗
塞

に
よ

る
肩

が
下

が
っ

て
し

ま
っ

た
修

正
パ

ッ
ド

肢
体

障
害

者
用

こ
ん

に
ち

は
。

こ
の

た
び

は
、

脳
梗

塞
に

な
り

、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、

歩
い

て
い

る
と

落
下

し
て

困
っ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

別
紙

の
よ

う
な

肩
パ

ッ
ト

を
作

り
ま

し
た

。
と

て
も

具
合

が
い

い
の

で
す

。
脳

梗
塞

の
後

遺
障

で
苦

労
は

し
て

い
る

人
は

多
い

の
で

す
。

そ
の

人
達

に
是

非
販

売
を

し
て

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
製

造
・

販
売

を
し

て
頂

き
ま

せ
ん

か
？

お
返

事
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
0

6

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
携

帯
と

据
え

置
き

兼
用

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
ら

く
ら

く
ブ

ッ
ク

ト
ー

カ

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・

聴
こ

え
に

く
い

・
指

が
動

か
な

い
・

声
が

出
な

い
な

ど
す

べ
て

に
対

応
可

能
な

携
帯

＆
据

え
置

き
兼

用
の

ほ
か

に
類

の
な

い
情

報
機

器
。

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。
電

子
書

籍
房

で
市

場
ご

愛
用

い
た

だ
い

て
７

年
の

実
績

の
あ

る
弊

社
が

障
害

者
の

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

制
作

し
ま

し
た

。
製

品
は

5
種

類
　

不
自

由
さ

に
応

じ
て

選
べ

ま
す

。
特

別
奉

仕
無

料
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

版
　

全
国

の
皆

様
に

公
開

し
ま

し
た

。
是

非
活

用
く

だ
さ

い
。

特
徴

　
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

電
子

書
籍

や
ホ

ー
ペ

ー
ジ

な
ど

か
ら

電
子

化
デ

ー
タ

画
面

か
ら

コ
ピ

ー
し

て
保

存
そ

れ
を

読
み

上
げ

ま
す

。
４

８
０

０
円

②
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

そ
の

他
１

０
の

高
機

能
型

　
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

　
新

規
性

の
あ

る
画

期
的

商
品

で
す

。
画

像
は

全
機

能
商

品
携

帯
据

え
置

き
兼

用
タ

イ
プ

で
す

。
声

で
文

章
を

表
示

し
て

読
み

上
げ

翻
訳

も
し

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
し

で
も

可
能

で
す

。
是

非
メ

ー
ル

で
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

3
0

7

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
障

害
者

用
情

報
機

器
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

視
聴

覚
・

言
語

・
上

肢
（

指
）

の
不

自
由

名
方

に
対

応
で

き
る

　
音

声
会

話
機

器
で

ほ
か

に
類

の
な

い
日

常
生

活
用

具
が

誕
生

１
本

体
が

す
べ

て
を

し
ゃ

べ
り

ま
す

。
 公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

  
  
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
n

-
b

ib
le

.p
c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

フ
ル

タ
イ

プ
は

声
で

文
字

を
書

く
・

マ
ウ

ス
で

活
字

ス
キ

ャ
ナ

で
な

ぞ
っ

て
活

字
を

読
み

取
り

・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。

　
本

体
８

イ
ン

チ
と

１
９

，
５

イ
ン

チ
の

両
方

を
装

備
　

世
界

の
ど

こ
で

も
・

い
つ

で
も

活
用

が
で

き
ま

す
。

ら
く

ら
く

読
み

上
げ

ト
オ

カ
　

無
料

の
ダ

イ
ン

ロ
ー

ド
版

　
　

本
体

は
操

作
の

全
て

を
読

み
上

げ
ま

す
。

　
手

持
ち

の
パ

ソ
コ

ン
が

全
て

ホ
ー

ム
で

ど
う

ぞ
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

は
や

代
わ

り
し

ま
す

。
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

電
子

書
籍

　
聖

書
こ

ん
な

と
き

に
バ

イ
ブ

ル
搭

載
し

て
い

ま
す

。
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

」
詳

細
が

あ
り

ま
す

。

3
0

8

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
肢

体
障

害
者

用
背

中
や

足
先

な
ど

の
洗

浄
用

具
を

必
要

と
さ

れ
る

人
は

、
就

寝
時

間
が

長
く

体
重

に
よ

り
血

管
が

圧
迫

さ
れ

、
血

液
の

循
環

が
悪

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
方

の
足

裏
か

ら
背

中
へ

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
て

、
血

液
の

循
環

促
進

を
図

り
機

能
回

復
さ

せ
る

の
も

重
要

な
「

特
定

介
護

予
防

福
祉

用
具

」
の

役
割

と
考

え
、

入
浴

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

兼
背

中
叩

き
が

出
来

る
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
を

考
案

し
試

作
し

ま
し

た
。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、

Ｓ
Ｕ

Ｓ
ボ

ル
ト

と
ナ

イ
ロ

ン
蝶

ナ
ッ

ト
で

固
定

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
石

鹸
水

が
付

く
と

滑
り

や
す

く
な

る
の

で
、

蝶
ナ

ッ
ト

を
指

の
間

に
挟

ん
で

握
り

滑
り

止
め

と
し

て
い

ま
す

。
納

入
時

、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、

ご
利

用
者

が
使

い
や

す
い

湾
曲

に
曲

げ
て

利
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
洗

体
用

タ
オ

ル
は

ご
利

用
者

の
好

み
で

、
下

記
に

の
「

タ
オ

ル
の

巻
き

方
」

を
参

考
に

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
寸

法
と

重
量

　
全

長
＝

5
7

㎝
　

本
体

重
量

＝
1

3
0

ｇ
巻

き
タ

オ
ル

の
寸

法
　

長
さ

＝
3

5
ｃ

ｍ
　

幅
＝

1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

方
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。

3
0

9

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
肢

体
障

害
者

用
背

中
や

足
先

な
ど

の
洗

浄
用

具
を

必
要

と
さ

れ
る

人
は

、
就

寝
時

間
が

長
く

体
重

に
よ

り
血

管
が

圧
迫

さ
れ

、
血

液
の

循
環

が
悪

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
方

の
足

裏
か

ら
背

中
へ

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
て

、
血

液
の

循
環

促
進

を
図

り
機

能
回

復
さ

せ
る

の
も

重
要

な
「

特
定

介
護

予
防

福
祉

用
具

」
の

役
割

と
考

え
、

入
浴

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

兼
背

中
叩

き
が

出
来

る
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
を

考
案

し
試

作
し

ま
し

た
。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、

Ｓ
Ｕ

Ｓ
ボ

ル
ト

と
ナ

イ
ロ

ン
蝶

ナ
ッ

ト
で

固
定

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
石

鹸
水

が
付

く
と

滑
り

や
す

く
な

る
の

で
、

蝶
ナ

ッ
ト

を
指

の
間

に
挟

ん
で

握
り

滑
り

止
め

と
し

て
い

ま
す

。
納

入
時

、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、

ご
利

用
者

が
使

い
や

す
い

湾
曲

に
曲

げ
て

利
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
洗

体
用

タ
オ

ル
は

ご
利

用
者

の
好

み
で

、
下

記
に

の
「

タ
オ

ル
の

巻
き

方
」

を
参

考
に

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
寸

法
と

重
量

　
全

長
＝

5
7

㎝
　

本
体

重
量

＝
1

3
0

ｇ
巻

き
タ

オ
ル

の
寸

法
　

長
さ

＝
3

5
ｃ

ｍ
　

幅
＝

1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

片
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。

3
1

0

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
ネ

ジ
締

め
な

ど
な

く
簡

単
に

角
度

調
整

、
固

定
が

で
き

る
簡

単
に

角
度

調
整

、
固

定
が

で
き

る

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

　
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
こ

の
分

野
は

全
く

の
素

人
で

異
業

種
の

者
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
1

1

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)リ
ー

チ
ャ

ー
そ

の
他

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
 タ

イ
プ

の
「

リ
ー

チ
ャ

ー
」

に
つ

き
ま

し
て

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
そ

の
他

、
“

こ
ん

な
リ

ー
チ

ャ
ー

が
欲

し
い

”
、

“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”

な
ど

、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。
・

軽
い

。
・

安
い

。
・

折
り

た
た

み
式

、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

外
出

時
に

持
っ

て
行

っ
て

も
違

和
感

の
な

い
デ

ザ
イ

ン
。

3
1

2

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

医
療

専
門

職
片

側
歩

行
器

肢
体

障
害

者
用

理
学

療
法

士
で

す
。

片
側

歩
行

器
は

、
脚

部
の

先
が

ゴ
ム

の
も

の
は

一
般

的
で

す
が

、
脚

部
が

固
定

輪
で

荷
重

ブ
レ

ー
キ

構
造

に
な

っ
て

い
る

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
。

国
内

で
は

、
な

か
な

か
あ

り
そ

う
で

無
い

で
す

。
ア

メ
リ

カ
に

は
、

あ
る

み
た

い
で

す
。

W
E

B
上

み
ま

し
た

。
脳

卒
中

の
患

者
さ

ん
の

リ
ハ

ビ
リ

で
、

非
麻

痺
側

手
が

上
手

く
使

え
な

い
方

の
歩

行
練

習
導

入
時

期
に

使
い

た
い

場
面

が
あ

り
ま

す
。

現
在

は
、

点
滴

棒
で

代
用

し
て

い
ま

す
が

、
自

在
輪

な
の

で
や

や
不

安
定

な
の

が
困

り
ま

す
。

国
内

の
業

者
さ

ん
、

製
造

を
検

討
く

だ
さ

い
。

3
1

3

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
重

度
視

覚
障

が
い

者
の

た
め

の
歩

行
補

助
具

視
覚

障
害

者
用

　
盲

導
犬

は
、

厚
生

省
が

2
0

年
前

か
ら

2
0

0
0

頭
を

目
指

し
ま

し
た

が
、

1
0

0
0

頭
ど

ま
り

で
す

。
我

が
国

の
産

業
ロ

ボ
ッ

ト
・

G
P

S
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

の
技

術
を

使
っ

て
視

覚
障

が
い

者
の

歩
行

補
助

具
を

開
発

し
て

自
由

に
外

出
で

き
る

よ
う

に
す

る
の

が
国

の
責

務
で

す
。

街
に

は
陸

橋
や

跨
線

橋
な

ど
の

段
差

が
あ

り
、

車
輪

付
き

の
重

量
の

あ
る

機
器

は
実

用
に

は
な

り
ま

せ
ん

か
ら

、
軽

量
コ

ン
パ

ク
ト

な
機

器
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
3

0
0

0
万

円
程

度
の

賞
金

を
設

け
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

世
界

中
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
や

企
業

に
実

用
可

能
な

開
発

を
求

め
て

、
採

用
し

た
も

の
を

補
装

具
に

す
る

と
一

挙
に

機
器

開
発

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
盲

導
犬

は
通

勤
通

学
な

ど
同

じ
と

こ
ろ

へ
通

う
場

合
に

は
き

わ
め

て
有

効
で

す
が

、
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
な

ど
生

業
で

は
数

十
件

の
患

者
宅

を
犬

は
覚

え
ら

れ
ま

せ
ん

か
ら

ほ
と

ん
ど

使
い

物
に

な
り

ま
せ

ん
。

欧
米

式
の

訓
練

方
法

が
犬

を
座

右
に

お
く

よ
う

に
訓

練
し

て
い

ま
す

か
ら

、
我

が
国

の
よ

う
に

住
環

境
が

上
下

を
区

別
す

る
生

活
で

は
、

特
に

あ
ん

ま
マ

ッ
サ

ー
ジ

の
生

業
を

営
む

者
に

と
っ

て
は

適
合

し
ま

せ
ん

。
ま

た
我

が
国

の
タ

ク
シ

ー
に

は
盲

導
犬

を
リ

ア
の

床
に

乗
せ

る
た

め
、

後
の

客
が

犬
の

に
お

い
や

毛
を

嫌
う

の
で

運
転

者
が

乗
車

拒
否

し
た

り
、

飲
食

店
や

ホ
テ

ル
な

ど
も

避
け

る
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
　

重
度

視
覚

障
が

い
者

ひ
と

り
ひ

と
り

に
パ

ソ
コ

ン
と

前
述

の
周

辺
機

器
や

ソ
フ

ト
を

支
給

し
て

盲
学

校
の

教
育

や
自

立
訓

練
に

徹
底

的
に

行
う

こ
と

で
、

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ッ
プ

の
克

服
と

広
く

社
会

参
加

に
よ

る
就

労
の

道
が

開
け

ま
す

。
　

ま
た

、
一

定
期

間
ヘ

ル
パ

ー
に

よ
る

通
勤

や
通

学
を

補
償

す
る

こ
と

と
、

自
動

車
に

よ
る

移
動

を
補

償
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
外

出
権

が
補

償
さ

れ
ま

す
。

3
1

4

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(個

人
の

地
方

創
生

の
た

め
の

副
業

)
リ

コ
ジ

ェ
®

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

(ご
家

族
)

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
ス

ト
ア

に
ア

プ
リ

名
「

リ
コ

ジ
ェ

」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。

個
人

の
ス

マ
ホ

に
自

分
の

持
ち

物
情

報
を

入
力

し
て

お
き

ま
す

。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）

を
登

録
し

ま
す

。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。

ス
マ

ホ
の

ア
プ

リ
は

、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
自

分
が

リ
コ

ー
ル

製
品

を
所

持
し

て
い

る
こ

と
に

な
り

、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。

サ
ー

バ
に

は
リ

コ
ー

ル
情

報
を

バ
ー

コ
ー

ド
情

報
と

し
て

取
り

込
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

福
祉

機
器

に
関

す
る

リ
コ

ー
ル

情
報

を
サ

ー
バ

に
格

納
し

、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、

リ
コ

ー
ル

情
報

が
あ

れ
ば

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

福
祉

機
器

の
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

？

3
1

5

H
2

6
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

手
す

り
つ

き
踏

み
台

昇
降

運
動

器
具

ひ
の

き
を

使
っ

た
健

康
器

具
で

す
。

詳
し

く
は

こ
ち

ら
ま

で
h

tt
p

:/
/
g
e
n

k
i-

fu
k
u

g
e
n

.n
e
t/

3
1

6

H
2

6
新

製
品

・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

 屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
（

日
本

製
）

「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
康

器
具

で
す

。
■

特
徴

　
①

ひ
の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
　

②
て

す
り

つ
き

で
安

心
　

③
無

理
な

く
マ

イ
ペ

ー
ス

の
運

動
が

で
き

ま
す

　
④

踏
み

台
や

手
す

り
の

高
さ

は
調

整
で

き
ま

す
　

⑤
屋

内
専

用
■

こ
ん

な
方

に
　

①
段

差
運

動
で

足
腰

を
鍛

え
た

い
　

②
歩

行
に

自
信

を
つ

け
て

　
③

大
切

な
祖

父
母

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト

3
1

7

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

利
用

者
リ

フ
ト

の
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

肢
体

障
害

者
用

私
は

両
手

両
足

不
自

由
で

座
位

も
保

て
ま

せ
ん

。
移

乗
は

抱
き

か
か

え
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

介
助

す
る

方
に

と
て

も
負

担
が

か
か

る
の

で
何

度
も

リ
フ

ト
は

考
え

た
の

で
す

が
、

実
用

的
に

使
え

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

が
あ

り
ま

せ
ん

。
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
に

移
乗

す
る

際
は

問
題

な
い

の
で

す
が

、
一

番
肝

心
な

ト
イ

レ
・

お
風

呂
の

時
に

使
え

ま
せ

ん
。

私
は

ト
イ

レ
の

時
、

し
っ

か
り

と
腰

が
立

っ
た

状
態

じ
ゃ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
全

身
を

す
っ

ぽ
り

覆
う

シ
ー

ト
だ

と
、

下
半

身
は

全
部

脱
が

な
い

と
使

用
で

き
ず

、
上

下
が

繋
が

っ
た

シ
ー

ト
で

も
下

半
身

の
部

分
は

便
座

に
座

っ
た

後
、

は
ず

さ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

は
ず

し
た

場
合

体
勢

が
崩

れ
て

し
ま

い
排

便
が

し
づ

ら
く

便
が

出
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ま
た

、
排

便
時

間
が

長
い

為
、

シ
ー

ト
を

つ
け

た
ま

ま
長

時
間

い
る

こ
と

は
難

し
い

で
す

。
全

部
取

り
外

し
た

と
し

て
も

、
付

け
直

す
こ

と
も

出
来

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
お

願
い

な
の

で
す

が
、

上
半

身
の

部
分

だ
け

で
体

を
支

え
ら

れ
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
を

作
っ

て
頂

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
竹

虎
の

架
け

替
え

が
で

き
る

リ
フ

ト
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

天
上

の
低

い
部

分
が

あ
り

、
架

け
替

え
の

際
、

足
先

が
擦

れ
て

し
ま

い
爪

が
あ

た
っ

て
剥

が
れ

そ
う

な
危

険
が

あ
り

ま
す

。
住

宅
事

情
を

気
に

す
る

こ
と

な
く

架
け

替
え

が
出

来
る

リ
フ

ト
を

作
っ

て
頂

き
た

い
で

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
1

8

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
回

転
寿

司
の

IC
チ

ッ
プ

の
規

格
化

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(健

常
者

も
お

寿
司

の
生

産
情

報
な

ら
知

り
た

い
の

で
は

？
)

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
、

規
格

化
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
視

覚
障

害
者

は
単

独
で

は
ネ

タ
を

食
べ

る
ま

で
？

わ
か

り
づ

ら
い

そ
う

で
す

。
聴

覚
障

害
者

も
見

か
け

だ
け

で
判

断
す

る
の

で
、

い
つ

ど
こ

で
獲

れ
た

魚
だ

と
か

、
製

品
情

報
が

わ
か

り
ま

せ
ん

。
カ

ウ
ン

タ
ー

の
お

寿
司

な
ら

、
視

覚
障

害
者

に
は

親
切

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
聴

覚
障

害
者

に
わ

か
る

よ
う

に
書

い
て

く
れ

る
と

は
ち

ょ
っ

と
思

え
な

い
…

。
高

そ
う

で
行

き
に

く
い

し
。

回
転

寿
司

の
お

皿
に

IC
チ

ッ
プ

を
組

み
込

ん
で

、
価

格
計

算
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
も

う
一

歩
進

め
て

、
視

覚
障

害
者

に
は

音
声

で
、

聴
覚

障
害

者
に

は
文

字
ま

た
は

手
話

で
、

製
品

情
報

を
教

え
て

く
れ

る
と

、
も

っ
と

回
転

寿
司

を
食

べ
た

く
な

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

チ
ッ

プ
が

規
格

化
さ

れ
れ

ば
、

利
用

者
側

は
、

ど
こ

の
店

で
も

同
じ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

で
対

応
で

き
る

と
い

い
な

あ
と

。

3
1

9

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
ド

ラ
ゴ

ン
ス

ピ
ー

チ
1

1
肢

体
障

害
者

用
ニ

ュ
ア

ン
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ズ
・

ジ
ャ

パ
ン

株
式

会
社

よ
り

販
売

さ
れ

て
い

る
音

声
認

識
・

入
力

ソ
フ

ト
を

使
用

し
て

ま
す

が
、

声
で

パ
ソ

コ
ン

を
操

作
し

た
り

、
文

字
入

力
が

で
き

る
の

で
、

肢
体

不
自

由
者

の
か

た
に

役
に

立
つ

の
で

は
と

思
い

連
絡

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
使

い
方

次
第

で
す

が
、

声
だ

け
で

T
w

it
te

rや
F
a
c
e
b

o
o
k
に

投
稿

で
き

た
り

、
マ

ウ
ス

操
作

も
声

で
で

き
る

の
で

、
な

ん
で

も
P

C
が

な
い

と
い

け
な

く
な

っ
て

き
た

時
代

な
の

で
、

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

ソ
フ

ト
を

購
入

す
る

の
に

け
っ

こ
う

販
売

価
格

が
高

い
の

で
、

そ
こ

が
障

害
者

の
方

た
ち

に
負

担
に

な
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
H

P
→

h
tt

p
:/

/
ja

p
a
n

.n
u

a
n

c
e
.c

o
m

/
d

ra
g
o
n

s
p

e
e
c
h

/

3
2

0
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

義
肢

利
用

者
義

肢
装

具
な

ど
肢

体
障

害
者

用
夏

に
蒸

れ
ず

、
冬

に
ヒ

ヤ
ッ

と
し

な
い

義
肢

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

欲
し

い
。

シ
リ

コ
ン

ラ
イ

ナ
ー

は
か

ぶ
れ

る
。

樹
脂

ソ
ケ

ッ
ト

は
汗

が
た

ま
っ

て
し

ま
う

。

3
2

1

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
義

肢
利

用
者

Ａ
Ｌ

Ｌ
　

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ

Ｎ
義

足
肢

体
障

害
者

用
義

足
は

ド
イ

ツ
製

部
品

（
オ

ッ
ト

ー
ボ

ッ
ク

社
）

の
も

の
が

多
く

使
わ

れ
て

い
ま

す
。

ホ
ン

ダ
の

ア
シ

モ
等

、
車

部
品

メ
ー

カ
ー

、
電

子
部

品
メ

ー
カ

ー
が

協
力

し
て

Ａ
Ｌ

Ｌ
 Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

製
の

安
価

で
高

性
能

・
高

耐
久

の
義

足
を

作
っ

て
欲

し
い

。

3
2

2

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
装

具
利

用
者

の
家

族
側

湾
症

の
装

具
(T

L
S

O
)

そ
の

他
(側

湾
症

)
装

具
本

体
内

側
の

パ
ッ

ド
に

つ
い

て
要

望
で

す
。

装
具

本
体

と
接

着
剤

で
固

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

か
何

か
で

固
定

す
る

様
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

(マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
等

を
接

着
剤

で
装

具
本

体
に

く
っ

つ
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

あ
と

も
う

一
方

の
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

を
パ

ッ
ド

の
裏

側
に

く
っ

つ
け

て
お

く
)

要
す

る
に

パ
ッ

ド
を

着
脱

式
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

パ
ッ

ド
は

厚
み

や
大

き
さ

を
微

調
整

し
な

が
ら

作
っ

て
も

ら
う

の
で

、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

少
し

で
も

快
適

に
装

具
を

着
用

で
き

る
様

、
ど

う
ぞ

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。

3
2

3

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
オ

ム
ロ

ン
補

聴
器

　
Ａ

－
４

，
　

Ａ
－

５
聴

覚
障

害
者

用
こ

れ
は

医
療

機
器

で
し

ょ
う

か
、

そ
れ

と
も

集
音

器
で

し
ょ

う
か

？
幼

年
時

中
耳

炎
で

右
の

神
経

が
麻

痺
し

て
聞

こ
え

な
く

な
り

ま
し

た
。

し
た

が
っ

て
今

は
左

耳
だ

け
で

補
聴

器
(オ

ム
ロ

ン
）

を
つ

け
て

い
ま

す
が

神
経

が
だ

め
に

な
っ

た
右

の
耳

に
つ

け
る

補
聴

器
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

御
回

答
お

願
い

し
ま

す
。

3
2

4
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

低
価

格
で

コ
ン

パ
ク

ト
な

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
理

想
の

補
聴

器
は

、
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
も

の
で

あ
る

が
、

現
状

は
小

型
化

す
る

と
コ

ス
ト

が
高

く
な

る
。

こ
の

ジ
レ

ン
マ

を
解

消
で

き
れ

ば
い

い
と

思
う

。

3
2

5

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
補

聴
器

の
電

池
の

寿
命

聴
覚

障
害

者
用

機
種

に
よ

っ
て

電
池

の
寿

命
は

異
な

り
ま

す
が

、
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
２

週
間

ぐ
ら

い
し

か
も

ち
ま

せ
ん

。
会

社
の

会
議

な
ど

、
大

事
な

場
面

で
補

聴
器

の
電

池
が

切
れ

て
し

ま
う

と
困

る
の

で
、

太
陽

電
池

を
利

用
し

た
補

聴
器

が
普

及
す

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
電

池
の

替
え

を
常

に
持

ち
合

わ
せ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

ソ
ー

ラ
ー

や
、

携
帯

電
話

の
よ

う
に

特
定

の
場

所
に

置
い

て
お

く
だ

け
で

充
電

で
き

る
よ

う
な

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

3
2

6

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

こ
と

が
見

て
わ

か
る

補
聴

器

聴
覚

障
害

者
用

補
聴

器
を

耳
か

ら
外

し
て

い
る

と
き

に
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

て
も

、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。

3
2

7

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム
（

磁
気

ル
ー

プ
シ

ス
テ

ム
な

ど
）

の
普

及

聴
覚

障
害

者
用

各
自

治
体

の
「

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

新
設

の
大

型
公

共
施

設
の

み
が

対
象

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
は

安
定

し
て

、
音

を
耳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

な
の

で
、

使
用

環
境

の
拡

大
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。

例
え

ば
、

自
動

車
を

運
転

し
て

い
る

場
合

は
、

車
内

に
い

る
全

員
が

正
面

を
向

い
て

い
る

こ
と

、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

車
載

用
の

磁
気

ル
ー

プ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

ま
た

、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（

院
内

感
染

を
防

ぐ
た

め
外

せ
な

い
）

の
で

、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
施

設
で

は
磁

気
ル

ー
プ

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

3
2

8

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
視

覚
ア

ラ
ー

ム
付

き
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
用

補
聴

器
を

は
ず

し
て

い
る

と
き

は
、

音
が

し
て

も
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

電
池

が
な

く
な

っ
た

と
き

ハ
ウ

リ
ン

グ
し

て
い

る
と

き
そ

れ
ぞ

れ
見

て
分

か
る

L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。

3
2

9
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
海

外
の

も
の

が
だ

ん
だ

ん
強

く
な

り
日

本
の

も
の

は
コ

ス
ト

が
高

い
。

も
う

少
し

日
本

の
や

つ
の

コ
ス

ト
を

下
げ

て
ほ

し
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
3

0

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
肢

体
障

害
者

用
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
の

カ
フ

は
衣

服
に

よ
り

太
い

も
の

と
細

い
も

の
が

あ
る

が
、

カ
フ

だ
け

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
で

寸
法

を
自

由
に

発
注

で
き

る
物

が
欲

し
い

。
取

り
外

し
可

能
な

カ
フ

だ
け

な
の

で
、

杖
の

メ
ー

カ
ー

と
の

兼
ね

合
い

も
あ

る
と

思
う

が
現

在
は

高
齢

者
を

対
象

に
し

た
細

い
も

の
し

か
な

い
よ

う
だ

。

3
3

1

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

医
療

専
門

職
【

要
望

】
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）

の
改

良

肢
体

障
害

者
用

　
理

学
療

法
士

で
す

。
重

度
の

片
麻

痺
患

者
さ

ま
の

歩
行

練
習

を
行

う
際

、
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）

を
用

い
る

こ
と

が
多

々
あ

り
ま

す
。

そ
の

際
、

持
ち

上
げ

動
作

が
不

要
で

且
つ

体
重

を
か

け
る

と
ブ

レ
ー

キ
の

か
か

る
も

の
が

あ
る

と
練

習
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
と

以
前

か
ら

感
じ

て
い

ま
し

た
。

四
輪

歩
行

器
や

二
輪

歩
行

器
に

は
そ

の
よ

う
な

機
能

の
も

の
が

あ
る

の
に

、
な

ぜ
、

片
脚

歩
行

器
は

、
昔

か
ら

ゴ
ム

の
も

の
し

か
な

い
の

だ
ろ

う
と

不
思

議
で

す
。

高
齢

に
な

る
と

腕
の

筋
力

も
低

下
し

ま
す

し
、

認
知

面
の

障
害

を
伴

う
と

杖
の

操
作

が
難

し
い

方
も

多
い

で
す

。
　

そ
の

よ
う

な
製

品
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
も

し
、

無
い

の
で

し
た

ら
ど

な
た

か
作

っ
て

い
た

だ
け

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

3
3

2

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
(個

人
事

業
者

)
角

度
計

つ
き

車
い

す
の

提
案

（
取

り
付

け
用

）

そ
の

他
以

前
尋

ね
ら

れ
て

い
た

方
が

お
見

え
に

な
ら

れ
ま

し
た

の
で

、
当

社
別

顧
客

で
作

っ
た

も
の

の
簡

易
版

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
簡

易
仕

様
で

は
あ

り
ま

す
が

、
写

真
の

様
な

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
取

り
付

け
は

マ
グ

ネ
ッ

ト
式

（
磁

力
式

）
・

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
式

（
布

部
用

）
と

な
り

ま
す

。
ご

参
考

ま
で

。
当

方
は

愛
知

県
は

西
三

河
、

碧
南

で
設

備
製

缶
業

を
営

ん
で

お
り

ま
す

、
株

式
会

社
伸

交
の

村
山

と
申

し
ま

す
。

3
年

前
に

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

資
格

を
習

得
し

、
鉄

物
（

鉄
・

ス
テ

ン
レ

ス
・

ア
ル

ミ
)を

使
っ

た
福

祉
に

提
案

出
来

る
製

品
を

と
試

行
錯

誤
し

て
お

り
ま

す
。

現
在

は
市

民
病

院
の

機
器

修
理

、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら
の

手
す

り
・

屋
外

で
の

ス
ロ

ー
プ

加
工

）
を

手
掛

け
て

お
り

、
ま

だ
ま

だ
日

が
浅

く
試

行
錯

誤
で

頑
張

っ
て

お
り

ま
す

。
既

存
で

は
施

工
出

来
な

い
・

し
づ

ら
い

設
備

を
、

設
備

製
缶

業
か

ら
の

視
点

で
提

案
・

施
工

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
毎

日
が

勉
強

で
す

。
皆

様
か

ら
の

宿
題

を
基

に
多

く
の

方
々

へ
笑

顔
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

何
か

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ど
う

ぞ
機

会
を

与
え

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
3

3

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

流
通

メ
ー

カ
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

・
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム

肢
体

障
害

者
用

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
車

椅
子

に
よ

る
行

動
範

囲
を

広
め

、
介

助
者

の
負

担
が

軽
減

で
き

る
車

椅
子

に
装

着
す

る
段

差
解

消
リ

フ
ト

ア
ー

ム
を

販
売

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
で

進
行

中
に

段
差

ま
た

は
溝

に
さ

し
か

か
る

と
、

リ
フ

ト
ア

ー
ム

の
先

端
が

段
差

ま
た

は
溝

の
角

に
当

た
り

ま
す

。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、

介
助

者
な

し
の

場
合

、
3

0
~6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/
m

程
度

と
な

り
、

未
装

着
の

場
合

と
比

べ
大

幅
に

推
力

を
軽

減
で

き
ま

す
。

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム
「

へ
る

ぱ
む

】
車

椅
子

の
全

部
フ

レ
ー

ム
に

装
着

す
る

こ
と

に
よ

り
従

来
の

後
方

の
ハ

ン
ド

ル
と

同
時

に
2

名
の

介
助

者
で

車
椅

子
自

体
を

持
ち

上
げ

る
こ

と
が

で
き

階
段

や
大

き
な

障
害

物
で

も
通

過
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

3
3

4

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

そ
の

他
(認

知
面

低
下

)
車

椅
子

ブ
レ

ー
キ

の
か

け
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

だ
が

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
の

あ
げ

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ
自

動
ブ

レ
ー

キ
の

よ
う

な
対

策
が

あ
れ

ば
・

・
・

3
3

5
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

左
右

で
パ

ワ
ー

の
調

整
の

で
き

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

路
面

が
傾

斜
し

て
い

る
場

合
、

車
椅

子
が

流
れ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

パ
ワ

ー
調

整
で

き
る

車
椅

子
が

で
き

る
と

直
進

が
楽

で
す

。

3
3

6

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

具
体

的
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

べ
ッ

ド
か

ら
ト

イ
レ

に
移

送
す

る
た

め
、

車
椅

子
を

使
用

し
て

い
る

患
者

と
介

助
者

の
移

送
状

態
を

見
る

と
大

変
苦

労
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

私
は

こ
の

現
実

を
改

善
す

る
為

、
車

椅
子

座
席

に
Ｕ

字
形

空
洞

を
設

け
、

そ
の

空
洞

溝
に

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
挿

入
し

て
患

者
が

車
椅

子
に

乗
車

の
ま

ま
、

洋
式

ト
イ

レ
使

用
同

様
に

独
自

排
泄

が
で

き
る

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

考
案

、
実

用
新

案
第

３
１

８
４

３
９

３
号

を
登

録
し

て
、

商
品

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

従
来

の
車

椅
子

に
新

し
く

ト
イ

レ
機

能
を

付
設

す
る

と
、

介
護

保
険

法
で

は
、

特
定

福
祉

用
具

と
認

定
さ

れ
、

患
者

購
入

費
用

の
９

０
％

が
介

護
保

険
か

ら
払

い
戻

し
給

付
さ

れ
る

よ
う

で
す

。
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
１

台
、

９
５

０
０

０
円

を
購

入
す

る
と

、
９

５
０

０
円

、
１

割
負

担
で

購
入

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

更
に

患
者

が
ト

イ
レ

付
車

椅
子

を
使

用
し

て
外

出
し

た
場

合
、

障
害

者
用

ト
イ

レ
を

探
す

必
要

な
く

、
一

般
ト

イ
レ

内
で

十
分

排
泄

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

ま
た

断
水

停
電

の
災

害
避

難
所

(体
育

館
)に

避
難

し
た

場
合

も
、

患
者

は
車

椅
子

乗
車

の
ま

ま
独

自
ト

イ
レ

が
出

来
る

為
、

障
害

者
避

難
所

ト
イ

レ
問

題
は

、
新

し
い

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

す
る

こ
と

で
簡

単
に

解
決

し
ま

す
。

そ
の

他
居

宅
患

者
が

介
助

者
不

在
中

で
も

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
ト

イ
レ

付
車

椅
子

使
用

は
障

害
者

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
し

ま
す

。
こ

の
新

し
い

、
車

椅
子

用
ポ

リ
袋

(携
帯

ト
イ

レ
)が

使
用

で
き

る
車

椅
子

の
普

及
こ

そ
、

介
護

福
祉

事
業

に
大

き
く

寄
与

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
更

に
本

考
案

、
車

椅
子

用
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
は

障
害

者
作

業
施

設
で

障
害

者
の

皆
さ

ん
が

製
造

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
ご

協
力

下
さ

い
。

尚
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
に

つ
い

て
詳

し
く

は
カ

タ
ロ

グ
を

請
求

下
さ

い
。

3
3

7

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

介
護

、
経

済
性

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

結
論

か
ら

先
に

言
え

ば
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
使

用
す

る
と

排
泄

処
理

経
費

が
1

回
1

0
円

で
済

み
ま

す
。

紙
お

む
つ

、
紙

パ
ン

テ
ィ

、
使

い
捨

て
携

帯
ト

イ
レ

等
を

使
用

す
る

と
安

く
て

も
1

回
、

５
０

円
～

１
０

０
円

以
上

、
か

か
り

ま
す

。
更

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
、

オ
マ

ル
等

を
使

用
す

れ
ば

消
耗

費
は

０
で

す
が

、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。
で

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

が
何

故
、

格
安

に
排

泄
処

理
が

出
来

る
の

で
し

ょ
う

。
そ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
Ｕ

パ
ッ

ク
、

白
色

ポ
リ

袋
は

コ
ー

ナ
ン

で
1

0
0

枚
セ

ッ
ト

７
０

０
円

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。

実
は

楕
円

形
ド

ー
ナ

ツ
型

樹
脂

枠
を

ポ
リ

袋
内

に
入

れ
て

便
器

状
に

形
成

さ
せ

ま
す

。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。

次
に

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

を
約

3
ｍ

、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、

こ
れ

は
尿

液
を

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

が
吸

収
し

て
排

泄
物

を
固

形
化

す
る

為
で

す
。

レ
ジ

袋
、

7
円

＋
ペ

ー
パ

3
円

で
合

計
1

0
円

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

便
器

が
出

来
あ

が
り

ま
す

。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1

0
円

と
な

る
わ

け
で

す
。

現
実

に
私

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、

介
助

者
の

皆
さ

ん
、

参
考

に
し

て
下

さ
い

。
以

上

3
3

8

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
電

動
車

い
す

福
祉

専
門

職
特

例
　

電
動

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
特

例
で

県
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
か

ら
出

し
て

も
ら

っ
た

車
椅

子
な

の
で

す
が

・
・

・
特

例
と

い
う

か
ら

に
は

品
物

も
そ

れ
な

り
に

し
ま

す
し

、
何

よ
り

維
持

費
も

金
額

が
張

る
の

に
そ

れ
に

対
し

て
の

補
助

金
制

度
が

全
く

な
い

と
い

う
の

は
お

か
し

い
と

思
い

ま
す

。
少

し
だ

け
修

理
を

し
て

も
、

す
ぐ

何
万

と
い

う
お

金
は

飛
び

ま
す

し
・

・
・

特
例

だ
か

ら
標

準
枠

で
は

付
い

て
な

い
装

備
も

あ
る

の
に

ど
う

し
て

そ
れ

ら
が

認
め

ら
れ

な
い

の
か

が
不

思
議

に
な

り
ま

す
・

・
。

特
例

だ
か

ら
修

理
し

た
り

も
金

額
は

あ
る

し
、

修
理

部
品

に
も

違
い

は
あ

る
し

ど
う

し
て

、
車

い
す

修
理

や
電

動
車

い
す

の
修

理
単

価
は

決
ま

っ
て

い
る

の
に

・
・

特
例

補
装

具
の

修
理

単
価

は
考

え
て

も
ら

え
な

い
の

で
し

ょ
う

か
・

・
・

？
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
3

9

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ト
イ

レ
内

寄
り

か
か

り
バ

ー
肢

体
障

害
者

用
介

護
士

で
す

。
要

望
と

い
う

か
、

ア
イ

デ
ア

で
す

。
片

マ
ヒ

の
高

齢
者

が
ト

イ
レ

内
で

ズ
ボ

ン
の

上
げ

お
ろ

し
を

自
分

で
さ

れ
る

際
、

ト
イ

レ
内

の
縦

手
す

り
に

よ
り

か
か

る
こ

と
で

介
助

が
な

く
て

も
自

立
で

行
え

る
ケ

ー
ス

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
そ

れ
で

あ
れ

ば
、

い
っ

そ
の

こ
と

、
始

め
か

ら
、

縦
手

す
り

に
寄

り
か

か
る

機
能

を
付

随
さ

せ
る

と
ト

イ
レ

が
自

立
可

能
に

な
る

障
害

者
の

方
は

多
い

と
思

い
ま

す
。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、

つ
か

む
機

能
し

か
な

く
、

寄
り

か
か

る
に

は
不

便
だ

か
ら

で
す

。
ま

た
片

マ
ヒ

の
方

が
ズ

ボ
ン

上
げ

お
ろ

し
で

手
す

り
か

ら
一

瞬
手

を
離

す
の

は
危

険
で

す
。

（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。

3
4

0

H
2

5
新

製
品

・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
自

動
排

泄
処

理
装

置
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
株

式
会

社
ス

マ
イ

ル
介

護
機

器
で

す
。

こ
の

度
弊

社
製

品
、

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
（

あ
ん

し
ん

）
』

を
無

料
で

お
た

め
し

い
た

だ
け

る
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

致
し

ま
し

た
の

で
、

お
知

ら
せ

致
し

ま
す

。
【

操
作

は
か

ん
た

ん
、

に
お

わ
な

い
】

便
・

尿
と

も
安

全
か

つ
自

動
で

処
理

で
き

る
自

動
排

泄
処

理
装

置
『

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

』
は

、
汚

物
の

吸
引

か
ら

温
水

に
よ

る
洗

浄
、

消
臭

、
温

風
乾

燥
・

定
期

的
な

微
風

乾
燥

ま
で

、
完

全
に

自
動

で
運

転
し

ま
す

。
【

自
動

排
泄

処
理

装
置

、
無

料
で

１
泊

お
た

め
し

】
実

際
に

使
っ

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
利

便
性

・
効

果
を

無
料

で
ご

実
感

い
た

だ
け

ま
す

。
ま

ず
は

、
お

気
軽

に
『

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

』
を

お
試

し
く

だ
さ

い
！

3
4

1

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
個

室
ト

イ
レ

専
用

自
動

照
明

シ
ス

テ
ム

そ
の

他
(高

齢
者

一
般

)
ト

イ
レ

の
ド

ア
を

開
け

る
と

ラ
ン

プ
が

つ
き

、
中

に
い

る
間

は
一

般
の

セ
ン

サ
ー

式
と

違
っ

て
絶

対
に

消
え

ま
せ

ん
。

出
て

き
て

ド
ア

を
閉

め
る

と
自

動
的

に
消

え
ま

す
。

さ
ら

に
ド

ア
開

け
っ

ぱ
な

し
の

時
、

1
分

後
に

点
滅

し
て

警
告

後
自

動
的

に
消

灯
し

ま
す

。
ま

た
、

ト
イ

レ
内

に
3

0
分

以
上

い
る

と
、

異
常

事
態

発
生

と
判

断
し

て
点

滅
後

消
灯

し
ま

す
。

後
者

の
場

合
、

ま
た

は
1

日
に

一
度

も
ト

イ
レ

の
使

用
が

な
か

っ
た

場
合

は
、

オ
プ

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
追

加
で

、
遠

隔
地

に
電

話
な

ど
で

通
報

で
き

ま
す

。
　

手
動

で
ト

イ
レ

の
ス

イ
ッ

チ
を

入
り

切
り

し
て

も
普

通
に

作
動

し
ま

す
。

(特
許

出
願

済
み

）

3
4

2

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
計

量
部

を
分

離
で

き
る

体
重

計
肢

体
障

害
者

用
計

量
部

を
4

つ
に

分
離

で
き

る
体

重
計

。
分

離
し

た
状

態
で

車
椅

子
と

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
が

、
結

合
し

た
状

態
で

一
般

の
方

が
計

量
で

き
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

体
重

計
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

計
量

部
１

つ
の

大
き

さ
は

、
例

え
ば

縦
×

横
×

高
さ

（
2

0
0

m
m

以
内

×
2

5
0

m
m

以
内

×
2

5
m

m
以

内
）

、
角

切
り

な
ど

に
よ

り
車

椅
子

が
移

乗
し

や
す

く
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
普

段
一

般
利

用
が

多
い

場
合

は
、

結
合

し
た

状
態

で
カ

バ
ー

や
ケ

ー
ス

で
囲

ん
だ

ま
ま

使
用

す
る

方
法

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、

大
き

す
ぎ

て
高

価
で

頻
繁

に
使

用
し

な
い

の
で

、
施

設
以

外
、

あ
ま

り
見

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
自

身
、

車
椅

子
使

用
者

で
す

が
最

近
体

重
を

は
か

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。

3
4

3

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

流
通

メ
ー

カ
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
そ

の
他

(要
介

護
２

級
以

上
の

方
々

)
兵

庫
県

神
戸

市
で

事
業

を
し

て
お

り
ま

す
（

株
）

り
が

ー
ど

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
弊

社
は

昨
年

よ
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

販
売

を
手

が
け

て
お

り
、

カ
メ

ラ
に

内
蔵

さ
れ

て
お

り
ま

す
動

体
検

知
機

能
が

、
認

知
症

の
方

の
徘

徊
や

、
身

体
の

不
自

由
な

方
な

ど
に

動
き

が
あ

っ
た

際
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

、
介

護
ヘ

ル
パ

ー
・

介
護

事
業

所
・

ご
家

族
の

方
が

、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
で

離
れ

た
場

所
か

ら
で

も
確

認
で

き
る

と
い

う
こ

と
で

、
弊

社
は

地
域

密
着

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
普

及
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

カ
メ

ラ
に

内
蔵

さ
れ

て
お

り
ま

す
動

体
検

知
機

能
が

、
要

介
護

２
級

以
上

に
当

た
る

、
認

知
症

徘
徊

感
知

器
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

た
め

、
介

護
保

険
適

用
に

な
れ

ば
要

介
護

者
の

方
や

ご
家

族
の

方
の

負
担

も
少

な
く

な
る

の
で

は
と

考
え

、
厚

生
労

働
省

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
「

同
等

の
機

能
で

あ
る

な
ら

、
介

護
保

険
適

用
に

な
り

ま
す

。
」

と
い

う
返

事
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

で
す

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

動
体

検
知

機
能

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
機

能
を

発
揮

す
る

た
め

、
自

宅
で

訪
問

介
護

を
受

け
て

い
る

要
介

護
者

の
方

な
ど

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
設

備
が

な
く

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

を
使

用
す

る
に

も
、

月
々

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
費

用
が

非
常

に
負

担
に

な
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

と
し

て
、

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
契

約
を

合
わ

せ
て

、
２

級
以

上
の

要
介

護
者

の
介

護
保

険
適

用
に

な
ら

な
い

か
と

考
え

、
問

い
合

わ
せ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

合
わ

せ
て

レ
ン

タ
ル

で
き

れ
ば

、
利

用
者

の
負

担
も

軽
く

な
り

ま
す

し
、

訪
問

介
護

を
行

っ
て

い
る

介
護

事
業

所
な

ど
は

、
訪

問
日

以
外

で
も

パ
ソ

コ
ン

を
通

じ
確

認
で

き
ま

す
し

、
要

介
護

者
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
も

、
買

い
物

な
ど

に
に

出
か

け
る

際
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

あ
れ

ば
映

像
で

確
認

で
き

ま
す

し
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

な
く

、
通

常
の

携
帯

電
話

で
あ

っ
て

も
、

動
き

が
あ

れ
ば

メ
ー

ル
に

転
送

さ
れ

て
き

ま
す

。
（

メ
ー

ル
の

送
り

先
は

最
大

４
件

ま
で

可
能

）
レ

ン
タ

ル
費

用
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

月
々

４
，

０
０

０
円

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

は
月

々
平

均
３

，
０

０
０

円
程

に
な

り
ま

す
が

、
介

護
保

険
適

用
で

１
割

負
担

に
な

れ
ば

、
７

０
０

円
程

度
の

負
担

で
済

み
ま

す
。

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
月

額
は

、
通

信
会

社
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

。
）

要
介

護
者

の
安

全
管

理
は

も
と

よ
り

、
介

護
士

の
行

き
過

ぎ
た

介
護

の
抑

制
や

防
犯

に
も

つ
な

が
り

ま
す

し
、

ご
家

族
の

方
の

精
神

的
な

不
安

の
軽

減
に

も
な

る
こ

と
と

思
わ

れ
ま

す
。

ご
返

答
の

ほ
ど

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
仕

様
書

が
添

付
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
4

4

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
サ

ポ
ー

タ
ー

)

歩
行

補
助

装
具

肢
体

障
害

者
用

初
め

ま
し

て
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
の

事
務

局
の

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
お

り
ま

す
、

下
沖

和
幸

と
い

い
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.1
2

3
k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.jp
/

オ
ス

マ
ン

・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

　
h

tt
p

:/
/
1

2
3

k
h

o
n

.c
o
m

/
　

が
福

祉
に

関
心

を
持

ち
活

動
を

し
て

い
る

こ
と

は
、

ご
存

知
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
の

サ
ン

コ
ン

さ
ん

が
「

け
あ

サ
ポ

」
に

掲
載

し
た

コ
メ

ン
ト

に
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
書

い
て

い
ま

す
。

「
ボ

ク
が

子
ど

も
の

と
き

は
サ

ッ
カ

ー
少

年
だ

っ
た

。
で

も
高

校
生

の
と

き
に

右
足

を
大

ケ
ガ

し
て

、
な

か
な

か
治

ら
な

か
っ

た
。

ギ
ニ

ア
は

医
療

が
ま

だ
ま

だ
だ

か
ら

、
足

が
悪

い
ま

ま
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

」
来

日
し

て
4

0
年

、
6

4
歳

に
な

っ
た

サ
ン

コ
ン

さ
ん

は
、

2
級

ヘ
ル

パ
ー

の
資

格
も

取
得

し
、

現
在

も
福

祉
を

題
材

に
し

た
講

演
活

動
を

行
っ

て
い

ま
す

。
そ

ん
な

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

が
最

近
悲

鳴
を

上
げ

て
い

ま
す

。
高

校
以

来
右

の
足

の
足

首
か

ら
内

側
に

曲
が

っ
た

ま
ま

、
ま

と
も

に
地

面
を

踏
み

し
め

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
当

然
靴

も
履

け
ま

せ
ん

。
大

き
め

の
サ

ン
ダ

ル
な

ど
を

加
工

し
て

足
カ

バ
ー

み
た

い
に

保
護

し
て

い
る

だ
け

で
す

。
タ

レ
ン

ト
活

動
の

中
で

当
然

歩
か

な
い

と
い

け
な

い
仕

事
で

は
、

痛
み

を
こ

ら
え

な
が

ら
頑

張
っ

て
い

ま
す

。
虫

の
い

い
相

談
で

す
が

、
こ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
に

足
に

装
着

し
て

痛
み

無
く

歩
け

る
補

助
装

具
を

開
発

し
て

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
く

れ
る

心
広

き
、

協
会

会
員

さ
ま

は
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

い
で

し
ょ

う
か

?
ま

だ
ま

だ
福

祉
の

た
め

に
意

欲
的

な
活

動
を

続
け

て
い

た
だ

き
た

く
、

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

本
人

の
事

務
所

の
許

可
を

得
て

投
稿

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
な

に
と

ぞ
日

本
で

頑
張

る
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
を

す
く

っ
て

あ
げ

て
く

だ
さ

い
。

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
　

サ
ポ

ー
タ

ー
　

下
沖

和
幸

3
4

5

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

流
通

メ
ー

カ
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
そ

の
他

(要
介

護
２

級
以

上
で

身
体

の
不

自
由

な
方

)

先
日

、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（

株
）

り
が

ー
ど

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
か

ら
ま

だ
日

は
浅

い
で

す
が

、
何

か
進

展
は

あ
り

ま
し

た
で

し
ょ

う
か

？
販

売
会

社
を

通
じ

介
護

事
業

所
な

ど
か

ら
、

「
身

体
の

不
自

由
な

方
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
の

不
安

が
少

し
で

も
解

消
さ

れ
る

の
で

、
承

認
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

」
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

お
り

ま
す

。
是

非
と

も
ご

検
討

い
た

だ
き

、
良

い
ご

返
答

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

3
4

6

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

流
通

メ
ー

カ
動

体
検

知
機

能
付

き
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

そ
の

他
(要

介
護

２
級

以
上

で
身

体
の

不
自

由
な

方
)

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
再

三
の

確
認

で
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
通

信
費

を
、

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

検
討

中
、

も
し

く
は

、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

3
4

7

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
光

っ
て

知
ら

せ
る

体
温

計
聴

覚
障

害
者

用
バ

イ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

測
り

終
わ

っ
た

こ
と

を
知

ら
せ

る
体

温
計

は
あ

り
ま

す
が

、
聴

覚
障

害
者

の
親

が
、

子
供

の
体

温
を

測
る

場
合

は
、

測
り

終
わ

っ
た

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

の
で

、
光

で
も

知
ら

せ
て

く
れ

る
体

温
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

3
4

8

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

用
具

選
択

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
）

法
人

内
に

て
、

福
祉

用
具

利
用

を
推

進
し

よ
う

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
た

く
思

っ
て

い
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・

文
献

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

○
○

な
人

に
対

し
て

は
リ

フ
ト

を
使

用
す

る
。

○
○

な
人

に
対

し
て

は
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

使
用

す
る

。
と

い
っ

た
感

じ
の

情
報

だ
と

う
れ

し
い

で
す

。

3
4

9

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
【

要
望

】
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
そ

の
他

(内
部

疾
患

者
用

)
東

京
都

で
実

施
さ

れ
て

い
る

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
す

。
外

か
ら

は
見

え
な

い
障

害
、

妊
婦

な
ど

を
持

っ
て

い
る

方
に

優
先

席
使

用
の

理
解

や
困

っ
て

い
る

時
の

手
伝

い
を

求
め

る
も

の
で

す
。

わ
た

し
は

線
維

筋
痛

症
を

患
っ

て
お

り
、

見
た

目
は

健
康

に
見

え
ま

す
が

優
先

席
を

使
用

し
た

い
場

合
が

多
い

の
で

、
使

っ
て

い
ま

す
が

、
東

京
都

の
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
は

マ
ー

ク
だ

け
な

の
で

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

マ
ー

ク
の

よ
う

に
よ

っ
ぽ

ど
認

知
度

が
高

く
な

ら
な

い
限

り
あ

ま
り

役
に

は
た

っ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

わ
た

し
は

自
作

で
シ

ー
ル

を
作

り
裏

面
に

「
私

は
内

部
疾

患
者

（
外

か
ら

は
見

え
な

い
障

害
）

で
す

。
優

先
席

の
使

用
を

ご
理

解
願

い
ま

す
」

と
い

う
文

章
を

貼
り

付
け

て
使

用
し

て
い

ま
す

。
健

康
な

方
に

は
マ

ー
ク

だ
け

で
は

わ
か

り
に

く
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

大
き

く
文

字
で

ア
ピ

ー
ル

し
て

内
部

疾
患

者
と

わ
か

る
よ

う
に

改
良

し
、

国
を

あ
げ

て
ア

ピ
ー

ル
し

て
も

ら
え

れ
ば

全
国

の
内

部
疾

患
者

の
大

き
な

助
け

に
な

る
と

考
え

ま
す

。
現

在
東

京
都

で
作

成
さ

れ
て

い
る

も
の

で
す

が
、

全
国

で
使

え
る

よ
う

に
要

望
し

ま
す

。

3
5

0

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

医
療

専
門

職
ベ

ッ
ド

：
臀

部
と

大
腿

の
境

の
目

印
そ

の
他

(介
護

者
・

医
療

職
の

た
め

)
ベ

ッ
ド

ア
ッ

プ
を

す
る

と
き

、
ベ

ッ
ド

の
ど

こ
か

ら
お

れ
る

か
確

認
し

に
く

い
た

め
、

矢
印

等
で

目
立

た
せ

る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の

3
5

1

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(障

害
体

験
者

)
肢

体
不

自
由

人
の

浴
室

椅
子

肢
体

障
害

者
用

当
考

案
は

自
分

が
ア

キ
レ

ス
腱

断
裂

し
た

時
、

ギ
ブ

ス
に

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
を

巻
き

つ
け

て
水

養
生

し
て

シ
ャ

ワ
ー

を
浴

び
る

際
に

イ
ス

に
腰

掛
た

ま
ま

で
、

陰
部

等
洗

浄
す

る
為

に
考

案
し

た
浴

室
用

イ
ス

で
有

る
、

障
害

の
程

度
に

よ
り

イ
ス

の
高

さ
は

別
と

し
て

、
座

面
は

十
文

字
に

凹
ま

せ
て

有
り

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
浴

室
に

備
え

設
置

し
て

あ
る

一
般

的
な

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ト
の

噴
出

口
を

上
向

き
に

置
く

事
の

可
能

な
幅

、
深

さ
の

凹
み

が
確

保
さ

れ
た

浴
室

用
イ

ス
で

あ
る

、
当

イ
ス

に
座

っ
た

ま
ま

で
凹

み
を

利
用

し
て

、
手

及
び

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ト
等

で
洗

浄
す

る
事

の
可

能
の

浴
室

用
イ

ス
で

あ
る

特
許

庁
に

登
録

済
で

す
是

非
製

品
化

及
び

販
売

の
方

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

3
5

2

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

ス
ロ

ー
プ

の
幅

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
増

や
し

た
い

そ
の

他
(全

般
)

家
の

段
差

の
ご

く
わ

ず
か

な
も

の
（

1
0

ｃ
ｍ

～
1

5
ｃ

ｍ
）

と
か

の
ス

ロ
ー

プ
に

つ
い

て
、

幅
広

い
範

囲
の

充
実

し
た

商
品

が
あ

る
と

う
れ

し
い

。

3
5

3
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

義
足

利
用

者
向

け
の

靴
下

や
サ

ポ
ー

タ
ー

肢
体

障
害

者
用

片
側

だ
け

売
っ

て
く

れ
る

靴
下

、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る

- 65 -



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
5

4

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
障

害
目

印
な

る
バ

ッ
チ

な
ど

そ
の

他
私

は
障

害
者

み
み

え
な

く
外

出
先

こ
ま

り
ま

す
。

知
的

と
精

神
か

ら
で

普
通

み
え

電
車

、
バ

ス
で

も
席

を
よ

ず
ら

れ
る

こ
と

な
く

困
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
な

に
か

体
に

つ
け

れ
て

認
知

さ
れ

る
よ

う
な

も
の

ほ
し

い
で

す

3
5

5

H
2

5
新

製
品

・
技

術
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 そ

の
他

(場
面

)お
む

つ
い

じ
り

防
止

そ
の

他
着

る
人

に
や

さ
し

く
、

介
護

に
も

や
さ

し
い

介
護

用
下

着

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・

お
む

つ
い

じ
り

や
弄

便
等

の
症

状
）

を
身

体
拘

束
や

、
運

動
・

行
動

を
制

限
せ

ず
に

、
防

止
す

る
事

を
目

的
に

介
護

用
下

着
を

開
発

し
ま

し
た

。

2
0

0
9

年
に

特
許

（
特

許
第

4
4

1
0

2
8

8
号

）
を

取
得

し
、

商
品

化
し

ま
し

た
。

特
許

情
報

は
「

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/
p

lid
b

.in
p

it
.g

o
.jp

/
p

ld
b

/
h

tm
l/

H
T

M
L
.L

/
2

0
1

0
/
0

0
3

/
L
2

0
1

0
0

0
3

5
1

9
.h

tm
l

現
在

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

個
人

向
け

通
信

販
売

を
し

て
い

ま
す

。
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

や
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

在
宅

ケ
ア

、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、

大
変

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

関
心

の
あ

る
方

、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

3
5

6

H
2

5
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
携

帯
式

手
動

運
転

装
置

昨
年

、
某

自
動

車
会

社
を

定
年

退
職

し
、

長
年

考
え

て
い

た
携

帯
式

手
動

運
転

装
置

製
造

販
売

の
個

人
事

業
を

始
め

た
者

で
す

。
最

低
限

の
機

能
追

加
と

最
小

限
の

費
用

追
加

で
車

い
す

の
方

が
車

を
運

転
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

と
言

う
想

い
を

持
っ

て
い

ま
す

。
手

で
ア

ク
セ

ル
と

ブ
レ

ー
キ

操
作

が
で

き
る

と
い

う
最

低
限

の
機

能
し

か
な

い
手

動
運

転
装

置
で

す
が

、
車

の
改

造
が

不
要

で
取

り
付

け
、

取
り

外
し

も
2

～
3

分
。

操
作

は
車

固
定

式
の

手
動

運
転

装
置

と
同

じ
、

押
し

て
ブ

レ
ー

キ
、

引
い

て
ア

ク
セ

ル
と

い
う

操
作

で
す

か
ら

違
和

感
な

く
使

っ
て

い
た

だ
け

る
と

確
信

し
て

い
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
見

て
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
サ

イ
ト

は
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.q
u

ic
k
-
o
n

e
.b

iz
で

す
。

3
5

7

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

火
災

を
感

知
し

て
振

動
す

る
枕

聴
覚

障
害

者
用

就
寝

中
に

火
災

が
発

生
し

て
火

災
報

知
機

が
作

動
し

て
も

、
非

常
ベ

ル
の

音
が

聴
こ

え
な

い
の

で
、

火
災

報
知

機
と

枕
が

連
動

し
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
枕

の
下

に
潜

り
込

ま
せ

、
火

災
が

発
生

す
る

と
振

動
す

る
商

品
を

以
前

使
っ

て
い

ま
し

た
が

、
寝

て
い

る
間

に
枕

か
ら

ず
れ

て
し

ま
っ

て
全

く
意

味
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
ま

た
、

防
災

の
た

め
と

は
い

え
、

毎
日

火
災

だ
け

の
た

め
に

枕
の

下
に

機
器

を
入

れ
る

の
は

煩
わ

し
い

で
す

。
生

活
す

る
上

で
必

要
不

可
欠

な
も

の
に

機
能

を
備

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

3
5

8

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
危

険
を

知
ら

せ
る

た
め

の
機

器

聴
覚

障
害

者
用

道
を

歩
い

て
い

る
と

、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、

緊
急

車
両

の
サ

イ
レ

ン
、

車
の

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

が
聞

こ
え

ず
に

危
険

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

何
ら

か
の

方
法

で
、

サ
イ

レ
ン

や
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
等

の
音

を
検

知
し

、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

利
用

し
て

緊
急

車
両

な
ど

の
位

置
を

把
握

で
き

る
と

危
険

の
回

避
に

つ
な

が
る

。

3
5

9

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

キ
ッ

チ
ン

で
前

後
座

右
に

動
け

る
小

回
り

可
能

な
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー

肢
体

障
害

者
用

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、

室
内

で
は

サ
ン

ダ
ル

利
用

を
し

て
い

る
、

６
４

歳
の

ポ
ス

ト
ポ

リ
オ

症
候

群
の

女
性

で
す

。
現

在
は

、
D

ｒ
　

P
T

 装
具

士
の

方
々

の
ア

ド
バ

イ
ス

に
よ

り
、

少
し

で
も

体
力

低
下

を
緩

慢
に

す
る

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

主
婦

で
す

か
ら

家
事

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
は

で
き

る
限

り
歩

く
こ

と
の

で
き

る
期

間
を

長
く

し
た

い
一

念
で

す
。

家
事

の
中

で
一

番
つ

ら
い

の
が

台
所

で
の

立
ち

仕
事

で
す

。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。

で
も

、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。

右
下

肢
で

体
重

を
支

え
る

こ
と

が
多

く
、

し
か

も
踵

に
力

が
入

る
た

め
、

体
が

後
ろ

に
倒

れ
そ

う
で

不
安

定
に

な
り

ま
す

。
椅

子
に

座
っ

て
、

な
お

か
つ

キ
ッ

チ
ン

で
自

由
に

動
け

る
イ

ス
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

な
か

な
か

良
い

も
の

が
見

つ
か

り
ま

せ
ん

。
狭

い
ス

ペ
ー

ス
で

す
か

ら
、

（
流

し
台

と
テ

ー
ブ

ル
、

テ
ー

ブ
ル

と
食

器
棚

の
間

は
そ

れ
ぞ

れ
お

お
よ

そ
６

０
㎝

弱
、

キ
ッ

チ
ン

の
高

さ
8

5
㎝

、
私

の
身

長
は

1
5

8
㎝

）
キ

ッ
チ

ン
や

テ
ー

ブ
ル

を
伝

っ
た

り
、

足
で

床
を

蹴
っ

た
り

し
て

前
後

左
右

に
移

動
で

き
る

、
そ

ん
な

椅
子

を
ど

な
た

か
開

発
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
今

ま
で

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
用

具
展

示
会

な
ど

で
話

し
て

み
ま

し
た

が
、

よ
い

反
応

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

私
な

り
に

試
し

た
も

の
一

例
を

挙
げ

ま
す

。
①

　
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　

　
一

所
で

仕
事

を
す

る
に

は
便

利
で

す
。

し
か

し
キ

ッ
チ

ン
で

の
仕

事
は

左
右

へ
の

動
き

が
重

要
で

す
。

　
　

長
下

肢
装

具
を

付
け

て
い

る
た

め
立

っ
た

り
座

っ
た

り
す

る
た

び
に

膝
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

操
作

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
と

て
も

面
倒

で
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
、

こ
ん

な
感

じ
の

物
で

す
。

（
昔

5
0

0
0

円
程

で
買

い
ま

し
た

）
　

　
h

tt
p

:/
/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
k
a
g
u

c
h

/
a
s
2

4
0

/
#

a
s
2

4
0

②
　

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
の

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

　
　

座
位

の
高

め
の

椅
子

は
、

安
定

性
を

保
つ

た
め

に
か

、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

座
ろ

う
と

す
る

と
軽

く
逃

げ
ら

れ
、

座
り

損
な

っ
て

こ
ろ

ぶ
こ

と
が

多
く

な
り

危
険

そ
う

で
す

。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、

下
部

直
径

が
小

さ
な

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
だ

っ
た

ら
使

え
そ

う
な

気
が

す
る

の
で

す
が

･
･
･
（

素
人

判
断

？
）

3
6

0

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
補

聴
援

助
用

Ｆ
Ｍ

マ
イ

ク
（

連
携

型
）

聴
覚

障
害

者
用

補
聴

援
助

用
周

波
数

1
6

9
M

H
z
が

電
波

法
で

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

Ｆ
Ｍ

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
で

実
際

に
製

品
化

さ
れ

て
い

る
の

は
、

私
の

知
る

限
り

４
社

の
み

で
す

。
そ

れ
も

送
信

機
：

受
信

機
が

１
対

１
の

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
送

信
機

（
マ

イ
ク

）
を

複
数

同
時

に
使

え
る

メ
ー

カ
ー

は
１

社
の

み
。

難
聴

者
が

必
要

な
マ

イ
ク

は
１

本
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
会

議
な

ど
、

多
数

の
人

が
同

席
し

て
い

る
と

き
に

、
マ

イ
ク

１
本

で
は

役
に

立
ち

ま
せ

ん
。

複
数

の
マ

イ
ク

を
同

時
に

使
用

で
き

る
、

し
か

も
安

価
な

シ
ス

テ
ム

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

3
6

1

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
電

話
の

音
を

拾
い

や
す

く
す

る
機

器
聴

覚
障

害
者

用
耳

か
け

型
補

聴
器

を
つ

け
た

ま
ま

電
話

を
す

る
と

マ
イ

ク
が

上
の

方
に

あ
り

、
音

を
拾

い
づ

ら
い

。
補

聴
器

側
で

電
話

の
音

を
う

ま
く

拾
え

な
い

こ
と

も
あ

り
、

外
し

た
ほ

う
が

聴
こ

え
が

い
い

と
き

も
あ

る
。

電
話

の
時

に
音

を
拾

い
や

す
く

工
夫

さ
れ

た
補

聴
器

ま
た

は
電

話
器

が
あ

る
と

便
利

。

3
6

2

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
Ｆ

Ｍ
補

聴
器

の
マ

イ
ク

聴
覚

障
害

者
用

F
M

補
聴

シ
ス

テ
ム

は
、

基
本

的
に

マ
イ

ク
1

本
を

使
い

ま
わ

す
た

め
、

集
団

で
行

う
会

議
な

ど
で

は
ス

ム
ー

ズ
な

進
行

が
で

き
ま

せ
ん

。
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
が

最
大

1
0

本
ま

で
マ

イ
ク

の
音

を
拾

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
を

販
売

し
て

い
る

が
、

マ
イ

ク
の

単
価

が
高

い
（

1
本

3
～

4
万

円
程

度
）

た
め

、
個

人
で

揃
え

る
に

は
限

界
が

あ
り

ま
す

。
Ｆ

Ｍ
補

聴
シ

ス
テ

ム
で

同
時

に
複

数
マ

イ
ク

が
使

用
可

能
で

、
か

つ
マ

イ
ク

の
価

格
が

安
価

な
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
6

3

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
オ

プ
シ

ョ
ン

で
磁

気
ル

ー
プ

機
能

を
補

聴
器

に
追

加
す

る

聴
覚

障
害

者
用

磁
気

ル
ー

プ
は

効
果

が
あ

り
ま

す
が

、
補

聴
器

自
体

に
機

能
が

な
い

場
合

、
代

替
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

箱
形

の
受

信
機

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

も
そ

も
補

聴
器

は
そ

の
人

に
適

合
さ

せ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

単
に

音
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

だ
け

な
の

で
、

補
聴

器
自

体
に

磁
気

ル
ー

プ
機

能
が

な
く

て
も

、
後

付
け

で
簡

単
に

取
り

付
け

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

3
6

4
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

電
話

に
取

り
付

け
可

能
な

拡
声

器
聴

覚
障

害
者

用
電

話
の

受
話

器
に

取
り

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
拡

声
器

が
あ

り
ま

す
が

、
携

帯
電

話
の

場
合

に
は

小
さ

く
て

薄
い

の
で

、
取

り
付

け
が

困
難

で
す

。
携

帯
電

話
に

も
取

り
付

け
可

能
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

3
6

5

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
字

幕
表

示
機

能
付

き
電

話
機

聴
覚

障
害

者
用

ア
メ

リ
カ

で
字

幕
表

示
機

能
の

つ
い

た
電

話
機

が
あ

る
と

聞
き

ま
し

た
。

仕
組

み
と

し
て

は
オ

ペ
レ

ー
タ

が
介

在
し

、
話

者
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
、

相
手

の
電

話
機

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

表
示

す
る

仕
組

み
の

よ
う

で
す

（
た

ぶ
ん

）
そ

の
よ

う
な

仕
組

み
（

サ
ー

ビ
ス

？
）

が
あ

れ
ば

と
て

も
助

か
り

ま
す

が
、

や
は

り
介

在
な

く
、

電
話

機
が

音
声

を
認

識
し

て
ダ

イ
レ

ク
ト

に
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

文
字

が
表

示
さ

れ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

3
6

6
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

認
識

ソ
フ

ト
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

用
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム
の

機
材

を
持

ち
込

め
な

い
時

に
、

iP
a
d

の
音

声
認

識
ソ

フ
ト

を
使

用
す

る
が

、
集

団
の

中
で

使
用

す
る

と
、

い
ろ

い
ろ

な
音

を
拾

っ
て

し
ま

っ
て

う
ま

く
認

識
で

き
ま

せ
ん

。
必

要
な

音
声

だ
け

を
拾

っ
て

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

よ
う

に
機

能
を

向
上

し
て

欲
し

い
で

す
。

3
6

7
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

メ
ガ

ネ
型

字
幕

表
示

機
器

聴
覚

障
害

者
用

音
声

を
変

換
す

る
端

末
を

持
ち

歩
く

の
は

手
が

塞
が

っ
て

し
ま

う
し

不
便

で
す

。
端

末
よ

り
も

、
自

分
が

向
い

た
方

向
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

表
示

し
て

く
れ

る
メ

ガ
ネ

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

3
6

8

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

行
政

銀
行

の
A

T
M

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
で

外
出

で
き

る
身

体
障

害
者

が
銀

行
の

Ａ
Ｔ

Ｍ
で

預
金

の
払

い
出

し
を

し
た

い
際

、
行

員
の

支
援

は
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
い

。
こ

の
場

合
暗

証
番

号
の

入
力

に
関

し
て

は
行

員
が

関
与

で
き

な
い

と
言

わ
れ

る
。

ハ
ン

ド
セ

ッ
ト

の
A

T
M

は
受

話
器

の
よ

う
な

も
の

が
手

元
に

伸
ば

せ
て

暗
証

番
号

を
入

力
す

れ
ば

い
い

が
、

そ
の

ボ
タ

ン
は

緊
張

な
ど

が
あ

る
身

体
障

害
者

に
は

小
さ

か
っ

た
り

、
入

力
時

間
が

短
か

っ
た

り
で

利
用

が
で

き
な

い
。

窓
口

で
の

払
い

出
し

し
か

出
来

な
い

と
な

る
と

3
時

ま
で

し
か

払
い

出
し

が
出

来
な

い
と

い
う

ハ
ン

デ
と

な
る

。
暗

証
番

号
の

問
題

が
ク

リ
ア

で
き

る
よ

う
な

機
能

が
A

T
M

に
備

わ
る

と
い

い
。

3
6

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

福
祉

専
門

職
装

着
が

簡
単

で
壊

れ
に

く
い

装
具

そ
の

他
(障

害
児

用
)

簡
単

に
装

着
が

で
き

て
壊

れ
に

く
い

（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

そ
う

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。

3
7

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

そ
の

他
("

")
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
装

具
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
簡

単
に

装
着

で
き

る
装

具
が

ほ
し

い
。

ソ
フ

ト
な

素
材

で
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

も
の

が
い

い
。

3
7

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
装

具
児

童
の

補
装

具
に

つ
い

て
で

す
。

娘
の

足
の

補
装

具
に

つ
い

て
困

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
い

ま
ま

で
は

歩
行

中
に

使
用

す
る

た
め

、
学

校
用

と
家

用
に

2
つ

の
短

下
肢

装
具

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
，

成
長

期
の

娘
は

、
身

長
体

重
が

一
気

に
伸

び
、

最
近

足
の

変
形

が
気

に
な

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

整
形

の
先

生
に

相
談

し
た

と
こ

ろ
、

こ
の

ま
ま

変
形

が
進

め
ば

、
歩

行
も

困
難

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
そ

こ
で

、
変

形
を

少
し

で
も

防
ぐ

た
め

に
、

寝
て

い
る

と
き

に
つ

け
る

装
具

が
必

要
と

い
う

こ
と

で
、

市
の

方
へ

申
請

に
い

き
ま

し
た

が
、

装
具

は
2

具
ま

で
し

か
認

め
ら

れ
な

い
と

の
こ

と
で

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

今
の

状
況

で
は

、
就

寝
時

の
装

具
が

必
要

な
状

況
な

の
で

、
次

回
か

ら
短

下
肢

装
具

は
１

具
の

み
に

し
ま

す
の

で
、

（
家

と
学

校
を

分
け

ず
ひ

と
つ

だ
け

に
し

ま
す

。
）

そ
れ

で
も

認
め

て
も

ら
え

ま
せ

ん
か

と
い

う
訴

え
に

も
答

え
は

変
わ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

今
回

の
よ

う
な

変
形

と
い

う
想

定
外

の
状

況
で

も
、

認
め

て
も

ら
え

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

す
み

ま
せ

ん
が

、
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
7

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
利

用
者

イ
ア

リ
ン

グ
型

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

用
軽

く
、

小
さ

く
、

お
し

ゃ
れ

な
も

の
で

、
気

軽
に

つ
け

ら
れ

る
も

の
。

骨
震

動
の

も
の

で
、

う
る

さ
く

響
か

な
い

も
の

。

3
7

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

補
聴

器
福

祉
専

門
職

雑
音

だ
け

が
聞

こ
え

な
い

耳
栓

そ
の

他
雑

音
（

他
利

用
者

の
声

等
）

で
不

安
定

に
な

っ
て

し
ま

う
利

用
者

向
け

で
す

。
耳

栓
の

中
に

機
械

を
取

り
付

け
、

雑
音

と
必

要
な

音
を

区
別

し
て

く
れ

る
耳

栓
が

あ
る

と
い

い
。

そ
れ

を
つ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

騒
が

し
い

環
境

で
も

落
ち

着
い

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

3
7

4

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

補
聴

器
補

聴
器

の
お

試
し

サ
ロ

ン
等

の
設

置
高

齢
者

に
多

く
見

ら
れ

る
補

聴
器

の
不

具
合

に
つ

い
て

で
す

が
、

2
－

3
回

ま
で

は
、

販
売

店
に

調
整

に
伺

う
も

の
の

、
改

善
さ

れ
な

い
と

結
局

、
つ

か
わ

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

色
々

な
タ

イ
プ

が
改

善
さ

れ
新

製
品

が
出

て
い

る
よ

う
で

す
が

本
人

の
生

活
改

善
に

つ
な

が
る

も
の

か
、

大
変

迷
い

ま
す

。
使

い
勝

手
、

生
活

環
境

な
ど

を
含

め
て

体
験

で
き

る
の

が
無

駄
な

費
用

も
な

く
望

ま
し

い
と

考
え

ま
す

。
特

定
の

メ
ー

カ
ー

に
捕

ま
る

こ
と

な
く

、
一

個
人

で
は

む
ず

か
し

い
取

り
組

み
で

も
あ

り
、

同
様

の
問

題
を

抱
え

る
人

は
潜

在
的

に
も

多
く

改
善

で
き

た
ら

良
い

か
と

思
い

ま
す

。

3
7

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
そ

の
他

("
")

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
盲

ろ
う

者
用

盲
ろ

う
者

は
白

杖
を

使
う

が
、

外
見

で
盲

ろ
う

者
と

わ
か

ら
な

い
人

が
プ

ラ
イ

ド
が

あ
り

、
使

わ
ず

に
生

活
し

て
い

る
人

が
い

る
。

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、

見
た

目
が

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。

3
7

6

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
開

発
メ

ー
カ

見
て

す
ぐ

に
障

が
い

者
と

分
か

る
杖

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

に
は

、
白

色
の

杖
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
一

般
の

人
が

杖
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

視
覚

障
害

者
だ

と
分

か
り

ま
す

。
肢

体
障

が
い

者
用

は
、

黄
色

の
杖

に
統

一
す

る
と

同
じ

よ
う

に
す

ぐ
に

分
か

る
と

思
う

の
で

、
外

出
時

の
気

分
的

な
負

担
が

軽
減

出
来

る
と

思
う

の
で

、
ル

ー
ル

化
を

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

皆
さ

ん
の

ご
意

見
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

3
7

7

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
視

覚
障

害
者

用
信

号
機

識
別

装
置

ほ
と

ん
ど

の
信

号
機

に
は

音
声

が
付

い
て

い
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

視
覚

障
害

者
は

危
険

な
思

い
を

し
な

が
ら

渡
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

管
轄

の
警

察
な

ど
に

、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

折
角

付
い

て
い

て
も

、
そ

の
音

が
う

る
さ

い
と

消
さ

れ
る

例
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
昨

今
の

画
像

処
理

技
術

な
ど

を
活

用
し

、
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
な

ど
で

信
号

機
を

捉
え

、
識

別
す

る
装

置
を

開
発

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

思
い

つ
い

た
ア

イ
デ

ア
な

の
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

に
投

稿
し

ま
し

た
。

3
7

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
軽

々
歩

行
器

　
(　

公
共

の
バ

ス
・

電
車

に
も

一
人

で
乗

れ
る

　
！

　
）

肢
体

障
害

者
用

腰
が

痛
ん

で
歩

け
な

い
人

た
ち

で
も

、
歩

行
器

が
あ

れ
ば

長
い

距
離

を
歩

く
こ

と
が

出
来

ル
人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す

。
で

も
そ

ん
な

ひ
と

で
も

、
家

か
ら

出
て

い
け

な
く

な
る

の
は

、
歩

行
器

が
外

出
用

に
作

ら
れ

て
な

い
か

ら
で

す
。

歩
行

器
は

た
い

が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
で

す
。

軽
く

て
、

丈
夫

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
た

た
め

る
、

安
定

性
も

考
慮

し
た

、
そ

ん
な

歩
行

補
助

器
が

欲
し

い
の

で
す

。
公

共
の

乗
り

物
に

も
乗

れ
る

よ
う

に
た

た
ん

で
軽

く
持

て
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
カ

－
ト

は
歩

行
器

に
は

無
理

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
7

9

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

流
通

メ
ー

カ
ピ

ア
バ

ッ
グ

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
の

転
倒

時
に

頭
な

ど
に

受
け

る
衝

撃
を

瞬
時

に
開

く
エ

ア
バ

ッ
グ

で
守

る
こ

と
が

で
き

る
の

が
ピ

ア
バ

ッ
グ

で
す

。
皆

様
の

ご
要

望
に

応
え

電
動

車
い

す
に

対
応

し
た

ピ
ア

バ
ッ

グ
２

が
新

登
場

！
転

倒
だ

け
で

な
く

、
衝

突
時

に
も

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
く

新
設

計
で

安
全

性
を

高
め

ま
し

た
。

普
段

は
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
よ

う
に

簡
単

に
装

着
で

き
る

と
共

に
同

時
に

車
い

す
本

体
の

安
全

ベ
ル

ト
の

役
目

も
し

ま
す

。
そ

し
て

転
倒

な
ど

の
緊

急
時

に
は

セ
ン

サ
が

感
知

し
約

０
．

２
秒

の
ス

ピ
ー

ド
で

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
き

、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
p

ro
p

-
g
.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
t_

p
ia

b
a
g
2

.h
tm

l

3
8

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
の

紹
介

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

　
平

成
2

4
年

2
月

、
3

月
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「

サ
キ

ど
り

」
で

紹
介

さ
れ

た
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
は

、
東

北
大

学
院

医
学

系
研

究
科

客
員

教
授

・
半

田
康

延
博

士
グ

ル
ー

プ
の

考
案

に
よ

り
商

品
化

さ
れ

た
も

の
で

す
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
の

利
用

者
例

は
次

の
通

り
で

す
。

①
廃

用
症

候
群

 ②
慢

性
閉

塞
性

肺
疾

患
、

閉
塞

性
動

脈
硬

化
症

③
脊

柱
管

狭
窄

症
、

関
節

ﾘ
ｳ
ﾏ
ﾁ
、

変
形

性
股

関
節

・
膝

関
節

症
、

大
腿

骨
骨

折
④

末
梢

神
経

疾
患

⑤
ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、

脳
性

ﾏ
ﾋ
、

小
脳

性
運

動
失

調
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ

ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
脊

髄
性

痙
性

ﾏ
ﾋ
、

脊
髄

・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
は

、
ニ

ュ
ー

ロ
モ

デ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
神

経
調

節
機

能
に

着
目

し
て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

従
来

動
か

な
い

と
さ

れ
て

い
た

麻
痺

側
の

足
が

、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、

ペ
ダ

ル
こ

ぎ
を

始
め

ま
す

。
　

リ
ハ

ビ
リ

で
ペ

ダ
リ

ン
グ

が
で

き
て

い
る

方
は

、
す

ぐ
に

で
も

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
利

用
で

き
ま

す
。

　
ま

た
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
日

常
で

利
用

さ
れ

て
い

る
方

は
、

歩
行

能
力

も
向

上
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
　

目
標

が
、

歩
く

と
し

て
い

る
方

は
、

是
非

試
し

乗
り

を
お

勧
め

し
ま

す
。

　
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。

3
8

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
手

軽
に

着
脱

で
き

る
車

椅
子

用
転

倒
防

止
バ

ー
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
日

常
用

の
車

椅
子

で
転

倒
防

止
バ

ー
を

常
時

装
着

す
る

と
、

段
差

を
越

え
る

場
合

等
に

邪
魔

に
な

る
な

ど
不

都
合

な
点

が
あ

り
、

行
動

範
囲

が
大

き
く

制
限

さ
れ

て
し

ま
う

。
そ

う
い

っ
た

理
由

で
、

日
常

用
の

車
椅

子
に

転
倒

防
止

バ
ー

を
装

着
し

て
い

な
い

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
が

そ
の

ま
ま

気
軽

に
車

椅
子

ス
ポ

ー
ツ

等
を

行
お

う
と

す
る

と
、

バ
ッ

ク
動

作
等

で
転

倒
す

る
危

険
性

が
高

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

手
軽

に
レ

バ
ー

を
捻

れ
ば

、
車

椅
子

に
装

着
出

来
る

機
構

の
転

倒
防

止
バ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

ま
た

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

、
例

え
ば

子
守

り
で

赤
ち

ゃ
ん

を
抱

っ
こ

す
る

時
な

ど
、

絶
対

に
転

倒
を

避
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

場
面

で
も

活
躍

が
見

込
め

る
。

3
8

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

刺
激

の
少

な
い

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
砂

利
道

や
凸

凹
道

で
も

利
用

者
に

伝
わ

る
刺

激
が

少
な

く
な

る
車

い
す

。
ボ

タ
ン

を
押

し
た

ら
タ

イ
ヤ

が
変

形
し

て
路

面
に

対
応

し
て

く
れ

る
。

3
8

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

両
の

後
部

座
席

乗
車

時
の

車
酔

い
を

防
止

す
る

装
置

そ
の

他
通

院
時

や
外

出
時

に
車

い
す

の
ま

ま
車

両
に

乗
る

場
合

、
車

両
の

最
後

部
に

車
い

す
を

固
定

す
る

と
遠

心
力

等
の

影
響

で
、

ど
う

し
て

も
車

酔
い

し
や

す
く

な
っ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

3
8

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

車
い

す
用

テ
ー

ブ
ル

（
取

り
外

し
）

肢
体

障
害

者
用

取
り

外
し

が
で

き
る

が
、

通
常

乗
り

降
り

の
際

は
横

に
ず

れ
る

よ
う

に
し

て
、

い
ち

い
ち

取
り

外
さ

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
す

る
。

読
書

や
軽

い
飲

食
用

に
車

い
す

に
乗

っ
た

状
態

で
物

を
置

け
る

よ
う

に
す

る
。

3
8

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

移
動

装
置

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
に

移
動

し
て

も
ら

う
の

が
重

く
て

と
て

も
大

変
（

特
に

低
い

と
こ

ろ
か

ら
高

い
と

こ
ろ

に
動

か
す

場
合

）
。

車
い

す
と

ベ
ッ

ド
等

を
座

っ
た

ま
ま

自
動

で
移

動
で

き
れ

ば
介

助
が

楽
に

な
る

。

3
8

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

フ
ィ

ル
タ

ー
付

き
吸

い
飲

み
そ

の
他

吸
い

飲
み

で
水

分
を

飲
ん

で
も

ら
う

際
、

対
象

者
の

口
内

に
食

べ
物

が
残

っ
て

い
る

と
逆

流
し

て
吸

い
飲

み
内

に
食

べ
物

が
入

っ
て

し
ま

う
。

そ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

吸
い

飲
み

の
口

の
部

分
に

水
分

だ
け

通
る

フ
ィ

ル
タ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

付
け

る
。

吸
い

飲
み

内
が

不
潔

に
な

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

3
8

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

車
い

す
用

ラ
イ

ト
肢

体
障

害
者

用
自

操
式

の
一

般
的

な
車

い
す

に
オ

プ
シ

ョ
ン

で
付

け
ら

れ
る

ラ
イ

ト
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
夜

間
外

出
す

る
と

き
に

す
ぐ

に
装

着
で

き
、

光
の

照
ら

す
角

度
も

自
由

に
調

整
で

き
る

と
便

利
で

あ
る

。

3
8

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
角

度
計

付
き

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
確

認
と

要
望

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
退

院
の

際
に

在
宅

で
の

家
族

や
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

な
ど

が
使

用
す

る
時

も
角

度
が

曖
昧

に
な

り
、

誤
嚥

の
リ

ス
ク

や
褥

創
の

リ
ク

ス
も

高
く

な
っ

て
い

る
状

況
も

み
ら

れ
ま

す
。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、

角
度

計
な

ど
で

数
値

化
で

き
る

車
い

す
が

あ
っ

た
ら

助
か

り
ま

す
。

私
が

知
ら

な
い

だ
け

か
も

し
れ

ま
せ

ん
で

の
、

既
存

の
も

の
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。

3
8

9

H
2

4
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

ワ
ン

ハ
ン

ド
フ

ッ
ト

固
定

ベ
ル

ト
本

シ
ス

テ
ム

内
で

ニ
ー

ズ
を

投
稿

し
、

実
際

に
メ

ー
カ

ー
と

協
力

し
て

製
作

さ
れ

た
製

品
を

ご
紹

介
し

ま
す

！
片

麻
痺

の
方

が
車

い
す

で
坂

道
や

段
差

を
走

行
す

る
時

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

麻
痺

側
の

足
が

落
ち

て
し

ま
う

と
い

う
ニ

ー
ズ

か
ら

生
ま

れ
た

、
固

定
ベ

ル
ト

で
す

。
片

腕
の

み
で

装
着

可
能

で
、

長
さ

も
調

節
で

き
ま

す
。

足
を

固
定

す
る

こ
と

で
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
足

が
ず

れ
を

落
ち

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ご

意
見

、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、

本
シ

ス
テ

ム
で

ご
紹

介
く

だ
さ

い
！

3
9

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
電

動
車

い
す

利
用

者
電

動
車

い
す

の
種

類
の

選
択

肢
体

障
害

者
用

今
回

、
電

動
車

い
す

の
対

応
年

数
が

６
年

経
過

し
て

新
し

い
電

動
車

椅
子

椅
子

に
変

え
よ

う
と

し
て

大
阪

市
内

の
リ

ハ
ビ

リ
セ

ン
タ

ー
で

判
定

を
受

け
ま

し
た

が
、

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
の

電
動

車
い

す
は

厚
労

省
が

認
可

し
て

お
ら

ず
出

せ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
こ

の
場

合
、

認
可

さ
れ

て
ま

せ
ん

か
？

前
輪

が
普

通
型

だ
と

回
転

は
小

回
り

が
出

来
ま

す
が

、
一

回
転

し
て

か
ら

で
な

い
と

次
の

行
動

が
出

来
ま

せ
ん

。
周

囲
に

人
が

い
た

場
合

接
触

の
恐

れ
が

あ
り

と
て

も
危

険
で

す
。

だ
か

ら
と

言
っ

て
社

会
参

加
・

移
動

制
約

者
の

権
利

の
剥

奪
は

あ
り

え
ま

せ
ん

。
電

動
車

い
す

の
使

用
に

当
た

り
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

は
前

後
し

か
動

き
ま

せ
ん

が
、

ダ
イ

レ
ク

ト
に

回
転

・
左

右
に

操
作

が
伝

わ
る

た
め

ス
ム

ー
ズ

・
滑

ら
か

に
操

作
が

出
来

、
安

全
な

走
行

が
出

来
ま

す
。

3
9

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
意

思
伝

達
装

置
利

用
者

の
家

族
意

思
を

確
認

す
る

た
め

の
機

器
肢

体
障

害
者

用
Ａ

Ｌ
Ｓ

（
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

）
の

方
で

、
以

前
は

目
の

微
妙

な
動

き
に

よ
り

、
意

思
確

認
を

し
て

い
ま

し
た

が
、

現
在

は
そ

れ
も

難
し

く
な

り
、

特
に

選
挙

の
投

票
な

ど
の

意
思

確
認

が
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
こ

う
し

た
方

の
意

思
を

確
認

で
き

る
よ

う
な

機
器

の
開

発
を

望
み

ま
す

。

3
9

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
意

思
伝

達
装

置
の

改
良

肢
体

障
害

者
用

眼
球

運
動

や
視

線
に

よ
っ

て
操

作
を

行
う

、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、

よ
り

安
く

手
軽

に
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
あ

り
が

た
い

で
す

。

3
9

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
脳

波
を

利
用

し
た

意
思

伝
達

装
置

肢
体

障
害

者
用

体
が

完
全

に
動

か
な

く
な

り
、

意
思

伝
達

装
置

等
の

操
作

が
不

可
能

に
な

っ
た

方
の

た
め

に
、

脳
波

を
測

定
し

、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
も

伝
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

3
9

4

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
そ

の
他

("
")

回
転

便
器

肢
体

障
害

者
用

初
め

ま
し

て
。

１
０

年
以

上
前

に
、

「
回

転
便

器
」

を
考

案
し

た
も

の
で

す
。

Y
o
u

 t
u

b
e
で

「
回

転
便

器
」

を
公

開
し

ま
し

た
所

国
内

外
か

ら
、

「
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

で
す

か
？

」
　

「
便

利
で

す
ね

・
・

・
・

」
「

欲
し

い
の

で
す

か
・

・
・

・
」

と
言

う
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
ま

す
。

【
開

発
の

き
っ

か
け

】
1

5
年

ま
え

に
、

「
回

転
便

座
」

を
考

案
し

て
、

実
用

新
案

を
取

得
し

ま
し

た
。

そ
の

時
は

、
便

座
が

回
転

す
る

と
、

こ
ん

な
に

便
利

で
あ

る
と

思
っ

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
便

座
が

回
転

す
る

だ
け

の
ア

イ
デ

ア
で

し
た

。
そ

の
時

は
、

正
直

言
っ

て
ま

だ
冗

談
半

分
で

し
た

。
そ

れ
か

ら
、

便
器

を
ど

う
し

て
回

せ
ば

良
い

か
を

考
え

ま
し

た
。

回
転

便
器

は
、

私
に

著
作

権
が

あ
る

よ
う

で
す

。
で

す
か

ら
、

特
許

の
審

査
請

求
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
設

置
箇

所
は

病
院

、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・

・
・

・
・

で
す

。
車

イ
ス

生
活

者
は

日
本

で
４

０
０

万
人

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

世
界

中
で

、
何

千
万

人
で

し
ょ

う
？

こ
れ

か
ら

、
高

齢
者

・
身

障
者

は
増

え
て

い
き

ま
す

。
少

し
で

も
、

ト
イ

レ
の

使
用

者
、

介
護

す
る

人
の

労
力

の
軽

減
を

は
か

る
た

め
に

、
商

品
化

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？
そ

し
て

、
製

造
、

販
売

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん

か
？

3
9

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ウ
レ

タ
ン

製
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

利
用

者
の

中
に

は
、

便
座

カ
バ

ー
を

取
り

付
け

て
も

、
そ

れ
を

取
り

外
し

て
便

器
の

中
に

入
れ

て
流

し
て

し
ま

う
方

が
い

ま
す

。
そ

の
た

め
冬

季
時

に
は

冷
た

い
便

座
シ

ー
ト

に
座

っ
て

排
泄

し
て

い
ま

す
。

ウ
レ

タ
ン

製
の

脱
着

可
能

な
便

座
シ

ー
ト

が
あ

れ
ば

、
寒

い
期

間
「

ヒ
ヤ

ー
」

と
し

た
感

覚
で

な
か

な
か

排
泄

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
利

用
者

も
ス

ム
ー

ズ
な

排
泄

が
可

能
に

な
り

ま
す

。

3
9

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ト

イ
レ

で
の

手
す

り
肢

体
障

害
者

用
ト

イ
レ

の
壁

に
取

り
付

け
た

手
す

り
に

つ
か

ま
っ

て
の

立
ち

上
が

り
で

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、

手
す

り
の

角
度

が
自

由
に

つ
け

ら
れ

る
手

す
り

が
あ

っ
た

ら
便

利
だ

と
思

う
。

3
9

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
失

禁
感

知
オ

ム
ツ

（
セ

ン
サ

ー
）

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
尿

や
便

を
感

知
し

、
す

ぐ
に

取
り

替
え

ら
れ

る
オ

ム
ツ

で
す

。
感

知
機

は
、

オ
ム

ツ
か

ら
取

り
外

し
が

で
き

る
も

の
で

、
洗

え
る

も
の

が
い

い
で

す
。

オ
ム

ツ
や

パ
ン

ツ
の

中
に

入
れ

て
お

い
て

失
禁

を
感

知
し

ま
す

。

3
9

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
障

害
者

団
体

衝
撃

吸
収

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

(障
害

児
用

)

外
で

車
い

す
を

使
う

時
に

、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、

タ
イ

ヤ
で

は
な

く
て

ベ
ル

ト
の

車
輪

み
た

い
や

つ
が

い
い

か
も

。
そ

れ
と

長
時

間
車

い
す

に
乗

っ
て

い
る

と
足

の
血

流
が

悪
く

な
る

た
め

、
電

動
車

い
す

の
よ

う
に

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

自
動

で
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

。

3
9

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
("

")
知

的
障

害
者

が
使

用
で

き
る

生
理

用
品

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

生
理

の
時

に
ナ

プ
キ

ン
を

使
用

で
き

な
い

方
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

4
0

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
排

便
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

教
え

て
く

れ
る

装
置

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

知
的

障
害

者
の

方
に

下
剤

等
を

使
っ

て
便

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
の

で
、

便
意

が
あ

っ
て

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

と
れ

ず
、

紙
オ

ム
ツ

を
使

っ
て

い
て

も
便

が
漏

れ
て

し
ま

う
。

便
が

出
そ

う
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

教
え

て
く

れ
る

器
具

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

4
0

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
入

浴
関

連
用

具
開

発
メ

ー
カ

介
護

用
半

身
入

浴
装

置
そ

の
他

特
許

第
4

9
8

5
8

5
6

号
の

本
製

品
は

、
ベ

ッ
ド

の
上

で
、

上
半

身
を

背
も

た
れ

に
乗

せ
た

、
楽

な
姿

勢
で

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
で

き
る

。

１
　

浴
槽

機
能

①
 ベ

ッ
ド

上
で

身
体

の
下

に
浴

槽
シ

ー
ト

（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

の
開

口
部

先
端

を
背

も
た

れ
に

密
着

す
る

よ
う

に
置

く
。

③
 次

に
身

体
の

下
に

敷
か

れ
て

い
る

浴
槽

シ
ー

ト
を

広
げ

、
浴

槽
板

内
面

を
覆

う
こ

と
に

よ
り

浴
槽

機
能

と
な

る
。

２
　

特
徴

①
 背

も
た

れ
を

低
く

す
る

（
角

度
1

0
度

）
こ

と
に

よ
り

胸
か

ら
、

肩
、

首
筋

ま
で

入
浴

で
き

る
。

②
 半

身
入

浴
に

よ
り

湯
水

量
は

少
な

く
て

す
む

（
2

0
ℓ

～
3

0
ℓ

）
③

 浴
槽

カ
バ

ー
を

設
け

て
、

湯
水

飛
散

防
止

と
湯

水
温

の
保

温
、

身
体

の
保

温
で

き
る

。
④

 排
水

、
身

体
拭

き
は

排
水

ポ
ン

プ
2

台
（

電
池

式
2

2
ℓ

/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
で

吸
収

、
拭

取
る

。
⑤

 清
掃

は
、

浴
槽

シ
ー

ト
の

み
１

枚
で

す
む

の
で

楽
。

⑥
 本

品
は

、
浴

槽
板

と
浴

槽
シ

ー
ト

か
ら

な
り

、
家

人
（

訪
問

介
護

）
１

人
の

簡
単

な
軽

作
業

で
、

短
時

間
に

楽
に

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

入
浴

回
数

も
増

え
、

体
臭

無
く

な
る

、
入

浴
者

、
介

護
者

と
も

に
負

担
の

少
な

い
入

浴
装

置
で

す
。

３
　

詳
細

は
、

ブ
ロ

グ
（

h
tt

p
:/

/
k
a
ig

o
n

yu
yo

u
.ju

g
e
m

.jp
/
）

を
見

て
下

さ
い

。

4
0

2

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

内
容

 浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
自

立
支

援
の

為
の

モ
ノ

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
浴

槽
が

狭
く

な
る

為
、

取
り

付
け

時
と

取
り

外
し

時
に

介
助

の
必

要
と

な
る

バ
ス

ボ
ー

ド
の

よ
う

な
希

望
し

て
お

ら
ず

、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
を

掛
け

た
ま

ま
入

浴
し

た
り

、
バ

ス
タ

ブ
外

に
出

ら
れ

る
よ

う
な

自
立

支
援

用
品

を
探

し
て

い
ま

す
。

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

滑
り

止
め

加
工

が
施

さ
れ

、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
（

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

有
難

い
で

す
。

）
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
の

み
の

特
注

は
受

け
て

い
る

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
幅

や
天

板
の

素
材

（
滑

る
の

で
木

製
以

外
を

希
望

）
等

に
対

応
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

（
我

が
家

は
埋

め
込

み
式

浴
槽

で
、

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

の
足

に
当

た
る

部
分

は
、

高
さ

2
8

セ
ン

チ
と

な
り

ま
す

。
）

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

4
0

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
移

乗
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援

入
浴

関
連

用
具

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『

腰
掛

が
出

来
る

サ
ー

モ
フ

タ
』

の
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
商

品
を

我
が

家
の

バ
ス

タ
ブ

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
メ

ー
カ

ー
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

ト
ス

テ
ム

の
バ

ス
タ

ブ
に

の
み

設
置

で
き

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
Ｔ

Ｏ
Ｔ

Ｏ
の

ポ
リ

バ
ス

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

な
知

恵
を

技
術

の
あ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

ご
一

報
頂

き
た

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
＊

市
販

品
の

改
造

や
　

安
全

性
・

耐
久

性
の

な
い

品
は

　
希

望
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

何
か

お
知

恵
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
　

お
借

り
で

き
た

ら
幸

い
で

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
0

4

H
2

4
新

製
品

・
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

ワ
ン

ハ
ン

ド
ウ

ォ
ッ

シ
ュ

タ
オ

ル
片

麻
痺

が
あ

る
方

で
も

、
使

用
で

き
る

ハ
ン

ド
タ

オ
ル

を
作

成
し

ま
し

た
。

特
徴

は
、

タ
オ

ル
が

輪
っ

か
状

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
片

腕
だ

け
で

も
身

体
を

洗
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
乾

き
や

す
い

素
材

を
使

用
し

て
い

る
た

め
、

体
を

拭
く

こ
と

も
可

能
で

す
。

4
0

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
３

次
元

足
首

他
動

運
動

器
肢

体
障

害
者

用
下

肢
麻

痺
、

術
後

の
安

静
期

や
寝

た
き

り
高

齢
者

の
尖

足
予

防
の

為
の

、
３

次
元

足
首

他
動

運
動

器
で

す
。

私
自

身
、

頸
随

損
傷

者
で

長
い

間
疼

痛
と

痙
性

に
悩

ま
さ

れ
ま

し
た

が
、

こ
の

器
具

を
使

用
す

る
事

に
よ

り
、

疼
痛

、
痙

性
と

も
に

以
前

の
2

0
％

程
に

改
善

し
、

低
血

圧
（

上
が

7
0

台
）

、
低

体
温

（
3

5
℃

台
）

が
、

血
圧

９
０

台
、

体
温

3
6

℃
台

に
改

善
し

ま
し

た
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
Q

m
d

C
e
z
L
yR

U
0

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、

ご
意

見
や

出
資

の
協

力
な

ど
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

4
0

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

回
転

便
器

に
つ

い
て

(追
加

)
肢

体
障

害
者

用
便

器
、

手
す

り
は

別
で

す
。

手
す

り
は

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

4
0

7

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

簡
易

ド
ア

肢
体

障
害

者
用

家
で

は
車

椅
子

利
用

者
は

ト
イ

レ
を

含
め

ド
ア

を
開

け
っ

放
し

に
す

る
こ

と
が

多
く

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
あ

り
ま

せ
ん

。
か

と
い

っ
て

開
け

閉
め

（
特

に
閉

め
る

の
）

は
一

苦
労

で
、

市
販

の
ド

ア
ク

ロ
ー

ザ
ー

は
挟

ま
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
操

作
性

の
よ

い
家

庭
用

ド
ア

を
要

望
し

ま
す

。

4
0

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

そ
の

他
(ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
)

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「

妊
娠

し
て

い
ま

す
」

と
い

う
こ

と
を

表
現

出
来

る
も

の
が

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
昨

今
、

携
帯

電
話

が
溢

れ
て

い
る

状
況

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
の

方
は

パ
ッ

と
見

は
健

常
者

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

周
り

で
携

帯
電

話
を

使
わ

れ
る

と
、

自
分

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
付

け
て

い
る

こ
と

を
告

な
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

注
意

さ
れ

た
方

も
ま

た
、

恥
ず

か
し

さ
な

ど
を

感
じ

た
り

し
て

諍
い

が
起

こ
ら

な
い

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
是

非
、

考
え

て
み

て
は

く
れ

ま
せ

ん
か

？

4
0

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
人

工
呼

吸
器

に
用

い
る

非
常

バ
ッ

テ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 言

語
障

害
者

用
災

害
時

や
緊

急
時

に
使

用
で

き
る

、
実

用
的

で
簡

易
な

人
工

呼
吸

器
用

の
バ

ッ
テ

リ
ー

4
1

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
Ａ

Ｌ
Ｓ

疾
患

の
進

行
を

遅
ら

せ
る

た
め

の
訓

練
等

機
器

肢
体

障
害

者
用

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、

残
存

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

の
機

器
開

発
を

お
願

い
し

た
い

。
毎

日
、

５
０

０
０

歩
を

目
標

に
歩

行
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、

そ
れ

も
難

し
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

4
1

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

生
卵

割
り

用
具

肢
体

障
害

者
用

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

4
1

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

自
分

で
で

き
る

、
缶

の
開

け
器

肢
体

障
害

者
用

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・

み
か

ん
・

食
卓

塩
・

缶
コ

ー
ヒ

ー
な

ど
缶

詰
の

種
類

は
沢

山
あ

り
ま

す
。

私
は

片
手

が
不

自
由

な
の

で
缶

詰
を

開
け

る
時

に
不

自
由

に
感

じ
て

い
ま

す
。

形
状

・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

4
1

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(元

医
療

専
門

職
)

棒
状

の
柄

に
設

け
る

グ
リ

ッ
プ

補
助

具
そ

の
他

(主
に

、
握

力
の

弱
い

高
齢

者
・

女
性

)
棒

状
の

柄
に

、
グ

リ
ッ

プ
を

補
助

す
る

構
造

を
設

け
て

、
握

力
の

弱
い

高
齢

者
・

女
性

に
も

操
作

し
や

す
く

、
手

首
の

負
担

を
軽

く
す

る
目

的
で

考
案

し
た

も
の

で
す

。
前

後
方

向
及

び
回

転
方

向
に

手
が

滑
る

の
を

、
大

き
な

握
力

に
頼

る
こ

と
な

く
止

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

（
特

許
第

４
９

１
７

６
７

６
号

）
片

手
で

操
作

す
る

道
具

の
柄

に
広

く
応

用
で

き
ま

す
。

フ
ラ

イ
パ

ン
等

の
調

理
器

具
、

ハ
ン

ド
ス

コ
ッ

プ
等

の
園

芸
用

品
、

釣
竿

、
傘

な
ど

に
、

こ
れ

ま
で

に
な

か
っ

た
面

白
い

形
状

で
、

握
力

が
弱

く
て

も
操

作
し

や
す

い
グ

リ
ッ

プ
を

提
供

で
き

ま
す

。

4
1

4

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
音

声
ガ

イ
ド

・
説

明
付

き
食

器
盲

ろ
う

者
用

皿
な

ど
の

食
器

に
ス

ピ
ー

カ
ー

と
セ

ン
サ

ー
が

つ
い

て
お

り
、

ス
プ

ー
ン

な
ど

の
食

器
に

発
信

機
を

付
け

、
皿

に
近

付
け

る
と

皿
の

位
置

を
教

え
て

く
れ

、
盲

ろ
う

者
の

介
助

を
し

て
く

れ
ま

す
。

ま
た

、
音

声
を

録
音

で
き

、
料

理
の

事
を

料
理

従
事

者
が

説
明

で
き

る
と

、
利

用
者

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

せ
る

と
思

い
ま

す
。

4
1

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

徘
徊

警
報

ア
プ

リ
そ

の
他

基
点

か
ら

一
定

の
設

定
距

離
を

離
れ

る
と

警
報

が
な

り
親

機
に

知
ら

せ
る

。
本

人
の

現
在

地
点

が
分

か
る

。

4
1

6

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

医
療

専
門

職
火

災
報

知
機

の
ボ

タ
ン

の
カ

バ
ー

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

知
的

障
害

者
施

設
で

働
い

て
い

ま
す

。
火

災
報

知
機

を
い

た
ず

ら
で

押
す

こ
と

が
で

き
な

い
よ

う
な

カ
バ

ー
が

ほ
し

い
で

す
。

頑
丈

だ
け

ど
、

い
ざ

と
い

う
時

に
は

す
ぐ

に
ボ

タ
ン

が
押

せ
る

よ
う

な
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

4
1

7

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
後

付
け

で
簡

単
に

テ
ー

ブ
ル

等
の

高
さ

を
上

げ
ら

れ
る

機
能

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
椅

子
に

座
っ

た
姿

勢
で

作
業

等
を

す
る

の
に

、
最

適
な

机
の

高
さ

に
調

整
で

き
る

と
作

業
効

率
や

作
業

疲
れ

が
改

善
で

き
る

と
思

う
。

既
存

の
机

に
取

り
付

け
る

た
め

、
高

さ
を

下
げ

る
こ

と
は

不
可

能
で

も
上

げ
る

こ
と

は
で

き
る

。
机

が
低

く
て

作
業

等
が

や
り

に
く

い
肢

体
障

害
者

、
視

覚
障

害
者

や
座

高
が

高
い

人
に

と
っ

て
は

、
助

か
る

機
能

だ
と

思
う

が
ど

う
だ

ろ
う

か
。

既
存

の
机

、
テ

ー
ブ

ル
は

低
い

物
が

多
い

気
が

す
る

。

4
1

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
多

機
能

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
車

い
す

で
買

い
物

を
楽

し
み

た
い

が
、

通
路

が
狭

か
っ

た
り

、
見

た
い

商
品

に
手

が
届

か
な

か
っ

た
り

と
不

便
さ

を
感

じ
な

が
ら

買
い

物
を

し
て

い
る

姿
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。

狭
い

場
所

で
は

車
い

す
の

幅
が

調
整

で
き

、
座

面
も

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

し
て

高
さ

を
調

整
で

き
る

、
内

と
外

と
で

タ
イ

ヤ
を

簡
単

に
チ

ェ
ン

ジ
で

き
る

、
な

ど
の

機
能

を
持

ち
合

わ
せ

た
車

い
す

が
あ

る
と

便
利

か
と

思
い

ま
す

。

4
1

9

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
障

害
者

用
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(障

害
児

用
)

障
害

者
・

児
の

方
で

も
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

再
生

・
停

止
・

選
曲

と
ボ

タ
ン

を
少

な
く

し
、

他
の

ボ
タ

ン
は

隠
せ

る
よ

う
な

形
に

す
る

。
U

S
B

な
ど

で
好

き
な

曲
を

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

4
2

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

自
閉

症
知

育
ア

プ
リ

そ
の

他
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
た

、
自

閉
症

向
け

の
知

育
ア

プ
リ

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
2

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
障

害
が

あ
る

人
に

も
優

し
い

レ
ス

ト
ラ

ン
そ

の
他

車
い

す
の

方
が

通
り

や
す

か
っ

た
り

、
足

が
不

自
由

な
方

が
通

り
や

す
く

幅
や

手
す

り
が

あ
っ

た
り

、
テ

ー
ブ

ル
と

椅
子

の
幅

を
あ

け
座

り
や

す
く

な
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
周

り
が

気
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
切

り
が

あ
れ

ば
ゆ

っ
く

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

。

4
2

2

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ポ

ン
プ

ッ
シ

ュ
肢

体
障

害
者

用
片

麻
痺

で
も

自
分

で
頭

が
洗

え
る

用
具

と
し

て
、

シ
ャ

ン
プ

ー
や

リ
ン

ス
の

ボ
ト

ル
の

先
端

に
チ

ュ
ー

ブ
を

接
続

す
る

。
た

だ
チ

ュ
ー

ブ
を

接
続

し
た

だ
け

で
は

押
し

て
も

シ
ャ

ン
プ

ー
や

リ
ン

ス
は

手
に

落
ち

て
こ

な
い

。
手

に
落

と
す

た
め

に
は

、
チ

ュ
ー

ブ
の

中
に

細
い

針
金

を
通

し
、

自
由

に
曲

げ
ら

れ
る

こ
と

で
手

の
ひ

ら
に

落
と

す
こ

と
が

で
き

る
。

押
す

時
に

ボ
ト

ル
が

す
べ

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
の

で
、

下
に

は
す

べ
り

止
め

を
敷

い
て

対
応

す
る

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
2

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

汚
物

処
理

掃
除

機
そ

の
他

床
な

ど
に

落
ち

た
汚

物
を

吸
い

取
っ

て
、

消
毒

ま
で

で
き

る
掃

除
機

。
手

が
汚

れ
ず

、
す

ぐ
に

対
応

で
き

る
の

で
衛

生
的

。
専

用
タ

オ
ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。

4
2

4

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
穴

あ
き

尿
と

り
パ

ッ
ト

そ
の

他
尿

と
り

パ
ッ

ト
だ

け
で

は
、

夜
尿

を
取

り
き

れ
な

い
方

に
使

用
す

る
。

取
り

き
れ

な
い

も
の

を
オ

ム
ツ

で
吸

収
し

て
も

ら
う

こ
と

で
尿

漏
れ

を
防

ぐ
。

現
在

は
手

で
切

っ
て

対
応

し
て

い
る

が
、

は
じ

め
か

ら
穴

が
あ

い
て

い
る

と
便

利
と

思
わ

れ
る

。
穴

は
３

～
４

箇
所

で
、

わ
た

部
分

は
そ

の
ま

ま
で

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
部

分
の

み
穴

あ
き

に
す

る
。

4
2

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

筋
肉

ス
カ

ウ
タ

ー
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

電
極

の
付

い
た

パ
ッ

ト
を

当
て

る
だ

け
で

、
筋

肉
の

発
達

度
が

数
値

で
表

さ
れ

る
。

見
た

目
や

行
動

を
み

な
く

て
も

数
値

が
測

れ
る

こ
と

で
、

訓
練

の
充

足
律

が
わ

か
り

や
す

い
。

4
2

6
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

運
動

兼
リ

ハ
ビ

リ
器

肢
体

障
害

者
用

下
肢

の
不

自
由

な
方

が
、

椅
子

に
座

っ
て

手
を

動
か

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

足
が

上
が

っ
た

り
下

が
っ

た
り

し
て

、
膝

の
屈

伸
運

動
に

な
る

よ
う

な
器

具
。

4
2

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

そ
の

他
人

の
力

で
は

破
け

な
い

素
材

の
下

着
（

パ
ン

ツ
）

。
ウ

エ
ス

ト
部

分
だ

け
で

も
あ

る
と

い
い

の
で

す
が

。

4
2

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
補

装
具

用
の

靴
肢

体
障

害
者

用
外

に
運

動
に

出
る

際
に

、
足

を
ひ

き
ず

っ
て

い
る

た
め

、
靴

の
つ

ま
先

が
す

り
へ

っ
て

し
ま

う
。

で
す

の
で

つ
ま

先
が

磨
り

減
ら

な
い

よ
う

に
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
素

材
を

考
え

て
作

っ
て

ほ
し

い
。

4
2

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ら
く

ら
く

あ
か

す
り

肢
体

障
害

者
用

あ
か

す
り

タ
オ

ル
の

片
方

に
輪

に
な

っ
た

ひ
も

を
付

け
る

。
片

手
に

麻
痺

が
あ

り
、

タ
オ

ル
を

握
ら

な
く

て
も

輪
の

方
に

手
を

掛
け

る
こ

と
で

背
中

も
届

く
よ

う
に

な
る

。

4
3

0
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

あ
ん

し
ん

ポ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
ポ

ッ
ト

の
お

湯
を

注
ぐ

と
き

に
、

片
麻

痺
だ

と
カ

ッ
プ

な
ど

を
下

に
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

熱
湯

が
と

び
は

ね
て

危
険

で
あ

る
。

ポ
ッ

ト
か

ら
S

字
フ

ッ
ク

の
よ

う
な

も
の

を
下

げ
て

台
を

作
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

カ
ッ

プ
の

位
置

が
高

く
な

り
、

熱
湯

が
は

ね
る

こ
と

が
な

く
な

る
。

4
3

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ア

ル
ミ

缶
・

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

プ
レ

ス
機

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

高
齢

の
知

的
障

害
者

が
安

全
に

複
数

で
作

業
で

き
る

よ
う

、
投

入
担

当
、

取
り

出
し

作
業

分
担

で
き

る
プ

レ
ス

機
。

米
の

く
ず

米
、

出
荷

米
選

別
機

の
よ

う
な

形
を

し
た

プ
レ

ス
機

が
あ

る
と

よ
い

。

4
3

2

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
飲

み
物

の
こ

ぼ
れ

に
く

い
マ

グ
カ

ッ
プ

そ
の

他
高

齢
の

利
用

者
様

は
手

の
震

え
等

か
ら

飲
み

物
を

飲
む

際
、

マ
グ

カ
ッ

プ
を

傾
け

る
と

横
か

ら
こ

ぼ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
火

傷
の

危
険

性
や

衣
類

を
汚

し
て

し
ま

う
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

手
が

震
え

て
い

て
も

、
飲

み
物

を
こ

ぼ
さ

ず
に

飲
め

る
マ

グ
カ

ッ
プ

が
あ

る
と

い
い

と
思

い
ま

し
た

。

4
3

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

障
害

者
団

体
視

覚
障

害
者

用
危

険
探

知
メ

ガ
ネ

視
覚

障
害

者
用

現
在

、
車

で
も

危
険

な
場

合
は

自
動

的
に

ス
ト

ッ
プ

で
き

る
た

め
、

視
覚

障
害

者
も

メ
ガ

ネ
に

そ
の

よ
う

な
機

能
を

付
け

、
危

険
な

場
合

は
何

ら
か

の
刺

激
ま

た
は

ブ
ザ

ー
音

が
な

っ
た

り
、

音
声

で
「

危
険

で
す

」
な

ど
の

音
で

知
ら

せ
る

。
身

に
つ

け
る

も
の

な
の

で
、

あ
ま

り
重

い
も

の
で

は
な

く
軽

く
し

て
ほ

し
い

。

4
3

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

扉
の

開
け

閉
め

が
制

御
で

き
る

装
置

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
施

設
で

働
い

て
い

る
が

、
利

用
者

に
は

開
け

て
ほ

し
く

な
い

戸
棚

や
扉

が
あ

る
。

施
錠

を
し

て
も

効
果

が
な

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
職

員
だ

け
が

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。

4
3

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
必

要
な

も
の

が
自

動
で

取
り

出
し

と
収

納
が

で
き

る
装

置

そ
の

他
知

的
障

害
児

施
設

で
は

、
消

毒
液

や
石

け
ん

等
を

子
ど

も
た

ち
の

目
の

届
く

と
こ

ろ
に

お
け

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、

使
用

の
都

度
、

そ
れ

ら
を

持
っ

て
き

て
、

使
い

終
わ

っ
た

ら
収

納
場

所
に

持
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
大

変
な

思
い

を
し

て
い

る
。

セ
ン

サ
ー

な
ど

で
反

応
し

た
後

に
、

自
動

で
壁

か
ら

そ
れ

ら
が

出
て

き
た

り
、

天
井

か
ら

降
り

て
き

た
り

し
て

、
使

用
後

は
元

の
場

所
に

自
動

で
収

納
さ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

4
3

6

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
流

し
た

も
の

が
取

り
出

せ
る

排
水

管
設

備
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

方
は

、
水

洗
ト

イ
レ

で
用

を
足

し
た

後
、

身
に

つ
け

て
い

た
パ

ン
ツ

や
靴

下
も

一
緒

に
流

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

苦
労

し
て

い
ま

す
。

で
す

の
で

、
排

水
管

の
ど

こ
か

で
網

の
よ

う
な

も
の

を
と

り
つ

け
て

お
け

ば
、

も
し

そ
の

よ
う

な
こ

と
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

職
員

で
取

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
網

に
ひ

っ
か

か
っ

た
も

の
を

簡
単

に
取

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

で
作

っ
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
3

7
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

防
水

加
工

さ
れ

た
IC

タ
グ

そ
の

他
徘

徊
感

知
機

器
の

IC
タ

グ
等

を
利

用
者

に
持

た
せ

る
と

、
洗

濯
機

の
中

に
一

緒
に

入
れ

て
し

ま
っ

て
、

使
え

な
く

な
り

ま
し

た
。

職
員

で
も

う
っ

か
り

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

防
水

加
工

し
た

商
品

を
作

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

4
3

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
柔

軟
性

が
あ

る
破

れ
な

い
介

護
着

そ
の

他
知

的
障

害
を

持
っ

て
い

る
方

と
外

出
す

る
際

に
、

着
て

い
る

服
を

破
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
体

に
破

ら
れ

て
も

い
い

タ
オ

ル
を

巻
い

て
対

応
し

て
い

ま
す

。
外

出
す

る
ぎ

り
ぎ

り
ま

で
普

段
着

に
着

替
え

な
い

よ
う

に
し

た
り

も
し

ま
す

。
で

す
の

で
、

人
の

力
で

は
破

る
こ

と
が

で
き

な
い

柔
軟

性
の

あ
る

素
材

で
服

を
作

っ
て

く
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
。

4
3

9
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ス
ロ

ー
プ

用
滑

り
ど

め
マ

ッ
ト

そ
の

他
雪

や
雨

な
ど

で
路

面
が

濡
れ

た
ス

ロ
ー

プ
は

大
変

す
べ

り
や

す
く

、
ひ

や
っ

と
す

る
こ

と
も

多
い

。
普

段
は

丸
め

て
携

帯
で

き
、

必
要

な
時

に
ス

ロ
ー

プ
面

に
広

げ
る

と
一

瞬
で

硬
く

な
っ

て
安

全
な

走
行

が
可

能
と

な
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

4
4

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
ひ

と
り

じ
ゃ

な
い

よ
肢

体
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 言

語
障

害
者

用
盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

1
　

使
用

基
本

機
器

　
パ

ソ
コ

ン
+
リ

ハ
ビ

リ
機

器
2

　
バ

ー
チ

ャ
ル

世
界

を
使

い
、

楽
し

く
リ

ハ
ビ

リ
を

行
う

。
3

　
ネ

ッ
ト

界
背

を
使

用
す

る
た

め
世

界
中

の
人

と
交

流
を

し
な

が
ら

。
リ

ハ
ビ

リ
並

び
一

人
ぽ

っ
ち

の
解

消
に

貢
献

で
き

る
3

　
シ

ス
テ

ム
は

５
０

万
以

下
で

製
作

可
能

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
　

下
の

ア
ド

レ
ス

を
開

い
て

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
k
F
u

ld
8

6
8

Z
c
I

4
4

1

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
コ

ル
セ

ッ
ト

　
外

巻
き

型
　

カ
ラ

フ
ル

デ
ザ

イ
ン

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、

通
常

、
白

か
、

黒
の

一
色

で
　

肌
着

の
上

か
ら

セ
ッ

ト
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

い
か

に
も

年
寄

り
っ

ぽ
く

て
、

人
に

見
せ

る
の

は
タ

ブ
ー

な
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

ん
で

。
し

か
し

意
外

と
腰

痛
も

ち
の

人
で

、
若

い
人

も
多

い
ん

で
す

。
こ

れ
を

逆
転

の
発

想
で

お
も

い
き

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ア

イ
テ

ム
と

し
て

気
軽

に
使

お
う

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
は

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
服

の
上

か
ら

巻
き

ま
す

。
、

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。

ま
る

で
マ

フ
ラ

ー
を

つ
け

た
り

は
ず

し
た

り
す

る
よ

う
に

気
軽

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

に
商

品
化

す
る

の
で

す
。

、
実

は
私

は
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
で

腰
が

痛
む

の
で

す
が

、
外

出
先

で
、

コ
ル

セ
ッ

ト
は

外
に

ま
い

て
お

か
な

い
と

手
が

動
か

な
い

と
き

ト
イ

レ
で

は
ず

す
こ

と
が

出
来

ず
大

変
な

思
い

を
し

ま
し

た
。

広
い

ベ
ル

ト
の

よ
う

に
黒

の
コ

ル
セ

ッ
ト

を
外

に
巻

い
て

は
ず

す
の

が
楽

に
な

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

黒
は

引
き

締
ま

っ
て

い
い

色
で

す
が

、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。

カ
ラ

フ
ル

だ
っ

た
ら

、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
4

2

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
安

全
ら

く
ち

ん
自

転
車

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

腰
が

曲
が

っ
て

し
ま

っ
た

り
、

突
進

や
こ

き
ざ

み
歩

行
、

す
く

み
足

、
な

ど
で

、
自

力
で

歩
こ

う
と

す
る

と
、

歩
け

な
く

な
る

人
が

い
る

の
で

す
が

、
自

転
車

に
す

い
す

い
乗

れ
る

の
は

な
ぜ

？
・

・
・

・
と

い
う

疑
問

は
、

介
護

し
た

こ
と

の
あ

る
人

な
ら

、
も

し
く

は
、

身
内

に
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

方
が

お
ら

れ
た

ら
、

か
な

り
知

ら
れ

て
い

る
話

で
す

。
も

ち
ろ

ん
怖

く
て

乗
れ

な
い

と
思

わ
れ

る
方

、
乗

る
気

の
な

い
方

は
初

め
か

ら
論

外
で

す
が

・
・

・
・

・
。

で
も

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

薬
に

よ
っ

て
は

制
限

さ
れ

て
ま

す
が

、
う

ま
く

薬
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
人

は
、

た
く

さ
ん

の
患

者
が

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

て
車

を
運

転
し

て
い

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
、

比
べ

る
対

照
が

違
う

と
お

思
い

で
し

ょ
う

が
、

ど
ち

ら
も

自
力

で
長

い
距

離
を

歩
か

な
く

て
も

い
い

、
自

力
で

は
歩

く
こ

と
が

難
し

い
し

、
バ

ス
や

電
車

は
乗

り
降

り
が

大
変

な
の

に
、

自
転

車
や

、
車

は
、

行
き

た
い

と
こ

ろ
に

自
由

に
い

け
る

、
・

・
・

家
に

こ
も

る
と

い
ず

れ
は

体
力

、
知

力
、

心
、

さ
え

も
、

病
の

せ
い

に
さ

れ
て

悲
惨

な
闘

病
を

強
い

ら
れ

る
運

命
が

待
っ

て
い

る
の

で
す

。
自

ら
右

肩
下

が
り

を
た

ど
っ

て
い

く
し

か
な

い
病

に
負

け
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
自

分
か

ら
立

ち
上

が
っ

て
い

こ
う

と
思

っ
て

い
ま

す
。

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、

大
人

も
乗

れ
る

、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、

足
に

当
た

っ
て

痛
く

な
ら

な
い

、
重

た
く

な
く

て
、

丈
夫

な
も

の
。

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

が
。

今
の

私
の

は
、

と
て

も
思

い
の

で
す

。

4
4

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

び
の

び
全

身
つ

な
ぎ

の
下

着
・

・
・

お
し

ゃ
れ

な
色

を
そ

ろ
え

て

肢
体

障
害

者
用

ス
ト

レ
ッ

チ
素

材
で

か
る

く
て

伸
び

の
い

い
素

材
を

使
っ

て
、

レ
オ

タ
ー

ド
や

ウ
ェ

ッ
ト

ス
­

ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、

ど
う

に
か

自
分

ひ
と

り
で

も
、

ま
た

、
介

助
に

な
れ

な
い

ひ
と

も
、

一
か

い
で

全
身

を
包

み
込

む
こ

と
が

出
来

ま
す

。
手

洗
い

の
と

き
下

着
の

上
げ

下
げ

の
出

来
な

い
人

も
、

窓
を

深
く

取
っ

て
れ

ば
脱

ぐ
こ

と
な

く
窓

を
大

き
く

開
い

て
、

用
を

済
ま

せ
ら

れ
ま

す
。

窓
は

折
り

重
な

っ
て

二
重

に
な

っ
て

ま
す

。
な

ん
だ

か
、

赤
ち

ゃ
ん

の
つ

な
ぎ

を
思

い
出

し
ま

す
ね

。
で

も
あ

れ
は

お
し

ゃ
れ

に
は

な
り

ま
せ

ん
け

ど
ね

。
あ

と
は

チ
ュ

ニ
ッ

ク
で

コ
－

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

ま
だ

ま
だ

自
立

の
意

欲
が

あ
る

人
の

た
め

の
マ

イ
ナ

ー
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

す
い

ま
せ

ん
。

；

4
4

4

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
歩

行
器

や
補

助
カ

ー
ト

の
た

た
み

方
が

お
か

し
い

の
で

は
？

肢
体

障
害

者
用

こ
れ

ら
の

も
の

は
、

前
後

に
た

た
む

よ
う

に
な

っ
て

い
る

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
細

い
道

、
階

段
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
や

え
、

車
の

乗
り

降
り

、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、

か
か

え
に

く
く

て
使

え
な

い
。

4
4

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
そ

の
ま

ま
バ

ス
タ

オ
ル

肢
体

障
害

者
用

入
浴

後
、

介
助

者
の

か
た

が
一

連
の

動
作

と
し

て
、

着
替

え
を

し
ま

す
が

、
汗

が
引

く
前

に
着

替
え

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
手

足
の

形
、

ふ
ん

ど
し

様
に

形
を

取
り

、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

4
4

6

H
2

4
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)衝
撃

吸
収

そ
の

他
保

護
帽

の
新

し
い

ス
タ

イ
ル

、
そ

れ
が

D
O

D
A

で
す

D
O

D
A

は
株

式
会

社
プ

ロ
ッ

プ
と

静
岡

て
ん

か
ん

・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
同

に
開

発
し

た
商

品
で

す
。

外
観

は
普

通
の

キ
ャ

ッ
プ

で
す

が
、

中
は

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
頭

を
し

っ
か

り
ガ

ー
ド

！
安

全
性

だ
け

で
な

く
い

つ
も

身
に

つ
け

る
物

だ
か

ら
オ

シ
ャ

レ
を

し
た

い
と

の
声

に
お

応
え

し
て

誕
生

し
ま

し
た

。
従

来
の

も
の

よ
り

も
強

力
な

衝
撃

吸
収

力
を

実
現

し
、

転
倒

時
の

ダ
メ

ー
ジ

を
軽

減
し

ま
す

。
し

か
も

、
質

量
は

わ
ず

か
3

0
0

g
で

す
。

D
O

D
A

で
ス

ポ
ー

テ
ィ

ー
に

ス
タ

イ
リ

ッ
シ

ュ
に

、
き

っ
と

出
か

け
る

こ
と

が
楽

し
み

に
な

る
で

し
ょ

う
。

サ
イ

ズ
は

頭
囲

が
最

大
5

8
C

M
ま

で
対

応
可

能
で

す
。

5
8

C
M

よ
り

小
さ

い
場

合
は

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
と

内
側

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
位

置
で

調
整

で
き

ま
す

。
ま

た
、

気
分

を
変

え
て

違
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

保
護

帽
を

か
ぶ

り
た

い
と

い
う

要
望

に
も

お
応

え
し

て
、

チ
ェ

ン
ジ

カ
バ

ー
も

ご
用

意
し

て
お

り
ま

す
。

D
O

D
A

は
自

治
体

の
日

常
生

活
用

具
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
ご

申
請

を
希

望
の

場
合

は
最

寄
り

の
自

治
体

の
福

祉
課

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

4
4

7

H
2

4
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
気

管
内

挿
管

患
者

さ
ん

の
発

声
装

置
す

で
に

開
発

さ
れ

て
い

る
の

な
ら

ば
教

え
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
気

管
切

開
さ

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

で
も

使
え

る
な

ら
、

そ
れ

も
有

用
に

思
い

ま
す

。
一

時
的

で
も

気
管

内
挿

管
さ

れ
て

い
る

と
相

当
な

ス
ト

レ
ス

で
あ

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
取

れ
な

い
こ

と
が

患
者

さ
ん

本
人

も
介

護
者

に
も

イ
ラ

イ
ラ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
手

が
使

え
る

と
筆

談
と

い
う

手
も

あ
り

ま
す

が
、

使
え

な
い

事
態

も
多

々
あ

り
ま

す
。

声
帯

付
近

の
皮

膚
に

マ
イ

ク
を

取
り

付
け

、
擦

れ
た

り
す

る
雑

音
を

フ
ィ

ル
タ

ー
で

消
し

、
ボ

イ
ス

チ
ェ

ン
ジ

ャ
ー

を
用

い
て

、
好

み
の

声
で

発
声

で
き

れ
ば

、
大

助
か

り
で

す
。

4
4

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

全
自

動
移

乗
器

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。

4
4

9

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

リ
フ

ォ
ー

ム
せ

ず
に

安
価

で
段

差
を

解
消

で
き

る
用

具

肢
体

障
害

者
用

7
0

代
の

祖
父

母
な

の
で

す
が

、
1

年
前

か
ら

祖
母

が
下

半
身

不
随

と
な

り
、

車
い

す
で

生
活

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、
玄

関
の

段
差

に
関

し
て

は
直

さ
ず

に
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

祖
母

の
家

の
出

入
り

に
苦

労
し

て
い

る
と

聞
き

ま
し

た
。

高
齢

者
で

も
楽

に
段

差
を

通
れ

る
よ

う
な

用
具

が
あ

る
と

、
介

助
し

て
い

る
祖

父
の

負
担

も
減

り
、

あ
り

が
た

い
で

す
。

4
5

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
地

面
か

ら
座

れ
る

手
動

式
リ

フ
ト

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

片
麻

痺
の

方
で

、
介

助
す

れ
ば

歩
行

可
能

だ
が

、
知

的
障

害
あ

り
、

日
中

は
床

に
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

そ
の

上
で

過
ご

し
て

い
る

。
車

い
す

に
長

時
間

乗
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
ま

な
い

た
め

、
マ

ッ
ト

に
座

っ
て

い
る

。
排

泄
介

助
の

際
、

立
ち

上
っ

て
も

ら
う

の
に

か
な

り
苦

労
す

る
職

員
も

い
る

。
地

面
か

ら
座

れ
て

介
助

し
や

す
い

位
置

ま
で

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
床

屋
の

椅
子

の
よ

う
に

油
圧

ペ
ダ

ル
な

ど
で

上
下

す
る

も
の

で
電

気
を

使
わ

な
い

も
の

。

4
5

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
振

戦
が

あ
る

方
の

支
援

用
具

肢
体

障
害

者
用

振
戦

が
あ

る
方

は
、

洋
服

の
脱

着
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

器
具

を
使

用
し

て
、

服
の

脱
着

時
、

ボ
タ

ン
の

留
め

外
し

字
、

服
の

袖
上

げ
等

が
容

易
に

行
え

る
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

4
5

2
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
上

肢
機

能
の

補
助

具
肢

体
障

害
者

用
上

肢
の

機
能

が
低

下
し

た
方

が
、

顔
を

掻
い

た
り

、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、

腕
を

支
え

る
た

め
の

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

4
5

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

ト
イ

レ
場

面
で

の
機

器
や

洋
服

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

筋
力

の
弱

っ
た

ご
本

人
や

現
場

で
ト

イ
レ

の
場

面
で

課
題

に
挙

が
る

こ
と

は
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
が

ち
ぎ

れ
な

い
こ

と
と

、
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

が
で

き
な

い
こ

と
で

す
。

そ
れ

を
解

消
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
、

ト
イ

レ
で

の
動

作
が

大
幅

に
楽

に
な

り
ま

す
。

ズ
ボ

ン
を

履
き

や
す

い
も

の
に

変
え

る
方

法
も

あ
り

ま
す

が
、

障
害

者
や

高
齢

者
用

の
ズ

ボ
ン

は
デ

ザ
イ

ン
が

暗
い

も
の

が
多

い
た

め
、

ご
本

人
は

敬
遠

し
が

ち
に

な
り

ま
す

。
洋

服
の

デ
ザ

イ
ン

性
の

向
上

を
利

便
性

と
併

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
5

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
浴

槽
内

座
位

保
持

装
置

肢
体

障
害

者
用

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。

4
5

5
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
け

い
た

い
お

ふ
ろ

肢
体

障
害

者
用

浴
槽

に
入

れ
な

い
障

害
者

の
た

め
に

、
携

帯
プ

ー
ル

の
よ

う
な

も
の

に
水

（
お

湯
）

を
た

め
て

、
浴

槽
に

入
ら

な
く

て
も

入
浴

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

バ
ス

チ
ェ

ア
ー

ご
と

そ
の

中
に

入
り

、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、

そ
の

中
に

お
湯

を
た

め
る

仕
組

み
に

す
る

。

4
5

6

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

昇
降

機
能

付
き

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

肢
体

障
害

者
用

従
来

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
は

椅
子

型
で

あ
り

、
既

存
の

風
呂

（
施

設
の

ス
ロ

ー
プ

付
き

）
に

入
っ

て
も

足
し

か
つ

け
ら

れ
ず

、
結

局
不

安
定

な
状

態
で

湯
舟

に
お

り
て

も
ら

っ
て

い
る

。
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

、
安

全
に

浴
室

内
の

移
動

・
湯

舟
に

入
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
既

存
の

施
設

や
温

泉
施

設
な

ど
で

施
設

の
改

築
等

せ
ず

に
済

む
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
5

7

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

お
し

ゃ
れ

な
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

肢
体

障
害

者
用

普
通

の
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
い

か
に

も
障

害
者

用
と

い
わ

ん
ば

か
り

の
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

。
お

し
ゃ

れ
で

普
通

に
か

ぶ
れ

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

が
あ

れ
ば

、
周

り
の

目
も

気
に

な
ら

ず
、

本
人

も
楽

し
く

か
ぶ

れ
そ

う
。

4
5

8
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
そ

の
人

そ
の

人
に

合
う

、
食

べ
や

す
い

食
器

そ
の

他
(障

害
児

用
)

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

食
べ

こ
ぼ

し
が

目
立

ち
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
5

9

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

洗
身

椅
子

肢
体

障
害

者
用

現
在

あ
る

洗
身

時
に

使
用

す
る

椅
子

に
つ

い
て

、
洗

身
後

、
浴

槽
へ

移
動

の
際

、
風

呂
場

で
の

転
倒

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
椅

子
に

ロ
ー

ラ
ー

タ
イ

ヤ
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

、
洗

身
後

、
椅

子
か

ら
立

つ
こ

と
な

く
浴

槽
へ

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

洗
身

中
等

は
ロ

ー
ラ

ー
が

動
か

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
よ

う
に

す
る

。

4
6

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

人
に

近
づ

く
シ

ャ
ワ

ー
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

 そ
の

他

入
浴

時
、

シ
ャ

ワ
ー

に
人

が
近

づ
く

の
で

は
な

く
、

シ
ャ

ワ
ー

の
ヘ

ッ
ド

部
分

が
伸

び
た

り
ヘ

ッ
ド

の
向

き
が

変
わ

っ
て

シ
ャ

ワ
ー

を
人

に
合

わ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

椅
子

に
取

付
ら

れ
る

付
属

品
で

、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

4
6

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
洗

え
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
今

使
用

し
て

い
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

洗
え

な
い

素
材

の
も

の
が

多
い

の
で

、
洗

え
る

素
材

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。

4
6

2

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
前

傾
姿

勢
矯

正
ギ

ブ
ス

肢
体

障
害

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
で

は
、

少
し

ず
つ

、
前

傾
姿

勢
に

な
っ

て
い

き
、

歩
行

困
難

、
か

ら
、

寝
た

き
り

、
と

、
最

悪
の

結
果

に
陥

い
り

ま
す

。
そ

れ
を

く
い

と
め

る
こ

と
が

、
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
、

介
護

を
減

ら
す

こ
と

が
出

来
る

、
唯

一
の

手
段

で
す

。
補

助
器

具
に

こ
れ

を
ぜ

ひ
も

と
め

た
い

の
で

す
。

リ
ハ

ビ
リ

に
週

一
程

度
の

３
０

分
程

ぐ
ら

い
か

け
る

程
度

の
消

極
的

な
対

策
で

は
お

い
つ

き
ま

せ
ん

。
日

常
、

姿
勢

を
自

動
的

に
補

正
し

て
く

れ
る

見
掛

け
も

軽
く

コ
ン

パ
ク

ト
な

ギ
ブ

ス
の

よ
う

な
も

の
を

開
発

し
て

く
だ

さ
い

。
姿

勢
が

美
し

け
れ

ば
、

少
し

で
も

人
間

の
尊

厳
を

感
じ

ら
れ

る
上

に
、

姿
勢

の
矯

正
が

日
常

で
で

き
た

ら
希

望
の

光
が

見
え

て
き

そ
う

で
、

開
発

お
願

い
し

ま
す

。
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

の
ハ

ル
　

の
よ

う
に

お
ね

が
い

し
ま

す
。

4
6

3

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（

高
さ

・
幅

等
の

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
対

応
品

）

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(片

麻
痺

患
者

用
)

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、

バ
ス

ボ
ー

ド
に

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

滑
り

止
め

加
工

の
物

で
、

厚
み

も
2

セ
ン

チ
程

の
薄

く
て

頑
丈

な
物

。
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
良

く
、

利
用

者
が

介
助

無
し

で
も

使
用

で
き

る
よ

う
に

安
定

感
が

あ
る

と
有

難
い

で
す

。
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
3

5
セ

ン
チ

～
対

応
と

の
こ

と
で

、
高

さ
3

5
セ

ン
チ

以
下

に
関

し
て

は
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

は
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

。
高

さ
2

8
セ

ン
チ

の
我

が
家

の
浴

室
状

況
で

は
不

向
き

で
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
し

て
く

だ
さ

る
製

作
所

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
埼

玉
県

在
住

な
の

で
見

積
も

り
訪

問
で

き
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

4
6

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

バ
ス

ボ
ー

ド
肢

体
障

害
者

用
座

位
が

不
安

定
な

方
が

、
浴

槽
に

入
る

に
あ

た
り

、
電

動
も

し
く

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

の
方

法
で

座
面

が
上

下
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
す

が
。

在
宅

で
介

助
者

が
楽

に
介

助
出

来
ま

す
様

に
。

4
6

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
隙

間
の

出
来

な
い

自
立

支
援

バ
ス

ボ
ー

ド
肢

体
障

害
者

用
傾

斜
の

あ
る

バ
ス

タ
ブ

で
困

っ
て

い
る

方
や

腰
掛

け
る

場
所

の
必

要
の

あ
る

方
の

為
に

、
介

護
用

品
の

隙
間

の
出

来
て

し
ま

う
バ

ス
ボ

ー
ド

で
は

な
く

、
よ

り
薄

く
頑

丈
で

取
り

外
し

も
出

来
る

風
呂

フ
タ

タ
イ

プ
の

バ
ス

ボ
ー

ド
を

　
後

付
け

タ
イ

プ
と

し
て

作
っ

て
頂

き
た

い
で

す
。

ど
ん

な
タ

イ
プ

の
バ

ス
タ

ブ
に

も
後

付
け

で
き

、
掃

除
も

し
や

す
い

よ
う

に
取

り
外

し
が

可
能

で
、

お
し

ゃ
れ

な
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

が
あ

れ
ば

、
普

段
介

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
気

疲
れ

し
て

し
ま

っ
て

い
る

方
で

も
　

一
人

で
入

浴
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
希

望
が

湧
く

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す

4
6

6

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

パ
ソ

コ
ン

使
用

視
覚

障
害

者
用

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
は

キ
ー

ボ
ー

ド
が

な
い

の
で

視
覚

障
害

の
あ

る
者

は
使

え
ま

せ
ん

。
手

軽
に

持
ち

歩
け

る
の

で
使

用
し

た
い

の
で

す
が

外
付

け
キ

ー
ボ

ー
ド

で
は

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
な

に
か

良
い

製
品

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
6

7

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
盲

ろ
う

者
用

触
読

式
振

動
式

腕
時

計
視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

視
覚

障
害

者
用

の
触

読
式

腕
時

計
、

聴
覚

障
害

者
用

の
振

動
式

腕
時

計
は

す
で

に
あ

り
ま

す
が

、
両

方
が

一
緒

に
な

っ
た

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
盲

ろ
う

者
は

視
覚

、
聴

覚
双

方
に

障
害

が
あ

る
の

で
、

単
機

能
の

腕
時

計
で

は
不

十
分

で
す

。
両

腕
に

そ
れ

ぞ
れ

に
時

計
を

は
め

て
い

る
と

い
う

方
が

、
T

w
it
te

r上
で

ツ
イ

ー
ト

し
て

い
ま

し
た

。

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
ニ

ッ
チ

な
市

場
で

あ
る

こ
と

、
コ

ス
ト

的
に

ユ
ー

ザ
ー

の
ご

希
望

に
そ

え
る

も
の

に
は

な
り

に
く

い
こ

と
か

ら
実

現
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
ぜ

ひ
意

欲
あ

る
方

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

4
6

8

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

障
害

者
団

体
宿

泊
施

設
用

字
幕

・
音

声
解

説
オ

ン
オ

フ
リ

モ
コ

ン

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(宿

泊
施

設
利

用
者

)

宿
泊

施
設

に
も

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

が
広

ま
っ

て
き

ま
し

た
が

、
残

念
な

こ
と

に
字

幕
ボ

タ
ン

の
な

い
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

が
あ

り
、

聴
覚

障
害

者
は

そ
ん

な
リ

モ
コ

ン
に

直
面

す
る

た
び

に
、

字
幕

の
オ

ン
オ

フ
に

困
っ

て
フ

ロ
ン

ト
に

問
い

あ
わ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

字
幕

が
見

ら
れ

な
い

ま
ま

、
我

慢
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

せ
っ

か
く

字
幕

機
能

が
標

準
と

な
っ

た
の

に
、

宿
泊

業
界

の
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

は
、

旧
態

依
然

と
し

て
い

ま
す

。
聴

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
せ

っ
か

く
の

宿
泊

先
で

、
大

変
が

っ
か

り
な

差
別

的
状

況
で

す
。

正
確

な
情

報
が

入
り

に
く

い
、

入
る

の
が

遅
れ

る
と

い
う

点
か

ら
、

心
身

の
安

全
や

財
産

に
影

響
し

か
ね

な
い

と
い

う
懸

念
も

あ
り

ま
す

。
全

難
聴

や
聴

覚
障

害
者

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
協

会
の

W
氏

等
が

数
年

前
か

ら
問

題
提

起
し

て
い

ま
す

が
、

改
善

さ
れ

ま
せ

ん
。

解
決

方
法

で
す

が
、

宿
泊

施
設

用
の

テ
レ

ビ
リ

モ
コ

ン
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
テ

レ
ビ

に
字

幕
専

用
の

リ
モ

コ
ン

を
別

途
用

意
で

き
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

解
説

放
送

専
用

の
ボ

タ
ン

も
あ

る
と

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

当
事

者
が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
ぜ

ひ
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
6

9

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
声

に
反

応
し

て
発

信
受

信
で

き
る

電
話

機
肢

体
障

害
者

用
A

L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。
自

力
で

寝
起

き
で

き
ま

せ
ん

。
介

助
で

寝
起

き
し

、
座

位
保

持
は

自
力

で
可

能
で

す
。

日
中

は
座

っ
て

い
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

す
が

、
立

位
は

で
き

ま
せ

ん
。

手
は

自
由

に
使

え
な

い
の

で
食

事
は

介
助

が
必

要
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
は

良
好

で
す

。
本

人
は

緊
急

時
も

含
め

電
話

で
家

族
や

支
援

者
に

連
絡

を
取

れ
る

体
制

を
望

ん
で

い
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

操
作

や
ボ

タ
ン

操
作

が
で

き
な

い
た

め
、

声
で

作
動

す
る

電
話

機
を

探
し

て
い

ま
す

。

4
7

0

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

医
療

専
門

職
布

団
を

か
け

る
た

め
の

装
置

（
用

具
）

肢
体

障
害

者
用

ベ
ッ

ド
上

で
は

布
団

を
掛

け
た

り
剥

い
だ

り
す

る
こ

と
が

課
題

に
な

り
ま

す
。

筋
力

の
弱

い
方

は
、

布
団

が
重

く
て

動
き

づ
ら

く
な

り
、

特
に

冬
場

は
毛

布
を

か
け

る
の

で
、

身
動

き
が

完
全

に
取

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

一
つ

で
毛

布
を

掛
け

た
り

、
剥

い
だ

り
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

4
7

1
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

打
ち

誤
り

の
な

い
大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
肢

体
障

害
者

用
パ

ソ
コ

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

や
電

卓
を

1
.5

倍
く

ら
い

大
き

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
打

ち
誤

り
が

少
な

く
な

る
。

4
7

2

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

そ
の

他
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

リ
視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 言

語
障

害
者

用
盲

ろ
う

者
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

媒
介

と
し

、
言

葉
を

文
字

、
文

字
を

言
葉

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

。

4
7

3
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

誰
で

も
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

視
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
指

の
感

触
が

な
く

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
た

め
画

面
に

小
さ

な
凹

凸
を

つ
け

る
工

夫
が

必
要

に
な

る
。

パ
ソ

コ
ン

の
キ

ー
ボ

ー
ド

カ
バ

ー
の

よ
う

な
素

材
で

作
成

し
て

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

4
7

4
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
そ

の
他

意
思

疎
通

が
で

き
る

器
具

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

知
的

障
害

者
に

は
う

ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
7

5

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
足

で
押

せ
る

電
気

ス
イ

ッ
チ

肢
体

障
害

者
用

指
押

し
の

電
気

ス
イ

ッ
チ

か
ら

足
で

押
す

ス
イ

ッ
チ

へ
。

高
さ

を
変

え
て

使
い

や
す

さ
を

よ
く

す
る

。

4
7

6

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
言

語
の

通
じ

な
い

方
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
た

め
の

器
具

言
語

障
害

者
用

頭
に

何
か

考
え

た
も

の
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
等

を
通

し
て

他
人

の
考

え
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

、
画

面
を

通
す

等
で

表
れ

る
も

の
。

相
手

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
（

障
が

い
者

と
健

常
者

）
と

る
た

め
に

利
用

で
き

れ
ば

い
い

。

4
7

7

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
早

わ
か

り
意

思
表

示
板

言
語

障
害

者
用

言
語

が
話

せ
な

い
方

に
は

、
マ

カ
ト

ン
や

絵
が

描
い

て
あ

る
カ

ー
ド

が
あ

り
ま

す
が

、
知

的
障

害
が

あ
る

た
め

う
ま

く
伝

わ
ら

な
い

こ
と

が
多

く
あ

り
ま

す
。

携
帯

電
話

ぐ
ら

い
の

大
き

さ
で

首
か

ら
下

げ
ら

れ
る

電
子

機
器

で
、

そ
の

中
に

数
種

類
の

画
像

デ
ー

タ
（

ト
イ

レ
・

食
事

・
住

所
な

ど
）

が
入

っ
て

い
る

物
が

あ
れ

ば
、

よ
り

意
思

が
伝

わ
り

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
携

帯
電

話
の

よ
う

な
も

の
で

は
操

作
が

複
雑

な
の

で
、

ボ
タ

ン
が

３
・

４
個

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

が
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
7

8

H
2

3
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

つ
え

光
る

杖
「

あ
い

棒
」

光
る

杖
「

あ
い

棒
」

は
、

杖
グ

リ
ッ

プ
内

部
に

レ
バ

ー
を

上
下

さ
せ

る
こ

と
で

発
電

、
内

蔵
さ

れ
た

充
電

池
に

蓄
電

し
ま

す
。

蓄
電

さ
れ

た
電

気
に

よ
り

、
杖

の
グ

リ
ッ

プ
部

前
後

に
組

み
込

ま
れ

た
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

ま
す

。
消

費
電

力
の

少
な

い
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

に
よ

る
照

明
は

、
少

な
い

発
電

量
で

長
時

間
の

夜
間

歩
行

時
の

足
元

の
照

明
に

な
る

だ
け

で
は

な
く

、
夜

間
歩

行
中

の
事

故
防

止
に

繋
が

り
ま

す
。

ま
た

、
発

電
＋

蓄
電

に
よ

り
電

池
交

換
は

不
要

で
す

。
発

電
は

片
手

で
歩

き
な

が
ら

充
電

が
行

え
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。

こ
の

杖
は

身
障

者
、

健
常

者
、

老
若

の
方

々
、

ア
ウ

ト
ド

ア
な

ど
で

ご
使

用
い

た
だ

く
だ

け
で

な
く

、
停

電
時

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
確

実
な

照
明

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
こ

の
杖

の
開

発
試

作
品

を
、

身
障

者
（

脳
梗

塞
に

よ
る

左
半

身
麻

痺
：

６
８

歳
）

の
方

に
１

年
間

使
用

い
た

だ
き

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
麻

痺
状

態
で

動
か

す
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

手
の

指
が

徐
々

に
動

く
よ

う
に

な
り

、
握

力
も

強
く

な
っ

た
と

喜
ん

で
い

た
だ

け
ま

し
た

。
ま

た
、

小
平

市
の

外
科

医
院

長
に

サ
ン

プ
ル

を
見

て
い

た
だ

き
、

発
電

作
業

に
よ

っ
て

安
心

し
て

手
の

指
の

運
動

が
出

来
る

だ
け

で
な

く
握

力
強

化
も

可
能

で
あ

る
、

と
評

価
い

た
だ

き
ま

し
た

。

4
7

9
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

の
家

族
ア

ル
コ

ー
そ

の
他

(高
齢

者
)

ア
ル

コ
ー

の
前

方
部

分
に

テ
ー

ブ
ル

を
付

け
る

。

4
8

0

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
歩

行
器

肢
体

障
害

者
用

赤
ち

ゃ
ん

が
使

っ
て

い
る

歩
行

器
の

大
人

用
が

あ
る

と
良

い
な

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
今

赤
ち

ゃ
ん

用
の

歩
行

器
あ

る
か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
私

が
小

さ
い

頃
は

あ
り

ま
し

た
。

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、

座
る

部
分

を
出

し
て

座
る

と
き

、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、

歩
行

練
習

が
出

来
る

の
に

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
私

は
線

維
筋

痛
症

と
い

う
病

気
で

自
分

が
使

い
た

い
の

で
す

が
、

リ
ハ

ビ
リ

技
士

と
し

て
脳

血
管

障
害

等
の

患
者

さ
ん

を
見

て
い

て
、

こ
う

い
う

歩
行

器
が

あ
っ

た
ら

良
い

と
思

い
ま

す
。

4
8

1

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

そ
の

他
(医

療
職

兼
利

用
者

の
家

族
)

歩
行

車
肢

体
障

害
者

用
小

脳
失

調
な

ど
が

あ
る

と
歩

行
車

ご
と

倒
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ジ
ャ

イ
ロ

ホ
イ

ー
ル

を
使

っ
た

よ
う

な
、

自
ら

た
ち

な
お

っ
て

く
る

歩
行

車
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

4
8

2

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
歩

行
サ

ポ
ー

ト
器

具
そ

の
他

(線
維

筋
痛

症
患

者
用

)
線

維
筋

痛
症

患
者

で
す

。
今

、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
だ

と
ど

う
し

て
も

手
が

痛
い

の
で

す
。

握
力

が
な

く
、

ま
た

リ
ウ

マ
チ

の
よ

う
な

関
節

の
痛

み
も

あ
る

の
で

杖
が

し
っ

か
り

と
握

れ
ず

、
う

ま
く

体
を

支
え

る
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
。

ま
ず

、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
る

理
由

で
す

が
、

脚
が

痛
い

だ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

肩
や

背
中

、
腰

が
歩

く
た

び
に

痛
む

の
で

使
っ

て
い

ま
す

。
で

す
が

、
ど

う
し

て
も

片
側

に
体

重
が

寄
り

気
味

に
な

り
、

ま
た

支
え

る
の

に
脇

を
使

っ
て

い
る

た
め

片
側

ば
か

り
が

痛
む

結
果

で
す

。
そ

し
て

杖
を

持
つ

、
と

い
う

こ
と

自
体

が
手

の
痛

み
と

し
て

苦
痛

を
伴

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

今
は

そ
れ

ら
を

総
合

し
て

補
助

し
て

く
れ

る
器

具
が

な
い

の
で

、
そ

う
い

っ
た

場
合

に
で

も
使

え
る

、
例

え
ば

両
脇

で
支

え
て

手
で

持
つ

必
要

が
な

い
歩

行
器

、
な

ど
、

そ
う

い
っ

た
も

の
を

開
発

し
て

も
ら

え
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

是
非

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

4
8

3

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
歩

行
器

（
重

い
体

重
の

方
で

も
安

全
な

物
）

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(肢

体
・

知
的

障
が

い
重

複
)

1
0

0
k
g
程

の
体

重
の

方
が

歩
行

器
を

使
わ

れ
る

が
、

知
的

に
障

が
い

が
あ

る
た

め
使

い
こ

な
し

方
が

悪
い

。
転

倒
が

あ
っ

た
の

で
、

安
全

で
使

い
や

す
い

物
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
歩

行
器

は
前

に
出

て
し

ま
い

や
す

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
8

4

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
常

に
転

倒
の

危
険

が
あ

る
人

の
作

業
を

支
え

る
ウ

ォ
ー

カ
ー

そ
の

他
(転

倒
の

危
険

が
あ

る
人

)
当

施
設

の
生

活
介

護
に

は
、

重
度

の
て

ん
か

ん
発

作
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
常

に
脱

力
転

倒
の

危
険

が
あ

り
、

車
い

す
等

に
抑

制
し

た
ら

安
全

で
す

が
、

歩
け

る
方

な
の

で
ス

ト
レ

ス
に

も
な

り
、

み
ん

な
と

一
緒

に
作

業
に

参
加

で
き

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
ス

タ
ッ

フ
が

一
人

、
常

に
そ

ば
に

い
て

見
守

り
な

が
ら

作
業

を
し

、
転

倒
の

瞬
間

に
支

え
る

と
い

う
毎

日
で

す
。

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、

自
力

で
立

っ
て

歩
い

て
作

業
も

で
き

る
た

め
の

ツ
ー

ル
が

必
要

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、

作
業

台
が

融
合

し
た

よ
う

な
器

具
が

あ
れ

ば
、

本
人

の
自

主
的

な
意

思
で

行
動

し
、

作
業

で
き

る
環

境
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

4
8

5

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
落

し
物

が
拾

え
る

車
イ

ス
肢

体
障

害
者

用
車

イ
ス

使
用

者
が

落
し

物
を

し
て

し
ま

っ
た

際
に

、
拾

う
の

に
苦

労
す

る
と

い
う

報
告

が
多

い
。

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、

座
面

の
片

側
の

高
さ

を
低

く
で

き
る

よ
う

に
し

て
、

落
し

物
を

拾
い

や
す

く
す

る
。

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、

適
度

な
速

さ
で

衝
撃

な
く

下
が

る
と

共
に

ブ
レ

ー
キ

が
掛

か
る

。
座

面
を

元
に

戻
す

場
合

は
車

輪
を

回
転

さ
せ

る
力

を
利

用
す

る
な

ど
し

て
、

若
干

力
は

必
要

と
す

る
も

の
の

、
無

理
な

く
自

分
の

力
で

元
に

戻
せ

る
よ

う
に

す
る

。

4
8

6

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
自

走
式

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
軽

度
の

認
知

症
の

方
が

ご
自

分
で

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
の

移
乗

を
行

な
い

ト
イ

レ
移

動
を

行
な

う
の

で
す

が
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

忘
れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
車

椅
子

に
腰

を
下

ろ
す

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
は

ず
れ

車
椅

子
か

ら
腰

を
上

げ
る

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
と

て
も

安
全

だ
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・

4
8

7
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

ク
ッ

シ
ョ

ン
そ

の
他

(脳
性

ま
ひ

)
長

時
間

車
い

す
に

座
っ

て
い

る
の

で
、

お
尻

が
痛

く
な

る
。

色
々

買
っ

て
試

し
た

が
、

痛
み

が
す

ぐ
に

出
て

し
ま

う
。

長
時

間
座

っ
て

い
て

も
、

お
尻

に
負

担
が

い
か

な
い

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

作
っ

て
欲

し
い

。

4
8

8

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
(特

別
支

援
学

校
教

員
)

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

用
の

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(子
ど

も
)

あ
る

子
ど

も
が

、
「

僕
た

ち
が

使
い

や
す

い
車

い
す

は
ど

う
し

た
ら

作
っ

て
も

ら
え

る
の

？
」

と
言

っ
た

の
で

、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、

少
々

不
注

意
で

も
前

に
転

倒
し

な
い

車
い

す
か

、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
は

自
力

で
の

外
出

経
験

が
乏

し
く

操
作

も
未

熟
な

の
で

、
小

さ
な

段
差

を
見

落
と

し
て

躓
い

た
り

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
足

を
か

け
た

ま
ま

車
い

す
か

ら
お

り
よ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
や

横
移

乗
は

難
し

く
て

も
つ

か
ま

り
立

ち
で

移
乗

し
た

り
す

る
の

こ
と

が
で

き
る

場
合

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

を
自

分
の

力
で

開
閉

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
よ

う
で

す
。

弱
い

力
で

も
開

閉
で

き
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
車

い
す

を
使

い
な

が
ら

、
精

神
的

に
自

立
し

て
い

く
た

め
に

、
活

発
で

、
親

や
教

員
に

よ
る

監
視

や
手

助
け

が
少

な
く

て
活

動
で

き
る

環
境

や
経

験
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、

落
と

し
た

も
の

を
拾

っ
た

り
、

運
動

会
で

競
走

し
た

り
、

物
を

運
ん

だ
り

、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、

と
い

う
よ

う
に

、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で
す

。
集

団
で

バ
ス

な
ど

に
乗

り
ま

す
の

で
、

た
た

め
て

も
取

り
外

し
た

シ
ー

ト
の

た
め

に
一

席
分

必
要

に
な

る
の

も
困

り
ま

す
。

５
年

で
３

０
セ

ン
チ

近
く

身
長

が
変

わ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

厳
密

な
適

合
で

な
く

て
は

操
作

が
著

し
く

不
利

に
な

る
、

と
い

う
よ

り
、

変
化

の
影

響
で

操
作

が
不

利
に

な
っ

て
も

動
き

や
す

い
ふ

う
で

あ
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
（

限
度

は
あ

る
で

し
ょ

う
け

れ
ど

）
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
に

お
願

い
し

ま
す

。

4
8

9

H
2

3
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

す
ん

止
メ

君
新

製
品

「
す

ん
止

メ
君

」
の

紹
介

で
す

。
車

椅
子

で
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
故

防
止

に
役

立
ち

ま
す

。
車

椅
子

の
停

止
の

際
に

サ
イ

ド
の

パ
ー

キ
ン

グ
ブ

レ
ー

キ
を

掛
け

忘
れ

た
場

合
、

人
が

立
っ

た
­

瞬
間

、
車

椅
子

が
後

ろ
に

下
が

る
事

を
防

ぐ
為

の
安

全
ス

ト
ッ

パ
ー

で
す

。
こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
ブ

レ
ー

キ
の

ロ
ッ

ク
機

能
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
後

退
す

る
際

­
に

ス
ト

ッ
パ

ー
の

横
に

付
い

て
る

ゴ
ム

が
主

車
輪

の
リ

ム
に

食
い

つ
き

、
ゴ

ム
と

リ
ム

と
摩

擦
で

止
め

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
く

す
る

働
き

を
し

ま
す

。
人

が
­

座
っ

て
い

て
も

い
な

く
て

も
ど

ち
ら

も
有

効
で

す
。

人
が

座
っ

て
る

時
は

体
重

の
重

み
で

違
和

感
な

く
後

退
し

、
人

が
降

り
た

時
は

車
椅

子
の

重
さ

だ
け

を
支

­
え

る
働

き
を

し
ま

す
の

で
、

後
ろ

に
下

が
り

に
く

い
機

構
に

な
っ

て
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

車
椅

子
に

後
付

け
が

可
能

で
す

。
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

ご
覧

に
な

れ
ま

す
。

「
す

ん
止

メ
君

」
と

検
索

し
て

み
て

下
さ

い
！

4
9

0

H
2

3
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
車

い
す

か
ん

た
ん

リ
フ

ト
標

準
的

な
車

椅
子

の
前

輪
を

持
ち

上
げ

て
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
W

W
W

.n
ik

.o
r.
jp

4
9

1

H
2

3
新

製
品

・
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 屋
外

の
移

動
車

い
す

車
椅

子
用

足
固

定
ベ

ル
ト

と
片

マ
ヒ

用
ボ

デ
ィ

ー
タ

オ
ル

紹
介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、

完
成

し
ま

し
た

の
で

今
回

ご
紹

介
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

し
ま

し
た

、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、

必
要

な
人

に
お

知
ら

せ
出

来
る

よ
う

に
こ

れ
か

ら
努

力
し

て
い

き
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
(社

)新
産

業
喜

働
推

進
機

構
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

/
in

d
e
x
.h

tm
l

小
さ

な
要

望
も

困
っ

て
い

る
人

に
は

、
す

ご
く

価
値

の
あ

る
物

な
の

で
す

。
こ

れ
か

ら
も

そ
れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。

4
9

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

肢
体

障
害

者
用

私
は

簡
易

型
電

動
車

い
す

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
外

出
し

た
と

き
に

テ
ー

ブ
ル

に
あ

た
る

こ
と

が
多

く
邪

魔
に

な
る

の
で

、
そ

の
度

に
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

4
9

3

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
移

動
用

リ
フ

ト
開

発
メ

ー
カ

か
ん

た
ん

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
現

在
販

売
さ

れ
て

い
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

が
つ

い
て

い
る

車
椅

子
は

、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、
高

価
で

あ
る

な
ど

の
理

由
か

ら
利

用
者

数
が

増
え

て
い

ま
せ

ん
。

今
回

提
案

す
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

を
持

た
せ

る
車

椅
子

付
属

品
は

、
個

人
的

に
使

い
た

い
と

思
っ

て
い

る
方

に
、

特
注

品
と

し
て

製
作

い
た

し
ま

す
の

で
、

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
是

非
お

問
い

合
わ

せ
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

4
9

4

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
医

療
専

門
職

温
水

洗
浄

便
座

用
肛

門
モ

ニ
タ

ー
肢

体
障

害
者

用
脊

髄
損

傷
患

者
が

温
水

洗
浄

便
座

を
使

用
す

る
と

、
肛

門
周

囲
の

臀
部

感
覚

麻
痺

か
ら

、
肛

門
の

洗
浄

が
的

確
に

で
き

な
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

肛
門

が
モ

ニ
タ

—
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

ま
た

、
温

水
洗

浄
便

座
の

水
流

は
排

便
障

害
の

あ
る

脊
髄

損
傷

患
者

に
と

っ
て

排
便

促
進

の
効

果
も

も
た

ら
す

。
こ

の
際

に
も

役
立

つ
。

さ
ら

に
座

薬
挿

入
や

浣
腸

操
作

の
際

も
便

利
で

あ
る

。
自

身
も

研
究

開
発

し
た

こ
と

が
あ

り
、

既
製

品
も

国
内

で
販

売
し

て
い

る
が

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
や

耐
久

性
に

ま
だ

ま
だ

問
題

が
あ

る
。

温
水

洗
浄

便
座

の
機

能
の

オ
プ

シ
ョ

ン
と

し
て

、
便

座
に

一
体

化
さ

せ
コ

ン
パ

ク
ト

に
付

加
で

き
る

と
よ

い
と

考
え

て
い

る
。

4
9

5

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
入

浴
関

連
用

具
開

発
メ

ー
カ

浴
室

内
の

手
摺

を
利

用
し

た
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

用
具

と
入

浴
装

置

肢
体

障
害

者
用

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、

後
付

け
操

作
で

着
脱

が
自

在
に

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

機
構

を
新

た
に

採
用

す
る

こ
と

で
、

取
付

け
位

置
も

ノ
ズ

ル
の

高
さ

や
角

度
も

自
由

に
選

択
が

可
能

と
な

る
新

規
な

シ
ャ

ワ
ー

装
置

を
提

供
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

使
用

者
は

自
分

の
姿

勢
を

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
に

合
わ

せ
る

の
で

は
な

く
、

浴
び

た
い

場
所

に
向

け
て

ヘ
ッ

ド
の

位
置

を
動

か
し

シ
ャ

ワ
ー

を
当

て
る

こ
と

が
自

在
と

な
り

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、

体
温

の
低

下
を

防
ぎ

身
体

へ
の

負
担

を
軽

く
す

る
た

め
同

時
に

足
浴

を
行

え
ば

非
常

に
効

果
的

で
す

。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、

終
了

後
の

処
理

と
し

て
は

、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

（
注

）
　

そ
れ

ぞ
れ

の
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。

4
9

6

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
入

浴
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

入
浴

介
助

用
手

摺
装

置
肢

体
障

害
者

用
入

浴
時

に
お

け
る

課
題

は
、

浴
槽

へ
の

出
入

り
と

、
座

っ
た

り
立

っ
た

り
す

る
動

作
が

難
儀

で
あ

る
点

で
す

。
そ

の
解

決
策

と
し

て
、

浴
槽

の
長

手
方

向
壁

面
に

取
り

付
け

ら
れ

た
既

設
の

水
平

式
手

摺
り

を
利

用
し

て
、

後
付

け
で

装
着

が
で

き
る

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

新
規

に
採

用
し

た
こ

と
で

浴
槽

を
直

角
に

横
断

し
、

対
面

側
の

縁
に

固
定

す
る

ブ
リ

ッ
ジ

状
の

介
助

用
手

摺
が

実
用

化
で

き
ま

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

入
浴

者
は

左
右

の
任

意
側

か
ら

手
摺

を
伝

っ
て

浴
槽

に
入

り
、

そ
の

握
り

手
を

替
え

る
こ

と
な

く
中

央
部

へ
移

行
し

そ
の

ま
ま

腰
を

下
し

て
座

り
ま

す
。

立
ち

上
が

る
時

に
は

腕
を

伸
ば

し
て

前
方

の
手

摺
を

掴
め

ば
自

然
に

腰
を

浮
か

す
動

き
と

な
り

楽
に

起
き

上
が

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
で

、
危

険
性

が
減

少
し

安
全

度
が

増
し

ま
す

。
従

っ
て

、
従

来
の

I型
や

L
型

な
ど

の
複

数
の

手
摺

が
不

必
要

と
な

り
、

浴
室

内
の

環
境

美
化

と
経

済
性

に
貢

献
し

ま
す

。
（

注
）

　
手

摺
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。

4
9

7

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
ワ

ン
ハ

ン
ド

 テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
肢

体
障

害
者

用
片

腕
し

か
動

か
せ

な
い

方
で

も
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
が

、
あ

ら
か

じ
め

重
ね

て
折

り
た

た
ん

で
あ

り
ま

す
の

で
、

簡
単

に
使

用
で

き
ま

す
。

　
尚

、
木

製
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

と
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ペ
ー

パ
ー

の
折

り
た

た
み

作
業

は
、

障
が

い
者

作
業

所
の

協
力

で
、

作
ら

れ
て

お
り

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

下
記

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

下
さ

い
。

w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

4
9

8

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
足

ブ
ラ

ン
コ

　
半

身
不

自
由

な
方

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

肢
体

障
害

者
用

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手
で

相
手

の
不

自
由

な
腕

、
手

の
上

、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
足

ブ
ラ

ン
コ

を
福

祉
用

具
の

給
付

の
対

象
を

要
望

し
ま

す
。

4
9

9

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
足

ブ
ラ

ン
コ

は
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

器
具

で
す

。

そ
の

他
(妊

婦
用

)
N

H
K

の
放

送
１

１
月

４
日

に
不

育
症

（
流

産
）

何
回

も
あ

る
人

の
原

因
が

い
ま

ま
で

不
明

で
し

た
。

今
回

血
流

が
わ

る
い

の
が

原
因

と
わ

か
り

ま
し

た
と

放
送

が
あ

り
ま

し
た

。
足

ブ
ラ

ン
コ

は
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

が
で

け
る

の
で

お
役

に
た

ち
ま

す
。

不
育

症
の

人
は

悩
み

か
ら

解
放

さ
れ

ま
す

。

5
0

0

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
水

道
か

ら
な

べ
や

電
気

ポ
ッ

ト
ま

で
、

つ
な

ぐ
ホ

ー
ス

の
よ

う
な

も
の

肢
体

障
害

者
用

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（

パ
ン

一
斤

は
重

く
て

買
っ

て
こ

ら
れ

な
い

、
程

度
。

）
そ

の
た

め
、

調
理

な
べ

や
、

お
湯

を
沸

か
す

た
め

の
電

気
ポ

ッ
ト

へ
水

を
入

れ
る

作
業

が
、

人
に

手
伝

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

で
き

ま
せ

ん
。

水
道

か
ら

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
が

で
て

い
れ

ば
、

簡
単

に
な

べ
に

沢
山

水
を

い
れ

た
り

（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。

ゆ
で

卵
で

も
）

、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

現
在

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
数

回
に

分
け

て
お

な
べ

に
水

を
入

れ
た

り
、

電
気

ポ
ッ

ト
に

関
し

て
は

、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（

出
費

で
す

）
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
ポ

ッ
ト

脇
に

お
い

て
お

い
て

も
ら

い
、

ぺ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
淵

を
電

気
ポ

ッ
ト

に
も

た
せ

か
け

な
が

ら
、

流
し

い
れ

て
い

ま
す

。
（

小
分

け
に

し
て

蛇
口

か
ら

何
度

も
運

ん
で

い
た

の
で

は
、

そ
の

作
業

だ
け

で
力

尽
き

て
一

日
が

終
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
）

抗
菌

タ
イ

プ
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

を
希

望
し

ま
す

。

5
0

1

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
足

ブ
ラ

ン
コ

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

そ
の

他
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

で
き

ま
す

。
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
は

筋
肉

が
短

く
な

り
、

硬
く

な
っ

て
い

ま
す

。
柔

軟
運

動
の

股
開

き
運

動
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。

5
0

2
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
（

カ
ー

ル
君

）
肢

体
障

害
者

用
現

在
、

カ
ー

ル
君

と
い

う
乗

降
車

時
に

使
用

す
る

機
器

を
重

度
障

害
者

セ
ン

タ
ー

内
で

、
使

用
し

て
い

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
１

台
が

壊
れ

て
し

ま
う

と
、

商
品

が
製

造
中

止
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
を

行
っ

て
も

ら
え

ず
、

困
っ

て
い

ま
す

。

5
0

3
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ジ
ャ

ン
ボ

携
帯

電
話

そ
の

他
(脳

性
ま

ひ
)

携
帯

電
話

の
数

字
ボ

タ
ン

が
大

き
い

も
の

が
欲

し
い

。
小

さ
い

と
不

随
運

動
が

あ
る

た
め

押
し

た
い

ボ
タ

ン
が

押
せ

な
い

。
１

セ
ン

チ
角

く
ら

い
の

ボ
タ

ン
が

ち
ょ

う
ど

良
い

。

5
0

4

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
呼

吸
器

の
バ

ッ
テ

リ
ー

肢
体

障
害

者
用

外
出

に
使

う
バ

ッ
テ

リ
ー

が
、

６
時

間
し

か
も

た
な

い
と

、
自

由
に

外
出

が
出

来
な

い
。

な
の

で
、

バ
ッ

テ
リ

ー
の

時
間

を
気

に
し

な
い

で
い

い
く

ら
い

長
く

、
充

電
出

来
る

も
の

が
欲

し
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
0

5

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
重

度
肢

体
不

自
由

者
（

車
椅

子
使

用
者

）
の

た
め

の
室

内
運

動
器

具
の

開
発

肢
体

障
害

者
用

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、

在
宅

生
活

を
送

っ
て

い
る

方
か

ら
、

体
を

動
か

す
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

と
の

話
を

聞
く

。
特

に
、

自
分

で
車

の
運

転
が

で
き

な
い

方
や

、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
へ

の
ト

ラ
ン

ス
等

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
方

は
ま

だ
し

も
、

車
椅

子
の

自
走

以
外

は
ほ

ぼ
介

助
で

生
活

し
て

い
る

方
に

と
っ

て
、

体
を

動
か

す
機

会
が

な
い

こ
と

が
な

い
の

が
実

情
の

よ
う

だ
。

一
般

の
方

に
は

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、

上
記

の
よ

う
な

障
害

者
は

運
動

の
機

機
会

も
限

ら
れ

、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、

現
存

す
る

も
の

は
、

大
き

さ
の

問
題

（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）

、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、

運
動

を
行

う
際

に
介

助
者

の
手

助
け

が
必

要
な

点
で

あ
ろ

う
（

ル
ー

ム
ラ

ン
ナ

ー
へ

の
乗

り
降

り
が

自
分

で
は

で
き

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

）
体

力
維

持
の

た
め

、
生

活
習

慣
病

等
を

予
防

し
健

康
を

維
持

す
る

た
め

、
重

度
の

肢
体

不
自

由
者

の
た

め
の

室
内

で
室

内
運

動
器

具
の

開
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

○
室

内
運

動
器

具
に

必
要

な
要

素
・

持
久

的
な

運
動

が
で

き
る

器
具

で
あ

る
こ

と
。

・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
・

特
別

な
工

事
を

必
要

と
し

な
い

。
・

生
活

ス
ペ

ー
ス

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
（

大
き

さ
や

静
音

性
）

・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

5
0

6
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

い
つ

ま
で

も
歩

け
ま

す
。

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(高

齢
者

)
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

自
分

の
意

思
で

股
開

き
運

動
、

足
の

曲
げ

伸
ば

し
運

動
、

自
力

で
交

互
に

腿
上

げ
運

動
で

か
ま

す
。

移
動

で
き

る
ベ

ッ
ト

用
、

布
団

用
あ

り
ま

す
。

寝
た

ま
ま

で
足

、
脚

運
動

で
き

ま
す

。
手

の
上

、
下

運
動

で
き

ま
す

。
歩

け
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

一
人

で
食

事
で

き
ま

す
。

5
0

7

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

音
声

筆
談

器
（

対
話

用
）

携
帯

が
可

能
な

端
末

を
用

い
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

か
え

る
装

置
の

開
発

を
提

案
し

ま
す

。
既

存
の

「
手

書
筆

談
器

」
に

か
わ

る
、

難
聴

者
に

と
っ

て
は

画
期

的
な

製
品

で
す

。
難

聴
者

が
相

手
に

自
分

の
意

思
を

伝
え

る
場

合
、

現
状

は
「

筆
記

」
「

手
話

」
を

使
い

ま
す

が
、

加
齢

に
よ

り
「

文
字

書
き

」
が

出
来

な
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

手
話

は
、

相
手

が
手

話
を

理
解

で
き

な
け

れ
ば

使
え

ま
せ

ん
。

「
音

声
筆

談
器

」
は

上
記

の
よ

う
な

不
具

合
を

解
決

し
、

言
葉

が
喋

れ
る

難
聴

者
で

あ
れ

ば
、

非
常

に
有

効
な

機
器

と
な

り
ま

す
。

興
味

を
お

持
ち

に
な

ら
れ

た
方

は
、

横
浜

市
中

途
失

聴
・

難
聴

者
協

会
補

聴
器

研
究

部
の

力
石

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/
in

d
e
x
.h

tm

5
0

8

H
2

3
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

家
族

が
で

き
る

尖
足

角
度

の
計

測
と

拘
縮

改
善

リ
ハ

ビ
リ

器
具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

座
位

や
寝

た
ま

ま
、

テ
コ

作
用

に
よ

り
軽

い
力

で
反

復
動

的
（

神
経

筋
促

通
）

な
リ

ハ
ビ

リ
を

行
な

え
ま

す
。

足
関

節
可

動
域

も
他

動
域

角
度

、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
の

意
欲

を
高

め
ま

す
。

本
訓

練
の

二
次

的
効

果
と

し
て

、
足

関
節

底
背

屈
の

パ
ー

ト
ナ

ー
反

復
運

動
を

仰
臥

位
で

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢
背

屈
く

ん
Ⅱ

｣

5
0

9

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

外
出

用
リ

フ
ト

肢
体

障
害

者
用

遷
延

性
（

せ
ん

え
ん

せ
い

）
意

識
障

害
の

息
子

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
息

子
は

意
志

の
疎

通
が

困
難

で
全

介
助

が
必

要
で

す
。

家
で

は
車

椅
子

移
乗

や
入

浴
時

な
ど

家
庭

用
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

（
体

重
５

３
㎏

で
重

い
の

で
）

。
し

か
し

旅
行

含
め

外
出

し
た

際
に

は
車

椅
子

移
乗

や
ベ

ッ
ド

移
乗

は
す

べ
て

人
海

戦
術

し
か

手
段

が
あ

り
ま

せ
ん

。
従

っ
て

旅
行

に
行

っ
て

も
介

護
旅

行
で

あ
り

、
体

力
が

要
る

し
、

帰
っ

て
か

ら
腰

痛
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

そ
し

て
旅

行
に

連
れ

て
行

っ
て

や
り

た
い

の
は

や
ま

や
ま

だ
け

ど
次

第
に

億
劫

に
な

り
ま

す
。

携
行

で
き

る
リ

フ
ト

が
あ

れ
ば

い
い

の
に

な
あ

と
思

い
ま

す
。

人
を

持
ち

上
げ

る
か

ら
に

は
あ

る
程

度
の

重
量

が
な

い
と

支
え

切
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
ら

リ
フ

ト
は

重
く

て
当

た
り

前
？

こ
ん

な
常

識
を

覆
し

て
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

リ
フ

ト
を

開
発

し
て

く
だ

さ
い

！
！

5
1

0

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

開
発

メ
ー

カ
浴

槽
内

昇
降

機
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(足
腰

の
弱

い
方

)
入

浴
者

が
浴

槽
に

入
る

時
や

、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
ひ

ざ
や

腕
に

負
担

が
掛

か
り

過
ぎ

、
健

常
だ

っ
た

部
位

ま
で

痛
め

て
し

ま
う

。
ま

た
、

介
護

者
が

付
き

添
う

場
合

、
入

浴
者

が
浴

槽
に

入
る

時
や

、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
介

護
者

の
腕

や
腰

に
負

担
が

掛
か

っ
て

し
ま

う
。

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、

台
の

水
平

を
保

つ
機

構
を

持
ち

、
台

の
下

に
溜

め
こ

ん
だ

空
気

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、

入
浴

を
し

や
す

く
す

る
。

5
1

1

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
床

ず
れ

予
防

マ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
こ

れ
ま

で
と

違
っ

た
ア

プ
ロ

ー
チ

で
床

ず
れ

を
予

防
す

る
マ

ッ
ト

レ
ス

の
開

発
。

高
張

力
ナ

イ
ロ

ン
等

の
素

材
で

表
面

に
ネ

ッ
ト

を
形

成
す

る
。

前
後

左
右

で
こ

の
張

力
を

変
更

す
る

こ
と

で
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

硬
さ

を
自

由
に

変
更

で
き

る
。

カ
バ

ー
は

ゴ
ア

テ
ッ

ク
ス

等
の

生
地

を
使

用
し

て
通

気
性

の
高

い
も

の
の

液
体

は
透

過
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

寝
心

地
が

よ
く

、
寝

返
り

も
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

。
張

力
の

変
更

は
ダ

イ
ア

ル
で

簡
単

に
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

5
1

2

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

昇
降

付
き

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

肢
体

障
害

者
用

入
浴

の
際

に
浴

槽
内

に
入

る
時

に
　

浴
槽

が
高

い
（

ア
パ

ー
ト

の
よ

う
に

据
え

置
き

タ
イ

プ
）

や
逆

に
低

い
時

が
あ

り
ま

す
。

バ
ス

ボ
ー

ド
は

浴
槽

の
幅

が
狭

い
時

や
　

場
合

に
よ

り
浴

槽
に

つ
か

る
と

き
に

は
使

用
が

で
き

な
か

っ
た

り
　

邪
魔

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
　

浴
槽

が
低

い
時

は
す

わ
る

こ
と

も
困

難
な

と
き

も
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

に
　

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

の
高

さ
が

、
理

容
室

の
椅

子
の

よ
う

に
　

（
介

助
者

は
ス

テ
ッ

プ
を

踏
む

）
昇

降
が

自
由

に
で

き
れ

ば
　

入
り

や
す

い
の

で
は

考
え

る

5
1

3

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
中

間
サ

イ
ズ

の
浴

槽
に

つ
い

て
…

。
そ

の
他

(人
工

呼
吸

器
を

着
用

)
こ

ん
に

ち
は

。
私

の
子

供
は

、
バ

ク
バ

ク
っ

子
（

人
工

呼
吸

器
を

つ
け

た
子

供
）

１
１

才
に

な
り

ま
す

。
ま

だ
、

小
さ

い
と

き
は

写
真

の
浴

槽
で

も
プ

カ
プ

カ
浮

く
位

で
し

た
が

、
最

近
は

体
も

大
き

く
な

っ
て

き
た

し
、

骨
粗

鬆
症

と
も

言
わ

れ
、

浴
槽

が
一

回
り

位
大

き
い

の
が

欲
し

い
と

思
い

、
色

々
問

い
合

わ
せ

（
大

手
メ

ー
カ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
）

ま
し

た
が

、
１

個
だ

け
で

は
高

額
に

な
る

と
か

、
こ

の
先

検
討

も
難

し
い

と
か

で
、

な
か

な
か

ベ
ス

ト
サ

イ
ズ

が
あ

り
ま

せ
ん

。
長

さ
１

メ
ー

ト
ル

位
の

物
は

代
用

で
き

た
り

、
１

メ
ー

ト
ル

４
０

セ
ン

チ
過

ぎ
る

と
大

人
サ

イ
ズ

で
使

用
で

き
ま

す
が

、
１

２
０

～
１

３
０

セ
ン

チ
ま

で
の

サ
イ

ズ
と

な
る

と
 な

か
な

か
代

用
も

難
し

く
、

今
後

も
私

の
よ

う
に

我
が

子
に

ゆ
っ

く
り

つ
か

ら
せ

て
や

り
た

い
！

と
思

う
親

御
さ

ん
は

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

在
宅

で
暮

ら
す

子
供

さ
ん

も
増

え
て

き
て

い
る

の
で

、
ぜ

ひ
中

旬
サ

イ
ズ

の
浴

槽
を

お
考

え
て

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
…

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

5
1

4
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
マ

イ
ス

プ
ー

ン
食

事
介

助
ロ

ボ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
マ

イ
ス

プ
ー

ン
に

セ
ッ

ト
す

る
器

は
、

指
定

さ
れ

た
も

の
し

か
使

用
で

き
な

い
た

め
、

色
々

な
器

が
使

用
で

き
る

と
よ

い
。

ま
た

、
豆

腐
の

様
な

柔
ら

か
い

食
べ

物
や

味
噌

汁
の

よ
う

な
汁

物
が

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
て

も
ら

い
た

い
。

5
1

5
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
立

ち
上

が
り

ア
シ

ス
ト

付
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

立
ち

上
が

る
際

に
便

座
が

昇
降

す
る

シ
ス

テ
ム

。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
1

6

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
ラ

ジ
オ

の
周

波
数

を
利

用
し

た
視

覚
障

害
者

用
支

援
機

器

視
覚

障
害

者
用

1
6

2
0

k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、

道
路

交
通

情
報

で
す

が
、

例
え

ば
1

5
0

0
k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、

公
共

施
設

や
駅

、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
こ

の
意

見
は

、
事

務
局

が
代

行
し

て
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

5
1

7

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
エ

レ
ベ

ー
タ

内
の

音
声

認
識

シ
ス

テ
ム

視
覚

障
害

者
用

視
覚

に
障

害
が

あ
り

、
エ

レ
ベ

ー
タ

を
利

用
す

る
際

、
必

ず
人

の
介

助
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
一

部
の

メ
ー

カ
ー

で
は

オ
プ

シ
ョ

ン
で

あ
る

よ
う

で
す

が
、

視
覚

障
害

者
が

人
に

頼
ま

な
く

て
も

す
む

よ
う

、
音

声
認

識
装

置
は

標
準

装
備

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
こ

の
質

問
は

、
事

務
局

に
て

入
力

を
代

行
し

て
い

ま
す

。
）

5
1

8

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
振

動
で

知
ら

せ
る

時
計

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
視

覚
障

害
者

用
の

時
計

と
し

て
は

音
声

時
計

が
一

般
的

で
す

が
、

会
議

や
静

か
な

場
所

で
は

周
囲

へ
迷

惑
を

か
け

ま
す

し
、

う
る

さ
い

場
所

で
は

時
刻

が
聞

こ
え

に
く

い
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

携
帯

電
話

の
よ

う
に

、
振

動
を

利
用

し
て

時
刻

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

時
計

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
短

い
振

動
（

ブ
ル

）
は

１
、

長
い

振
動

（
ブ

ル
ル

ル
ル

）
は

５
と

す
る

。
時

刻
は

2
4

時
間

制
で

、
た

と
え

ば
2

3
時

5
6

分
な

ら
ば

２
　

３
　

５
　

６
　

の
順

に
振

動
さ

せ
ま

す
。

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ル
ル

ル
（

間
隔

）
ブ

ル
ル

ル
ル

ブ
ル

の
よ

う
に

、
時

分
の

時
の

１
０

の
位

か
ら

順
番

に
短

い
振

動
と

長
い

振
動

で
表

現
し

て
い

き
ま

す
。

最
近

は
携

帯
電

話
用

に
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
ー

も
小

型
化

し
て

き
て

お
り

、
安

価
に

も
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、

価
格

的
に

も
大

き
な

負
担

に
は

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

ま
た

振
動

さ
せ

る
ス

イ
ッ

チ
の

工
夫

を
す

れ
ば

、
関

節
可

動
域

制
限

の
あ

る
肢

体
不

自
由

者
に

も
使

え
る

商
品

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

5
1

9

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
歩

行
補

助
具

視
覚

障
害

者
用

カ
ー

ナ
ビ

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

、
Ｇ

Ｐ
Ｓ

で
、

目
的

場
所

の
電

話
番

号
を

入
れ

る
と

案
内

し
て

く
れ

る
物

。
　

そ
れ

に
プ

ラ
ス

し
て

前
方

を
中

心
に

両
速

方
の

様
子

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

物
。

　
知

ら
せ

る
手

段
は

音
声

と
振

動
。

　
利

用
者

の
体

に
装

着
し

て
使

用
す

る
。

　
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

使
う

の
は

コ
ス

ト
を

安
く

す
る

た
め

。
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
可

能
な

物
。

5
2

0

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
オ

ー
ル

マ
イ

テ
ィ

ー
ラ

ジ
オ

視
覚

障
害

者
用

ラ
ジ

コ
・

ラ
ジ

ル
ラ

ジ
ル

の
再

生
、

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

（
解

説
放

送
）

受
信

、
A

M
/
F
M

受
信

、
デ

ジ
タ

ル
ラ

ジ
オ

受
信

可
能

な
ラ

ジ
オ

を
最

低
２

機
種

。
ス

テ
レ

オ
ス

ピ
ー

カ
ー

内
蔵

の
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
。

　
ワ

ン
ス

ピ
ー

カ
ー

の
携

帯
ラ

ジ
オ

。
２

機
種

と
も

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
ー

ア
ン

テ
ナ

等
で

受
信

す
る

高
感

度
な

物
。

価
格

は
、

ホ
ー

ム
ラ

ジ
オ

が
２

万
円

～
３

万
円

程
度

。
携

帯
ラ

ジ
オ

が
１

５
０

０
０

円
～

２
万

円
程

度

5
2

1

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
。

視
覚

障
害

者
用

価
格

は
、

現
在

一
般

に
販

売
さ

れ
て

い
る

物
と

同
じ

程
度

。

5
2

2

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
リ

モ
コ

ン
操

作
時

の
ビ

ー
プ

音
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
最

近
リ

モ
コ

ン
や

本
体

が
ビ

ー
プ

音
を

発
声

さ
せ

る
機

種
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

ビ
ー

プ
音

一
つ

（
ピ

ッ
）

、
二

つ
（

ピ
ッ

ピ
ッ

）
、

長
音

（
ピ

ー
ー

ー
ー

）
な

ど
い

ろ
い

ろ
の

音
を

使
い

分
け

て
操

作
確

認
で

き
る

物
を

製
作

し
て

欲
し

い
。

　
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

押
し

ボ
タ

ン
は

操
作

し
て

も
判

り
に

く
い

の
で

、
例

え
ば

エ
ア

コ
ン

の
温

度
設

定
は

一
番

高
い

温
度

は
（

ピ
ッ

ピ
ッ

）
、

風
量

の
強

い
設

定
で

は
（

ピ
ッ

ピ
ッ

）
、

タ
イ

マ
ー

の
時

間
は

長
い

ビ
ー

プ
音

と
短

い
物

の
組

み
合

わ
せ

（
ソ

ニ
ー

の
Ｍ

Ｄ
デ

ッ
キ

、
型

式
、

Ｍ
Ｄ

Ｓ
３

８
・

４
０

・
５

０
・

５
０

０
Ｓ

の
よ

う
に

）
。

で
き

れ
ば

各
社

統
一

し
て

欲
し

い
。

5
2

3

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

そ
の

他
(有

志
)

周
辺

案
内

カ
メ

ラ
視

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

小
型

カ
メ

ラ
を

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
に

組
み

込
み

、
手

持
ち

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

す
た

び
に

正
面

の
画

像
を

認
識

し
て

、
イ

ヤ
ホ

ン
か

ら
主

な
景

色
を

音
声

出
力

す
る

。
(約

３
Ｍ

先
に

階
段

が
あ

り
ま

す
・

壁
が

あ
り

ま
す

・
横

断
歩

道
が

あ
り

ま
す

・
信

号
機

が
あ

り
ま

す
・

人
が

い
ま

す
）

な
ど

な
ど

。
画

像
認

識
精

度
と

音
声

発
信

(変
換

)能
力

を
ど

ん
ど

ん
向

上
さ

せ
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
か

ら
自

由
に

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
(ナ

ビ
タ

イ
ム

)
の

よ
う

な
一

般
商

業
メ

デ
ィ

ア
と

も
連

携
を

図
っ

て
、

精
度

・
認

識
速

度
の

向
上

に
努

め
る

。

5
2

4

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

医
療

専
門

職
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
私

は
力

が
弱

い
た

め
、

な
で

る
よ

う
な

タ
ッ

チ
で

入
力

で
き

る
も

の
が

欲
し

い
。

も
し

、
間

違
っ

て
も

以
前

の
も

の
の

よ
う

に
、

ず
っ

と
、

押
し

続
け

て
れ

ば
、

ず
っ

と
そ

の
場

所
ま

で
戻

る
よ

う
な

、
シ

ス
テ

ム
が

ほ
し

い
。

今
の

も
の

は
１

文
字

づ
つ

し
か

戻
ら

な
い

。
発

表
時

に
時

間
が

か
か

り
、

こ
の

人
に

あ
て

る
と

時
間

が
か

か
る

か
ら

嫌
だ

と
い

う
印

象
を

与
え

て
し

ま
う

。
そ

れ
は

嫌
だ

。
（

私
は

文
字

板
だ

と
、

相
手

の
読

む
速

度
に

合
わ

せ
ら

れ
ず

、
自

分
で

も
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

効
か

な
い

の
だ

が
、

か
な

り
速

く
な

っ
て

し
ま

う
。

し
ま

い
に

は
自

分
で

も
ど

こ
ま

で
押

し
た

っ
け

？
と

な
る

ほ
ど

だ
。

こ
う

い
う

症
状

の
人

は
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
使

用
者

に
は

珍
し

い
か

と
思

う
。

そ
こ

で
オ

プ
シ

ョ
ン

で
構

わ
な

い
の

で
上

記
の

よ
う

な
も

の
を

切
に

望
む

。
）

5
2

5

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

障
害

者
団

体
目

で
見

る
携

帯
電

話
聴

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

は
耳

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
相

手
の

声
を

聞
き

た
く

て
も

電
話

で
き

ま
せ

ん
。

こ
の

ア
イ

デ
ア

は
健

聴
者

は
普

通
に

聴
覚

障
害

者
宛

に
電

話
→

聴
覚

障
害

者
の

携
帯

電
話

（
画

面
）

に
は

、
健

聴
者

が
話

し
て

い
る

言
葉

が
、

そ
の

ま
ま

字
幕

や
テ

ロ
ッ

プ
表

示
さ

れ
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
要

望
し

ま
す

。

5
2

6

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

そ
の

他
(盲

学
校

教
員

)
作

品
を

手
で

見
る

た
め

の
手

袋
視

覚
障

害
者

用
 そ

の
他

(一
般

晴
眼

者
、

作
品

移
送

や
保

存
に

関
わ

る
業

務
用

)

彫
刻

な
ど

小
さ

な
デ

ィ
テ

ー
ル

も
分

か
り

や
す

い
触

察
用

の
手

袋
が

欲
し

い
。

こ
れ

ま
で

美
術

館
で

の
視

覚
障

が
い

者
（

全
盲

）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）

で
は

、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

作
品

の
保

存
性

の
問

題
か

ら
主

に
木

綿
の

手
袋

が
多

く
使

わ
れ

る
が

、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、

指
先

が
凹

ま
ず

感
度

が
悪

く
な

る
。

こ
れ

ま
で

、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、

シ
ッ

カ
ロ

ー
ル

を
塗

し
た

り
、

薄
い

絹
の

よ
う

な
滑

り
の

良
い

布
を

弛
み

な
く

被
せ

た
り

し
て

触
れ

、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。

5
2

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
義

肢
義

指
の

作
成

費
に

つ
い

て
自

衛
隊

で
公

務
災

害
の

担
当

を
し

て
い

ま
す

。
あ

る
隊

員
が

、
5

年
前

に
人

差
し

指
の

第
2

関
節

か
ら

指
を

切
断

し
、

福
祉

事
業

と
し

て
補

装
具

の
申

請
を

し
た

い
と

い
う

こ
と

で
し

た
。

た
だ

し
、

そ
の

隊
員

は
昨

年
に

転
属

し
て

き
て

、
か

つ
、

初
め

て
申

請
す

る
と

い
う

も
の

で
し

た
。

以
前

は
2

0
万

円
ほ

ど
の

義
指

を
自

腹
で

購
入

し
て

い
ま

し
た

。
そ

の
た

め
、

今
回

も
同

等
の

も
の

を
申

請
し

、
支

給
を

受
け

た
い

と
い

う
も

の
で

し
た

。
私

も
、

公
務

災
害

の
担

当
に

な
っ

て
日

も
浅

い
た

め
、

義
指

の
平

均
的

な
価

格
も

わ
か

ら
ず

、
ま

た
、

厚
生

労
働

省
で

定
め

ら
れ

て
い

る
価

格
が

あ
ま

り
に

も
安

い
た

め
、

基
準

額
で

補
装

具
の

支
給

が
可

能
か

を
知

り
た

く
、

ま
た

、
こ

の
サ

イ
ト

に
載

っ
て

い
る

製
作

所
な

ら
基

準
額

に
沿

っ
た

義
指

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
の

か
。

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
2

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
義

肢
福

祉
専

門
職

手
話

対
応

義
手

肢
体

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

手
話

や
指

文
字

に
対

応
し

た
義

手
が

あ
る

と
上

肢
障

害
者

が
手

話
で

話
せ

ま
す

。
こ

の
義

手
の

駆
動

技
術

は
手

話
ロ

ボ
ッ

ト
の

ア
ー

ム
と

し
て

も
使

え
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
2

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
音

の
識

別
を

正
確

に
行

う
機

器
聴

覚
障

害
者

用
難

聴
で

、
現

在
、

箱
形

補
聴

器
を

使
用

し
て

い
る

が
、

人
の

声
の

質
や

回
り

音
な

ど
の

影
響

を
受

け
、

聞
き

間
違

え
て

し
ま

う
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

音
量

調
整

は
可

能
で

す
が

、
雑

音
が

混
じ

っ
た

り
複

数
の

人
の

声
が

一
気

に
頭

に
入

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

5
3

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
開

発
メ

ー
カ

夢
の

進
む

杖
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

(介
護

認
定

者
用

)

多
点

杖
よ

り
　

い
い

杖
の

開
発

を
進

め
て

く
だ

さ
い

歩
け

な
い

人
が

介
護

認
定

う
け

ま
す

が
歩

き
に

く
い

杖
だ

け
を

、
介

護
保

険
対

象
製

品
に

す
る

の
は

ど
う

か
。

多
点

杖
は

介
護

保
険

対
象

で
あ

る
が

、
使

用
者

は
元

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、

一
人

で
部

屋
の

中
を

歩
け

る
こ

と
。

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
　

調
子

の
良

い
時

に
、

移
動

し
や

す
い

杖
が

必
要

で
す

１
日

も
早

く
、

４
点

杖
以

上
の

夢
の

あ
る

　
使

用
者

が
、

歩
き

出
す

杖
の

開
発

が
必

要
で

す
。

介
護

保
険

の
枠

の
拡

大
が

、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。

5
3

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
白

杖
視

覚
障

害
者

用
白

杖
を

使
っ

て
い

て
、

溝
に

は
ま

っ
た

り
、

自
転

車
と

接
触

し
た

り
し

て
破

損
す

る
こ

と
が

多
い

。
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

、
も

っ
と

安
価

に
す

る
な

ど
の

方
法

で
利

用
者

の
買

い
替

え
の

際
の

負
担

が
減

る
と

い
い

で
す

。

5
3

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
段

差
お

知
ら

せ
白

杖
視

覚
障

害
者

用
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。

歩
道

と
車

道
の

段
差

を
登

る
と

き
、

例
え

ば
ピ

ピ
ピ

と
知

ら
せ

る
も

の
。

5
3

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
白

状
視

覚
障

害
者

用
白

杖
が

現
在

い
る

場
所

を
感

知
し

て
、

目
的

地
ま

で
音

声
ガ

イ
ド

し
て

く
れ

る
と

助
か

る
。

ま
た

、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

て
、

「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

と
、

障
害

物
を

感
知

し
て

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

能
が

あ
れ

ば
、

ぶ
つ

か
ら

ず
安

全
に

歩
く

こ
と

が
で

き
る

。

5
3

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

つ
え

利
用

者
音

声
ガ

イ
ド

付
き

の
白

状
視

覚
障

害
者

用
一

人
で

外
を

歩
く

時
に

、
音

声
ガ

イ
ド

セ
ン

サ
ー

付
き

の
白

杖
が

あ
る

と
歩

き
や

す
い

と
思

う
。

5
3

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

小
型

カ
メ

ラ
付

き
白

杖
視

覚
障

害
者

用
白

杖
に

、
小

型
カ

メ
ラ

を
付

け
て

そ
の

映
像

（
障

害
物

や
段

差
、

曲
が

り
角

な
ど

）
を

音
声

（
イ

ヤ
ホ

ン
）

で
教

え
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

等
を

利
用

し
て

も
、

屋
内

や
地

下
街

な
ど

に
問

題
が

あ
り

そ
う

な
の

で
、

独
自

に
判

別
で

き
る

機
器

の
ほ

う
が

単
独

歩
行

で
き

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

5
3

6

H
2

2
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

「
杖

の
置

き
場

に
困

る
」

と
云

う
Ｎ

ｏ
．

８
９

し
ん

さ
ん

の
ご

意
見

に
賛

同
が

多
い

の
に

驚
き

ま
し

た
。

私
が

最
近

開
発

し
た

自
立

す
る

杖
は

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
で

優
秀

賞
に

選
ば

れ
ま

し
た

が
ま

だ
試

作
の

段
階

で
す

。
専

門
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

企
画

力
と

技
術

で
こ

れ
が

商
品

化
さ

れ
れ

ば
多

く
の

方
々

に
喜

ば
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。

5
3

7

H
2

2
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の
リ

ハ
ビ

リ
杖

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

す
く

み
足

改
善

用
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
で

す
。

す
く

み
足

の
リ

ハ
ビ

リ
に

は
床

に
貼

っ
た

テ
ー

プ
を

踏
み

越
え

る
よ

う
に

し
て

歩
き

だ
す

こ
と

が
有

効
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
自

宅
や

リ
ハ

ビ
リ

施
設

で
は

い
つ

で
も

テ
ー

プ
を

貼
っ

て
お

く
こ

と
が

可
能

で
す

が
、

外
出

先
で

は
そ

う
は

い
き

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
使

い
慣

れ
た

ご
自

分
の

杖
に

レ
ー

ザ
ー

発
光

器
を

取
り

付
け

て
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

テ
ー

プ
を

床
に

貼
っ

て
い

る
の

と
同

じ
状

態
を

再
現

出
来

る
も

の
を

作
り

ま
し

た
。

手
元

の
ス

イ
ッ

チ
で

足
元

に
赤

い
レ

ー
ザ

ー
ラ

イ
ン

が
出

現
し

ま
す

。
現

在
埼

玉
の

リ
ハ

ビ
リ

病
院

に
て

実
証

試
験

中
で

す
。

い
ず

れ
歩

行
器

に
も

取
り

付
け

可
能

な
物

し
て

ゆ
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

5
3

8

H
2

2
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
一

人
で

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、

脚
の

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
な

足
、

脚
の

上
、

下
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

股
関

節
は

体
を

支
え

る
土

台
で

す
。

股
関

節
の

柔
軟

運
動

は
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
。

検
証

す
み

で
す

。

5
3

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

歩
行

器
に

つ
い

て
現

在
、

レ
ン

タ
ル

可
能

な
歩

行
器

で
、

持
ち

手
高

さ
が

９
０

ｃ
ｍ

以
上

な
る

も
の

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
お

り
た

た
め

る
物

(簡
単

に
車

の
ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

し
、

現
在

、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、

ぜ
ひ

と
も

開
発

し
て

頂
き

た
い

も
の

で
す

。

5
4

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)小
物

歩
行

器
・

歩
行

車
ち

ょ
っ

た
し

た
カ

ゴ
が

あ
れ

ば
・

・
・

股
関

節
を

骨
折

し
、

且
つ

膝
も

悪
く

足
を

曲
げ

る
の

に
大

変
な

方
で

す
。

日
中

独
居

状
態

で
が

ん
ば

っ
て

み
え

ま
す

が
、

宅
急

便
の

対
応

や
、

新
聞

代
の

集
金

等
、

何
か

し
ら

玄
関

ま
で

移
動

す
る

機
会

が
あ

り
ま

す
。

玄
関

先
に

印
鑑

や
現

金
を

準
備

し
て

お
く

の
は

不
安

が
あ

り
、

い
つ

も
身

の
回

り
に

持
ち

歩
い

て
み

え
ま

す
。

現
在

、
レ

ン
タ

ル
で

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

を
使

用
頂

い
て

お
り

ま
す

が
、

バ
ッ

ク
に

都
度

出
し

入
れ

す
る

の
は

大
変

な
様

で
す

。
何

か
良

い
カ

ゴ
み

た
い

な
物

を
知

っ
て

い
る

方
が

み
え

ま
し

た
ら

教
え

頂
け

れ
ば

嬉
し

い
で

す
。

5
4

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
馬

蹄
型

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
馬

蹄
型

歩
行

器
で

、
在

宅
で

よ
り

使
用

し
や

す
い

も
の

を
！

1
.幅

、
高

さ
の

調
整

が
も

っ
と

出
来

る
も

の
。

　
例

え
ば

、
日

本
の

家
屋

事
情

や
体

格
を

考
え

れ
ば

幅
は

4
0

ｃ
ｍ

台
ま

で
狭

め
ら

れ
る

も
の

。
2

.抵
抗

器
、

ハ
ン

ド
ブ

レ
ー

キ
は

も
ち

ろ
ん

駐
車

ブ
レ

ー
キ

も
装

備
。

　
椅

子
や

ベ
ッ

ド
か

ら
の

移
乗

時
に

滑
る

。
　

ブ
レ

ー
キ

の
形

状
は

、
車

い
す

に
つ

い
て

い
る

よ
う

な
も

の
か

、
　

歩
行

車
の

よ
う

な
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

を
下

げ
て

固
定

す
る

も
の

等
が

考
え

ら
れ

る
。

上
記

の
よ

う
な

機
能

を
持

っ
た

馬
蹄

型
歩

行
器

が
見

当
ら

な
い

の
で

是
非

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

- 79 -



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
4

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

車
い

す
車

両
か

ら
車

い
す

を
認

識
し

て
も

ら
う

装
置

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

ポ
リ

オ
の

会
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、

乗
っ

て
い

た
電

動
車

い
す

は
大

破
で

す
。

呼
吸

器
に

も
障

害
が

あ
る

人
で

す
が

、
　

呼
吸

器
の

扱
い

や
酸

素
の

事
や

ら
機

能
低

下
予

防
や

ら
対

応
も

う
ま

く
い

か
ず

、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
場

所
は

新
宿

、
時

間
は

午
前

中
、

青
信

号
で

横
断

歩
道

を
渡

っ
て

い
る

時
、

右
折

車
に

は
ね

ら
れ

ま
し

た
。

あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
は

み
な

さ
ん

経
験

さ
れ

て
い

ま
す

。
道

路
横

断
時

の
右

折
車

、
左

折
車

、
そ

し
て

夜
間

で
は

道
路

全
般

で
。

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？
会

の
中

で
は

以
前

か
ら

、
車

い
す

に
Ｌ

Ｅ
Ｄ

点
灯

装
置

の
よ

う
な

も
の

を
つ

け
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
と

い
う

意
見

も
出

て
い

ま
す

が
、

具
体

化
し

て
い

ま
せ

ん
。

個
人

的
に

は
、

今
回

の
事

故
が

昼
間

で
あ

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

は
不

十
分

な
よ

う
な

気
も

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

5
4

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

車
い

す
座

位
保

持
装

置
・

車
椅

子
の

暑
さ

対
策

体
幹

機
能

障
害

の
重

度
重

複
障

害
者

2
0

歳
の

息
子

の
こ

と
で

す
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
通

園
に

通
っ

て
い

ま
す

。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

異
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、

そ
の

分
体

温
が

こ
も

っ
て

暑
く

て
い

つ
も

汗
だ

く
に

な
り

ま
す

。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、

長
時

間
の

通
院

の
行

き
帰

り
は

汗
だ

く
で

す
。

素
材

の
ウ

レ
タ

ン
、

低
反

発
シ

ー
ト

が
、

熱
を

放
出

し
な

い
か

ら
で

す
ね

。
小

さ
い

換
気

扇
を

つ
け

て
熱

を
出

す
工

夫
を

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
し

て
く

れ
て

い
ま

す
が

、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
　

不
経

済
で

す
。

何
か

い
い

方
法

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
快

適
に

使
い

た
い

で
す

。
こ

れ
は

本
人

に
と

っ
て

切
実

で
し

ょ
う

。

5
4

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
 移

乗
車

い
す

移
乗

介
護

へ
の

取
り

組
み

方
作

業
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

の
ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
で

有
益

な
移

乗
機

器
の

ロ
メ

デ
イ

ッ
ク

ジ
ャ

パ
ン

が
無

く
な

っ
て

ス
ラ

イ
デ

イ
ン

グ
系

、
シ

ー
ト

系
の

機
器

は
ど

こ
で

購
入

レ
ン

タ
ル

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
神

奈
川

県
）

5
4

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

車
い

す
■

業
界

で
統

一
し

て
ほ

し
い

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
現

在
 ２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

 チ
ル

ト
レ

バ
ー

と
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 全
く

逆
に

つ
い

て
い

ま
す

。
Ａ

社
製

　
右

 チ
ル

ト
　

　
　

　
　

左
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

Ｂ
社

製
　

右
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

　
左

 チ
ル

ト
い

ず
れ

も
 車

い
す

本
体

に
シ

ー
ル

が
貼

っ
て

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

表
記

も
ば

ら
ば

ら
。

Ａ
社

製
　

「
背

」
　

「
座

」
Ｂ

社
製

　
「

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
」

　
「

テ
ィ

ル
ト

」
介

助
時

に
は

目
で

確
認

し
て

操
作

す
る

こ
と

は
当

た
り

前
で

す
が

、
危

な
い

場
面

も
あ

り
ま

し
た

。
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

を
起

こ
す

は
ず

が
 誤

っ
て

チ
ル

ト
レ

バ
ー

を
握

っ
て

し
ま

い
、

あ
わ

や
転

落
寸

前
。

も
ち

ろ
ん

 操
作

に
携

わ
る

職
員

に
は

「
目

で
確

認
す

る
こ

と
」

と
再

周
知

し
た

こ
と

は
当

然
で

す
。

そ
こ

は
わ

か
っ

て
い

ま
す

。
が

、
そ

れ
だ

け
と

は
思

え
な

い
の

で
す

。
レ

バ
ー

の
位

置
設

定
や

表
記

が
統

一
さ

れ
て

い
た

ら
…

と
。

正
直

 現
場

は
め

ま
ぐ

る
し

い
忙

し
さ

で
す

し
、

職
員

も
さ

ま
ざ

ま
で

す
。

言
い

訳
か

も
し

れ
な

い
で

す
が

、
限

界
も

あ
り

ま
す

。
自

動
車

だ
っ

た
ら

そ
ん

な
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ア
ク

セ
ル

・
ブ

レ
ー

キ
・

ク
ラ

ッ
チ

の
順

番
も

ウ
ィ

ン
カ

ー
や

ワ
イ

パ
ー

の
レ

バ
ー

の
左

右
も

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

バ
ラ

バ
ラ

な
ん

て
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
よ

ね
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 ま
で

は
い

か
な

く
て

も
、

少
な

く
と

も
介

護
す

る
立

場
の

人
が

迷
わ

ず
に

使
え

る
よ

う
な

基
準

が
必

要
な

時
な

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
技

術
が

進
歩

し
て

 す
ば

ら
し

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
さ

ら
に

 あ
ら

ゆ
る

ユ
ー

ザ
ー

が
使

い
や

す
い

基
準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

検
討

・
作

る
こ

と
も

、
業

界
の

責
任

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

み
な

さ
ん

 ど
の

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

か
？

5
4

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
の

家
族

季
節

に
応

じ
て

通
気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
車

椅
子

と
カ

バ
ー

の
間

に
入

れ
る

フ
ァ

ン
が

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
ま

す
が

、
重

度
な

障
害

の
場

合
、

フ
ァ

ン
を

入
れ

る
こ

と
も

で
き

ま
せ

ん
。

5
4

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

車
椅

子
固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム

肢
体

障
害

者
用

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日
起

き
た

も
の

は
縫

合
が

必
要

な
程

の
怪

我
で

あ
り

、
児

童
生

徒
、

保
護

者
は

不
安

を
感

じ
て

い
ま

す
。

当
ス

ク
ー

ル
バ

ス
は

ゴ
ム

バ
ン

ド
で

の
不

完
全

な
固

定
な

ど
、

会
社

側
の

安
全

意
識

が
低

い
た

め
に

繰
り

返
さ

れ
た

も
の

で
は

あ
り

ま
す

が
、

公
共

の
バ

ス
を

利
用

し
て

い
て

車
椅

子
固

定
に

不
安

が
な

い
と

は
い

え
ま

せ
ん

。
よ

く
、

車
椅

子
の

形
が

い
ろ

い
ろ

で
対

応
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

を
聞

き
ま

す
の

で
、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固
定

部
位

が
あ

る
仕

様
と

し
、

確
実

に
固

定
装

置
と

固
定

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

5
4

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

固
定

装
置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
も

の
）

肢
体

障
害

者
用

先
ほ

ど
、

バ
ス

車
内

固
定

装
置

に
固

定
で

き
る

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
の

統
一

し
た

仕
様

の
要

望
を

出
し

ま
し

た
が

、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
固

定
装

置
用

フ
ッ

ク
を

要
望

し
ま

す
。

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

は
乗

務
員

の
研

修
不

足
で

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ
に

ゴ
ム

バ
ン

ド
を

引
っ

掛
け

る
と

い
う

よ
う

な
信

じ
ら

れ
な

い
こ

と
も

起
き

ま
し

た
。

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易
さ

、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

5
4

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
車

い
す

の
座

ク
ッ

シ
ョ

ン
肢

体
障

害
者

用
全

車
い

す
に

も
可

能
な

、
前

輪
、

駆
動

軸
に

、
障

害
者

に
優

し
い

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
採

用
を

、
研

究
、

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
何

気
な

く
利

用
し

て
い

て
も

、
歩

道
の

タ
イ

ル
、

段
差

に
は

結
構

、
体

に
苦

痛
を

伴
い

ま
す

。
ま

た
、

座
席

自
体

を
ユ

リ
カ

ゴ
み

た
い

な
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
に

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。

5
5

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
車

い
す

の
人

達
が

自
分

自
身

で
衣

類
を

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
収

納
で

き
ま

す

肢
体

障
害

者
用

 そ
の

他
(老

人
施

設
、

な
ど

)
車

い
す

の
人

達
が

自
分

自
身

で
衣

類
、

ス
ー

ツ
、

コ
ー

ト
な

ど
日

常
生

活
の

一
部

を
家

族
の

手
を

借
り

ず
に

自
分

自
身

の
手

で
収

納
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
中

で
す

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

、
車

い
す

の
人

達
に

喜
ば

れ
る

？
周

り
の

車
椅

子
の

人
は

、
開

発
終

了
を

待
っ

て
い

る
方

も
お

ら
れ

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

取
り

付
け

可
能

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
5

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
階

段
昇

降
で

き
る

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
日

本
の

２
階

建
て

の
家

屋
に

お
い

て
、

あ
る

い
は

道
路

か
ら

玄
関

に
向

か
っ

て
階

段
が

あ
る

場
合

、
そ

の
階

段
は

急
で

曲
が

っ
て

い
る

場
合

が
極

め
て

多
く

、
そ

の
よ

う
な

家
屋

に
お

い
て

居
住

者
が

高
齢

、
あ

る
い

は
障

害
を

持
つ

こ
と

に
な

り
、

２
階

へ
の

移
動

、
外

へ
の

移
動

で
困

っ
て

い
る

事
例

が
多

い
。

実
際

、
住

宅
業

者
が

多
く

販
売

し
て

い
る

最
近

の
住

宅
の

階
段

は
、

勾
配

が
４

５
度

を
越

え
、

幅
は

わ
ず

か
に

８
０

ｃ
ｍ

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。

現
在

の
高

齢
者

の
半

数
近

く
は

近
い

将
来

の
階

段
で

困
る

可
能

性
を

有
し

て
お

り
、

ま
た

車
い

す
生

活
者

も
外

出
就

労
に

困
難

な
場

合
も

多
い

。
現

在
の

自
立

型
の

階
段

昇
降

機
で

は
、

ガ
イ

ド
レ

ー
ル

の
敷

設
等

事
前

準
備

が
必

要
な

方
式

で
あ

る
。

ま
た

レ
ン

タ
ル

対
象

機
器

で
は

、
介

助
者

が
必

要
で

、
階

段
も

勾
配

な
ど

条
件

が
限

ら
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
、

日
本

家
屋

の
変

則
階

段
で

使
え

る
、

介
助

者
、

事
前

工
事

不
要

で
小

型
軽

量
な

昇
降

機
が

求
め

ら
れ

て
い

る

5
5

2

H
2

2
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
車

い
す

自
転

車
車

い
す

と
折

り
畳

み
自

転
車

を
接

続
す

る
も

の
を

造
り

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
方

（
子

供
）

に
と

っ
て

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

は
全

く
別

の
世

界
の

ス
ポ

ー
ツ

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

私
の

家
族

に
も

一
人

居
り

ま
し

て
冬

は
チ

ェ
ア

ス
キ

ー
を

楽
し

ん
で

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
他

の
季

節
に

は
た

ま
の

ド
ラ

イ
ブ

以
外

あ
ま

り
楽

し
む

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
車

い
す

で
の

移
動

用
に

外
国

製
の

も
の

が
あ

り
ま

し
た

が
、

い
か

ん
せ

ん
高

価
す

ぎ
ま

し
た

。
な

ん
と

か
安

く
自

転
車

と
車

い
す

を
つ

な
げ

る
も

の
は

と
探

し
て

み
ま

し
た

が
、

今
一

つ
こ

れ
だ

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
製

作
途

中
の

話
は

省
略

し
ま

す
。

試
行

錯
誤

の
結

果
完

成
し

ま
し

た
。

現
在

の
と

こ
ろ

ﾃ
ｨ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま
す

の
で

安
価

に
で

き
ま

し
た

。
自

転
車

＋
接

続
装

置
で

６
万

円
以

下
で

出
来

ま
す

。
私

の
家

族
以

外
で

も
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

楽
し

ん
で

い
る

ご
家

族
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
興

味
の

あ
る

方
は

ご
意

見
を

く
だ

さ
い

。

5
5

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
電

動
車

い
す

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
近

年
、

車
椅

子
は

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

形
や

ハ
ン

ド
ル

形
な

ど
大

型
化

、
重

量
化

し
て

お
り

、
使

い
勝

手
が

と
て

も
悪

く
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

周
り

の
人

た
ち

に
も

迷
惑

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

半
立

ち
（

駅
な

ど
で

あ
る

ベ
ン

チ
で

腰
を

軽
く

か
け

る
程

度
の

も
の

）
の

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

な
ど

小
型

化
、

軽
量

化
し

た
装

置
の

開
発

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ま

た
少

し
く

ら
い

の
段

差
（

1
0

c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
健

常
者

と
同

じ
扱

い
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

開
発

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。

5
5

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
電

動
車

い
す

利
用

者
電

動
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

か
な

り
大

き
い

た
め

周
り

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
邪

魔
に

な
っ

て
い

る
ん

だ
ろ

う
な

と
思

い
な

が
ら

も
、

バ
ス

を
使

わ
な

い
と

生
活

で
き

な
い

の
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

電
動

車
い

す
が

作
ら

れ
て

か
ら

私
の

生
活

は
か

な
り

楽
に

は
な

り
ま

し
た

が
、

精
神

的
に

は
ま

だ
ま

だ
き

つ
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
な

い
車

い
す

ま
た

は
福

祉
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

た
と

え
ば

、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と
か

、
直

立
し

た
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
（

セ
グ

ウ
ェ

イ
の

改
良

版
）

の
よ

う
な

も
の

な
ど

が
あ

る
と

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
何

と
か

、
周

り
の

人
た

ち
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
ず

、
健

常
者

と
同

じ
よ

う
に

生
活

で
き

る
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
5

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
電

動
車

い
す

そ
の

他
(研

究
機

関
)

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

の
電

動
移

動
機

器

肢
体

障
害

者
用

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

が
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

に
対

し
て

の
電

動
移

動
機

器
の

研
究

開
発

を
行

っ
て

い
ま

す
．

大
き

な
ボ

タ
ン

で
動

く
シ

ン
プ

ル
な

電
動

の
全

方
向

移
動

車
い

す
で

す
．

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.b
lo

g
.c

rn
.o

r.
jp

/
re

p
o
rt

/
0

7
/
1

3
.h

tm
l

移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・

社
会

面
の

発
達

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，
と

別
の

リ
ハ

ビ
リ

の
お

医
者

さ
ん

か
ら

も
伺

っ
て

い
た

の
で

す
が

，
ま

さ
に

そ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

．
先

日
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

，
こ

れ
ま

で
意

思
表

示
を

で
き

る
と

思
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
重

度
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

が
，

１
時

間
車

い
す

に
搭

乗
し

て
試

行
錯

誤
し

て
い

る
間

に
あ

る
人

（
Ｐ

Ｔ
の

女
性

）
に

近
づ

こ
う

と
し

て
い

る
の

が
分

か
っ

て
，

ご
両

親
が

感
激

さ
れ

て
い

ま
し

た
．

「
電

動
車

い
す

」
に

な
る

の
か

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

な
の

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

，
こ

の
よ

う
な

技
術

の
完

成
度

（
安

全
性

な
ど

）
が

高
ま

り
，

（
現

状
は

非
常

に
高

価
の

よ
う

で
す

が
）

安
価

に
家

庭
で

使
え

る
よ

う
に

な
り

広
ま

る
と

，
重

度
の

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
た

ち
の

生
活

や
人

生
が

変
わ

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
の

で
す

が
，

世
の

中
で

ど
の

程
度

の
ニ

ー
ズ

が
あ

る
の

か
，

い
く

ら
で

出
来

れ
ば

い
い

か
，

皆
様

の
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

．

5
5

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

意
思

伝
達

装
置

筆
記

用
具

手
が

不
自

由
な

の
で

自
分

ん
で

も
字

が
書

く
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
何

か
よ

い
も

の
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？

5
5

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
意

思
伝

達
装

置
利

用
者

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

聴
覚

障
害

者
用

玄
関

の
入

り
口

に
、

夜
で

も
見

え
る

モ
ニ

タ
ー

が
あ

る
と

便
利

。
携

帯
以

外
で

人
と

す
ば

や
く

連
絡

取
れ

る
機

器
。

5
5

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)就
寝

特
殊

寝
台

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
現

場
で

ベ
ッ

ド
を

選
定

す
る

際
に

思
う

事
で

す
が

、
男

性
で

身
長

の
高

い
方

が
何

人
か

お
見

え
で

す
。

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
で

延
長

す
る

為
の

オ
プ

シ
ョ

ン
が

出
た

事
は

と
て

も
嬉

し
い

の
で

す
が

、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
延

長
が

プ
レ

グ
ラ

ー
し

か
な

い
の

は
福

祉
用

具
の

選
定

の
幅

が
無

く
、

何
と

か
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
せ

め
て

タ
イ

カ
の

ア
ル

フ
ァ

プ
ラ

や
ア

ル
フ

ァ
プ

ラ
す

く
っ

と
、

ケ
ー

プ
の

ネ
ク

サ
ス

に
延

長
機

能
が

あ
れ

ば
嬉

し
い

の
で

す
が

・
・

・
ど

う
で

し
ょ

う
？

5
5

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)寝
台

付
属

特
殊

寝
台

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

組
み

合
わ

せ
に

つ
い

て

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１

６
１

Ｑ
又

は
サ

イ
ド

レ
ー

ル
Ｋ

Ｓ
－

１
７

１
Ｑ

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

干
渉

し
合

う
の

で
干

渉
し

合
わ

な
い

様
に

鈍
角

（
３

０
度

）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。
首

が
挟

ま
れ

易
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（

認
知

症
の

方
に

ベ
ッ

ド
を

導
入

す
る

際
）

（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

5
6

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)姿

勢
保

持
特

殊
寝

台
円

背
の

方
の

姿
勢

保
持

に
つ

い
て

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
6

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
排

泄
関

連
用

具
大

型
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

探
し

て
い

ま
す

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
で

す
。

あ
る

男
性

の
Ａ

様
と

い
う

普
段

ベ
ッ

ド
上

で
生

活
し

て
い

る
お

客
様

が
い

ま
す

。
排

泄
に

関
し

て
は

す
べ

て
ベ

ッ
ド

上
で

行
な

っ
て

お
り

ま
し

た
が

、
端

座
位

姿
勢

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

で
の

排
泄

が
で

き
る

ぐ
ら

い
の

身
体

状
況

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
、

Ａ
様

は
体

が
非

常
に

大
き

く
（

身
長

は
1

7
0

c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）

い
く

つ
か

適
合

し
そ

う
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・

・
・

と
い

っ
た

感
じ

で
す

。
こ

の
方

の
介

護
者

曰
く

「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・

・
」

と
い

う
の

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
特

注
な

ん
て

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
も

こ
の

業
界

に
入

っ
て

６
年

目
で

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
6

2

H
2

2
新

製
品

・
技

術
排

泄
 移

乗
 屋

内
の

移
動

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
移

動
用

リ
フ

ト
力

要
ら

ず
介

護
シ

ス
テ

ム
枕

交
換

可
能

な
力

が
あ

れ
ば

車
椅

子
、

洗
浄

お
む

つ
交

換
、

簡
易

入
浴

の
が

行
え

る
シ

ス
テ

ム
で

す
。

寝
た

ま
ま

で
体

を
左

右
に

移
動

可
能

に
す

る
新

方
式

の
移

動
方

法
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

（
特

許
済

）
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
は

埼
玉

県
の

経
営

革
新

計
画

の
承

認
を

受
け

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

向
け

の
県

の
公

的
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

な
が

ら
行

い
ま

し
た

。
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

は
以

下
の

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
s
e
ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

5
6

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
児

童
用

オ
ム

ツ
肢

体
障

害
者

用
 そ

の
他

(障
害

児
)

体
重

が
1

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

を
超

え
た

く
ら

い
か

ら
、

市
販

の
赤

ち
ゃ

ん
・

幼
児

用
オ

ム
ツ

が
き

つ
く

な
っ

て
困

っ
て

い
ま

す
。

か
と

い
っ

て
、

成
人

向
け

の
オ

ム
ツ

は
大

き
す

ぎ
て

使
え

ま
せ

ん
。

1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
障

害
児

の
場

合
、

足
の

付
け

根
や

股
関

節
の

隙
間

か
ら

オ
シ

ッ
コ

が
こ

ぼ
れ

て
し

ま
う

こ
と

も
多

い
の

で
、

そ
の

点
に

も
配

慮
し

て
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

ご
一

考
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

5
6

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
排

泄
関

連
用

具
携

帯
用

簡
易

ト
イ

レ
の

ア
イ

デ
ア

外
出

先
で

も
使

え
る

簡
易

用
ト

イ
レ

（
芳

香
付

き
）

に
つ

い
て

の
ア

イ
デ

ア
が

あ
り

ま
す

。
つ

い
て

は
、

こ
れ

を
実

用
化

し
て

く
だ

さ
る

企
業

を
探

し
て

い
ま

す
。

ご
興

味
を

も
た

れ
た

方
は

ご
一

報
く

だ
さ

い
。

5
6

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
排

泄
関

連
用

具
介

助
が

楽
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
に

つ
い

て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、

実
用

新
案

の
申

請
を

し
た

と
こ

ろ
登

録
さ

れ
ま

し
た

。
筋

力
の

弱
っ

た
父

の
介

護
を

し
な

が
ら

、
楽

に
座

っ
た

り
立

っ
た

り
で

き
る

事
を

第
一

に
考

え
た

も
の

で
す

。
市

販
の

パ
イ

プ
や

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

作
り

、
実

際
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

腰
へ

の
負

担
も

軽
減

さ
れ

、
と

て
も

便
利

で
し

た
。

こ
れ

を
商

品
化

し
て

下
さ

る
企

業
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

5
6

6

H
2

2
新

製
品

・
技

術
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 調
理

 掃
除

 そ
の

他
(場

面
)除

菌

排
泄

関
連

用
具

安
全

で
最

強
の

除
菌

・
消

臭
液

　
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
　

手
洗

い
体

拭
き

も
Ｏ

Ｋ
！

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

な
ら

１
０

秒
で

同
じ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

細
菌

や
有

機
物

に
接

触
す

る
と

水
に

戻
り

、
安

全
で

す
。

発
生

す
る

悪
臭

を
瞬

時
に

消
失

さ
せ

ま
す

。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・

消
臭

で
有

名
な

製
品

も
あ

り
ま

す
が

、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。

ま
な

板
で

も
包

丁
で

も
洗

濯
物

で
も

除
菌

し
ま

す
。

テ
レ

ビ
C

M
で

覚
え

た
除

菌
・

消
臭

の
常

識
を

変
え

て
く

だ
さ

い
。

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

は
材

料
、

製
法

か
ら

除
菌

消
臭

理
論

、
実

証
デ

ー
タ

が
そ

ろ
っ

て
い

ま
す

。
な

ぜ
、

安
全

な
の

か
？

な
ぜ

、
除

菌
で

き
る

の
か

？
明

確
に

し
て

い
ま

す
。

安
全

で
あ

り
な

が
ら

最
強

と
言

っ
て

も
過

言
で

は
な

い
製

品
を

福
祉

用
品

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

多
く

の
方

に
知

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

5
6

7

H
2

2
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
頚

椎
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
の

開
発

　
首

都
大

学
東

京
の

新
田

収
教

授
と

共
同

研
究

頚
椎

を
同

じ
姿

勢
で

長
時

間
い

る
と

、
肩

が
は

っ
た

り
　

首
の

疲
労

が
増

加
す

る
。

耳
を

中
心

と
し

た
頭

部
の

回
転

運
動

　
う

な
づ

き
運

動
が

頚
椎

の
周

辺
の

筋
肉

の
運

動
に

有
効

で
あ

る
。

頚
椎

の
重

い
疾

患
に

な
る

前
に

、
日

頃
う

な
づ

き
運

動
を

、
疲

労
し

な
い

程
度

に
行

う
と

、
血

流
が

良
く

、
イ

ン
ナ

ー
マ

ッ
ス

ル
内

部
筋

肉
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
な

る
。

頚
椎

の
周

辺
の

筋
力

の
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
、

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

頚
椎

の
有

効
な

運
動

に
、

う
な

づ
き

　
了

解
　

は
い

　
と

首
を

立
て

に
動

か
す

事
は

う
な

づ
き

運
動

の
、

基
本

動
作

で
あ

る
。

い
つ

も
首

を
横

に
ふ

り
、

う
な

づ
く

事
の

な
い

人
は

、
要

注
意

で
あ

る
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
e
rr

e
t-

tu
e
.c

o
m

/
b

b
s
/
b

o
a
rd

.p
h

p
?

b
o
a
rd

=
b

o
a
rd

0
4

&
c
o
m

m
a
n

d
=
b
o
d

y&
n

o
=
1

7

5
6

8

H
2

2
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
健

康
・

介
護

情
報

誌
「

ど
ー

も
」

の
ご

紹
介

「
ど

ー
も

」
は

、
４

８
歳

か
ら

の
華

麗
な

生
き

方
を

応
援

す
る

た
め

の
健

康
・

笑
顔

応
援

誌
と

正
し

い
介

護
の

方
法

、
得

す
る

介
護

情
報

を
提

供
す

る
情

報
誌

の
２

ツ
の

側
面

を
持

っ
た

雑
誌

で
す

。
内

容
も

身
近

な
視

点
か

ら
わ

か
り

易
い

内
容

で
、

健
康

や
介

護
が

、
自

分
の

身
近

な
話

題
や

問
題

に
最

初
に

直
面

し
た

時
に

一
番

役
に

立
つ

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ド
か

ら
は

、
月

間
２

５
．

０
０

０
部

の
発

行
部

数
を

誇
る

広
告

媒
体

と
し

て
ご

検
討

下
さ

い
。

ま
た

、
介

護
施

設
サ

イ
ド

か
ら

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
・

・
ま

た
は

、
顧

客
サ

ー
ビ

ス
の

一
環

と
し

て
配

布
さ

れ
て

お
り

、
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
是

非
、

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ア

ク
セ

ス
し

て
内

容
を

ご
確

認
下

さ
い

。

h
tt

p
:/

/
d

o
-
m

o
.n

ik
.o

r.
jp

/

5
6

9

H
2

2
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

杖
保

持
具

開
発

、
販

売
に

お
力

を
貸

し
て

く
だ

さ
い

　
私

は
身

体
に

障
害

が
あ

り
杖

を
使

用
し

て
い

ま
す

常
、

日
頃

思
う

こ
と

は
　

役
所

、
病

院
、

薬
局

、
食

堂
等

々
の

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

に
杖

を
保

持
す

る
設

備
が

あ
り

ま
せ

ん
、

杖
を

使
用

し
て

い
る

方
不

便
を

感
じ

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
か

、
従

っ
て

杖
を

壁
に

立
て

掛
け

る
か

床
に

置
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
　

こ
の

よ
う

な
事

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
の

上
　

又
　

車
の

屋
根

の
上

に
設

置
す

る
、

杖
保

持
具

を
考

案
、

実
用

新
案

登
録

を
取

得
し

ま
し

た
１

例
目

　
机

上
杖

保
持

具
　

【
実

用
新

案
登

録
】

登
録

第
３

１
３

４
６

１
６

号
２

例
目

　
車

上
杖

保
持

具
　

【
実

用
新

案
登

録
】

登
録

第
３

１
５

１
８

９
２

号
但

し
１

例
目

は
試

作
品

が
あ

り
ま

す
（

机
上

杖
保

持
具

は
家

庭
の

下
駄

箱
の

上
に

も
設

置
で

き
ま

す
）

２
例

目
は

試
作

中
で

す
（

車
上

杖
保

持
具

は
傘

も
保

持
で

き
ま

す
）

私
は

障
害

者
で

す
の

で
、

障
害

者
の

団
体

様
に

支
援

を
い

た
だ

き
、

少
し

で
も

障
害

者
の

方
々

　
の

お
役

に
立

て
れ

ば
と

当
掲

示
板

を
お

借
り

し
ま

し
た

ま
っ

た
く

、
前

例
の

な
い

商
品

で
す

の
で

資
料

の
請

求
を

頂
け

れ
ば

　
１

例
目

の
机

上
杖

保
持

具
　

に
つ

い
て

は
　

試
作

品
を

送
り

し
ま

す
　

２
例

目
に

付
い

て
は

写
真

を
送

り
ま

す

- 82 -



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
7

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
ベ

ッ
ド

用
手

す
り

ベ
ッ

ド
用

手
す

り
の

高
さ

調
整

で
す

が
、

現
在

、
7

0
0

ｍ
ｍ

・
7

5
0

ｍ
ｍ

・
8

0
0

ｍ
ｍ

の
3

段
階

し
か

調
整

出
来

な
い

の
で

不
便

で
す

。
せ

め
て

2
0

ｍ
ｍ

刻
み

で
調

整
が

出
来

る
様

に
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
穴

は
縦

に
穴

が
開

け
れ

な
い

の
な

ら
ば

、
ザ

グ
ザ

グ
に

穴
を

開
け

れ
ば

強
度

維
持

出
来

る
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・

5
7

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

９
６

番
さ

ん
へ

高
齢

者
用

の
靴

で
す

が
、

最
近

は
と

っ
て

も
可

愛
い

靴
が

あ
り

ま
す

よ
。

私
の

母
に

先
日

購
入

し
た

の
で

す
が

、
黒

地
に

白
の

水
玉

模
様

で
、

甲
の

部
分

は
シ

ャ
ー

リ
ン

グ
に

な
っ

て
、

私
が

履
き

た
い

く
ら

い
に

可
愛

い
靴

で
す

。
今

、
得

意
顔

で
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

履
い

て
い

っ
て

ま
す

。
こ

れ
は

、
病

院
の

売
店

に
売

っ
て

い
ま

し
た

。

5
7

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

簡
易

な
運

動
を

楽
し

く
促

が
す

も
の

　
日

々
ベ

ッ
ド

で
過

ご
す

利
用

者
に

と
っ

て
、

ベ
ッ

ド
上

が
生

活
空

間
す

べ
て

の
感

が
あ

り
ま

す
。

仰
臥

状
態

で
も

上
肢

は
動

か
せ

る
、

物
を

握
る

・
つ

か
む

こ
と

の
で

き
る

利
用

者
は

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

握
り

寝
返

り
を

し
た

り
と

、
リ

ハ
ビ

リ
へ

の
意

欲
的

な
行

動
を

さ
れ

て
い

る
姿

を
見

か
け

ま
す

。
　

そ
こ

で
、

乳
幼

児
の

使
用

す
る

乳
母

車
や

ベ
ッ

ド
に

セ
ッ

ト
さ

れ
、

幼
児

が
指

な
ど

で
遊

ぶ
知

育
玩

具
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
介

護
ベ

ッ
ド

や
手

す
り

な
ど

に
セ

ッ
ト

で
き

る
、

安
全

で
、

楽
し

み
と

意
欲

を
促

が
す

ア
ク

セ
サ

リ
ー

的
商

品
の

開
発

に
興

味
を

持
っ

て
き

ま
し

た
。

ご
興

味
の

あ
る

方
居

ら
れ

れ
ば

、
情

報
を

交
換

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
7

3

H
2

2
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

介
護

に
携

わ
る

人
の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

の
ご

紹
介

「
月

刊
介

護
保

険
」

編
集

部
の

野
澤

と
申

し
ま

す
。

介
護

に
携

わ
る

人
の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

「
月

刊
介

護
保

険
」

で
は

、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、

法
令

・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、
地

方
自

治
体

や
介

護
現

場
の

ユ
ニ

ー
ク

な
取

組
み

を
わ

か
り

や
す

く
、

正
確

に
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

行
政

関
係

者
や

ヘ
ル

パ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

法
研

「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
o
c
io

h
e
a
lt
h

.c
o
.jp

/
m

a
g
a
z
in

e
/
k
a
ig

o
/
in

d
e
x
.c

fm
※

定
期

購
読

の
他

に
、

最
新

号
は

丸
善

丸
の

内
本

店
、

三
省

堂
書

店
神

保
町

本
店

、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。
●

富
士

山
マ

ガ
ジ

ン
サ

ー
ビ

ス
「

月
刊

介
護

保
険

」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
u

jis
a
n

.c
o
.jp

/
k
a
ig

o
/

※
Ｗ

Ｅ
Ｂ

上
で

雑
誌

を
購

入
で

き
、

１
冊

ま
る

ご
と

閲
覧

で
き

ま
す

。
ご

購
入

後
は

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o
n

e
・

iP
a
d

上
で

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

M
e
d

ic
a
l 
e
-
h

o
n

（
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ー

ホ
ン

）
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
e
-
h

o
n

.n
e
.jp

/
m

e
b

/
医

療
従

事
者

向
け

４
万

点
以

上
の

記
事

・
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「

月
刊

介
護

保
険

」
を

記
事

単
位

で
検

索
、

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

日
経

テ
レ

コ
ン

２
１

h
tt

p
:/

/
t2

1
.n

ik
k
e
i.c

o
.jp

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」

の
会

員
は

、
新

聞
・

雑
誌

２
０

０
紙

誌
以

上
の

記
事

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。

5
7

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

洗
髪

用
具

ベ
ッ

ド
で

洗
髪

を
し

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
ふ

ち
に

排
水

ホ
ー

ス
の

つ
い

た
四

角
い

も
の

を
使

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

商
品

が
廃

番
に

な
り

、
似

て
い

る
も

の
を

購
入

し
た

の
で

す
が

、
排

水
ホ

ー
ス

が
細

す
ぎ

て
排

水
が

進
み

ま
せ

ん
。

お
湯

が
冷

め
て

寒
く

て
使

え
ま

せ
ん

。
顔

が
お

ぼ
れ

そ
う

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

5
7

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
そ

の
他

排
泄

･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。

で
、

改
め

て
。

紙
パ

ン
ツ

を
拒

否
、

あ
る

い
は

３
６

番
の

よ
う

な
ご

意
見

を
お

持
ち

の
方

へ
。

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
を

ご
存

知
で

す
か

？
紙

の
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

固
定

す
る

た
め

の
専

用
の

布
製

の
ア

ウ
タ

ー
が

市
販

さ
れ

て
い

ま
す

。
身

体
に

ぴ
っ

た
り

と
添

い
パ

ッ
ド

が
ず

れ
に

く
く

、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。

ブ
リ

ー
フ

型
や

ト
ラ

ン
ク

ス
は

、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。

女
性

も
女

性
用

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
や

サ
ニ

タ
リ

ー
シ

ョ
ー

ツ
な

ど
で

お
試

し
く

だ
さ

い
。

「
そ

よ
風

」
よ

り

5
7

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)在
宅

介
護

そ
の

他
体

交
（

体
位

交
換

）
の

工
夫

病
院

な
ど

で
は

看
護

師
さ

ん
や

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
二

人
が

か
り

で
頭

部
分

と
足

部
分

を
抱

え
て

体
交

を
し

て
い

ま
す

が
、

自
宅

で
お

一
人

で
介

護
し

て
い

る
方

は
み

な
さ

ん
ど

の
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
ベ

ッ
ド

の
高

さ
は

低
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
高

い
ほ

う
が

や
り

や
す

い
の

か
？

体
交

す
る

の
に

、
何

か
補

助
具

な
ど

を
使

っ
て

い
る

の
か

？
私

の
父

は
私

の
母

の
介

護
で

一
人

で
体

変
を

し
て

手
首

や
腕

、
腰

を
痛

く
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

5
7

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
衣

服
の

着
脱

 そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
雨

の
日

の
対

策
車

椅
子

用
の

傘
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
今

は
上

か
ら

す
っ

ぽ
り

か
ぶ

る
レ

イ
ン

コ
ー

ト
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

着
る

だ
け

で
も

時
間

が
か

か
り

ま
す

し
、

こ
れ

か
ら

の
季

節
は

蒸
れ

て
暑

い
で

す
。

ベ
ビ

ー
カ

ー
用

に
い

ろ
い

ろ
な

商
品

が
出

て
い

ま
す

の
で

、
参

考
に

な
り

そ
う

な
物

が
い

く
つ

か
あ

り
そ

う
で

す
。

私
は

、
車

椅
子

の
も

ち
手

に
傘

の
柄

が
固

定
で

き
、

足
元

ま
で

く
る

よ
う

な
長

い
ビ

ニ
ー

ル
が

つ
い

て
い

る
と

い
い

な
、

（
こ

の
表

現
で

わ
か

り
ま

す
か

？
）

と
思

う
の

で
す

が
。

5
7

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)吸
引

そ
の

他
も

っ
と

軽
量

・
も

っ
と

小
さ

い
吸

引
機

を
！

気
管

・
喉

頭
の

狭
窄

（
重

症
で

完
治

は
見

込
み

な
し

）
で

気
管

切
開

し
て

頑
張

っ
て

い
る

、
４

歳
男

児
の

母
で

す
。

気
管

切
開

し
、

声
も

ま
っ

た
く

出
ま

せ
ん

が
、

と
て

も
元

気
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

い
る

悪
が

き
君

で
す

。
笑

。
吸

引
機

は
相

棒
で

い
つ

も
一

緒
な

の
で

す
が

、
外

出
す

る
の

に
は

、
と

に
か

く
大

き
す

ぎ
る

し
、

重
す

ぎ
る

。
も

う
、

肩
こ

り
で

死
に

そ
う

に
持

っ
て

て
も

、
体

調
の

良
い

日
の

少
し

の
外

出
で

は
、

吸
引

し
な

く
て

も
い

い
時

も
あ

る
ん

で
す

。
汚

水
を

貯
め

る
容

器
（

７
０

０
m

l）
大

き
す

ぎ
。

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
し

た
り

出
来

な
い

で
す

か
ね

ー
。

今
の

ご
時

世
の

技
術

な
ら

、
絶

対
に

も
っ

と
小

さ
い

も
の

を
作

れ
そ

う
に

思
う

ん
で

す
が

…
。

お
家

用
と

外
出

用
、

も
っ

と
楽

に
な

っ
た

ら
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
い

ろ
ん

な
所

に
連

れ
て

行
け

る
の

に
な

ー
。

5
7

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

用
一

人
で

も
外

出
で

き
る

よ
う

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

(徒
歩

機
能

付
)を

、
補

助
の

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
8

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
・

交
通

信
号

の
色

・
音

楽
視

覚
障

害
者

用
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

黄
色

や
黒

、
シ

ル
バ

ー
な

ど
様

々
な

の
で

見
に

く
い

物
が

あ
り

、
統

一
し

て
ほ

し
い

。
交

通
信

号
の

色
で

も
青

が
見

に
く

い
こ

と
が

あ
る

。
交

通
信

号
の

音
楽

も
場

所
に

よ
っ

て
違

う
の

で
分

か
り

に
く

い
。

5
8

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

聴
覚

障
害

者
用

よ
り

多
く

の
テ

レ
ビ

番
組

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
動

画
で

手
話

通
訳

や
字

幕
の

表
示

が
で

き
る

こ
と

を
望

む
。

5
8

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

錠
剤

服
用

コ
ッ

プ
肢

体
障

害
者

用
１

２
年

前
に

、
父

親
の

介
護

を
し

て
い

た
母

親
の

要
望

で
錠

剤
薬

と
飲

用
水

が
同

時
に

流
れ

出
し

て
片

手
で

簡
単

に
服

用
す

る
こ

と
が

出
来

る
コ

ッ
プ

を
考

案
し

ま
し

た
。

障
害

者
の

方
々

や
高

齢
者

の
方

々
が

使
い

や
す

く
す

る
た

め
に

、
コ

ッ
プ

本
体

と
錠

剤
薬

を
収

容
で

き
る

装
着

部
を

は
め

合
わ

せ
る

だ
け

の
シ

ン
プ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

で
す

。
使

用
方

法
　

①
日

々
の

健
康

維
持

に
欠

か
す

こ
と

の
出

来
な

い
錠

剤
薬

を
装

着
部

本
体

に
あ

る
錠

剤
ポ

ケ
ッ

ト
に

収
容

し
た

後
に

コ
ッ

プ
本

体
に

は
め

込
み

ま
す

。
②

コ
ッ

プ
本

体
に

装
着

部
を

は
め

込
ん

だ
後

は
、

注
水

口
よ

り
飲

用
水

を
注

入
し

ま
す

。
③

コ
ッ

プ
内

に
は

め
込

ま
れ

た
装

着
部

内
の

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
口

を
付

け
て

コ
ッ

プ
を

傾
け

る
だ

け
で

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

内
に

あ
る

水
流

出
穴

が
ら

流
れ

出
し

た
飲

用
水

が
錠

剤
薬

を
押

し
流

し
て

飲
用

水
と

共
に

片
手

で
簡

単
に

錠
剤

薬
の

服
用

が
出

来
ま

す
。

現
在

　
試

作
品

を
作

製
し

て
障

害
者

の
方

々
や

老
人

施
設

連
盟

を
通

じ
て

高
齢

者
施

設
の

方
々

に
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

、
当

事
者

は
も

ち
ろ

ん
介

護
を

さ
れ

る
職

員
の

方
々

に
も

大
好

評
で

す
。

今
後

の
日

本
は

、
介

護
す

る
側

も
さ

れ
る

側
も

高
齢

化
に

向
か

っ
て

い
ま

す
。

当
事

者
の

方
々

は
勿

論
の

こ
と

、
介

護
さ

れ
る

方
々

の
介

護
負

担
が

少
し

で
も

軽
減

出
来

れ
ば

非
常

に
好

ま
し

く
思

い
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
コ

ッ
プ

の
写

真
を

掲
載

し
て

い
ま

す
の

で
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
。

Ｕ
Ｒ

Ｌ
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
a
k
u

ra
k
o
b

o
3

1
2

4
.c

o
m

/

5
8

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

福
祉

専
門

職
福

祉
用

具
の

開
発

だ
け

で
な

く
て

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。
そ

う
い

う
取

り
組

み
が

で
き

る
の

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
さ

ん
や

厚
生

労
働

省
な

ど
あ

る
意

味
第

三
者

機
関

が
音

頭
を

取
ら

な
い

と
で

き
な

い
の

で
は

？
業

界
の

自
発

性
を

待
っ

て
い

る
間

に
事

故
が

起
き

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

そ
れ

と
も

、
事

故
が

起
き

な
い

と
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

は
な

さ
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
も

ち
ろ

ん
 新

し
い

技
術

や
製

品
の

開
発

も
大

切
で

す
が

、
そ

の
技

術
が

広
ま

る
過

程
で

ば
ら

ば
ら

の
広

が
り

方
だ

っ
た

ら
一

番
困

る
の

は
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

5
8

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
（

名
称

　
コ

イ
～

ン
）

肢
体

障
害

者
用

　
頚

髄
損

傷
者

で
す

。
１

人
で

自
動

車
を

運
転

し
て

外
出

す
る

機
会

が
多

い
で

す
。

最
近

、
町

の
中

は
無

人
の

有
料

駐
車

場
が

多
く

な
り

、
出

口
で

い
つ

も
機

械
に

駐
車

料
金

（
特

に
コ

イ
ン

）
を

入
れ

る
の

に
苦

労
し

ま
す

。
　

不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、

焦
っ

て
コ

イ
ン

を
車

外
に

落
と

す
こ

と
が

度
々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
　

最
近

の
自

動
販

売
機

に
は

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
の

付
い

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
自

動
販

売
機

が
多

く
な

り
ま

し
た

が
、

駐
車

場
の

料
金

投
入

機
械

は
屋

外
で

も
あ

り
、

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
は

雨
等

が
入

る
と

い
う

こ
と

で
な

か
な

か
普

及
し

ま
せ

ん
。

　
し

た
が

っ
て

、
１

０
円

玉
や

１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、

簡
単

に
料

金
投

入
機

械
に

投
入

で
き

る
軽

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
携

帯
が

出
来

、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。

高
齢

者
に

も
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

5
8

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
携

帯
手

摺
肢

体
障

害
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
旅

行
中

や
一

般
ト

イ
レ

な
ど

で
簡

単
に

脱
着

使
用

出
来

る
様

な
手

摺
を

作
成

で
き

ま
せ

ん
か

？
ト

イ
レ

に
依

っ
て

手
摺

が
ま

ち
ま

ち
で

、
障

害
者

ト
イ

レ
が

少
な

く
利

用
出

来
な

い
こ

と
が

多
か

っ
た

り
、

最
近

誰
で

も
使

用
出

来
ま

す
と

言
っ

た
様

な
物

が
あ

る
為

、
携

帯
手

摺
（

補
助

具
）

が
あ

れ
ば

行
動

範
囲

が
増

え
る

。

5
8

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

健
康

管
理

ノ
ー

ト
そ

の
他

(健
康

管
理

を
必

要
と

す
る

多
く

の
方

に
)

日
々

の
体

温
・

食
事

・
排

泄
・

睡
眠

な
ど

を
記

録
で

き
る

ノ
ー

ト
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

病
院

が
入

院
患

者
用

に
用

意
し

て
い

る
よ

う
な

グ
ラ

フ
を

一
週

間
分

一
ペ

ー
ジ

に
配

置
し

、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、

体
調

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
記

録
を

つ
け

て
病

院
に

持
参

す
る

よ
う

に
す

れ
ば

、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

ノ
ー

ト
の

先
頭

に
、

病
気

や
障

害
の

経
過

、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、

医
療

・
福

祉
関

係
の

担
当

者
に

何
度

も
同

じ
説

明
を

す
る

手
間

を
は

ぶ
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。

実
は

す
で

に
実

験
作

を
個

人
で

作
成

し
、

友
人

知
人

、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自
身

も
活

用
し

て
い

ま
す

。
広

く
普

及
す

る
こ

と
を

願
っ

て
、

商
品

化
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
よ

ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

5
8

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
携

帯
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用

F
O

M
A

 D
8

0
0

ｉ
D

S
を

販
売

復
活

し
て

欲
し

い
太

陽
発

電
で

充
電

し
て

欲
し

い
ス

キ
ャ

ン
を

０
、

３
秒

に
し

て
欲

し
い

電
池

を
も

う
少

し
使

わ
な

い
携

帯
に

し
て

欲
し

い
テ

ン
キ

ー
も

ス
キ

ャ
ン

を
し

て
欲

し
い

パ
ネ

ル
内

の
ボ

タ
ン

を
大

き
く

し
て

欲
し

い
予

測
候

補
を

初
期

化
し

な
い

で
欲

し
い

ス
キ

ャ
ン

可
能

な
携

帯
を

増
や

し
て

欲
し

い

5
8

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

企
業

が
チ

ャ
ッ

ト
問

合
せ

窓
口

を
設

け
る

と
こ

ろ
が

増
え

て
い

ま
す

。
J
A

L
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
u

.ja
l.c

o
m

/
e
n

/
fl
ig

h
t_

p
la

n
n

in
g
/
re

s
e
rv

a
ti
o
n

/
A

N
A

　
h

tt
p

:/
/
c
h

a
t.
s
p

o
p

h
o
to

.jp
/
re

q
u

e
s
t

H
IS

　
h

tt
p

:/
/
s
h

in
ju

k
u

.h
is

-
j.c

o
m

/
c
h

a
t/

in
d

e
x
.h

tm
l

導
入

費
用

が
非

常
に

や
す

い
よ

う
で

、
導

入
サ

イ
ト

が
増

え
る

と
い

い
で

す
ね

。
ア

メ
リ

カ
や

中
国

で
は

、
W

e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

5
8

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
A

E
D

聴
覚

障
害

者
用

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

必
要

に
な

る
こ

と
は

、
い

つ
何

時
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

し
、

早
け

れ
ば

早
い

ほ
ど

効
果

が
高

い
の

で
、

現
場

に
聴

覚
障

害
者

し
か

居
な

い
場

合
で

も
使

用
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

胸
骨

圧
迫

や
人

工
呼

吸
は

、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

操
作

だ
け

が
、

音
声

ガ
イ

ド
に

従
っ

て
行

う
形

に
な

っ
て

お
り

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
普

及
す

れ
ば

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
用

で
き

ま
す

。
普

及
さ

せ
る

た
め

に
は

、
何

か
の

工
夫

が
必

要
で

す
。

今
後

公
共

団
体

が
購

入
す

る
場

合
の

基
準

と
か

に
入

れ
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

で
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ａ
Ｅ

Ｄ
を

普
及

さ
せ

る
こ

と
を

考
え

て
頂

き
た

い
。

　
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
判

定
し

ま
す

が
、

そ
の

結
果

を
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

か
、

判
定

中
や

電
気

シ
ョ

ッ
ク

を
与

え
る

と
き

体
に

触
れ

る
な

と
い

う
こ

と
も

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
い

う
よ

う
な

工
夫

を
す

る
だ

け
で

も
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

可
能

と
な

り
ま

す
。

5
9

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
あ

っ
て

も
検

便
採

取
が

容
易

に
で

き
る

用
具

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌
検

査
の

お
通

じ
を

持
っ

て
い

け
な

い
の

が
不

便
で

す
。

私
は

特
に

神
経

症
の

薬
が

便
秘

に
な

っ
て

夜
下

剤
を

飲
む

の
で

不
便

で
す

。

5
9

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

障
害

者
団

体
体

温
を

保
護

す
る

器
具

肢
体

障
害

者
用

体
温

調
節

が
う

ま
く

出
来

な
い

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

要
望

を
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１

級
の

９
歳

女
児

。
室

内
は

常
時

2
2

度
を

保
っ

て
い

ま
す

。
エ

ア
コ

ン
を

切
る

と
3

7
度

～
3

8
度

に
体

温
が

上
昇

す
る

そ
う

で
、

手
足

は
冷

え
る

た
め

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
お

湯
を

入
れ

保
温

を
し

て
い

ま
す

。
外

出
が

ま
ま

な
ら

な
い

の
で

、
体

温
を

保
護

す
る

器
具

を
要

望
し

た
い

。

5
9

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

障
害

者
団

体
ヘ

ル
メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
肢

体
障

害
者

用
利

用
者

の
ご

家
族

か
ら

い
た

だ
い

た
要

望
を

事
例

内
容

と
共

に
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

黄
疸

性
脊

椎
損

傷
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

後
遺

症
に

よ
り

発
汗

作
用

が
う

ま
く

働
か

ず
、

夏
期

等
に

お
い

て
は

在
宅

時
や

車
の

乗
車

時
に

は
強

く
エ

ア
コ

ン
を

使
用

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
お

も
ち

ゃ
の

扇
風

機
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

購
入

し
ま

し
た

が
、

電
池

は
3

0
～

4
0

分
程

度
し

か
持

ち
ま

せ
ん

。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

は
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、

頭
部

を
冷

や
す

方
法

の
福

祉
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
9

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
買

い
物

時
の

バ
ー

コ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
視

覚
障

害
者

用
買

い
物

を
し

て
い

る
時

、
商

品
に

つ
い

て
い

る
バ

ー
コ

ー
ド

を
読

み
取

る
と

、
商

品
名

、
値

段
、

内
容

量
、

カ
ロ

リ
ー

等
の

詳
細

情
報

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

既
存

で
類

似
す

る
製

品
は

あ
る

の
だ

が
、

商
品

名
だ

け
し

か
知

ら
せ

て
く

れ
な

い
。

そ
れ

で
は

あ
ま

り
役

に
立

た
な

い
。

5
9

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
エ

ア
コ

ン
の

音
声

対
応

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
だ

と
、

エ
ア

コ
ン

が
ど

う
い

う
設

定
に

な
っ

て
い

る
か

確
認

が
で

き
な

い
た

め
、

音
声

で
冷

房
・

暖
房

・
ド

ラ
イ

の
設

定
や

温
度

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
現

在
、

大
手

企
業

で
上

記
の

物
を

売
っ

て
は

い
る

が
、

本
体

込
み

で
１

７
万

円
以

上
す

る
の

で
手

が
出

な
い

。
２

～
３

年
前

ま
で

は
、

あ
る

大
手

企
業

で
、

全
メ

ー
カ

ー
対

応
の

音
声

リ
モ

コ
ン

を
２

万
円

程
度

で
売

っ
て

い
た

ら
し

い
が

、
今

は
廃

番
に

な
っ

て
い

る
模

様
で

あ
る

。
こ

れ
を

安
い

値
段

で
販

売
し

て
く

れ
れ

ば
と

て
も

よ
い

。
も

し
く

は
各

メ
ー

カ
ー

で
、

プ
ラ

ス
１

万
円

く
ら

い
で

音
声

リ
モ

コ
ン

に
替

え
ら

れ
る

と
よ

い
。

5
9

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
音

声
出

力
で

き
る

固
定

電
話

機
視

覚
障

害
者

用
電

話
を

使
う

と
き

、
事

前
に

登
録

し
て

お
い

た
相

手
方

の
名

前
、

電
話

番
号

の
検

索
や

通
話

履
歴

を
音

声
出

力
す

る
も

の
が

欲
し

い
。

大
手

企
業

が
既

に
実

用
化

し
て

い
る

が
、

電
話

帳
を

登
録

す
る

際
に

パ
ソ

コ
ン

が
必

要
で

あ
っ

た
り

、
そ

の
機

能
を

利
用

す
る

の
に

別
途

ナ
ン

バ
ー

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
契

約
を

結
ば

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
そ

れ
で

は
使

い
勝

手
が

悪
い

の
で

、
電

話
機

本
体

で
簡

単
に

登
録

・
編

集
が

で
き

、
安

価
な

も
の

が
欲

し
い

。

5
9

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

視
覚

障
害

者
用

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。

パ
ソ

コ
ン

で
は

で
き

る
が

、
時

間
が

か
か

る
た

め
、

手
軽

に
使

用
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

。

5
9

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

紫
外

線
を

防
ぐ

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
私

は
弱

視
で

す
が

、
紫

外
線

が
つ

ら
く

反
射

し
て

歩
き

ず
ら

い
で

す
。

度
が

入
っ

て
い

て
紫

外
線

を
カ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
メ

ガ
ネ

を
望

み
ま

す
。

サ
ン

バ
イ

ザ
ー

が
付

い
た

帽
子

で
も

良
い

の
で

す
が

、
い

つ
も

か
ぶ

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

抵
抗

が
あ

り
ま

す
。

5
9

8
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

に
配

慮
し

た
掃

除
機

視
覚

障
害

者
用

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

電
源

ホ
ー

ス
の

取
扱

や
中

味
の

始
末

な
の

で
苦

労
し

て
い

ま
す

。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。

5
9

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

新
聞

広
告

や
チ

ラ
シ

を
読

む
機

器
視

覚
障

害
者

用
新

聞
公

告
や

チ
ラ

シ
を

視
覚

障
害

者
で

も
読

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

6
0

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

対
応

の
電

子
辞

書
視

覚
障

害
者

用
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

電
子

辞
書

が
ほ

し
い

。
そ

れ
が

安
価

な
ら

な
お

よ
い

。

6
0

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

電
話

の
メ

モ
録

音
機

能
つ

き
視

覚
障

害
者

用
１

台
の

携
帯

電
話

に
メ

モ
録

音
機

能
が

あ
る

と
助

か
る

。

6
0

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
家

電
製

品
の

液
晶

画
面

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

強
く

し
て

欲
し

い

視
覚

障
害

者
用

弱
視

の
た

め
、

強
い

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
も

の
で

な
い

と
見

え
ず

ら
い

。
電

子
ジ

ャ
ー

や
エ

ア
コ

ン
、

リ
モ

コ
ン

な
ど

は
、

音
声

機
能

の
充

実
よ

り
も

、
液

晶
表

示
が

光
っ

た
り

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。

6
0

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
用

の
駅

の
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
視

覚
障

害
者

用
駅

を
利

用
す

る
際

は
、

あ
ら

か
じ

め
目

的
地

ま
で

の
値

段
を

調
べ

て
お

い
て

券
売

機
で

購
入

し
ま

す
が

、
回

数
券

や
定

期
券

な
ど

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

使
わ

な
い

と
で

き
な

い
操

作
が

あ
る

。
視

覚
障

害
者

で
も

簡
単

に
使

え
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
望

み
ま

す
。

6
0

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
近

年
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
普

及
が

進
ん

で
き

た
た

め
、

不
便

を
感

じ
る

。
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
は

押
し

た
感

覚
も

な
い

し
、

ど
の

よ
う

な
操

作
を

行
っ

て
い

る
か

も
わ

か
ら

な
い

。
特

に
iP

h
o
n

e
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。

6
0

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
信

号
機

の
押

し
ボ

タ
ン

視
覚

障
害

者
用

最
近

は
音

響
装

置
付

き
の

信
号

機
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

不
十

分
で

す
。

な
か

に
は

、
大

元
の

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
て

あ
る

の
か

、
視

覚
障

害
者

用
の

押
し

ボ
タ

ン
を

お
し

て
も

音
が

流
れ

な
い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
近

隣
住

民
の

こ
と

を
配

慮
し

て
な

ら
、

信
号

の
色

を
感

知
し

て
、

バ
イ

ブ
等

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

受
信

機
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
0

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

の
普

及
視

覚
障

害
者

用
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

読
み

取
り

装
置

を
使

っ
て

い
る

が
、

使
え

る
場

面
が

少
な

い
。

も
っ

と
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
広

く
普

及
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

選
挙

公
報

な
ど

に
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
付

け
て

い
る

自
治

体
も

あ
る

よ
う

で
す

が
、

数
が

少
な

す
ぎ

ま
す

。
主

体
的

に
投

票
す

る
た

め
に

も
、

国
政

選
挙

、
地

方
選

挙
問

わ
ず

、
選

挙
公

報
に

は
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
義

務
付

け
て

ほ
し

い
。

6
0

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
画

像
情

報
を

容
易

に
認

識
で

き
る

機
器

視
覚

障
害

者
用

1
5

年
前

に
中

途
視

覚
障

害
に

な
っ

た
。

現
在

は
大

学
で

講
師

の
仕

事
を

し
て

い
る

。
教

材
を

扱
う

際
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

画
像

情
報

を
専

用
の

機
器

で
立

体
化

し
、

触
っ

て
イ

メ
ー

ジ
を

す
る

の
だ

が
、

想
像

力
だ

け
で

は
、

画
像

情
報

を
理

解
す

る
の

は
非

常
に

難
し

い
。

立
体

化
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

文
字

情
報

な
ど

が
付

け
加

わ
る

と
よ

り
、

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

6
0

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
公

共
ト

イ
レ

の
流

す
方

法
視

覚
障

害
者

用
公

共
の

ト
イ

レ
を

流
す

際
、

最
近

は
立

ち
上

が
る

と
反

応
す

る
も

の
や

手
を

か
ざ

す
セ

ン
サ

ー
式

、
昔

な
が

ら
の

レ
バ

ー
・

ボ
タ

ン
式

な
ど

い
ろ

い
ろ

あ
る

た
め

、
手

さ
ぐ

り
で

そ
れ

を
探

さ
な

い
と

い
け

な
い

。
ト

イ
レ

と
い

う
場

所
で

も
あ

る
の

で
、

で
き

る
こ

と
な

ら
あ

ち
こ

ち
触

ら
な

く
て

済
む

よ
う

に
、

な
ん

ら
か

の
ル

ー
ル

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

6
0

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

文
字

放
送

の
音

声
（

テ
ロ

ッ
プ

）
視

覚
障

害
者

用
文

字
放

送
の

テ
ロ

ッ
プ

を
音

声
に

し
て

く
れ

る
も

の
。

特
に

緊
急

・
重

要
な

も
の

は
音

声
に

し
て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

。

6
1

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
音

響
装

置
付

き
信

号
機

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
の

視
覚

障
害

者
用

延
長

ボ
タ

ン
は

、
ど

こ
に

つ
い

て
い

る
か

、
わ

か
り

づ
ら

い
。

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
大

き
く

す
る

だ
け

で
は

、
近

隣
の

家
に

迷
惑

が
か

か
る

。
何

か
良

い
方

法
で

位
置

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
方

法
は

な
い

の
か

。

6
1

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
視

覚
障

害
者

用
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

（
角

の
黄

色
い

印
）

が
あ

る
と

下
り

や
す

い
。

（
上

る
時

は
何

と
か

な
る

）

6
1

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

手
す

り
の

改
良

視
覚

障
害

者
用

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、

な
い

場
合

に
は

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
が

あ
る

。

6
1

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

出
力

す
る

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。

（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

音
声

が
出

る
も

の
）

6
1

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

障
害

者
用

パ
ス

モ
視

覚
障

害
者

用
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。

障
害

者
手

帳
を

併
せ

る
と

子
供

料
金

で
通

れ
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。

6
1

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

公
共

ト
イ

レ
で

使
え

る
音

声
ガ

イ
ド

視
覚

障
害

者
用

公
共

ト
イ

レ
で

「
緊

急
ス

イ
ッ

チ
」

「
流

す
ス

イ
ッ

チ
」

「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
位

置
」

な
ど

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

6
1

6
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ト
イ

レ
の

ボ
タ

ン
に

付
け

る
マ

ー
ク

視
覚

障
害

者
用

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。

6
1

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
ラ

ジ
オ

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

昔
の

ラ
ジ

オ
は

ダ
イ

ヤ
ル

式
で

使
い

や
す

か
っ

た
が

、
液

晶
操

作
が

主
流

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
使

い
づ

ら
い

。
設

定
等

が
上

手
く

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

が
残

念
。

6
1

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
小

型
携

帯
用

テ
レ

ビ
視

覚
障

害
者

用
小

型
の

携
帯

用
テ

レ
ビ

が
地

デ
ジ

対
応

に
な

っ
て

し
ま

う
と

初
期

設
定

で
地

域
等

を
設

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

困
る

。
矢

印
操

作
は

配
置

を
覚

え
た

り
、

押
す

ボ
タ

ン
を

覚
え

た
り

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、

難
し

く
感

じ
る

。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

6
1

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

付
き

家
電

製
品

視
覚

障
害

者
用

よ
り

多
く

の
家

電
製

品
に

音
声

案
内

機
能

が
付

く
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

6
2

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

機
能

視
覚

障
害

者
用

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
製

品
が

増
え

て
、

不
便

を
感

じ
て

い
る

。
iP

h
o
n

e
な

ど
は

使
い

づ
ら

い
が

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（

タ
ッ

チ
す

る
と

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

能
）

が
内

蔵
さ

れ
て

い
る

の
で

、
助

か
る

。
今

後
、

販
売

さ
れ

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
製

品
に

つ
い

て
も

、
こ

の
よ

う
な

機
能

を
最

初
か

ら
内

蔵
し

て
も

ら
い

た
い

。

6
2

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

地
デ

ジ
対

応
テ

レ
ビ

の
音

声
ガ

イ
ド

視
覚

障
害

者
用

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
音

声
案

内
し

て
欲

し
い

。

6
2

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
色

を
識

別
し

て
く

れ
る

機
器

視
覚

障
害

者
用

色
を

確
実

に
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。
現

在
で

も
色

を
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

は
出

て
い

る
が

、
確

実
で

は
な

い
。

自
分

が
ど

ん
な

洋
服

を
着

て
い

る
か

、
わ

か
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、

正
確

性
に

欠
け

る
。

6
2

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
用

洋
服

や
ネ

ク
タ

イ
の

色
を

正
確

に
読

み
取

っ
て

く
れ

る
、

識
別

装
置

が
あ

れ
ば

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
既

に
そ

の
よ

う
な

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
る

は
ず

だ
が

、
正

確
に

色
を

識
別

で
き

て
い

な
い

。

6
2

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

駅
の

券
売

機
視

覚
障

害
者

用
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。

6
2

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ
で

で
文

字
や

標
識

を
認

識
し

て
く

れ
る

機
能

視
覚

障
害

者
用

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

機
能

を
利

用
し

て
、

撮
影

し
た

文
字

や
標

識
を

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

機
能

を
開

発
し

て
欲

し
い

。
一

部
の

ゴ
シ

ッ
ク

体
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

装
置

は
あ

る
が

、
少

し
で

も
装

飾
し

て
い

た
り

、
別

の
書

体
だ

と
読

み
取

っ
て

く
れ

な
い

の
で

幅
広

く
対

応
し

て
い

る
も

の
が

よ
い

。

6
2

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
空

気
の

も
れ

な
い

カ
ニ

ュ
ー

レ
肢

体
障

害
者

用
カ

ニ
ュ

ー
レ

は
、

空
気

が
も

れ
る

か
ら

声
が

聞
こ

え
に

く
く

感
じ

て
し

ま
う

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
に

形
を

工
夫

し
た

り
、

形
以

外
に

も
肌

に
な

じ
み

や
す

い
素

材
な

ど
を

使
っ

て
空

気
が

ぬ
け

な
い

よ
う

な
カ

ニ
ュ

ー
レ

が
あ

れ
ば

な
と

思
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
2

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(障

害
者

支
援

、
家

族
、

開
発

メ
ー

カ
で

す
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

で
て

き
ま

し
た

が
、

ま
だ

ま
だ

そ
れ

1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

6
2

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
も

簡
単

に
使

え
る

携
帯

傘
入

れ
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
の

私
は

階
段

上
り

下
り

左
は

手
摺

で
右

手
に

白
杖

を
持

っ
て

い
ま

す
の

で
、

雨
の

日
は

折
り

た
た

み
傘

に
し

て
レ

ジ
の

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ
て

、
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

の
外

側
の

持
つ

ベ
ル

ト
に

縛
っ

て
つ

る
し

て
持

っ
て

歩
き

ま
す

。
電

車
の

中
に

傘
も

忘
れ

な
い

し
。

満
員

電
車

の
時

に
他

の
乗

客
に

傘
の

水
が

付
か

な
い

で
す

。
折

り
た

た
み

の
傘

を
入

れ
る

専
門

の
レ

ジ
袋

じ
ゃ

な
く

て
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

に
縛

り
付

け
れ

る
の

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、

折
り

た
た

ん
で

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ
て

手
元

に
持

っ
て

い
る

ほ
う

が
便

利
で

す
。

歯
科

は
靴

も
脱

ぎ
ま

す
の

で
、

目
印

を
つ

け
た

り
大

変
で

す
。

6
2

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(支

援
、

家
族

、
開

発
メ

ー
カ

ー
)

視
覚

障
碍

者
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内

視
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ｇ
Ｐ

Ｓ
（

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
音

声
録

音
デ

ー
タ

に
は

、
位

置
情

報
が

付
加

さ
れ

ま
す

。
視

覚
障

碍
者

が
一

人
で

出
か

け
る

際
に

、
音

声
デ

ー
タ

の
あ

る
場

所
に

く
る

と
Ｇ

Ｐ
Ｓ

が
察

知
し

、
音

声
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
流

れ
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

6
3

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(支

援
、

家
族

、
開

発
者

)
読

み
書

き
障

害
を

持
つ

人
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

読
む

補
助

そ
の

他
(読

み
書

き
障

害
者

用
)

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ａ
Ｒ

（
拡

張
現

実
機

能
）

を
使

用
し

て
、

カ
メ

ラ
ご

し
に

読
み

た
い

物
を

み
る

と
実

際
の

文
字

に
線

や
マ

ス
目

を
重

ね
あ

わ
せ

る
こ

と
で

、
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

6
3

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(支

援
、

家
族

、
企

画
)

忘
れ

物
の

多
い

発
達

障
害

者
の

た
め

の
お

出
か

け
前

確
認

シ
ス

テ
ム

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(発
達

障
害

者
)

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財
布

や
定

期
券

）
に

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
付

け
る

こ
と

で
、

お
出

か
け

前
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と
持

ち
忘

れ
て

い
る

も
の

を
確

認
で

き
ま

す

6
3

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(支

援
、

家
族

、
企

画
メ

ー
カ

ー
)

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

視
覚

障
害

者
用

色
覚

に
障

害
の

あ
る

人
た

ち
に

と
っ

て
、

ど
う

し
て

も
判

別
し

に
く

い
風

景
や

文
字

が
あ

っ
た

時
に

予
め

色
補

正
を

登
録

し
て

お
け

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

カ
メ

ラ
機

能
を

通
し

て
、

自
動

的
に

色
補

正
を

し
ま

す
。

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。

6
3

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(支

援
、

家
族

、
企

画
メ

ー
カ

ー
)

１
日

の
行

動
を

登
録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 そ
の

他
(発

達
障

害
、

精
神

障
害

者
用

)

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま
っ

た
時

間
の

前
に

音
声

、
文

字
、

バ
イ

ブ
に

よ
る

モ
ー

ル
ス

信
号

で
次

の
行

動
を

し
ら

せ
て

く
れ

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

6
3

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
(支

援
、

家
族

、
企

画
メ

ー
カ

ー
)

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す

視
覚

障
害

者
用

道
路

や
駅

に
あ

る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

予
め

、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。

6
3

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

そ
の

他
車

い
す

や
障

害
の

あ
る

人
が

自
分

自
身

で
衣

類
を

収
納

で
き

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト

肢
体

障
害

者
用

今
、

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
車

い
す

を
利

用
し

て
い

る
方

や
腰

や
足

を
痛

め
自

分
自

身
で

衣
類

収
納

で
き

ず
に

家
族

、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。

6
3

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
反

射
素

材
視

覚
障

害
者

用
夜

盲
な

の
で

夜
道

を
歩

行
し

て
も

、
道

幅
が

分
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
な

れ
ば

助
か

り
ま

す
。

歩
道

に
、

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

的
が

良
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

電
気

が
必

要
だ

し
全

道
路

に
は

め
込

む
の

は
不

可
能

と
考

え
ま

す
。

の
で

、
破

損
し

に
く

い
反

射
テ

ー
プ

、
で

き
れ

ば
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

混
ぜ

て
発

光
す

る
素

材
、

若
し

く
は

外
灯

な
ど

の
光

で
反

射
す

る
素

材
を

開
発

し
て

も
ら

い
た

い
と

願
っ

て
い

ま
す

。

6
3

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
足

ブ
ラ

ン
コ

肢
体

障
害

者
用

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
も

も
上

げ
運

動
で

き
ま

す
。

半
身

不
自

由
な

か
た

で
も

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

脚
を

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
側

の
足

脚
の

上
、

下
運

動
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

っ
て

交
互

に
手

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

6
3

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

遊
具

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

(ち
い

さ
な

お
子

さ
ん

や
お

年
よ

り
も

)

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、

現
地

の
公

園
で

見
つ

け
た

ブ
ラ

ン
コ

に
ヒ

ン
ト

を
得

ま
し

た
。

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

椅
子

に
ベ

ル
ト

が
つ

い
た

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

を
、

鎖
で

釣
っ

て
い

ま
し

た
。

背
も

た
れ

が
結

構
高

か
っ

た
の

で
、

首
が

ま
だ

据
わ

ら
な

い
5

歳
の

息
子

も
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
、

親
が

抱
っ

こ
し

な
く

て
も

大
丈

夫
で

し
た

。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ベ

ル
ト

で
身

体
を

固
定

で
き

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
も

の
を

滑
り

台
に

は
め

こ
ん

で
子

供
一

人
を

乗
せ

て
上

か
ら

滑
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、

上
記

の
よ

う
な

遊
具

が
あ

れ
ば

、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。
通

園
施

設
や

、
普

通
の

公
園

に
設

置
で

き
た

ら
み

ん
な

で
使

え
て

い
い

で
す

。
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
3

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

移
乗

用
リ

フ
ト

肢
体

障
害

者
用

全
身

に
力

が
入

ら
な

い
人

が
使

え
る

リ
フ

ト
を

探
し

て
い

る
が

、
一

般
家

庭
で

使
え

る
サ

イ
ズ

の
も

の
が

見
つ

か
ら

な
い

。
一

般
家

庭
で

は
幅

5
0

セ
ン

チ
程

度
で

な
け

れ
ば

ト
イ

レ
な

ど
の

ド
ア

に
は

い
ら

な
い

。
ま

た
、

つ
り

具
も

装
着

が
大

変
な

も
の

が
多

い
。

着
替

え
の

際
な

ど
　

立
位

を
確

保
で

き
、

な
お

か
つ

腰
周

り
を

お
お

わ
な

い
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
具

体
的

に
言

え
ば

、
ひ

ざ
を

う
け

て
く

れ
て

、
脇

を
腕

で
持

ち
上

げ
～

だ
き

と
め

て
く

れ
る

も
の

。
つ

り
具

を
使

わ
な

く
て

も
い

い
も

の
。

赤
ち

ゃ
ん

の
歩

行
器

の
よ

う
に

わ
き

の
し

た
が

3
6

0
度

ホ
ー

ル
ド

さ
れ

て
い

れ
ば

い
い

の
に

と
お

も
う

。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、

非
常

に
こ

こ
ろ

が
落

ち
着

か
な

い
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。

外
国

製
品

は
そ

の
点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・

大
き

さ
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

6
4

0

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

(商
品

企
画

開
発

)
視

覚
障

害
者

の
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

視
覚

障
害

者
用

ま
す

ま
す

進
化

す
る

携
帯

電
話

の
機

能
を

白
杖

に
応

用
で

き
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

で
す

。
白

杖
自

体
を

パ
ソ

コ
ン

と
考

え
、

杖
の

握
り

手
部

分
を

マ
ウ

ス
の

形
状

と
し

機
能

を
付

け
、

杖
を

地
面

に
当

て
左

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

足
元

の
地

面
に

２
６

イ
ン

チ
の

仮
想

モ
ニ

タ
ー

を
表

出
さ

せ
、

視
覚

障
害

者
は

、
杖

か
ら

の
触

覚
に

て
位

置
情

報
な

ど
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
す

。
例

え
ば

最
も

初
歩

的
な

情
報

と
し

て
、

「
方

角
」

を
情

報
提

供
し

ま
す

。
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、

線
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

、
こ

の
方

角
が

南
北

を
表

し
ま

す
。

そ
し

て
北

側
に

は
点

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
視

覚
障

害
者

は
、

方
向

感
を

失
う

こ
と

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
（

勿
論

、
北

を
示

す
矢

印
↑

で
も

よ
い

の
で

す
が

）
更

に
発

展
さ

せ
、

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
触

地
図

を
表

出
さ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

検
索

機
能

を
付

け
、

「
駅

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

最
寄

り
の

駅
の

改
札

口
の

位
置

が
表

示
さ

れ
、

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
杖

を
通

し
て

知
覚

で
き

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
表

出
さ

れ
、

視
覚

障
害

者
を

改
札

口
ま

で
誘

導
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
「

ト
イ

レ
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
、

周
辺

の
コ

ン
ビ

ニ
や

公
共

施
設

な
ど

の
ト

イ
レ

の
位

置
を

仮
想

モ
ニ

タ
ー

に
表

出
さ

せ
、

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

目
的

地
と

し
て

誘
導

す
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

？
そ

し
て

「
お

帰
り

」
機

能
で

す
。

５
年

前
に

買
っ

た
カ

ー
ナ

ビ
に

も
付

い
て

い
る

機
能

で
す

。
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

女
性

の
声

で
「

自
宅

に
戻

り
ま

す
。

所
要

時
間

は
約

３
０

分
で

す
。

途
中

、
信

号
機

の
あ

る
交

差
点

を
２

ヶ
所

渡
り

ま
す

。
」

と
い

う
音

声
が

流
れ

ま
す

。
次

の
瞬

間
、

仮
想

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
足

元
に

現
れ

ま
す

。
そ

し
て

「
自

宅
に

到
着

で
す

。
お

疲
れ

様
で

し
た

。
」

　
カ

ー
ナ

ビ
に

は
、

当
た

り
前

に
つ

い
て

い
る

機
能

で
す

。
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
は

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
非

常
に

大
切

な
も

の
で

す
が

、
一

方
、

車
椅

子
の

方
に

は
負

担
と

な
り

高
齢

者
に

と
っ

て
は

躓
く

危
険

が
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

美
観

の
問

題
も

あ
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

杖
か

ら
の

触
覚

で
知

覚
で

き
る

仮
想

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

で
、

こ
れ

等
の

問
題

の
全

て
が

解
決

で
す

。
こ

の
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

で
電

話
も

メ
ー

ル
も

何
で

も
で

き
ま

す
。

視
覚

障
害

者
と

は
点

字
メ

ー
ル

の
送

受
信

で
す

。
晴

眼
者

と
は

自
動

変
換

機
能

（
点

字
⇔

文
字

）
で

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

勿
論

、
添

付
フ

ァ
イ

ル
も

Ｏ
Ｋ

で
す

。
こ

れ
ら

の
機

能
は

、
既

に
利

用
さ

れ
て

い
る

技
術

の
応

用
・

組
み

合
わ

せ
で

実
現

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

6
4

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ
ッ

ク
視

覚
障

害
者

用
ブ

ロ
ッ

ク
は

道
路

や
駅

な
ど

で
多

く
見

ら
れ

ま
す

が
、

白
杖

を
使

っ
て

つ
た

い
歩

き
は

し
ま

す
が

、
ブ

ロ
ッ

ク
の

上
は

と
て

も
歩

き
に

く
い

で
す

。
と

く
に

ヒ
ー

ル
で

は
歩

け
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

視
覚

障
害

者
の

移
動

補
助

は
Ｇ

Ｐ
Ｓ

な
ど

か
ら

位
置

情
報

を
端

末
に

受
信

し
、

そ
の

端
末

を
持

っ
て

移
動

す
る

よ
う

に
し

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
視

覚
障

害
者

の
た

め
と

は
い

え
、

ほ
か

の
人

た
ち

の
迷

惑
な

ら
な

い
よ

う
な

設
備

が
必

要
だ

と
考

え
ま

す
。

6
4

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
、

火
災

時
伝

達
機

能
聴

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

が
火

災
時

、
部

屋
な

ど
で

、
火

災
を

認
知

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

助
か

る
。

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、

に
お

い
に

よ
っ

て
知

ら
せ

る
も

の
が

あ
る

が
、

光
は

遮
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
に

お
い

は
遠

い
と

届
か

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、

他
の

方
法

で
伝

達
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
よ

い
。

6
4

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

(ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

団
体

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)

大
声

消
火

器
肢

体
障

害
者

用
 視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
し

か
し

現
状

で
は

一
般

的
な

普
及

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

は
粉

末
式

の
１

０
型

消
火

器
で

す
が

、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”

火
事

だ
～

火
を

消
せ

”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら
大

音
響

で
”

火
災

で
す

、
火

災
で

す
”

な
ど

の
声

が
自

動
的

に
出

る
と

共
に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。

6
4

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
聴

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
の

家
庭

内
で

使
用

さ
れ

て
る

火
災

警
報

、
電

話
呼

び
出

し
音

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
音

等
に

直
接

に
後

つ
け

の
音

感
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

、
聴

覚
障

害
者

の
手

元
に

最
大

５
種

類
の

文
字

盤
に

火
災

、
電

話
、

玄
関

チ
ャ

イ
ム

光
シ

グ
ナ

ル
を

送
れ

ば
日

常
生

活
を

安
全

、
快

適
に

過
ご

せ
る

と
思

い
ま

す
。

シ
ス

テ
ム

開
発

に
関

し
て

難
問

は
無

い
と

思
い

ま
す

の
で

安
価

提
供

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

研
究

を
必

要
な

部
分

も
有

り
ま

す
が
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
4

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

肢
体

障
害

者
用

 視
覚

障
害

者
用

表
題

の
「

魔
法

」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
最

近
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

呼
ば

れ
る

高
性

能
な

携
帯

端
末

が
具

現
化

し
つ

つ
あ

る
一

群
の

新
規

な
機

能
を

指
し

て
い

ま
す

。
G

P
S

測
置

シ
ス

テ
ム

、
加

速
度

セ
ン

サ
、

方
位

セ
ン

サ
、

高
密

度
な

実
装

技
術

、
自

由
度

の
高

い
入

出
力

デ
バ

イ
ス

と
多

く
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

組
合

せ
が

こ
れ

ま
で

で
は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
現

実
の

も
の

と
し

て
い

ま
す

。
更

に
そ

の
可

能
性

が
急

速
に

広
が

っ
て

行
く

こ
と

は
確

実
で

し
ょ

う
。

こ
の

よ
う

な
状

況
を

可
能

に
し

て
い

る
技

術
群

を
「

魔
法

」
と

呼
ん

で
し

ま
っ

て
も

許
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

私
た

ち
は

生
活

に
不

便
を

感
じ

る
人

を
援

護
す

る
技

術
と

し
て

一
連

の
技

術
を

筋
道

を
立

て
て

応
用

し
、

実
用

化
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

「
魔

法
の

杖
」

と
は

、
視

覚
障

害
者

の
移

動
支

援
に

こ
の

新
技

術
群

を
応

用
援

用
し

た
新

規
の

シ
ス

テ
ム

を
指

し
、

「
魔

法
の

絨
毯

」
は

歩
行

障
害

者
の

移
動

支
援

に
応

用
援

用
す

る
こ

と
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

の
で

す
。

魔
法

の
杖

と
は

、
現

行
の

視
覚

障
害

者
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
は

、
A

地
点

か
ら

B
地

点
へ

の
物

理
的

移
動

を
安

全
に

ス
ム

ー
ズ

に
確

保
す

る
か

が
重

視
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
新

世
代

の
支

援
シ

ス
テ

ム
で

は
こ

の
基

本
機

能
を

向
上

さ
せ

る
と

同
時

に
歩

行
を

楽
し

み
移

動
中

の
街

を
楽

し
む

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
「

魔
法

の
杖

」
実

現
を

目
指

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（

一
覧

情
報

）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、

各
種

の
セ

ン
サ

ー
に

よ
る

現
場

の
把

握
、

G
P

S
と

マ
ッ

プ
デ

ー
タ

の
照

合
、

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
街

中
に

設
置

さ
れ

た
機

器
類

と
の

通
信

な
ど

を
総

合
的

に
利

用
す

れ
ば

多
く

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

そ
の

上
で

重
要

に
な

る
の

が
、

障
害

者
の

適
切

な
判

断
と

行
動

を
可

能
に

す
る

有
用

情
報

の
抽

出
ノ

ウ
ハ

ウ
、

そ
れ

を
利

用
者

に
適

切
に

伝
え

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
技

術
の

確
立

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

最
初

に
視

覚
障

害
者

の
方

達
の

イ
ン

タ
ヴ

ュ
ー

／
行

動
観

察
な

ど
か

ら
移

動
時

の
空

間
認

識
の

仕
方

、
有

用
な

誘
導

情
報

の
把

握
、

実
用

的
な

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

の
要

求
仕

様
の

整
理

を
行

な
う

こ
と

が
必

要
で

し
ょ

う
。

こ
れ

ら
の

知
見

を
踏

ま
え

て
、

音
声

(合
成

)ガ
イ

ド
や

音
響

ガ
イ

ド
の

応
用

開
発

、
G

U
Iタ

ッ
チ

式
入

力
の

フ
ォ

ー
ス

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
化

技
術

や
モ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、

音
声

ガ
イ

ド
の

コ
ン

テ
ン

ツ
レ

ベ
ル

ま
で

様
々

な
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

多
く

の
工

程
が

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「

魔
法

」
は

「
現

実
」

に
な

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「

魔
法

の
杖

」
専

用
機

と
し

て
の

 ハ
ー

ド
を

作
り

込
ん

で
よ

り
使

い
や

す
く

な
っ

た
段

階
、

更
に

改
良

が
進

み
イ

ン
フ

ラ
と

の
連

携
も

稠
密

と
な

り
ユ

ビ
キ

タ
ス

な
様

相
を

実
現

化
し

た
レ

ベ
ル

な
ど

あ
る

段
階

で
実

用
に

耐
え

う
る

よ
う

に
な

れ
ば

実
社

会
に

出
し

て
行

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
の

で
し

ょ
う

。
最

後
に

も
う

一
つ

気
に

な
っ

て
い

る
の

が
盲

導
犬

の
存

在
で

す
。

こ
こ

に
は

最
小

限
の

指
示

で
思

い
通

り
の

結
果

を
得

る
「

調
教

」
の

仕
組

み
、

長
年

の
付

き
合

い
の

中
か

ら
双

方
が

馴
染

ん
で

行
く

「
学

習
」

の
仕

組
み

、
指

示
の

結
果

に
危

険
が

伴
う

場
合

の
非

服
従

な
ど

「
先

回
り

」
の

構
造

な
ど

考
察

に
値

す
る

関
係

性
が

観
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
を

シ
ス

テ
ム

に
取

込
め

れ
ば

使
用

者
と

シ
ス

テ
ム

の
間

に
「

信
頼

」
と

言
う

べ
き

関
係

が
築

け
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

「
魔

法
の

杖
」

は
杖

の
形

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

一
体

ど
ん

な
も

の
な

る
の

で
し

ょ
う

。
 一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。

6
4

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

肢
体

障
害

者
用

手
足

が
不

自
由

で
す

が
、

唯
一

肘
が

使
用

可
能

で
肘

で
ほ

ん
の

ペ
ー

ジ
が

め
く

れ
る

器
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
現

在
絵

本
程

度
の

厚
さ

の
本

で
し

た
ら

め
く

れ
ま

す
が

、
肘

で
め

く
る

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

6
4

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
G

P
S

を
利

用
し

た
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

視
覚

障
害

者
用

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、

私
が

知
っ

て
い

る
道

し
か

通
れ

な
い

。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

6
4

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

用
全

盲
だ

が
自

分
の

力
で

歩
け

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
日

常
生

活
で

は
そ

れ
な

り
に

工
夫

し
て

生
活

し
て

い
る

。
安

全
な

移
動

を
補

助
し

て
く

れ
る

機
器

を
望

み
ま

す
。

6
4

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
用

の
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

用
自

分
の

居
場

所
が

分
か

ら
な

く
な

る
こ

と
が

あ
る

。
居

場
所

を
把

握
し

、
次

の
目

的
ま

で
案

内
し

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
。

ま
た

駐
車

中
の

自
動

車
や

自
転

車
、

突
然

の
看

板
な

ど
に

ぶ
つ

か
る

こ
と

が
よ

く
あ

り
、

そ
れ

ら
を

事
前

に
感

知
し

知
ら

せ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

6
5

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

用
の

外
出

支
援

機
器

視
覚

障
害

者
用

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
で

も
自

由
に

目
的

地
ま

で
行

け
る

機
器

が
あ

る
と

と
て

も
便

利
で

す
。

6
5

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

日
常

生
活

用
具

視
覚

障
害

者
用

既
に

開
発

さ
れ

、
日

常
使

用
し

て
い

る
、

例
え

ば
音

声
秤

や
音

声
電

磁
調

理
器

等
が

品
切

れ
と

な
り

、
メ

ー
カ

ー
で

生
産

打
ち

切
り

に
な

り
困

っ
て

い
る

。
何

か
い

い
方

法
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
？

6
5

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
多

機
能

音
声

ガ
イ

ド
付

き
湯

沸
か

し
器

視
覚

障
害

者
用

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、

湧
き

あ
が

っ
た

と
き

に
は

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

が
、

温
度

を
調

節
す

る
際

に
ボ

タ
ン

で
操

作
し

た
り

、
室

温
を

知
り

た
い

時
に

も
あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。

6
5

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
の

機
能

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
に

つ
い

て
、

例
え

ば
、

揚
げ

物
を

し
た

い
時

に
何

分
揚

げ
れ

ば
よ

い
の

か
分

か
る

よ
う

に
音

声
案

内
し

て
く

れ
た

り
、

あ
る

程
度

の
温

度
に

な
っ

た
ら

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

機
能

が
あ

る
と

料
理

し
や

す
い

。

6
5

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
個

人
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
機

器
視

覚
障

害
者

用
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便
利

（
歩

行
者

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

）
家

に
い

る
時

に
目

的
地

を
セ

ッ
ト

で
き

、
音

声
案

内
で

目
的

地
ま

で
誘

導
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

6
5

5
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
携

帯
ナ

ビ
装

置
視

覚
障

害
者

用
携

帯
で

き
る

小
型

の
端

末
機

を
持

ち
歩

く
こ

と
で

、
家

ま
で

の
ル

ー
ト

案
内

や
、

真
直

ぐ
歩

行
で

き
て

い
る

か
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

器
が

あ
る

と
助

か
る

。
道

を
歩

く
時

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
、

ち
ゃ

ん
と

家
に

帰
れ

る
か

毎
回

不
安

に
な

る
の

で
ぜ

ひ
開

発
し

て
欲

し
い

。

6
5

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

長
い

杖
肢

体
障

害
者

用
多

く
使

わ
れ

て
い

る
杖

は
、

腰
あ

た
り

ま
で

の
Ｔ

字
杖

で
す

が
、

こ
れ

で
は

下
り

坂
で

不
安

定
に

な
っ

た
り

、
杖

を
つ

く
位

置
に

よ
っ

て
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
介

護
用

品
と

し
て

、
頭

ぐ
ら

い
の

長
さ

の
杖

に
、

握
り

や
す

い
よ

う
デ

コ
ボ

コ
の

グ
リ

ッ
プ

を
つ

け
、

握
る

位
置

を
か

え
ら

れ
る

杖
を

提
案

い
た

し
ま

す
。

杖
を

長
く

す
る

こ
と

に
よ

り
、

杖
を

両
手

で
つ

か
む

こ
と

も
で

き
ま

す
し

、
立

ち
上

が
り

の
補

助
に

も
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

。

6
5

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

("
")

対
象

物
ま

で
の

距
離

測
定

機
視

覚
障

害
者

用
デ

ジ
カ

メ
な

ど
の

ピ
ン

ト
合

わ
せ

機
能

を
使

い
、

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

と
向

け
た

方
向

に
対

象
物

が
あ

れ
ば

そ
こ

ま
で

の
距

離
を

イ
ヤ

ホ
ン

で
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

。
使

用
例

　
電

車
の

席
に

座
り

た
い

け
ど

前
に

人
が

座
っ

て
い

る
か

わ
か

ら
な

い
時

な
ど

。
ス

テ
ッ

キ
で

足
を

確
認

す
る

の
も

失
礼

に
な

る
。

　
道

路
の

変
形

交
差

点
な

ど
で

ど
ち

ら
に

道
が

通
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

　
な

ど

- 89 -



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
5

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
碍

者
の

歩
行

支
援

機
器

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

携
帯

ラ
ジ

オ
サ

イ
ズ

で
歩

行
支

援
ナ

ビ
で

、
次

の
よ

う
な

機
能

を
備

え
た

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

の
瀬

能
工

場
に

よ
り

き
め

細
か

い
支

援
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
提

案
し

ま
す

。
１

．
道

路
情

報
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
、

た
と

え
ば

一
方

通
行

、
歩

道
の

有
無

交
差

点
の

接
近

、
２

．
車

の
接

近
。

た
と

え
ば

、
前

か
ら

車
が

接
近

、
交

差
点

で
右

か
ら

車
が

接
近

な
ど

。
３

．
目

的
地

の
設

定
。

た
と

え
ば

住
所

や
電

話
番

号
で

の
一

特
定

だ
け

で
な

く
、

具
体

的
に

ど
こ

そ
こ

の
建

物
の

玄
関

ポ
イ

ン
ト

を
現

地
で

記
憶

さ
せ

る
と

次
回

か
ら

正
確

に
誘

導
し

て
く

れ
る

。
４

．
そ

の
た

。
た

と
え

ば
、

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
き

、
知

ら
な

い
う

ち
に

道
路

の
中

央
に

出
て

し
ま

っ
て

い
た

ら
注

意
を

促
し

て
く

れ
る

。
歩

行
先

に
自

転
車

や
障

害
物

が
あ

れ
ば

知
ら

せ
て

く
れ

る
。

５
．

生
活

用
具

と
し

て
助

成
制

度
の

対
象

と
な

る
よ

う
働

き
か

け
る

。
以

上
で

す
。

6
5

9
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
婦

人
体

温
計

視
覚

障
害

者
用

全
盲

で
も

使
え

る
、

音
声

読
み

上
げ

機
能

の
つ

い
た

も
の

。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確
認

で
き

る
な

ど
、

現
在

一
般

に
売

ら
れ

て
い

る
も

の
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

6
6

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
調

理
用

秤
視

覚
障

害
者

用
調

理
用

の
秤

で
、

目
が

見
え

な
く

て
も

使
え

る
、

音
声

で
計

っ
た

も
の

の
重

さ
を

読
み

上
げ

る
も

の
。

6
6

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
機

能
付

き
電

卓
視

覚
障

害
者

用
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。

日
本

製
の

音
声

の
電

卓
が

ほ
し

い
で

す
。

6
6

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
肢

体
障

害
者

用
 言

語
障

害
者

用
パ

ソ
コ

ン
の

入
力

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

6
6

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

通
訳

機
器

聴
覚

障
害

者
用

小
型

Ｐ
Ｃ

に
マ

イ
ク

を
つ

け
て

、
音

声
が

文
字

に
な

る
通

訳
機

器
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

6
6

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
デ

ジ
タ

ル
数

字
読

み
取

り
視

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

音
声

体
重

計
、

音
声

体
温

計
な

ど
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
た

物
を

音
声

で
読

み
上

げ
る

機
械

が
増

え
、

視
覚

障
碍

者
に

と
っ

て
は

、
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

、
１

つ
１

つ
の

機
械

を
開

発
す

る
の

で
は

な
く

、
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
て

い
る

数
字

を
読

み
取

る
機

械
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く
と

、
音

声
読

み
上

げ
す

る
機

械
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

読
み

上
げ

た
数

字
を

点
字

表
示

で
き

れ
ば

、
盲

ろ
う

者
の

利
用

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
世

の
中

に
は

、
数

字
を

デ
ジ

タ
ル

表
示

す
る

機
械

は
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
こ

の
数

字
を

読
み

上
げ

る
機

械
が

で
き

る
と

、
視

覚
障

碍
者

も
多

く
の

機
械

の
利

用
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ぜ
ひ

、
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

6
6

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

言
語

障
害

者
用

・
太

陽
光

で
充

電
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
長

時
間

外
出

す
る

機
会

も
多

い
か

ら
で

す
。

・
絵

文
字

や
顔

文
字

、
マ

ー
ク

で
気

持
ち

を
表

現
で

き
る

器
械

。
な

ぜ
な

ら
「

嬉
し

い
」

「
め

ち
ゃ

嬉
し

い
」

と
い

っ
た

感
情

が
絵

文
字

な
ど

に
す

る
と

一
遍

に
伝

わ
る

か
ら

で
す

。
・

メ
イ

ン
画

面
を

カ
ラ

ー
に

し
て

も
っ

と
分

か
り

や
す

く
し

て
欲

し
い

で
す

。
白

黒
で

は
同

じ
様

な
色

だ
か

ら
、

ち
ょ

っ
と

分
か

り
に

く
い

と
思

い
ま

す
。

・
音

量
に

つ
い

て
、

外
で

話
す

と
き

も
あ

る
の

で
も

う
少

し
大

き
い

音
や

、
逆

に
内

緒
話

が
で

き
る

よ
う

な
小

さ
い

音
が

欲
し

い
で

す
。

抑
揚

や
音

の
高

さ
も

、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

現
在

の
機

器
で

も
読

み
上

げ
速

度
を

変
え

ら
れ

る
の

で
す

が
、

速
く

す
る

と
抑

揚
が

お
か

し
く

な
る

の
で

そ
れ

も
改

善
し

て
欲

し
い

で
す

。
・

機
種

に
よ

っ
て

は
、

本
文

の
ほ

か
に

機
能

操
作

音
の

読
み

上
げ

も
さ

れ
て

し
ま

い
、

会
話

の
妨

げ
と

な
る

の
で

、
そ

れ
も

設
定

で
O

F
F
に

で
き

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

で
す

。
・

音
声

は
タ

レ
ン

ト
さ

ん
な

ど
の

声
を

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

、
自

分
の

声
を

入
れ

て
構

成
音

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ど

の
器

械
か

ら
も

同
じ

声
で

は
大

勢
で

話
を

す
る

と
き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い
で

す
。

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、

文
字

を
打

つ
手

間
を

減
ら

す
た

め
に

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、

「
あ

」
と

初
め

の
１

字
を

打
て

ば
（

「
あ

り
が

と
う

」
な

ど
）

そ
の

あ
と

の
言

葉
が

出
て

く
る

機
能

。
機

種
に

よ
っ

て
は

既
に

そ
の

機
能

が
つ

い
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
価

格
が

高
く

入
手

で
き

ま
せ

ん
。

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。

私
た

ち
の

生
活

の
中

で
ち

ょ
っ

と
お

し
ゃ

べ
り

と
い

う
の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、

そ
う

し
た

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

点
と

、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（

録
音

）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。

今
あ

る
録

音
機

能
は

、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。

会
議

や
話

し
合

い
の

と
き

、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、

い
っ

た
い

何
が

話
さ

れ
た

の
だ

ろ
う

と
思

う
こ

と
が

多
い

か
ら

で
す

。
・

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
で

は
1

0
万

円
を

超
え

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

よ
り

便
利

な
機

能
が

多
く

つ
い

て
い

ま
す

が
、

も
っ

と
安

い
価

格
で

購
入

で
き

ま
す

。
そ

し
て

携
帯

電
話

で
は

楽
し

く
遊

ん
で

い
る

と
知

ら
な

い
う

ち
に

操
作

に
慣

れ
て

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
に

も
、

楽
し

ん
で

使
い

続
け

ら
れ

る
よ

う
な

遊
び

心
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

6
6

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
時

間
お

知
ら

せ
時

計
そ

の
他

(発
達

障
害

者
全

般
（

A
D

H
D

、
L
D

な
ど

）
)

時
間

感
覚

に
乏

し
く

、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。
セ

ッ
ト

し
た

時
間

に
な

る
と

、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、

ど
こ

で
も

使
え

る
の

で
な

お
よ

い
。

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン
で

合
成

音
声

を
作

成
し

て
、

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
携

帯
に

転
送

し
、

ア
ラ

ー
ム

の
サ

ウ
ン

ド
設

定
で

そ
の

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
し

、
指

定
時

刻
に

下
記

音
声

を
携

帯
か

ら
発

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
音

声
の

例
：

（
時

間
指

定
で

）
起

き
る

時
間

で
す

、
出

勤
の

時
間

で
す

、
お

昼
の

時
間

で
す

、
帰

宅
時

間
で

す
、

お
風

呂
の

時
間

で
す

、
食

事
の

時
間

で
す

、
寝

る
時

間
で

す
。

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）

今
日

は
燃

え
る

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど

6
6

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

に
配

慮
し

た
銀

行
の

振
り

込
み

用
紙

と
取

引
経

過
が

把
握

で
き

る
表

示

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

は
値

段
が

高
い

割
に

は
使

う
機

会
が

少
な

い
で

す
。

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
6

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
探

し
物

発
見

器
「

ハ
ー

イ
こ

こ
で

す
よ

」
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

で
す

。
現

在
の

 視
力

 右
0

.0
2

 左
0

.0
1

 視
野

損
失

度
９

５
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

。
視

野
が

か
け

始
め

て
か

ら
物

探
し

ば
か

り
し

て
お

り
ま

す
。

例
え

ば
懐

中
電

灯
、

白
状

、
Ｐ

Ｔ
Ｐ

Ⅰ
、

色
ん

な
小

物
類

と
、

毎
日

、
毎

日
、

イ
ラ

イ
ラ

と
探

し
物

ば
か

り
し

て
い

ま
す

。
視

野
が

な
い

為
か

す
ぐ

そ
ば

に
あ

る
の

に
み

え
て

い
な

い
と

い
う

か
、

眼
に

止
ま

ら
な

い
の

で
す

。
あ

る
い

は
物

の
上

に
物

を
重

ね
て

し
ま

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
ら

し
い

で
す

。
私

の
探

し
て

い
る

物
が

返
事

を
し

て
く

れ
た

な
ら

ど
ん

な
に

幸
せ

な
事

で
し

ょ
う

か
と

思
う

毎
日

で
す

。
　

そ
ん

な
時

、
今

度
は

、
携

帯
電

話
が

見
え

な
く

な
り

ま
し

た
。

そ
の

時
は

家
の

電
話

か
ら

自
分

の
携

帯
を

番
号

で
呼

び
出

し
ま

し
た

。
何

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
、

私
が

探
し

て
い

た
携

帯
電

話
が

時
間

表
示

の
ガ

ラ
ス

の
面

を
光

ら
せ

な
が

ら
呼

び
出

し
音

を
発

し
て

い
る

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か

。
す

ぐ
そ

ば
の

足
元

に
落

ち
て

お
り

ま
し

た
。

　
こ

れ
で

す
。

電
話

帳
に

氏
名

を
登

録
す

る
よ

う
に

、
い

つ
も

探
し

物
を

す
る

物
を

登
録

し
て

お
く

と
探

し
た

い
と

き
、

そ
の

物
に

カ
ー

ソ
ル

を
合

わ
せ

て
呼

び
出

し
を

す
る

と
、

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

と
い

っ
て

、
あ

ら
か

じ
め

貼
っ

て
お

い
た

タ
グ

か
な

ん
か

が
光

り
な

が
ら

返
事

を
す

る
の

で
す

。
　

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

探
し

物
発

見
器

・
「

ハ
ー

イ
、

こ
こ

で
す

よ
」

是
非

お
願

い
し

ま
す

。
電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。

せ
い

ぜ
い

十
畳

間
ぐ

ら
い

の
広

さ
に

し
て

く
だ

さ
い

.そ
の

範
囲

で
お

返
事

が
な

い
と

き
は

次
の

場
所

を
探

す
事

に
な

り
ま

す
の

で
。

6
6

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
多

用
途

携
帯

型
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
用

筆
記

や
遠

方
視

も
し

や
す

い
携

帯
型

読
書

器
を

望
み

ま
す

。
私

が
試

し
た

も
の

は
、

筆
記

用
ワ

ー
ク

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

が
狭

か
っ

た
り

・
支

持
し

に
く

か
っ

た
り

、
画

像
処

理
の

遅
延

が
あ

っ
た

り
、

画
像

強
調

し
す

ぎ
て

ペ
ン

先
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
り

と
、

筆
記

困
難

な
も

の
が

多
か

っ
た

で
す

。
遠

方
視

が
で

き
る

機
種

で
も

デ
ジ

カ
メ

に
遠

く
及

ば
な

い
性

能
で

し
た

。
ル

ー
ペ

、
単

眼
鏡

、
弱

視
眼

鏡
、

携
帯

型
拡

大
読

書
器

、
デ

ジ
カ

メ
な

ど
多

く
を

持
ち

歩
か

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

あ
と

バ
ッ

テ
リ

ー
を

気
に

せ
ず

に
使

い
た

い
で

す
。

6
7

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

人
物

識
別

機
視

覚
障

害
者

用
正

面
に

い
る

人
を

識
別

し
て

、
音

声
で

名
前

を
伝

え
て

く
れ

る
装

置
。

6
7

1
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
用

現
在

で
も

可
搬

可
能

な
据

え
置

き
型

拡
大

読
書

器
は

あ
り

ま
す

が
、

重
た

く
て

始
終

持
ち

歩
く

こ
と

は
困

難
で

す
。

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ
し

い
で

す
。

6
7

2

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

開
発

メ
ー

カ
U

S
B

眼
球

入
力

マ
ウ

ス
肢

体
障

害
者

用
上

肢
体

障
が

い
者

に
対

し
て

の
パ

ソ
コ

ン
操

作
を

上
下

肢
を

使
わ

ず
に

利
用

者
自

身
が

目
で

見
て

い
る

箇
所

に
マ

ウ
ス

カ
ー

ソ
ル

を
追

従
さ

せ
、

健
常

者
が

利
用

し
て

い
る

マ
ウ

ス
操

作
と

同
等

の
操

作
性

と
設

定
の

簡
易

性
が

あ
れ

ば
、

利
用

者
及

び
介

護
者

に
負

担
少

な
い

P
C

用
U

S
B

入
力

装
置

と
な

る
と

思
い

ま
す

。

6
7

3
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

視
覚

障
害

者
用

一
般

の
活

字
文

書
を

、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
読

み
た

い
。

日
常

生
活

の
中

で
読

む
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

6
7

4
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

で
き

る
拡

大
器

視
覚

障
害

者
用

持
ち

運
び

が
可

能
な

拡
大

読
書

器
み

た
い

な
機

器
。

外
出

先
で

使
用

で
き

る
も

の
。

6
7

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

視
覚

障
害

者
用

銀
行

や
お

役
所

な
ど

で
の

重
要

な
お

話
し

は
録

音
し

て
、

あ
と

で
し

っ
か

り
と

聴
き

た
い

で
す

。
い

ま
の

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
昔

の
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

も
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
に

優
し

い
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
求

め
ま

す
。

音
声

録
音

は
大

変
重

要
で

す
。

6
7

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
書

き
な

が
ら

使
え

る
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
用

銀
行

等
で

用
紙

な
ど

に
記

入
す

る
際

、
該

当
部

分
を

拡
大

し
な

が
ら

記
入

で
き

る
よ

う
な

商
品

が
欲

し
い

。
軽

量
か

つ
簡

単
な

も
の

。
ル

ー
ペ

の
よ

う
な

も
の

で
も

よ
い

。
そ

う
い

っ
た

も
の

が
銀

行
や

郵
便

局
に

備
え

付
け

ら
れ

て
い

る
と

便
利

で
す

。

6
7

7
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

単
眼

鏡
の

拡
充

視
覚

障
害

者
用

単
眼

鏡
の

種
類

が
ル

ー
ペ

等
に

比
べ

る
と

少
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
駅

の
路

線
図

や
、

案
内

板
な

ど
を

見
る

と
き

に
は

単
眼

鏡
が

重
宝

す
る

の
で

、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

6
7

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
誤

認
が

な
い

色
識

別
装

置
視

覚
障

害
者

用
色

を
判

断
し

て
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

色
識

別
装

置
が

あ
る

が
、

誤
認

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
い

の
で

、
正

確
な

色
を

判
別

し
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

6
7

9

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
手

紙
の

読
み

取
り

機
視

覚
障

害
者

用
手

紙
や

メ
ー

ル
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
が

付
い

て
い

る
と

内
容

が
読

み
取

れ
る

の
で

、
普

及
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

特
に

、
区

役
所

や
郵

便
物

な
ど

、
長

い
文

章
で

も
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

6
8

0
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

拡
大

読
書

器
の

値
段

視
覚

障
害

者
用

拡
大

読
書

器
の

値
段

が
1

9
万

8
0

0
0

円
だ

が
、

1
0

万
円

く
ら

い
で

買
え

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。

6
8

1

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

向
け

の
機

器
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

向
け

の
機

器
を

使
用

し
て

い
た

が
、

ロ
ー

マ
字

の
「

I」
と

数
字

の
「

１
」

を
間

違
え

て
読

み
取

っ
て

し
ま

う
の

で
、

使
い

勝
手

が
悪

か
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
誤

認
が

な
い

よ
う

改
善

し
て

欲
し

い
。

6
8

2
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
冊

子
に

な
っ

て
い

る
時

刻
表

を
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

読
書

器
が

欲
し

い
。

6
8

3

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
簡

単
取

り
外

し
電

話
用

拡
声

機
器

（
仮

称
）

聴
覚

障
害

者
用

私
は

脳
出

血
の

後
遺

症
の

障
害

に
よ

る
耳

鳴
り

の
為

に
、

電
話

の
帯

域
が

難
聴

に
な

り
ま

し
た

。
職

場
で

健
常

者
で

は
聞

こ
え

る
電

話
機

で
も

、
私

に
は

一
切

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
古

い
ビ

ジ
ネ

ス
電

話
機

を
利

用
し

て
い

る
の

で
、

簡
単

に
市

販
の

骨
伝

導
電

話
機

と
付

け
替

え
が

出
来

ま
せ

ん
。

毎
日

、
不

自
由

な
生

活
を

送
っ

て
い

ま
す

。
骨

伝
導

を
利

用
し

た
難

聴
者

の
た

め
、

職
場

用
ビ

ジ
ネ

ス
電

話
機

が
取

替
の

出
来

な
い

場
合

の
、

簡
単

に
取

り
外

し
が

出
来

る
、

拡
声

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。

6
8

4

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
音

声
リ

モ
コ

ン
視

覚
障

害
者

用
家

庭
の

電
化

製
品

：
例

え
ば

、
テ

レ
ビ

・
ビ

デ
オ

・
ラ

ジ
オ

・
エ

ア
コ

ン
・

照
明

等
を

一
つ

の
音

声
リ

モ
コ

ン
で

操
作

で
き

、
ま

た
、

リ
モ

コ
ン

の
在

り
処

を
ア

ラ
ー

ム
で

知
ら

せ
る

機
能

が
あ

る
物

が
併

用
し

て
あ

れ
ば

視
覚

障
害

者
は

非
常

に
助

か
る

。
パ

ソ
コ

ン
を

介
し

た
音

声
操

作
で

き
る

も
の

（
ボ

イ
ス

・
ス

キ
ャ

ン
）

は
あ

り
ま

す
が

、
パ

ソ
コ

ン
を

扱
え

な
い

ひ
と

は
利

用
で

き
な

い
の

で
、

是
非

、
開

発
し

て
頂

き
た

い
。

6
8

5

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
電

動
車

い
す

の
「

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

」
を

、
パ

ソ
コ

ン
の

マ
ウ

ス
に

・
・

・

肢
体

障
害

者
用

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、

「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」

を
つ

け
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
文

章
を

打
つ

の
な

ら
と

も
か

く
、

ネ
ッ

ト
を

閲
覧

す
る

だ
け

で
し

た
ら

「
マ

ウ
ス

」
の

操
作

だ
け

で
十

分
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

普
段

は
、

電
動

車
い

す
の

操
作

を
し

て
、

、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」

の
切

り
替

え
だ

け
で

「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」
→

「
マ

ウ
ス

に
切

り
替

わ
る

」
（

無
線

で
）

と
い

う
も

の
が

あ
れ

ば
、

首
や

背
中

を
少

し
で

も
痛

め
る

こ
と

が
無

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
、

難
し

い
の

で
し

ょ
う

か
？
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

6
8

6

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
Ｆ

Ｍ
モ

ジ
ガ

デ
ル

（
音

声
認

識
出

力
機

器
）

視
覚

障
害

者
用

 聴
覚

障
害

者
用

 盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(誰
で

も
（

健
常

者
も

）
)

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ

Ｍ
電

波
で

と
ば

し
た

声
を

、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字
（

目
で

見
る

文
字

）
表

示
、

あ
る

い
は

機
械

的
点

字
デ

バ
イ

ス
に

出
力

し
て

点
字

表
示

で
き

る
と

便
利

で
す

。
漢

字
に

は
ル

ビ
が

ふ
ら

れ
る

と
知

的
障

害
者

や
日

本
語

学
習

中
の

外
国

人
に

も
便

利
で

す
。

ま
た

、
こ

の
機

器
で

音
声

認
識

入
力

し
た

「
さ

さ
き

」
や

「
し

ょ
う

ゆ
」

等
の

短
い

単
語

は
、

点
字

や
墨

字
の

ラ
ベ

ル
印

刷
機

に
出

力
し

て
貼

り
付

け
ラ

ベ
ル

を
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
便

利
で

す
。

点
字

を
よ

く
知

ら
な

い
健

常
者

が
点

字
ラ

ベ
ル

を
作

る
時

に
も

便
利

で
す

。

6
8

7

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
筆

談
・

指
点

字
て

ぶ
く

ろ
視

覚
障

害
者

用
 聴

覚
障

害
者

用
 盲

ろ
う

者
用

こ
の

手
袋

は
、

て
の

ひ
ら

書
き

文
字

を
て

の
ひ

ら
部

分
に

機
械

的
に

出
力

し
て

、
あ

た
か

も
て

の
ひ

ら
に

筆
談

文
字

が
書

か
れ

て
い

る
か

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
デ

バ
イ

ス
で

す
。

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
を

、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の
手

袋
の

両
手

の
指

（
人

差
し

指
・

中
指

・
薬

指
）

が
機

械
的

に
振

動
す

る
と

指
点

字
デ

バ
イ

ス
と

し
て

も
使

う
こ

と
が

で
き

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

6
8

8

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

利
用

者
屋

内
用

ワ
イ

ヤ
レ

ス
音

声
送

信
機

（
施

設
用

）
及

び
受

信
機

（
利

用
者

用
）

視
覚

障
害

者
用

 そ
の

他
(手

帳
を

持
た

な
い

難
聴

者
・

高
齢

難
聴

者
)

　
障

害
者

手
帳

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

音
声

を
聞

く
こ

と
で

生
活

し
て

い
る

難
聴

者
た

ち
は

会
議

や
講

演
会

な
ど

の
際

、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

が
無

指
向

性
の

た
め

、
発

さ
れ

た
音

声
が

壁
や

天
井

な
ど

に
当

た
っ

て
反

射
し

な
が

ら
耳

に
届

く
の

で
、

音
声

の
明

瞭
度

が
低

下
し

、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

マ
イ

ク
に

入
っ

た
音

声
を

直
接

聞
く

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

明
瞭

度
が

高
く

聞
き

取
り

の
効

率
が

著
し

く
高

ま
り

ま
す

。
送

信
機

（
施

設
用

）
：

音
響

装
置

で
複

数
の

マ
イ

ク
か

ら
の

音
声

を
取

り
入

れ
る

ア
ン

プ
の

出
力

プ
ラ

グ
に

接
続

し
、

特
定

周
波

数
の

無
線

を
発

し
ま

す
。

ア
ン

プ
を

備
え

た
音

響
装

置
を

備
え

る
公

共
施

設
に

購
入

常
備

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

　
受

信
機

（
利

用
者

用
）

：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

場
合

、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z
帯

（
約

4
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 
3

2
0

 M
H

z
帯

（
約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１

台
で

明
瞭

な
音

声
を

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。

6
8

9

H
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

つ
え

祖
母

の
紙

お
む

つ
福

岡
県

に
住

む
専

業
主

婦
(5

9
歳

)で
す

。
知

り
合

い
の

施
設

関
係

者
か

ら
こ

の
サ

イ
ト

の
こ

と
を

聞
き

、
投

稿
し

ま
し

た
。

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な
い

と
い

つ
も

訴
え

ま
す

。
た

だ
、

お
む

つ
を

し
な

い
と

大
変

な
こ

と
に

な
る

た
め

、
家

族
と

し
て

も
悩

ん
で

い
ま

す
。

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）

、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、

ど
の

よ
う

な
話

を
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

よ
ろ

し
け

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

6
9

0

H
2

1
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

フ
ェ

レ
ッ

ト
手

を
離

し
て

も
立

つ
杖

は
、

役
に

立
つ

。
Ｗ

Ｂ
Ｓ

ト
レ

た
ま

・
Ｎ

Ｈ
Ｋ

い
っ

と
６

け
ん

・
ぶ

ら
り

途
中

下
車

の
旅

で
紹

介
さ

れ
ま

し
た

。
利

用
者

の
多

く
が

、
室

内
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

特
徴

●
前

方
に

車
輪

が
2

つ
、

後
方

に
ウ

レ
タ

ン
ブ

レ
ー

キ
　

3
点

で
自

立
し

ま
す

。
●

杖
を

持
ち

上
げ

ず
に

車
を

転
が

し
て

進
め

る
。

●
小

さ
な

袋
を

ぶ
ら

提
げ

る
フ

ッ
ク

が
あ

る
。

車
が

付
い

て
い

ま
す

が
、

ズ
ル

ズ
ル

転
が

ら
な

い
。

●
ア

ル
ミ

フ
レ

ー
ム

約
８

５
０

g
●

サ
イ

ズ
　

Ｓ
・

Ｍ
・

Ｌ
 /

７
５

・
８

０
・

８
５

ｃ
ｍ

ペ
ッ

ト
の

フ
ェ

レ
ッ

ト
と

散
歩

を
、

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

高
齢

者
の

楽
し

い
歩

行
に

、
歩

行
補

助
具

6
9

1

H
2

1
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

【
ご

意
見

8
7

：
意

思
伝

達
装

置
に

つ
い

て
質

問
で

す
。

】
の

関
連

回
答

【
何

か
の

記
事

で
、

脳
波

を
利

用
し

（
確

か
･
･
･
）

そ
の

人
が

思
っ

て
い

る
こ

と
を

P
C

の
画

面
上

で
文

章
に

な
っ

て
現

れ
る

装
置

が
研

究
さ

れ
て

い
る

と
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

装
置

が
、

福
祉

用
具

と
し

て
開

発
さ

れ
る

予
定

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

】
上

記
に

関
連

し
、

本
年

度
の

厚
労

省
の

補
正

予
算

で
開

発
、

試
作

さ
れ

た
機

器
の

プ
レ

ス
発

表
が

3
/
2

9
に

あ
り

ま
し

た
。

3
/
3

0
の

朝
日

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

た
の

で
ご

覧
に

な
ら

れ
た

方
も

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.a
is

t.
g
o
.jp

/
a
is

t_
j/

p
re

s
s
_
re

le
a
s
e
/
p

r2
0

1
0

/
p

r2
0

1
0

0
3

2
9

/
p

r2
0

1
0

0
3

2
9

.h
tm

l
ま

た
、

脳
波

利
用

で
機

器
を

操
作

す
る

研
究

は
、

多
く

の
大

学
・

研
究

機
関

な
ど

で
行

わ
れ

て
い

ま
す

。

6
9

2

H
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)情
報

収
集

そ
の

他
地

デ
ジ

対
応

ラ
ジ

オ
（

音
声

ガ
イ

ド
付

き
な

ど
）

・
チ

ュ
ー

ナ
ー

に
つ

い
て

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、

す
で

に
名

刺
サ

イ
ズ

の
商

品
で

下
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
ソ

ニ
ー

　
ワ

ン
セ

グ
対

応
F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

　
X

D
V

-
G

2
0

0
W

E
B

検
索

で
調

べ
る

と
現

時
点

（
2

0
1

0
/
0

3
/
2

3
）

で
最

安
値

1
6

9
8

0
円

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

携
帯

ラ
ジ

オ
の

よ
う

に
持

ち
運

び
し

た
い

と
な

る
と

、
ワ

ン
セ

グ
が

映
る

場
所

で
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

家
庭

に
お

い
て

通
常

T
V

は
、

ア
ン

テ
ナ

と
接

続
さ

れ
て

い
る

か
、

ケ
ー

ブ
ル

T
V

に
よ

り
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

受
信

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、

ま
た

上
記

で
は

不
足

と
思

わ
れ

る
方

は
、

感
想

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、

1
5

0
0

0
円

位
で

、
パ

ソ
コ

ン
に

接
続

し
ワ

ン
セ

グ
が

入
る

よ
う

に
す

る
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
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